


日本語はあいまいな言語だ，という見方が日本人自身にも定着している。 

ただし、理くつつぼく考えると、日本語に限らず、人間の使う言語は、どの言語でも、多少なりと 
もあいまいさを含んでいる。数式のような「人工言語」は別として、普通に コト パ(言語)と呼ばれ 
るもの、すなわち日常言語(自然言語)では、語 ( word ) と他の語の意味の境界、ケジメがはつきり 
しなかつたり、一つの語の意味内容が確定しにくかつたり、あいまいである。その語を連ねた文章や 
会話にも、自然、何6かのあいまいさがつきまとう。ファジーは日常言語の本性である。 

それにしても、物事を気むずかし < 考え、正確.厳密に表現したがる集団(言語社会、文化共同体) 
と、思考や表現があいまいでも構わない、あいまいなのがよい、とする集団(言語社会、文化共同体) 
の差があることは認められよう。日本語使用の長い歴史を持つ主体としての日本人の場合は、後者の 
性格を濃く受け継いできた集団である。 

第一に、日本人は「物事を区分せず、類別せず、境界づけず、対立せしめないという特徴」(文化人 
類字者石田英一郎博士)を示してきた。事物認識が不明確.不徹底、全体に理詰めは苦手である。 


第二に、裏「やは(柔)しき心」(賀養淵)—点と臭してきたことにも連なるのか、対人意 
識の 上で も、 人と人との間のシャ—プな対立を避けたがる。間にクッション—いて「角の立たない」 
* 系を生み、保とうとする。 

^三こ、 is くても 通じる」ようなコミュニケ--ション—重してきた。多くのこと—語ィ 

る rul— 抑制し、人と人との間にかもし！1糊 1— 通して1成立すれば 
よ、 (その— が美的だ)とい、つ、この種のあいまいさも捨て*たいものとされてきナ 
高名なド1 ! ソ文学者が、外国からの仕事の依頼に対し、「私に！出来ないか臭 
えないが、お引き受けしたい」と返事—いたら、ョ— ロッバの友人が声—てて笑つたそ" 
来るなら出来る、出来ないなら出来ないと書けばいいではないか」と。しかし日本人はこ UC-9 
バタ 1ンの表現が身についていて、抵抗なく話し、書いてし—し、読んでも聞いても t も 
感じない。可能.不可能の境界づけをぼかし、それを通じて相手に対する強い自己主張をも控える 
それが「ゆかしい」とさえ感じられる。見方によつては、あいまいの固まりこそ日本人である。 

羊の東西、どこの社会にも多少のあいまいさは—ている。いや、あいまいさを生かし^; DS 。0 
卜 J Vック(言いまわし)の技術ともなれば、あいまい—!ことはできないほどだ。產 
1 " あいまいの七つの型"—われる。ィギリスの詩人、批評家、ウィリアム.エム/ ^lv ン P5+ 
余歳の1した『あいまいの七典型』は名著の聞こ—、文芸理論の上—要な位置を占める 


ものとさ^ている。 

そのような「あいまい」に、言語表現上、そして社会生活上、どの程度に価値を認めるか。各社会 
の保持する文化 ( culture ) の差が、その点にも現れる。その多様.複雑な差違相は興味つきない文化 
論のテーマであるが、総じて日本人の社会は、日常、無意識のうちにも認識や表現のあいまいさをプ 
ラスに評価する傾向が強く、「含み」の効用を生かしてきた社会に属する。 

こうして、日本的な意識の中では、自然言語が本性として持っているあいまいさは嫌われるどころ 
か、 それの活用.妙用が文化の一大特徴と され、 日本人像を描くには欠かせぬ要素になって きた。 そ 
のような伝統と歴史を通じ' 日本語の個々の語の意味.用法にも、それらを連ねたフレーズや更には 
文章.談話にも、ファジーな要素のしみ込んだ度合いは深い、と見てさしつかえあるまい。 

氺 

そこで' この本では、辞典の形式の中で、主に日常生活に多用され、しかも、理解のあいまいさを 
実感させる語を拾いつつ、日本語が具有しているあいまいさを、さまざまのレペルや角度から眺めて 
みようと試みた。「引いて調べる辞典」よりも「拾い読みして考える辞典」が狙いである。 

ただし、個語? ord ) やそれを連ねたフレ I ズ、更にはそれらの集合した言表全体にまでわたって 
「あいまいさ」を記述するなら、辞典の形式だけではつくせない。例えば「あいまいな日本の私」だっ 
たら、あいまいなのは日本なのか、私なのか。一一通りの場合がある。この種のものは、統辞(語の連 
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d 運用)上のあいまいさ、いわば syntsticambiguity に属するものとして、文法書の領分にゆずる 
べきことと 考え、二の辞典にはほとんど盛り込んでいない。そして、多くの抽象的な語句を組み合わ 
せた難解または婉曲なメッセ—ジが、結局何を意味しているのか確定できな P ( 哲学者エルンスト. 
卜1ピッチユの言う 「謹 公式」を生み出しているにすぎない)といった類のあいまい現象に至って 
は、文章.談話から意識•行動様式にわたっての分析の対象で—るから、二れも表向きの対象に^ 
据えていない。 

しかしまた' 一般の辞書のように、見出し項目を、厳密に「語」に限定.統一したわけではない 
また' 見出し項目は、0わゆる語義.用法の不明確なものとも限定せず、その語句が存在し多用さわ 
る基底に日本の文化の「あいまい好み」そのものが読み取られ1ものも併せて含ませた。 

そして、各項目の解説は、一般の辞書の疆様式とは大いに趣を変え、例話.エピソ1ド.余談を 
e - ノえつつ評論.随想の色合いを含ませた読み物スタィルを一つの側面にした。読み味わう辞曲''の 
中で、日本語を使って生活する人間の姿や心を描き出すことをも目ざしたのである。 

東京堂出版の福島光行氏が立てられた企画にもとづき、編集.義の準備にとりかかったかおそ 
らく 珍しい f に属するで1©辞典を、限られた期間に独力で作りあげる®は— ?と— 
え、佐々木.門倉両教授のご協力を求め、ご快諾を得て共著者になっていただくことにした。 

白紙に近い状態の中、両教授•か中心になって見出し項 S ® 原案を作成してくださったことによりス 


シー —-/ ィンが . T , 米た。倘別の -;-/ ii 句が： rrl と Mi まったところに、「あいまい sg 」 の輪郭がおのずから 
形成された。それぞれ、専門領域を少しずつ異にする三人の分担執筆としたので、執筆者ごとに視点 
や関心の分野、予備知識の異なる点が記述に反映されていて、多角的.多面的な説明や議論が盛り込 
まれたかと思う。各項目の末尾に(芳 )( 佐)(門)と記して執筆者を示したが、三者三様の記述にフ 
レームをかけて統一をとろうということは、全くしなかった。「あいまい語」の定義をくだすための理 
論的統一もはからないで出発し、個別項目の集積によって一先ずゴール•インとする方針のもとに作 
業を完了した。 

こうして、理論書的な側面はほとんど含ませてないが、このような形でも日本人と日本語の実態の 
かなりの部分が照射でき、新たな知見の開発への足場が作られたと思う。楽しみながら考える知的散 
歩の時間を、読者に提供することができたら、そしてまた日本語によって意思を伝達し合う実生活の 
中での参考にしていただけたら、満足この上ない。日本語を母語とする人.しない人、内外の多様な 
立場の方々のご愛読を希う次第である。 

一九九六年初夏 
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ぁいまい語辞典 






あいかわらず 


相変わ、 b す I 

「相変わらず」は「いつも変わらず」という意味で 
使われ、時間の前後で、ある事柄が同じであり、変 
わつていないことが前提になつている。しかし、時 
間の幅は広<、話者の意識の中の以前の残像と現在 
がぴったり合った時に、この表現が使われる。 

小学校の同窓会などで六十年ぶりに会った人に 
も、三日前の状態に対しても使うことができ、時間 
の幅という点では非常にあいまいだ。しかし、もっ 
とあいまいな点は、この言葉を「褒め言葉」として 
使うのか「けなす表現」として使うのかという点だ。 
次の例を見ていただきたい。 

結婚した娘のところに、数年ぶりに父親が訪ねて 
きた。「お父さん、久しぶりですね。①相変わらずお 
元気で何よりです」。妻が食事を作り夫が運ぶ。それ 
を見た父親「②二人とも相変わらずだね」。寝室にと 
用意された部屋にはプラモデルが所狭しと並べてあ 
る。「③相変わらずこんなものに凝つているのか」、 
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ね」。ここには— fll 変わらず」を仙った文を H つあげ 
たが、①〜④の「相変わらず」に込められた話者の 
気持ちは、それぞれ異なることが分かる。 

① は、年配者に対する挨拶のパターンにさえなつ 
ている、 もっとも ポピユラーな使われ方だ。相手が 
以前と変わらず元気であるのを、共に喜ぶ気持ちが 
出ている。しかし、長寿社会の今、五十代の働き盛 
りの人に対しては使いにくい表現だし、それより若 
い人に対して使う と 「何を失礼な」 ともなり かねな 

r 〇 

XV 

② は、話者である父親が「夫婦で一緒に夕食を作 
る。夫が妻を手伝うのは当然で好ましい情景」とと 
らえて言つているのか、それとも「恋人時代に息子 
が嫁をチヤホヤするのは仕方ないにしても、結婚し 
て何年も経つのにまだこんなことをしているのか」 
と「好ましからざる情景」と見ているのかは、父親 
の社会観や価値観によって異なる。非常にあいまい 
であり、 その余韻からどちらをさしているのか判断 
するしかない。 





③ は、「こんなもの」が後に続き、「プラモデルに 
凝るなど子供つぼい」という半ば 呆れ、半ば侮蔑の 
感情が伴う。「あの人は相変わらずヶチで」 「相 変わ 
らず汚い部屋だね」「相変わらず音痴で聞いてはいら 
れない」「演説が長いのも相変わらずで」など、「相 
変わらず」には以前から現在まで、「道義に欠ける、 
価値がない、くだらない J など、感じていた話者の 
価値観が率直に出ているのだ。 

④ も、父親の③への応答で同等の価値観を持つ。 
ただし「シャープ な」という プラス指向を表す言葉 
が伴うことで、「相変わらず皮肉がお上手です ね」よ 
り il 父親を持ち上げる気持ちと、年長者への 配慮が 
感じられる。 

このように、時代は流れ、価値観が変わるなかで、 
「相変わらず変わらないもの」に対して「古き良きも 
の」と懐かしさを感じる人がいる反面、「無用の長物」 
と感じる人がいるように、「相変わらず」は全く正反 
対の気持ちを込めて使うことができる。 (佐) 

あいさつ— あしらう 


あいそ(愛想•愛相)^| 

「あいそ、 っ」 が「あいそ」になった。 

もとは「愛敬相」だという。つまり顔だちや表情 
に可愛げのあるのが「あいそう(愛相ごだった。に 
こやかな様子を意味するこの語には r 笑い」に通じ 
る要素がある。 

そこから、この語の意味は次第に広がって、大別 
しても四通りほどあるようになった。 

① 人に示す好意、親しみ。にこやかな表情や 態度、 
発言。 

② 人に対して抱く好意、よい評価。 

③ (好意を示した)もてなし。応対。 

④ (「おあいそ」の形で)飲食店での勘定. 支払い。 
このうち、「あいそ」と聞いて真っ先に浮かぶ ィメ 

—ジは、やはり①にちがいない。もともとが「愛敬 
相」という顔だち.表情のことなのだから、好意的 
.友好的な雰囲気をかもし出す態度、言動と.いうィ 
メージが強いのは自然だと考え6れる。 



あいそ 



'H J 〇 ”袖にも 

愛 a ! のよいを惚れられたと思ひ 
とある。実意が足りなくても、雰囲気をやわ6げ人 
を喜ばせる言動というのがある。そっくり真に受け 
るか、割引きして受け取るか、「あいそ」の裏の心を 
読まないと、乗せられる、ひっかかる、ということ 
さえある。 

そこで、①の派生的な用法として、実意の足りな 
いお世辞を も 「あいそ」 という ことが生じた。「おあ 
いそ言って小遺いせしめようって算段か？ その手 
には乗らねえぞ」 

この語には元来、にっこり 「笑う」 という ィメー 
ジがあるが、この語と「笑い」が複合した「お愛想 
笑い」はよく使われる熟語だ。好意を持っていない、 
喜んでもいない、そこを無理して笑つたのがこの笑 
いで、対人関係の潤滑油である笑いを、心にもなく 
無理して使う処世の苦しさを思わせる笑い。ほろ苦 
さもただよう。 


; 1 ( '-リ 'Ml し 一 . 〆 — /, - rl / リカ - ' A ^ r- I 
の妙 li を■小した人もある。 

作家内田百問は、戦前、法政大学のドィツ語の教 
授をしていたが' 机に向かって創作の原稿にとりか 
かろうとする深夜、同僚の教授たちがどやどやと遊 
びに来た。百問の迷惑もおかまいなしに座り込んだ 
面々の 一 人が「お忙しいんじやなかったんでしょう 
か」と一応のあいさつをした。百間老は「いえいえ」 
などと応答しながら、もはや運を天にまかせた気持 
で「お愛想煙草に火をつけた」……。 

うまい造語ではないか。「お愛想笑い」に美意がこ 
もらず、間を持たせるだけの笑いな6、笑いの代わ 
りに煙草で間を持たせることもある。複雑な気持を 
まぎらして煙のうちにうやむやにしてしまう のを 
「お愛想煙草」とは。言い得て妙。 

ところで、最近、日本で頻用されるようになった 
「パフォーマンス」という語の意味が「あいそ」の意 
味と重なる部分がある、と指摘した人がある。大橋 
禄郎氏は、アメリカのバケツト.ハツトという作家 
が日本に来た時、雑誌のィンタビューに答えた中に、 
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■「人間は、ひとりひとり違った相手に、違ったパフォ 
—マンスをするでしよ」という発言があつたのをと 
6えて、こう言った。いわく、 

『カタカナ語の辞典』(小学館)に出ている「パフォ 
—マンス」の五つの意味の、どれとも、この「パ 
フォーマンスをする」は合致しない。むしろ日本 
語の「ふりをする」とか「合わせる」とかのニユ 
アンスに近い。そして「あいそ」につながってい 
る。つまり「あいそ」とは、相手に好意をあらわ 
すパフォーマンスにほかならない。 

と。なるほど。日.英の両語がこんな風に結びつけ 
られるとすれば興味深い。 

そして、氏は「あいそは人の性質そのものという 
より、もっと外面にあらわれたマナ— (人間関係を 
よくする技法)だ。技法には出来.不出来が生じや 
すい」とも指摘している。「お愛想笑い」などはまさ 
しくパフオーマンスの一種ということにな〇、その 
表現がぎこちなかった6、それは不出来な技法であ 
るわけだ。 

そして、文化.社会が違えば同じパフオーマンス 


が違った理解を招くことも勿論ある。お愛想笑いの 
身についた日本人は、法廷の証人席につく時など、 
まずお愛想笑いを浮かべがちだというので、アメリ 
力の法廷に出てこれをやると、法廷侮辱かと怒りや 
不信を買って損をすると指摘された。 

なお、「あいそ」の意昧②となると、外面にあらわ 
れたものではなく内面に抱いている評価や感情を意 
眛する。「唐人お吉は、仲のいい鶴松に、心にもない 
愛想づかしを言わねばならなかった」といった場合 
である。 

なおまた、④の意味について、飲食店などで客が 
「おあいそしてください j というのは、とんでもな< 
おかしいことだ、と指摘する人がいるそうだ。あい 
そは店の人間のパフォーマンスであって客のパフォ 
I マンスではない、というょうな理由が言われてい 
るらしいが、すでに「お勘定」という意味を持つょ 
うになって久しいから、そこまでつきつめて批評す 
るほどのこともあるまい。 (S 


あいだ 


間.間に I 

「間」には「休み時間の間」や「机の間」のように 
時間的.空間的な範囲を表したり「仲間の間」「夫婦 
の間」のような人間関係などを表すが、ここではあ 
る期間を表す時間的な範囲の「間」に焦点を絞って 
考えたい。 

たとえば「木村先生が講演している間」という文 
がある時、後にはどんな文章が続くだろうか。「彼は 
ずっと居眠りを していた」 「彼はメモを取りつづけ 
た」「私は立ちっぱなしで聞いた」「隣の人はひっき 
りなしに私に話しかけてきた」などの文章がごく自 
然に浮かんでくる。しかし「彼は講演会場を抜け出 
しお茶を飲みに行った」「大きな地震があった」など 
は続かない。後の文には「間」よりも「間に」の方 
がふさわしい。なぜだろうか。 

「間」の後に続く文を見ると「ずつと」「〜続けた」 
「〜ぱなしだった」「ひつきりなしに」といつた動作 
が継続していることを表す語彙が使われていること 


に行った」，地 K があった」のように if - l 限りの動作 
が来ている。「間」が「講演の期間、ずっと続けて〜 
だ」動作が線として表されるのに対して「間に」は 
「講演の時間のある時点でお茶を飲みに行った(地震 
が起きた)」のように点として表すことができる。「間 
に」は、「講演を聞く」という状況の中で、全く無関 
係な動作をしたり、あるいは無関係な事柄が起きた 
りするのだ。 

この日本人にとっては一見何でもな さそうな 区別 
が、留学生に対する日本語教育の視点からは大切に 
なってくる。「動詞+て+補助動詞 (ていた)」という 
形を例に考えてみよう。「トムが昼寝している〈間. 
間に〉私は静かにしていた」「妻がせっせと掃除する 
〈間.間に〉夫はウイスキ ー をチビ リ チビ リと 飲ん T ! 
いた」—「首相が外遊の〈間.間に〉国内では大事件が 
起きていた」「外出している〈間.間に〉荷物が届い 
ていた」、文末はどれも「 〜て いた」で終わっている。 
しかし前の二文は「間」が、後の二文は「間に」が 
来る。なぜなら前者は「静かにしていた〜 (状態)」 
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「飲んでいた〜(継続した動作)」であるのに対して「大 
事件が起きていた」「荷物が届いていた」は、一過性 
のできごとだか6だ。 

概して「間」の後には「飲む」「歌う」「話す」「書 
<」「雨が降る」「寝る」「走る」といった動作の継続 
を表す「継続動詞」が、また「間に」の後には「届 
V 」「結婚する」「止まる」「落ちる」「閉まる」「始ま 
る」「終わる」のようにある瞬間に行為が成立し、そ 
の状態が継続している「瞬間動詞」が来ることが多 

ro 

I 

「間」を「ま」と読むと時間的な間隔は狭くなる。 
「あっという間に遠ざかっていった」「知らぬ間に盗 
まれた」「迷っている間に買われてしまつた」などは、 
どれも話者が時間の幅を短いととらえている。「ちょ 
つとの間だつたよ」と、「ちょつと」などの語彙と共 
に使われた時は「あいだ」ではな<「ま」と読む方 
が短い時間を表すのに適しているようだ。 (佐) 
間 IC 4 間 


ぁぃにく | 

何かを しようと する時、都合の悪い状態にあるこ 
とを言う。この都合の悪い状態は、話者にとって都 
合が悪いが、他者にとっては都合の良いこともあり、 
きわめてあいまいである。 

シヨーウインドーに飾ってあるコートを見て買い 
たいと思う。でも即断は禁物と一晩考え、やはり買 
いたいと翌日店に行ってみ ると、 もう売れて しまっ 
てない。「あいにく他の人に先に買われて しまった」、 
翌日会社に行くと、同僚がそのコートを着ている。 
気心の知れた同僚なら「お生憎さま」と言われてし 
まう かもしれない。自分にとって痛くもかゆくもな 
いが、相手にとっては都合が悪い状態のとき言うあ 
いさつの言葉だ。 

友人にコンサートに誘われた。 

「あいにく今晩は主人が早く帰ってくるんですっ 
て。こんな時に限って早いのよ。ごめんなさいね j 
(ふだんは遅い帰りを嘆いているのに) 



あいにく • あげる 


—せっかく f !/ i ねたのに、彼が留守とはあいにくでし 
たね」 

「できればお貸ししたいのですが、あいにく今持ち 
合わせがなくて…」 

どれも個別的な事柄で、相手の気持ちを思って使う 
「あいに<」である。 

「あいにく」は誰が聞いてもマイナスと思う普遍的 
な事柄に対しても使う。「運動会にあいにくの台風の 
到来で…」、普遍的であるがゆえにニユースなどで使 
うこともできる。しかし、もし怪我をして運動会に 
出られない学生にとっては、運動会の延期は決して 
「あいにく」ではないかもしれない。 

「会社が倒産したら良い機会だから会社を辞めよ 
うとおもっ ていたのに、あいにく景気の波にのっ 
.て急成長し、今ではやめるどころではないんです 
よ」， 

などという使われ方もある。会社が大きくなるのは 
良いことだが、彼のような場合やライバル会社にと 


スで、，111:にマィナスかを把 ft ? してからではないと使 
えないよ、つだ。 (价) 


あげる•く^る•もら/っ 

外国人に日本語を指導する際に最も教えにくいこ 
との一つとされるのが、受給関係を表す動詞の「あ 
げる•くれる•もらう」であると言われる。難しさ 
の一つは「あげる」に対して「やる•さしあげる」、 
「くれる」には「くださる」、「もらう」には「いただ 
く」といった相手が目上か目下かの待遇を考慮して 
使い分ける必要のあること、また「くれる」も「も 
らう」も、相手から自分への事物の授受という点で 
は同じであるのに対して、自分の視点に立つか、相 
手の視点に立つかによって、「くれる」になったり、 
「もらう」になったりする点であろう。ものの授受を 
表す動詞には、ほかにも贈る•ゆずる.受け取るな 
どがあるが、「買つてあげる(やる.さしあげる)」、 
「買ってくれる(くださるご、「買ってもらう(いただ 
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V )」 のように「動詞 + て十授受動詞」の形式をとる 
のはこの七つだけである。 

この「買ってあげる j のように、補助動詞を伴う 
時には、物の授受ではなく、行為が他者のためにな 
される時に使われる。 

実際に教室で指導すると、「先生は私に写真をあげ 
ました」などという文章が飛びだすことがある。こ 
れを直そうとすると、まず「あげる」ではなく「く 
れ る」 である こと、 先生にはできれば 「くださる」 
と言った方が良いこと、さらに「私は先生に…」と 
自分に視点をおいた場合には「もらう一いただく」 
という動詞を使うことなど、何段階もの説明が必要 
になる。 

たいていの場合は、口頭による説明よりも、実際 
に チョコレートや 花束を小道具に 

「カーチヤにチョコレートをあげます」 
「カルロスにチヨコレートをもらいました」 
「カルロスがチヨコ レー トをくれました」 

とあげたり、受け取つたりの動作を繰り返しなが6 
指導する方がうまくい<。 


「カルロスがカーチヤにチヨコレートをあげます」 

「カーチヤが私にチヨコレートをくれます」 

の使い分けも難しい。英語なら give という動詞だけ 
ですむところだ。日本人の子供は、こういった複雑 
な体系を自然のうちに会得していき、大人で使い方 
を間違える人はまずいないが、外国人から見れば「使 
い方を覚えるだけでも大変だ」というのは十分に理 
解できる。「やる」は最近「あげる」に変わりつつあ 
る。家族の目下の人に対してや、植物に対しては「や 
る」 と指導したいところだ。 

中国語では「あげる」も「くれる」も「給」とい 
う動詞一つで処理できるということだし、日本語と 
似た文法構造を持つ韓国語やモンゴル語も give にあ 
たる言葉は一つだという。ここにあげた七つの動詞 
は具体的なものの授受に使われるが、これが補助動 
詞と共に使われた場合にはどんな例があるのだろ 

、っ。 

動詞+て+あげる(やる.さしあげる) 

◎「あっ、雨だよ、僕の傘を貸してあげ■ようか J 
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あけ’る 


この—あげる」は、 fllT - に好 Jffi 的に !)■ 為を， J える 
ことが多い。恩恵関係ともいえる。相手が目上の場 
合には「貸してさしあげましょうか」「持ってさしあ 
げましょう」となるが、好意の押しつけという感も 
ある。 

◎「なに、あいつそんなことを言っていたのかよ。 
よし、とつちめてやる」 

「私に二度と逆らえないようにしてやる」 

のように相手に不利益を与える場合にも、この表現 
が使われる。「あげる」よりも「やる」の場合の方が 
多くなる。これを「よし、とつちめてあげる」とな 
ると、誰かのために、その人をとつちめるという感 
じが強く、やはり恩恵関係になると言えそうだ。 
◎テレビドラマで中学生が母親に向かって 

「そんなこと言うなら落第してやる」「死んでやる 
からな」 

と捨てぜりふを吐いていた。この場合も「〜てやる」 
しか使えない。これは中学生が自暴自棄になって言 
つた言葉だが、相手に不利益を与えるという意味で 


BeN の例と鲇 no こともできるぃ 

動詞+て+くれる(くださる) 

◎「母はいつも子守歌を歌ってくれた」 

「弟はアメリカを案内してくれた」 

これらの表現の背後には感謝の気持ちがある。「母 
はいつも子守歌を歌った」が、母親を客観的に観察 
しているのとは対照的だ。今の例のように、行為が 
話し手に対してなされる場合と、「弟は娘たちに、ア 
メリカの地理を教えてくれた」のように、話し手の 
身内に対してなされる場合とがある。 

「池田さんは弟にチヨコレートを買ってくれた」 
この文の「くれる」から、「弟」は話し手の弟であ 
ることが分かる。ところが「池田さんは弟にチヨコ 
レートを買ってあげた」となると、弟は池田さんの 
弟ということになる。 

◎「主人に電話なんかしてくれなくても良かったの 
に」 

「よく、そんなひどいこと言ってくれますね」 

これ6の「〜くれる」には感謝の気持ちは微塵も 
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なく、迷惑という思いがにじみ出ている。 

◎「〜てください」は「〜てくれる」の変形ともい 
える。 

「もう一度ゆっくり言ってください」 

外国人はこの表現を丁寧だと思いがちだが、日本 
語では「もう一度ゆっくり言って<れませんか」と 
言った方がょり丁寧であり「くださいませんか」な 
ら完璧だ。夫が妻に怒った調子でいう時は「もっと 
ゆっ<り言ってくれ」となる。「〜てくれる」も使い 
方次第でいかょうにも変化する。 

動詞+て+もらう(いただく) 

◎話し手、あるいは話し手の身内のために、誰かに 

好意的な行為を受ける場合に使われることが多 

、〇 

t 

① 「木村さんに家まで車で送ってもらった」 

② 「母は木村さんに(から)、お琴を教えてもらつ 
た」 

この二つの文は非常に似ているが、①の文では「木 
村さんに <- としか言えないが、②の文では「木村さ 


んに」とも「木村さんから」とも言える。なぜだろ 
うか。「家まで車で送る」という運転、車の移動など 
目に見える直接的な行為が「に」しか使えないのに 
対して、「教える.褒める.知らせる」のように間接 
的で知的.精神的な行為は「〜に」とも「〜から」 
とも言えるようだ。 

これらの授受動詞をどのように使い分けるかは、 
話し手の意識とも大いに関係がある。一般的に男性 
は「持ってやろう」など、「やる」をよく使うが、女 
性はあまり使わない。また夫と妻の会話にしても、 
女性の方が「すいませんが、それ取ってくださる？」 
というのは普通だが、夫が妻に「それ取ってくださ 
る」というのは不自然に聞こえる。ここからも、日 
本の社会の中での関係が浮かび上がってきそうだ。 

年齢や地方によっても、使い方は異なる。いずれ 
にしても、話し手の意識の中で、どこまでを目上と 
判断しているかによって「いただく.<ださる.さ 
しあげる」の表れ方は違ってくる。 

話し手の意識という点でもう一つ重要なことは、 
「くれる.あげる」の使い分けの中に、その人物を自 
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あしらう 


〜'--.、ゎる—のところでも少し说叫したが' 木 f ]' 
さんはロイにチョコレートをくれた」となると、話 
し T はロイをかなり身近な存在としているが、これ 
を「あげた」にすると、ロイは身内の境界から外れ 
ることになる。 

話者がその人物をどこまで身内と感じているか 
が、これらの動詞の使い分けになるといぅのは、い 
かにもあいまいで、時と場合にょっても使い方が異 
なり、説明のつけにくいところである。 (佐) 

あし、-0ラ.あいさつ | 

①「なかなか人あしらいのぅまい人で、会ってい 
ても楽しいね」 

「お客様のお気持ちをお察ししなが6、と努力し 
ておりましても、あしらいに不行きとどきが出 
て米ましたり……やっぱりねえ」 

動 ,]. il 「あしらう」の第一義は、取り扱うこと.応 
対すること.受け答えすること。その名詞形「あし 


りい—力.：—人 J '. LI ) い——.;： C あし- •) い—などの：£<|| 
名剠'か1まれた。もてなし.待遇のキメ細かさを重 
視する n 本人には忘れてならない重要概念を示す 
語、つまりキーワードにも数えてよかろう。 

ところが、そのキーワードも、転じて第二の意味 
になると、とんだ冷遇を意味する語に変ずる。 

②「横綱に軽くあしらわれてしまつた。もう少し 
相撲になるかと思つて挑戦したんだけど…」 

「こ--©交涉は是が非でも成立させようと意気込 
んで乗り込んだが、相手がとんだ古ダヌキで、 
いいよ、つにあしらいやが つて…」 

相手にしない.まともに対応しない.軽視してい 
い加減に扱う…と、マイナス評価ばかりこめられた 
語になつてしまう。 

①と②の差が明瞭に認識できる場合は問題ない。 
「あし6う」には二つの場合あり、と心得ておけばす 
むことだ。 

ところが、世慣れた人間、世間ずれした人間とい 
うのがいるもので、表面厚遇、内心冷遇、という行 
動に出ることがある。「いんぎん無礼」というのがそ 
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れだ。昔、デパートによっては、客の身なりによっ 
てあしらいに差をつけてはいけないということか 
ら、服装の粗末な客ほど丁寧なことばを使え、と店 
員に教育していると聞いた。となると、丁寧に応対 

された客は自分をどう考えたらいいのか9 . これ 

なども、いんぎん無礼の一種になりかねない。そし 
て、もっと露骨に、自己の優越に自信を持って相手 
を見くだしながら、うわべは丁重をきわめる類の、 
いんぎん無礼も少なくない。 

これらの場合は、「あしらう」のプラス面を表面に 
出しながらハラの底ではマィナスに取り扱っている 
ことになる。プラスとマィナスが、うわべと本心に 
分かれて同居しているのは、一筋なわで行かない、 
食えない人間の生み出す対人行動である。 

このような「あしらう」の重層性を眺めていると、 
「あいさつ」という日本語に連想が及ぶ。 

社交上の儀礼を尊重する日本人は、あしらいを言 
語.動作や贈り物によって具体化することを重視す 
る。あしらいの第一義が形にあらわされ、定型化さ 
れたものが、社会のもろもろの場面における「あい 


さつ」である。 

歌舞伎俳優の襲名披露の舞台あいさつなどは、し 
きたりを守ってものものしく、大相撲初日の恒例、 
協会ごあいさつも型通りに行われている。定型に忠 
実な日本人の作法の好例だろうが、結婚披露宴の仲 
人のあいさつが長すぎて客を困らせるなどは注意を 
要する。金品を贈られないと「何のあいさつもない」 
と怒る人は、あいさつ重視の伝統に忠実な人なのか 
…？ 

ところで、あしらいにもプラス.マイナス両義が 
あつたように' あいさつも、誠意がこもらず、うわ 
ベだけの場合があり、実意のない「お世辞」(社交辞 
令)のこともある。 

さらに、相手が皮肉や悪口を言ったのに対して「お 
れが皆のためにやってることを、点数かせぎとは、 
こり や"ごあいさつ"だなあ」と応ずることがある。 
このように皮肉をこめてやり返す時は必ず上に「ご」 
が付く。 

「あし6う」のプラス.マイナス両面と「あいさつ」 
の両面は、完全に一致しているわけではないが、元 
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あたり 


ねり彳ると、うわべだけの.个誠£(な対人態度の £( 味 
に fe ずるところは、人間の言動と本心の複雑なから 
み合い方が思われて興味をそそるものがある。 

なお、「あしらう」には、①②に加え第三の意味が 
ある。すなわち、「盛り付けの時に、ちょつとパセリ 
をあしらうのを忘れないように致しましょう」とい 
うのは、美しさ.心地よさなどを考えて「取り合わ 
せる」「配合する」ということ。ちょつと(軽く)ア 
クセサリーを添えるわけで、「軽く」のニュアンスは 
第二義と共通するようだが小バカにするのとはむし 
ろ正反対。プラスの添え物をするわけである。 

これに相当する「あいさつ」の用法は思い当たら 
ないが、しいてさがせば、映画の公開に際して、監 
督やスターがステージに並んで「ごあいさつ」する 
あたりが、けつこう悪くないアクセサリーというと 
ころだろうか。 (芳) 


あたり _ 

「今年の六月あたり、お姑さんが上京されるそう 
よ」 

「明日の午後あたり、一緒にお茶でもいかがです 
か」 

「来月あたり、そちらに出張することになりそうな 
ので、その時はお寄りします」 

ときどき用いる「あたり」は、いつとはつきり断 
定できなかったり、時間を提示することができず、 
時に大きな幅を持たせていて、時間がはっきりしな 
い点であいまいさが伴う。これを「六月の十五日の 
九時あたりに」とか「午後三時十五分あたりに」と 
言うことはできない。 

人間についても 

「会議室の鍵の行方、誰か知りませんか」 

「あっ、それなら木村さんあたりに聞いてみたら」 
と使うことができる。この場合は、木村さん個人を 
指すのではなく、木村さんのまわりにいる人達も含 
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めてさすことができる。木村さんのまわりに同僚が 
いることが暗黙の了解としてあり、「社長あたりにき 
いてみたら」というのは不自然だ。 

場所についても使うことがある。 

「すみません。須藤さんのお宅を捜しているんです 
が」「さあ、ここ6あたりで『須藤』っていう人は 
いないと思うけど」 

「うちの子供見かけませんでした」「公園の砂場あ 
たりで遊んでいると思いますよ j 
空間に幅を持たせるという意味で、この「あたり」 
は実に都合の良い表現だ。場所を表す「あたり」に 
近い表現に「近所」がある。しかし'「公園の近所」 
といった場合は公園は含まれないことになり、意味 
的にはだいぶ異なる。 

場所に関しては、「公園の砂場の辺」と「辺」を使 
うこと もできる。 (佐) 


あのう.ええと | 

「あのう、せっか<ご招待いただいたんですが、明 


日は都合が悪くて…」(断る) 

「あのう、すいませんが、課長の木村さんはどちら 
にいらっしやいますか」(相手に尋ねる時) 

「その曲はですね、あのう、演奏会用に作曲された 
もので」(つなぎの言葉) 

外国人から見ると日本人は「あのう」をどこでで 
も使っているように見える6しい。 

しかし、断る時やたずねる時に使う「あのう」は 
人間関係を円滑にするための布石のようなもので、 
家族、それも目下に対してはあまり使われないし、 
独り言に「あのう」を使う人はまずいない。 

「あのう」という表現は、日本の社会が個人主義で 
成り立つものではなく、相手との人間関係によって 
成り立つ証でもあるのだ。 

男性と女性で、どちらが「あのう」を多用するだ 
ろうか。これは具体的な場面を思い浮かべるとはっ 
きりする。たとえば夫と妻の会話で、妻に向かって 
「あのう」という夫はどれだけいるだろうか。それに 
対して妻から夫に話しかける時には「あ，のう' 一郎 
なんですけど、学校でね…」とか「そのセーターは 
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あのう 


時につなぎ.，','來として使ったり、使う機会が実に多 
い。夫と妻の上 F 関係を歴然と示す言葉の一つが「あ 
のう」だ。 

会社ではどうだろう。部長が部下に対して使うこ 
とはほとんどないと思うが、部下が部長に対しては 
たとえ男性でもよ < 使う。「あのう」は男女両方が使 
う言葉だが、男性.女性とも平社員の場合はどうだ 
ろう。最近は会社でも女性たちは男性と肩を並べて 
仕事をしているから、「あのう」を使う率は少なくな 
つているのだろうか。「あのう、これワープロミスだ 
と思うけど…」という表現は、男性社員と女性社員 
がどちらが多用するだろうか。 

「あのう」と同じような機能を持つ「ええと」とい 
う言葉について考えてみよう。右の会話の社員の例 
で「ええと、これワープロミスだと思うけれど…」 
と「あのう」を「ええと」に変えると、丁寧な感じ 
が失われ、直接的で聞き手に対する敬意はあまり感 
じ6れない。これは男性と女性、部長と部下のどち 
らの表現だろうか。 


部. IX ええと' あの人ぷだつた力な' WI 力に|& 
会つたことがあるのに思い出せない」。ええとは独り 
言の場合でも使える。これを「あのう」に言い換え 
ることはできない。 

どうしても誰だか思い出せなくて、部長が部下に 
聞くと部下は考え込んで「ええとです ね。 あの方は 
… - と「ええと」を使つて答えるとする。この場合 
の「ええと」は、思考する際の時間稼ぎの「ええと」 
であり、男女.上下に関係な<使える、待遇関係を 
意識しない表現だ。 

「ええと、ニンジンとキャベツで三百五十円、それ 
からええとミカンね、ミカンが…」という具合だ。 

つなぎ言葉はその人の癖がもっとも出やすいの 
で、「エ， 一 」「ア ノ' ~ 」 「ア^~」 「ソノ' ~~」と色々ある。 
しかし、つなぎ言葉がなく'次の表現を捜す間沈黙 
しているとすれば、ちよつと気詰まりだ。これらは 
言わば会話を柔らかくするクッションのようなもの 
だろ、っか。 (佐) 
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味覚を表すことばには「おいしい、うまい、まず 
い、あまい、からい、にがい、しよっぱい、すっぱ 
い」等がある。この中では、「おいしい(、っまい) I ま 
ずい」の対立のほかには、「甘党」「辛党」や「甘口」 
「辛口」のように「甘い I 辛い」の対立が目につく。 
前者は昧覚そのものというより味に対する評価を表 
しているから、「甘い」と「辛い」が代表的な味覚表 
現の対立である、と言えよう。 

中でも「甘い1—は、「蜜の川」や「甘露」といった 
言葉が示唆しているように、食文化の相違を越えて、 
人々を魅惑する味覚である。一説によれば、母乳の 
甘さが甘味への憧れを普遍的に養っているのではな 
いかとのことである。たしかに、母乳の記憶はない 
にしても、子どもの頃に味わったキヤラメルや駄菓 
子の、口の中いつぱいにひろがる「あまみ」は幸福 
感.充足感にみちていたものである。「あまい」が「う 
まい1_と通じている、という指摘にもうなずけるも 


のがある。 

日常の食生活の中でこんなにもふんだんに甘味に 
接することができるようになったのは、近代化の産 
物である。近代ョーロッパの帝国主義は競って植民 
地から砂糖等の甘味の材料を奪ってきた。それによ 
って、ョーロッパの人々の大量の甘味摂取が保証さ 
れたのである。日本でも、甘味がカロリー過多や虫 
歯の原因としてセーブされるようになったのは、つ 
い最近の現象であることを見逃してはならない。 

「甘さ」の魅惑は味覚を越境して、「甘い香 OJ 「甘 
い調べ」「甘い言葉」「甘い追憶」のように、嗅覚や 
聴覚、さらには精神世界- ■ 般にまでひろがっている。 

しかし、過度の「あまさ」が歯だけでなく、心ま 
でとろかしてしまうことへの警戒感が「甘さ」への 
マイナスイメージを形成する。「あまつたるい」とい 
う言葉は、「あまさ」が精神を「たるませる」、弛緩 
させることを語っている。「甘い雪葉」は優しい愛の 
言葉であることよりも、堕落におとしいれる誘惑の 
言葉であることのほうが多い。また、臣下の「甘言」 
は主君を惑わすのである。 
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あまい*あまり 


い」 1 刃物切れ味が II ' い」 という具体的事物の「しま 
りの悪さ、鈍 さ」 から、「攻め(守り)があまい」「読み 
(見通し) があまい」というように事態への「対応の鈍 
さ」 にもつながつていく。そしてさらに、「考え方や 
態度がしつかりしていない」という意味合いもおび 
る。「考え方が甘い」「人間が甘い」「敵(世の中)を甘 
くみてい る」。 

「子ども(女)に甘い」「点数が甘い」「甘い評価」と 
いう場合は、「厳しさ.正確さに欠ける」という意味 
だが、この場合には、「娘にはあまいが、息子にはか 
らい」「ずいぶん点がからい」というように「辛さ」 
が「厳しさ」として、比喩的にも反対の意味で用い 
られる。 

土居健郎は「甘え」をキーワードとして日本人の 
精神構造を分析してみせたが、「甘える」とか「甘や 
かす」という表現自体は否定的なニュアンスをもつ 
ている。「甘味」があれほどの至福感をもたらすわり 
には、「あまい」をめぐる日本語表現は「甘味」に対 
して「あまく」ないようだ。 (門) 


あま9 

母親が中学生の息子と話している。 

「今日は遠足疲れたでしょう？」「あんまり」、返事 
は短くイントネーシヨンは最後でピンとあがる。 
「水族館、楽しかつた？」、息子は面倒<さそうに 
「あんまり」 

「ねえ、おなか空いた？」「あんまり」 

とうとう母親は堪忍袋の緒が切れたように 

「あんまりだけじやわからないでしょ。それに、あ 
まりテレビゲームばかりやつていると(過度—テ 
レビゲームをしすぎること)、頭が悪くなるわよ」「ど 
うせ頭、あまりよくないもん」(それほど) 

そばにいた私の方を向いて、「あまりにひどいと思 
わない(過度の状態)？ お宅はお嬢さんばかりだか 
ら、こういうご経験ないでしょう」「ええ'そう言わ 
れてみれば' あまりこういう経験はありませんね」 
(少ない) 

実際の会話ではこれほど「あまり」を多用するわ 
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けではないが、会話の出だしの部分はこの通りだっ 
た。最近は母親との会話を省エネして、エネルギー 
をテレビゲームに向けてしまうのか「(あまり)疲れ 
ていないよ」「(あまり)楽しくなかったよ」の否定形 
の部分を省略して言う傾向が見られる。 

いずれにしても「程度がそれほどではない」とい 
う意味で使われる表現で、「楽しかった一楽しくなか 
った」「疲れた一疲れていない」と言い切らずに「あ 
まり」で返事の全てを代用するのは、返事をあいま 
いにしておきたいからだろうか。それとも、はつき 
りと返事をし、理由を追求されるのが面倒だからか。 

これは友人の子供に限ったことではなく、テレビ 
アニメなどにもよ<見られる傾向だ。 

「水族館、見物の人がたくさんいた？」「あまり」 
「珍しい魚がたくさんいたでしょ」「あまり」 

人数や魚の数などに使われた場合の否定形は、「人 
数は少ない」「珍しい魚はそれほどいない」という意 
味になる。その程度がどれほどであるかはあいまい 
で「あまりよくわからない」。 

しかし「あまり」は、 


「あまり見物人がたくさんいたので、水槽の魚があ 
まり見えなかった」 

「あまりにも珍しい魚だったので、つい見とれてし 
まった」 

のよぅに、「見物人の多さ」「魚の珍しさ」といった 
事柄に「あまり」を加えることによって、その程度 
が極端だったことも表す。 

「泳ぎはあまり得意ではないが、あまりきれいな魚 
がいたので、その後をついて行ったら、沖につれ 
ていかれた」 

これはグアム島での私の体験で、これなどもその 
魚が他と比較して極端に「きれい」だったことを表 
している。「あまり」の後に肯定文が来るかで、意味 
はあまりに違ってくる。 (佐) 

ありがたい一 

欧米の文化は人間を本位(主休)にした能動的な文 
化である。それに対して、日本の文化は、人間が突 
出せず、むしろ事象の中に人間がひそみ、まぎれ込 
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ありがたい 


A で ' 人 H -/ J - ハ 物の部のよ> f A 广4上3,乂化て 
ある。 文化人® 7- 朽 クラック ホー ンが、 F-I 本の文化 
を"人間が自然と共存する，タイプに分類したのは 
もつともなことだ。 

英語の .. A Happy New Year : は元来は. i wish; 
…"と始まるセンテンスの一部である。「私ハ祈ル」 
と始まる、まことに人間の行動を本位にした発想で 
ある。それに対して、日本人は「新年(明けまして) 
おめでとうございます」とあいさつする。「めでた< 
あり」「めでたい」は、祝イタイ心地ガスル、祝ウノ 
ガヨイ、慶賀シタイという意味だ。私ガドウスルと 
いうのではない。人間は後ろに退いていて、祝イタ 
イ雰囲気を客観描写しているのだ。英語の表現が動 
詞的なら日本語のは形容詞(形容動詞)的とも言える。 

平素のあいさつにも同じ対照は現れる 。： Thank 
you : は「アナタ(君)二感謝スル」と、人間の行動を 
はつきりさせているが、「ありがとうございます」は 
「滅多ニアリ得ナイコトデス、稀二見ルコト(恩恵、 
ゴ好意)デス」の意で、人間は行動せず、やはり事態 
を客観している形である。感謝するのは人間(自分) 


だ-:;' ,=分が姑, fflM ると1,1., I わず'^観的な小態が 
伢がたい(ウレシィ)ものだと表現するのだ。 

「ありがとう{ございますごの原形(終止形)は「あ 
りがたい」で、この形は、勿論、あいさつ文句に先 
行して存在した。自然の恩恵にせよ、人の好意にせ 
よ、それを感謝すべきものだとする意味で、現在も 
常用されている。 

「久しぶりの雨はありがたいねえ。水不足も少しは 
解消するかもしれない」 

「徹夜作業のところへ夜食のさし入れとは、ありが 
たいことだ」 

「ありがたくお受けいたします。この上は一意専 
心、相撲道に精進し'大関の名をけがさぬよう…」 
「ありがたいお話です。存分に自分を発揮できる職 
場を求めてたところですので…」 

日本人の発言や行動は明快にはきわ5.たないが、 
心情を深く抱き、あたためるのをよいとする意識が 
強い。心の中で「ありがたい、ありがたい」とくり 
返し、肝に銘じているのがよいという価値観は、日 
本人の生活を支 fid してきた伝統的な徳目の重要な- 
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項である。仏教(特に鎌倉睁代 tl 後の庶民を教化した宗 
派)の影響もここには強く生き'ており、江戸時代の庶 
民の処世道徳にも、神仏(お天道さま)への感謝、他 
人(世間さま)への感謝が重要徳目として生きていた。 
「おかげさまで…」という常用句や「恩返し」「恩知 
らず」「謝恩会」「謝恩セール」などは、みな「あり 
がたい」と地つづきの語句である。 

ところが、このような感謝、感謝、の庶民道徳の 
キーワードの一つである「ありがたい」は、反転し 
て、アイロニカルな使い方をされることがある。 
「トホホ、ありがたいことになったもんだ。あのコ 
—チがつきっきりだって？ どうすりやいいん 
だ、おれ」 

「見込まれたのは感謝すべきなんでしょうが、何か 
6何まで私を相談相手なんて、こっちの身がもた 
ない。"ありがた迷惑,というところですな」 
「それじゃあヒイキの引き倒しじやないの。とんだ 
"ありがた迷惑〃だわ」 

こうなると発言者の心理は複雑で、心理の屈折、 
表現の影の部分を読み取るセンスが受け手に要求さ 


れる。 

「ありがたい」「ありがとう」だけな6、外国人に 
とってむずかしい語句とは言えないはずだが、数歩 
進んで、〃ありがた迷惑"のニュアンスがわかった 
り、迷惑な立場までも「ありがたい」と表現する気 
持ちが理解できたりするようになれば、日本人の意 
識のヒダ、表現のヒダがかなり読める境地だと評し 
てよいだろう。 (芳) 

あいまい表現の語源 

r 曖 wf 」 は r 曖」も「味」も「暗い」とい -5 意 
™ 味。「曖昧模糊」といラ時の「模糊」は霧や煙な 
ムどがかかった状態のことを言う。つまり「曖昧 
ラ 模糊」とは暗かったり' 霧がかかったりして、 

コ 物の輪郭が定かにつかめないことをさしてい 
~る。まさに「分けられる」ことが、「分かる」こ 
j となのだ。 

「そんなあいまいな(あやふや)な返事では困 
i る」では'「あいまい」と「あやふや」はほぼ同 
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(あいまい表現の語源) 


じ fA 味たろ-)'..~仿えば K) 発に B 成力 JV 対力の 

問いに対する返事だとしよう。「あいまいな返 
事」とは' 賛成か反対かの輪郭をぼかした官僚 i 
的な答弁を思わせるのに対して'「あやふや」の „ 
方は賛成とも反対ともとれるどっちつかずの、 
論理的な一貫性のない政治家のその場しのぎの 
対応を思わせる。 

「あやふや」の語源について'『大言海』は' 
「あやし」から派生して'「うやむや」や「むに 
ゃむにゃ」と同種の連想が働いた語構成による 
ものではないか、と推測している。ところで' 
「うやむや(有耶無耶ごは 「あり や' なしや(あ 
るか' ないが)」の漢文体から来ている。 I 

『伊勢物語 I の名歌'「名にし負はばいざ事と „ 
はむ都鳥わが思ふ人はありやなしや」の「あり _ 
やなしや」は「無事であるかないが」の意味だ 
し'『源氏物語』の「ありやなしやを聞かぬ間は」 

では'「真実か否か」といろ意味になる。この「あ 
りやなしや」がいつのまにか漢文調で「うやむ _ 
や」と読まれ' しかも「どつちかわがらない」 I 


という意味になったようだ。「むにやむにや」は 

「うやむや」が訛ったものと思われる。 

「曖昧」が「暗さ」によって、物事の形を隠す 
ことに本義があるとすると、 r えたいが知れな 
い」という表現の「あいまいさ」さの由縁もつ 
かめてくる。「えたい」とは「得体」ないしは「為 
体 i 1 — と書 <。つまり「体(形)を得る」「体(形) 

を為す」という意味である。「えたいが知れない」 
とは、そのものがそれとして「体を得る/為す」 
ところの「正体.本性」が「知れない/わから 
ない」ということなのだ。ここにも'「形」を見 
てとることが「分かる」ことという発想がある。 

「お茶(ことば' 態度)を濁す」が「あいまい」 
さを表しているのも'「濁す」ことが透明な状態 
を不透明にさせることだからだろう。それにし 
ても' どうして「お茶」なのだろうか。お茶が 
大変貴重だった室町時代には、お茶は最高の接 
待として交渉相手をまるめこむことができたこ 
とから、「急場をなんとかしのぐ」ことを「お茶 
を濁す」と言うようになったという説と' 茶道 2 i 





! の作法にかなってない、いい加減なやり方でと 
|リつくろうことから来ているという説がある。 

I いずれにしても、どうしてお茶を「濁す」なの 
一か、という疑問が残る。 

日本の政.官.財の鉄の三角形の理不尽な癒 
一着ぶりがさまざまな領域で露呈し、国民の怒リ 
!をかっているが、そうした癒着の土台をなして 
„いるのが接待で培われた相互の「なあなあ」の 
„関係である。この「なあなあ」は' 歌舞伎の舞 
一台で役者が相手の耳元でささやく場面の終わり 
I に「なあなあ」というのがキマリだったことに 
由来している。ここから' 事態を公開してはっ 
きりさせず' 内輪であいまいなままになれ合っ 
て物事を進めていくことを「なあなあでやる」 

~というようになった。 

住専問題追求では、多くの官僚.政治家の答 
i 弁は「しどろもどろ」だった。「しどろ」は秩序 
\ なく乱れた、とりとめのない様子、「1どけない」 
„も同じ語源である。「もどろ」は、斑から転じた 
i 言葉らしく、これも乱れる様をさしている。つ 


I まり、「しどろもどろ」とは、「乱れに乱れてい 
~る」というのが元の意味なのである。「乱れる」 
i とは、分節や脈絡を「乱す」ことであり' あい 
!まいさにつながるわけだ。 

最後に、ヲラス.アルファ」で、「プラス. 

ー アルファ」の「アルファ」について考えてみた 
I い。「アルファ」とはギリシア語のアルファベツ 
ートの第 I 文字であり'英語で言えば A にあたる。 
j 代数の約束からすれば' A ' B 、 C などアルフ 
| ァぺツトのはじめの方の立字は既知数を表すこ 
~とになつている。本来な6、い<6增えるかわ 
j がらない量を表している「プラス.アルファ」 

„は、野球で勝利チームの九回裏の得点を r + x 」 
„と表すように、 n > ラス.エツクス(ギリシア語 
I ではカイ)」と言うべきなのだ。 I 説によれば、 

~ r+XJ の X の筆記体 X を a (アルファ)と混同 
j したためらしい。もつともヲラス.アルフア」 
一にあたる英語表現は " plus something ' ■のよう 
I であり、いずれにしても和製英語 (？) たるこ 
I とにかわりはないようだ。 (門) 
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ある 


あ る 一 

主体や事物の存在を表す文は基本的だし、応用範 
囲が広いので日本語教育の一番初めの方で出てく 
る。 

「机の上に本があります」 

「このクラスには学生が八人います」 

といった表現である。ここでさっそく問題になるの 
は、「ある」と「いる」の使い分けである。日本語教 
育では、「植物以外の生物」には「いる」、それ以外 
には「ある」と教える。 

「いない、いない、バア— !」というように、自分 
の意志でそこに存在したり、存在しなかったりでき 
るものについて「いる」が用いられる。動物以外で 
は、例えば「上空には敵機がうようよいた」のよう 
に、乗り物には「いる」を用いることがある。乗り 
物は自分の意志で動いているようにみえるし、運転 
している人の拡大身体とみることもできるからだろ 
ぅ。反|1'||、動物でぁっても動きを^ってしまぇば、 


—あそこの魚山埸には：：-きのいい魚がたくさんあつ 
た」となる。 

もつとも書類で「配偶者有.無」となつている 
ように、「私には妻子がある」「兄弟が三人ある」と 
いうこともある。この場合の「ある」には、「存在」 
というより「所有」の意味合いが強い。「存在」を表 
すことばが「所有」をも表すというのは、哲学的に 
みて興味深い言語現象である。 

「ある」には、以上の「〜がある」の用法のほかに、 
「〜である」という広範な用法がある。次に、 「 A は 
B である」における A と B の関係についてみてみよ 
、つ。 

① A と B が同一である場合。 

「2たす2は4である」 

「彼は山田太郎である」 

「父とは男の親である」 

「水は H 20 である」 

② A が B に含まれる場合。 

「正方形は四角形である」 

「彼は闩本人である」 
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「父は会社員である」 

「水は液体である」 

③ A と B の包含関係があいまいな場合。 

「緑は green である」 

「私の夢は子どもが立派に育つことである」 

「世界は演劇である/歴史は鏡である(比喩表現ご 

④ B が A の性質.状態である場合。 

「外は一面の銀世界である」 

「その町はとてもにぎやかである」 

「中は真空である」 

「手口はきわめて悪質である」 

これらの内の①と②の混同は、「逆は必ずしも真な 
らず」と戒められきたが、政治的な攻撃はこの混同 
を悪用することが多いので注意が必要だ。例えば、 
「共産主義者は反戦主義者である」とする。この場合、 
「反戦主義者」の中には「非共産主義者」もいること 
が含意されていることは明らかである。しかし、戦 
争隹進派は自分に敵対する「反戦主義者」をおとし 
めるために、「共産主義者」の悪評「アカ」を使って、 
「反戦主義者はアカである」という逆命題を駆使する 


のである。 

「 A は B である」という単純な表現の論理構造を半 
ば意図的に混同する、この種の政治宣伝は決して過 
去の話だけではない。 (門) 

あれ.なに 荷 ) J 

「ほれ' あの子はどうした？ 来てないのか？ 

あの、ナニは」 — 
名前の浮かんで来ない時、ナニ(何)という疑問詞 
(不定称の代名詞)で代用する習慣が、かつて日本人の 
会話にはさかんだつた。 

「現在のわが国の国際的なナニにかんがみるとで 
すよ、この、日米間の微妙なナニを、それはそれ 
として認識してですよ、その上においてた有無 
相通ずるナニを一段と強めるべく、政府としては 
…」 

岸信介首相の、このようなナニの用法は昭和三十 
年代当時の国民にはよ<知られていた。その文脈に 
適合する名詞が思い浮かばない時、もしくは気がせ 
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あれ • あんがい 


いて思い浮かぶのを待っていられない時、あるいは 
また明確に表現するのを避けたい気持がはたらいた 
時などにこの「何」が使われた。そのつど、聞く側 
は、ここに代入されるべき名詞は何だろう(関係？ 
立場？事情？…)と考え、限定する余地があった。 

日常会話では、その余地をなくそうなどとは野暮 
だ、余地は余地として残しておくのがオトナだ、と 
いうコミュニケーション観が伝統的に作用した。さ 
らに、考えたり質問したりせずに"勘,で「何」の 
内容を理解するのがイキなやりとりだ、と、例えば 
江戸の職人仲間などでは考えられた。 

「おい、源公、ナニはどうした？」 

「へえ、ちやんとナニしておきました」 

これで用が足りるようでなくては一人前ではな 
い、 という 意識は長く受け継がれていて、島崎藤村 
の『おさな物語』などにも、東京人はナニばかり使 
つて、それでちやん と 話が通じてし まう、という 事 
M が記されていた。しかし、現代ではもうその意識 
の痕跡もうすれたかもしれない。 

111--八フ、ナニのこの種の用法はすたれたが、代わり 


に、 アレが I 1 J いられることはある。-:.：: rltil が ナ ニと 
言つたところに、三十数年後の羽田孜首相は しきり 
にアレを用いるのが有名になつた。 

「率直にアレしまして、国際関係のアレを改善する 
ために、誠実にアレして行くことが必要だといぅ 
認識で、一致しているわけであります」 

時代の違いを思わせる用例の差であるが、アレを 
咄嗟に口にする心理は昔の人(特に中高年男性)がナ 
二を用いた場合とほとんど共通している。 (芳) 


案外•割合 | 

「君の料理、案外上手だね」 

婚約者の家で将来の夫になる人が言う。それを聞 
いた彼女は、何だか急に彼と結婚するのはやめょう 
と思う。彼女の不機嫌な様子を見て彼は「褒めたつ 
もりなんだけど、何か変なこと言ったかな」と心配 
になる。彼女の心境に大きな影響を及ぼしたのは、 
「案外」という軽率な一言だったことには気づかず 

こ0 
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「君の料理上手だね」と「案外上手だね」には、そ 
の上手さを認める度合いにおいて、天と地ほどに開 
きがある。単に「上手だね」と言った時の尺度は総 
合的なものであるのに対して、「案外上手」となると 
「もつと下手だと思つていたのに」と、もともと評価 
していないことに対して「思ったより上手だ」と主 
観的な評価になるか6だ。主観は当然のことながら 
人によって異なり、「案外」の尺度もあいまいこのう 
えなぃ。 

「銀メダルですみません J 、 以前オリンヒックて一 
位を期待されていた選手が記者団のィンタビューで 
発した言葉だ。「日本勢は案外ふるいませんでした」 
とその日のニュースショーは報じた。オリンピック 
で二位を取りながらである。「案外」が主観的な語で 
あるがゆえに、この表現は結果が総合的に見て高い 
場合にも低い場合にも使われる。 

外国人は日本に来る前に日本に対してさまざまな 
イメージを 持つている。イ メージ はステレオタイプ 
的なものが多く、 

「日本の家は狭くありません。広いです J 


「日本人は良く働きます。しかしよ<遊びます」 
「日本の物価は高いです。でもスーパーは安いで 
す」 

と日本の生活が考えていたほどではないことを表明 
する 人も多い。彼らの率直な感想は「案外」という 
語彙を使うと、その気持ちが表現しやすい。「日本の 
家は案外広い」「日本人は案外生活も楽しんで いる」 
「日本の物価は案外安い。特にスーパーでは」などの 
ようにだ。 

不動産屋さんの案内で留学生とアバートを見にい 
つた時のことだ。「割合に広い部屋でしよう？1_とい 
う不動産屋さんの言葉に「割合広い？この部屋は 
狭いです」と留学生が答えた。この場合、留学生は 
「広い」だけを聞き取り「わりあい」を聞きのがした 
のだろう。我々は物事に対するそれなりの尺度を持 
っている。学生一人なら六畳一問で十分、それが八 
畳間な6「割合に広い (_ となる。これが家族のため 
の居間な6「割合に狭いんですね」となる。 

「割合」という表現が使われる際の価値基準は、日 
本人の価値観に沿った場合が多 <、「案外」と使い方 
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が似ているよぅに見えるが、主観的な要素が少ない 
という点では似て非なる表現と言える。 (佐) 


「いい悪いをはっきりさせよう」などと言う。 

「日本語では、価値(好ましい事物)の表現の代表 
が、「いい」、反価値(好ましくない事物)の表現の代 
表が「悪い」である。 

「いい」は、言うまでもなく「よい」の平俗化した 
語形。ただし、「よい」と違って「いい」は終止形. 
連体形しかない。 

「いい(よぃ)」は価値の表現の代表格の日本語だか 
6、好ましいことなら何事でも「いい」と表現して 
しまえるぐらい、適用範囲が広く'手軽に融通自在 
に使える。その代わり、かなり多様な概念や感情的 
ニュアンスを抱え込んでしまつていて、あいまい度 
が尚<なってぃる面も否めなぃ。 

/lli ig の細かい区分は一般の国語辞書にゆずり、大 
きく分けると、①性質.形状などが 好ましく、 すぐ 


れている、②道徳的に好ましい' すぐれている、の 
どち6にも用い6れる。 

① は、「いい子だね」「いい声を持つています ね」 
「いい体して る」 「山の姿がいい。眺めてもあきない 
わ」「何よりも場所がいい。気に入つたよ」「この絵 
はいい。私の好みにぴつたりだ」「もつといい柄のネ 
クタィを、と思つたんですが…」「あいつは何と言つ 
ても腕がいい」「いい仕事しましたね」「打撃は勿論 
だが守備もいい」「いい所のお嬢さんらしいよ」「い 
い顔しているね」「いいこと言つてくれる わよ」… な 
ど。 

② は、「いい行いをすれば必ず報いられるもので 
す」「だれも悪口を言ぅ者がない、いい人物です」「あ 
なたがいい方だと信用して、特別に打ち明けるんで 
すが」…など。 

以上のほかに、「適している。〜にかなつてい る」 
意味の「いい」もある。 

例えば「いい所へ来てくれた」「タィミングがいい 
ね」「もぅこれ以上のいい配役は望めませんよ」「こ 
んな時節ですからね、それを考えれば全くいい人事 29 








じやありませんか」…などがそれである。 

これほど広範囲に用いられる語になると、さらに 
範囲を限定したり、細かいニュアンスを伝えたりし 
よぅと すれば、他の語で言い代えたほぅがキメの細 
かな表現になる。 

優秀だ(な)、善良、立派、抜群、上品、豊富、明 

快、理想的、好適、ユニーク、快適、あざやか、 

すば6しい、またとない、絶好、巧妙、適切、濃 

密、格調高い… 

必要に応じてこれらを使い分けられる表現者に比 
ベると、「いい j 一点張りの人は話に味がないし、多 
義を一語で代表させたためにあいまいさが生まれる 
余地が大きい。 

「明快な文章」「味のある文章」「感動的な文章 j 「格 
調の高い文章」…これ6すべてを「いい文章- T とし 
# fBx ない人はヴォキヤプラリーが足りない、とい 
う評を受けることにもなる。 

さて、次に、価値の表現である「いい」が、一転 
して反価値の表現に用いられることがあるから、こ 
とばは複雑、そしてまた味がある。 


例えば「いい加減」は「適度」を意昧するはずだ 
ったが「いい加減な野郎だ。実行する気がないのに 
約束だけするなんて…」となれば「適度」とは全く 
へだたつてしまう。 

「いい気なもんだ」は、本人はいいっもりでも客観 
的には不当、また他者に迷惑が及んでいる場合に言 
う。 

はた迷惑の面が強調されると「いい迷惑」「こっち 
こそいいツラの皮だ」となる。 

「いい気昧ねえ。あんまりお高 <とまってたからバ 
チがあたったのよ」は、逆に、本人にとってはよく 
ないことが、他者に快感を与えた場合に、他者が発 
することば。「きっといい薬になるわよ」も'第三者 
が「いい」と思うのであって、本人は「いやだ、不 
快だ」とマイナスに受け取っているのである。 

ところで、 

「パパったら、いい年をして、そんな子供じみたこ 

と言うもんじやありませんよ」 

「いい大人が、あそこで分別を見せられないなん 

て。なってないね」 
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いいかげん 


「いい年の大人がキリキリ舞いしてるって。ゥチの 
娘のテニスもなかなかね」 

という時の「いい年」1:いい大人」とは何だろうか。 
「いい」は、十分..立派…など、価値の表現として用 
いられているが、それに対応すべき行為.性状など 
はほめられない、年齢などにふさわしくない、とい 
うネジレ現象をマィナスに叙述する際に「いい」を 
冠する。 けっこう 手のこんだ反語的な言いまわしで 
ある。 

「いい」にひねりをきかせて「悪い」ニュアンスを 
帯びさせる表現は、発言者の心理の機微をうかがわ 
せるもので、世間慣れした話し手はひねりをきかせ 
ることに長けており、その機微の読める者には理解 
ができ、説明もつ<。 

だが、「迷惑もいいとこだ」「重労働もいいとこだ」 
…などの「いいとこ i . となると、何気なく使つてい 
ながら説明がなかなかむずかしい。「しごきは薬だな 
んて監督は言うけど、ハ—ドもいいとこよねえ一な 
ども、——分すぎる」「もうたくさん」のニュアンス 
がにじみ出ている。闩本人は、どこまでも、陰影を 


読み取らせる表現が好きなのだろうか。 (芳) 


いい加減 | 

漢字で書けば「好い加減」となる。本来はほどほ 
どで ある 様子を言った ものが、 最近では「いい加減 
な人」「いい加減な話」「いい加減な判断 L - のよぅに 
でたらめ、おざなりといつた意味で使われることも 
多い。 

いい加減+な+名詞 

「いい加減な政治家に国をまかせておけない」 

. f いい加減な政策では、国民がついていくはずがな 
い」 

「いい加減なことを言わないでください」 

「試験が難しくて、いい加減な回答を書いてしま 
た」 

「彼の英語は、かなりいい加減なものですよ」 
「彼女はいい加減な人ではありません」 

いい加減+に+動詞 


M 


つ 









この場合は「身を入れずに」といったマィナス評 
価の意味になることが多い。 

「彼と会いたくないので、いい加減に返事をしてお 
ぃた」 

「いい加減に仕事をしていると、首になりますよ」 
適度な 

「いい加減な大きさに切ってください」 

「いい加減な温度になったら、火をとめましょぅ」 
かなり■とても 

「私だって、彼の態度にはいい加減腹が立つ」 
「昨夜は飲みすぎて、いい加減酔ってしまいまし 
た」 

「彼のケチぶりには、いい加減あきれてしまいまし 
た」 

生ぬるいこと 

「いい加減なことでは、すみそぅもない」 

こうして 書いて いると 「いい加減」 という 表現に、 
あまり 良い意味がないことが分かる。プラス評価に 
する場合には「いい加減ではな.い」「いい加減な医者 
という わけではない」 と 否定表現を伴う必要がある 


ようだ。 

相手の態度に腹をたて、忠告したり、怒りをぶつ 
けたりする時には「いい加減に しろ」 「いい加減にし 
たら！」 「いい加減にしてよ」「いい加減にしてくだ 
さい」などと使われる。 

これは「もうたくさんだ」という時の決まり文句 
で、男女関係な <使われる。ただしタテ関係を考え 
た場合、下から上に向かって使うことはないようだ。 
もし 言う とすれば、「毎日残業も、いい加減にしてほ 
しいよ」などと陰でぼやく場合などだろう。 (佐) 


いいです 一 

二十年以上も前のことになる。ある仕事をやらな 
いかとそれとなく打診され、考えたあげく、自分の 
アィデアをもとにやつてみよぅといぅ気になつた。 
知人に相談したら「いいですね」と賛成された。と 
ころが時間の都合がつかない見込みになって、その 
仕事に着手するのはやめることにした。相談した知 
人に、やめにしますと報告したら「ああ、それがい 
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いいです 


いでし よう」 と'：刖と打って変わって、 その；；： 少の 
欠点を並べ立てた。 

着手しようとした時も「いいですね J 、 やめにした 
時も「いいでしよう」。この人は白にでも黒にでも賛 
成する調子のいいィエスマンなのか？ そう単純に 
割り切ることはできない。 

「いい」という語そのものが、抽象度の高い、きわ 
めて包括的な意味内容を有する上に、これが具体的 
な会話の中で使われるとなると、前後の関係(文脈) 
と話し手の心理がからみ合い、語のつながり(フレ 
1ズ、センテンス)全体として、その都度、特定の意 
味を帯びる。「いいです」以外の、発言されていない 
"空白部分"の意味を取り卷<発言者の心理の流れ 
を汲み取り、補って解釈する必要があるからだ。 

知人の第一回の「いいですね」は、とりあえず調 
子を合わせただけの相づちだったかもしれず、事後 
にあ' 5 ためて考えてみて第二回の「いいでしよう」 
になつたのだとも^えられる。が、それよりも、咨 
観的なプラスやマイナスは二の次にして、アナタガ 
ソノ fl : 事二取リ組モウトシテイル気持ハ尊重シタイ 


というのを h 縮して—いいですね」としたのかもし 
れない。日本語の'* - T いい」は、これぐ6い複雑な意 
識内容を全部たたみ込んでしまうぐらいの包容力が 
あるからだ。そして-:回目の「いいでしよう」は、 
仕事デ苦労シナクテスムノダッタラソレモマタ結構 
…というのを「いい」；語に圧縮したものとも解釈 
できる。 

また、そこへ持ってきて、文末に添えられる助詞 
(終助詞)が発言全体の方向を決める力も持ってい 
て、それが「いいです」の意味を左右することがあ 
る。「帰りにちよつ と 一杯、 どう？」と 誘われて「い 
いですね」と応じれば賛成.同意の発言になるが、 
「ちよつと一杯、おごろうか？」に対して「いいです 
よ」 と言えば「気をつかつてもらわな<てもいい」 
という辞退の発言にもなる。この違いがつかめない 
と日本人社会での社交にはさしつかえる。 

r いいです」の意味の広さプラス語尾の微妙さ、の 
もた6す結果である。 (芳) 





いかが(如何 )I 

「かつてはうまく機能した行財政のシステムも、も 

う歴史が古くなっているだけに、今回、ご指摘の 

大蔵省の対応などもいかがなものかと、かように 

認識しております」 

官房長官などが、政治.行政上に生じている問題 
に対してこんなフオローをすることがある。 

この場合の「いかが」には、①「どうかと思う」 
「不都合で ある」 などのはっきりとした意味が ある 
(危惧もしくは非難)。したがって官房長官の「いかが」 
には、官庁への批判がこめ6れている。 

もともと 「いかが」は、©「いかに か」(如何にか) 
の略で、第一義的には「どんな」「どのように」(疑 
問の提示)の意味がある。「お味、いかがですか」「い 
かがお過ごしですか」というときの「いかが」がそ 
れである。 

今日の「いかが」は、ほとんどこの意味に使われ 
るから、官庁の方針などを評して言つたときには、 


「真意はなんだろう、まだよくわからない j とか「よ 
いとも悪いとも言えない」とかいうニュアンスを感 
じさせがちになる。この種の語句のあいまいさ ゆえ 
に当該官庁や大臣との関係を悪化させず、さ6に外 
部から「行政府内部の不一致」とか「不協和音」と 
かと突つ込まれるのを辛うじて防ぐ効果も期待でき 
るかもしれない。そこで、政治家の代表的な愛用表 
現の一つにもなつている。 

しかし日常の場面では、危惧.非難の意味で「部 
長、それを強行なさるのはいかがなものでしょうか」 
などとやると、そのもつて回つた言い回しが、あと 
を引<ような不快感を相手に与えかねない。最近は、 
私的な場 [ IJ ' でも目上に対してこの言い回しをするこ 
とが増えているようだが' 慇勤益一礼：の一種？ と感 
じられて、後味の悪いことが多い-.あいまい化のマ 
イナス効果の一例になる。 (芳) 


いけない | 

九六四年に、ザ.ピーナッツが歌った「ウナ. 
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いかが • いけない 


セラ.ディ嵬京」という歌に「いけない人じやな 
いのにどうして別れたのかしらウナ.セラ.デ 
ィ東京」というのがあった(作詞、岩谷時子)。 

「いけない」は「いける」の否定形で、次のような 
意味がある。 

① 不可である。…すべきではない。(禁止を表す) 
「走ってはいけない」「棄権してはいけない」 

② よ<ない。まずい。だめだ。困る。(非難•絶望. 
拒否.あわれなどの意味) 

「裏切りはいけない」「万策尽きた、もういけない」 

(おごつてもらつたときに) 

「いけない、いけない、そんなことをしてもらつて 
は！」 

③ 生理的.体質的に合わない。「へビはいけません。 
へビは」(「いける」の連用形に「ません」がついた 
形)。「酒はいけないクチです」 

ザ. ピー ナッツがいう「いけない人」とは、②の 
I よくない」と「困った」が混じり合つた人、法律に 
触れるような" fc ない"人ではなくて、許せる範囲 
に W つた人物ということになるだろう。 


あいまい=?/1.6||になりやすいのは、 K に②の意味で使 
う場合である。非難.困惑•絶望.拒否…などのど 
れに当たるかが瞬時にはわからないことがよくあ 
る。そのあいまい線 (？) の上をねらつてアイロニ 
カルな球をころがし、捕球に当惑させるのがこの語 
の"いけない，用法であろう。 

おごつてもらつたり、人から何かを贈られたりし 
たときにいう「いけません」は、禁止や非難ではな 
<、困惑や遠慮だから、相手は軽く受け流すことに 
なつているが、年配の女性が店先でどちらが払うか 
で押し問答をしている様子などを見ると、"遠慮" 
の段階を越えて対立や争いの様相を帯びているよう 
にさえ感じられることもある。 

また公共のスぺースで、若い母親が、いうことを 
きかないわが子を叱るときにも「いけませんよ、あ 
とでパパに叱つてもらうからね」などというが、こ 
れも語義としては禁止または非難だが、これを周囲 
の目に対する弁解またはポーズに利用していること 
がしばしばだ。 

③の「酒はいけないクチ」も、時にはあいまい語 


J5 










になる。落語の 「6 くだ」は、鼻つまみ者のらくだ 
がフグに当たって急死し、それをさらにヮルの兄貴 
分が弔ってやる話だ。たまたま通りかかったくず屋 
がこれにつき合わされる。通夜の真似事とかで酒を 
勧められたくず屋は、仕事前に酒なんぞいけないと 
最初は断るが、飲むうちにしだいに気が大きくなっ 
て、むしろその悪友を毒づくようになる。ここでの 
立場の逆転のおもしろさは、八代目. 三 笑亭可楽の 
名人芸だった。くず屋は大いに酒がいけるクチだっ 
たのだ。 

同じく落語の「鰻頭こわい」も、甘いものはいけ 
ないはずの男が、仲間をひっかけて、まんじゅうを 
たらふくごちそうになってしまう話である。 

嗜好品についての自称「いけない」を額面どおり 
に受けとってはいけないのは、大人の"裏の (？) 
常識,というところか。 § 

t 上 一 

「〇〇 以上」という表現は、基準となつている当の 


「〇〇」 を含んでそれより上を表す場合と、 「〇〇 j 
は含まれないで、それより上を意味している場合の 
二 通りある。 

四捨五入で「五以上は切上げ」といえば「五」は 
切り上げられるし、「満二十歳以上は飲酒.喫煙でき 
る」という場合には「満二十歳」の人は酒を飲むこ 
とができる。このように、数学や法律では基準とな 
るものを含むことになっている。それは、数学も法 
律も物事を明確に規定しておく必要があるからであ 
り、また、事態が数量化されていて基準となるもの 
の輪郭がはっきりしているからでもある。したがっ 
て、日常表現においても序列やランクがはっきりし 
ているものについては、例えば、「課長以上は参加費 
'万円」「中級クラス以上は面接あり」と言えば、基 
SF を含めてそれより上という意味である。 

これに対して、「令回の地震の被害は予想以上にひ 
どかった」や「君以上に美しい人なんてこの世にい 
ない|_という場合はどうだろうか。明らかに、「予想 
以上」は「予想を上回る」という意味であり、「君以 
上」に「君」は含まれていない。つまり、優劣や程 
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いじょう*いちおう 


度の比較といった価： S 利断において、数量化できな 
いような場合には、基準となるものは含まれないの 
が普通である。もう少し例をあげよう。 

「収入以上の生活を望んではいけない」 

「当地の受験競争の厳しさは日本以上だ」 

「必要以上の交通違反取締りが行われている」 
「これ以上うまく表現することはできない」 

以上のこと(と言う時にも、この「以上のこと」とい 
う語句自体は含まれない)は、「以下」にも同様にあて 
はまる。「十九歳以下は喫煙できない」 I 「あいつの 
やったことは動物以下だ」 

また、「以上」には、 

「結婚した以上は、二人で生活を切り開いていかな 
ければいけない J 
「約束した以上、必ず守る」 

のように、「以下」とは対応しない独特の用法がある。 
的文の事柄が成り立つことを H ; j 提とすれば、当然後 
文で示されるような事柄が「その上に(その先に)」展 
開されなければな6ない、という意味である。以上 
(というよ うに、文章の 終わりを 示す 場 <|'|も ある) (門) 


いすれ—そのうち 


I 応 I 

会社の課内で A 氏という飲酒運転の常習犯がいた 
とする。事故が起きてからでは遅い。誰かが忠告し 
なくては。しかし忠告して逆恨みされるのも嫌だ。 
誰も猫の首に鈴をつけたがらない。運悪く忠告役を 
言いつけられて B 氏は言う。「一応言うだけは言って 
おきましよう」と。 

この「一応」に込められた意味を分析してみよう。 
まず忠告役の B 氏は「忠告する」という行為はする 
つもりである。しかし、その忠告が聞き入れられる 
かどうかについては、全<自信がない。忠告してみ 
ると案の定「いや、ビールの一本や二本、どうとい 
うことない よ」 と言われてしまう。「一応は忠告した 
のだが…」という B 氏のぼやく声が聞こえてきそう 
だ。 

この「一応」には「することはするが効果は期待 
できない」といった意味合いがある。人に何かを依 
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頼する時にも「一応 C さんに頼んでみてはどうだろ 
う」と、 「一 応」がつくと「断られることは承知の上 
で」頼むことになる。 

二応薬を飲んでおく」 

「一応答えは書いておいた」 

■ F セールスマンの説明を一応聞いてお<」 

これらはどれも 「 i 応」の後に動作が来る例だが、 
その動作とは裏腹な心の動きが「一応」に込められ 
ている。 

「一応」は自然現象などに対しても使う。 

「三日前からのひどい吹雪も一応おさまったかに 
見えます」 

「怪我の後のひどい腫れも一応とれたし、この辺で 
薬をやめてみますか」 

「吹雪」も「腫れ」も人間の意思の力ではどうにも 
ならない。いつ猛吹雪が再び襲ってくるかしれない 
し' 腫れだって薬を止めてしまえばまたおこるかも 
しれない。人間の意思の力ではどうにもならない自 
然現象などに対しても、私たちは「今のところ一応 
は大丈夫なようだけど」と 「 t 応」を使うことで「再 


発.再燃.再来」などの可能性があることを表して 
いるのだ。 

「 I 応」の後に「後でするつもりだ」と自分の意思 
が込められている場合もある。 

「いつライセンスがとれるかわかりませんが'応 

試験を受けてみます」 

この「 I -応|_には「だめでも来年が ある」 といっ 
た希望が込め 6 れている。 B 氏の忠告がほとんどあ 
きらめているのに比べると、この「一応」には「再 
び受けるのだ」といった自分の意思が背後にあり心 
強い。これは「試験を受ける」という行為が自分の 
意思で コントロー ルできることだからだろう。 

1辞書なしで一応読んでみたい」という使い方も同 
様で、その後には多分辞書を使って精読するという 
のだろうという意味合いが感じられる。 

「：応」は、相手のある行為か、自分の意思かで意 
味あいが異なる。はなはだあいまいな言葉である。 

(佐) 
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(あいまいさの効用) 


あいまいさの効用 

顧 

「朝とは何時から何時までのことですか」と留 
学生に聞かれた6、あなたならどう答えるだろ 
、つか。気象庁の定義に ct ると'「日の出からだい 
たい午前九時ごろまで」とのことだが'「朝」の 
時間帯は、早起きの人と寝坊の人、また住んで 
いる地域(東の方が日の出が早い)によつても大 
乙幅に違つてくるだろう。 

ラ ある調査によると、「朝一番にお，つかがいしま 
つす」などといろ時の「朝一番」は' 九時とい- 5 
I 人が五三. 196 ' 九時半が|四.二 96 '十時が 
| I 〇.八 96 だつたそうだ。同様に'「夕方」とは 
_四時という人が三|.四 96 '五時が三五.二 96 ' 
i 六時が I 五.七 96 とい、つよ、つに分かれている。 

一また'「ちょつと出かけてくるよ」の「ちょつと」 
一は三十分が三七.六 96 、六十分が二〇.六 96 、 
j 十分が I I I . 196 となつている。 

このように' 時間を表す言葉はあいまいさを 


ともなつており' また' それで十分に n ミュニ 
ケ—ションが円滑に行われているわけである。 
もちろん' 待合せをする時には'「明日の朝、渋 
谷駅のハチ公前で待っているからね」とい-5よ 
、つな約束をする人はいない。どこまで時間表現 
を限定するかは、脈絡によるのである。 

この点について、哲学者のヴィトゲンシュタ 
インの鋭い指摘がある。教師が態度の悪い学生 
に向かって'「そこ6へんに立ってろ」と言った 
時の「そこらへん」は決して「あいまいな」表 
現ではない' というのである。こういう場合に 
「教壇に向かって教壇の右側 I .五メ—トル'黒 
板から I メ—トルのところに立っていろ」など 
という人はいない。必要とされない精確さを追 
求することは、コミュニケ—ションの円滑さを 
かえって損ねるだけなのである。また' この種 
の数量表現が唯一精確な表現であると考えるの 
は、近代西欧科学がもたらした物理学的世界観 
の枠組みに ck るものであることにも注意する必 
要がある。,;9 




たしかに数量化されることによつて' 同じ条 
_件が備え6れれぱ誰にでもいつでもデータを再 
m 確認できるという客観性が保証される。しかし、 
一数字が 一 人歩きすると' 数字信仰にのった新た 
j な「あいまいさ」が幅をきかすことになる。例 
一えば' 日本の失業率が相対的に低いのは' 就職 
„をあきらめて「家事手伝い」となっている若い 
™ 女性たちを失業者とみなさない統計基準による 
„ものだし' 日本の製造業労働者の労働時間が I 
j 九九三年にはアメリカの同種の労働者よりも少 
I なくなってきているとされるのは、残業時間の 
|算定の仕方によるところも大きいと思われる。 
i 数字の「あいまいさ」を見極めるためには' そ 
_の数字が算出された基準を囿うていかねばなら 
I なぃ。 

話をもどそ/つ。ここで主張したいのは、「あい 
|まいさ」は決してネガティプにのみと6えられ 
~るべき事柄ではない' ということである。日本 
I 社会や日本語表現の「あいまいさ」が時に内外 
„で批判の矢面になりがちなだけに、どの社会も 


|どの言語もそれぞれの形で「あいまいさ」を内 
~在させていることをここで強調しておきたい。 

例えば'「ちょっと' 少し、いくぶん、やや' 
j かなり、とても' たくさん」といつた程度や分 
I 量を表す表現は、「朝」と同様な「あいまいさ」 
~を含んでいるし、また' 含んでいなければなら 
j ない。人間関係においては' ある程度の「目分 
i 量」や「丼勘定」の大まかさ(あいまいさ)が必 
j 要だし' それに' 大部分の事柄が、厳密には程 
j 度をはかれないものであったり、またあえて数 
一量化する必要のないものなのである。また'「大 
™ きい/小さい' 広い/狭い' 良い/悪い、美し 
一い/醜い'便利/不便」等々の形容詞的対立も 
i 境界線は' 人それぞれに「あいまい」であろう 
|し'「あいまい」であるべきだろう。 

「曖昧」の二つの漢字は r 暗さ」を表している。 
™ 「曖昧」とは「暗くて、物事の輪郭が定かでない」 
j ことから来ている。罔題は' 物事の「輪郭」を 
i どの程度玥確にすべきかは' その語の性格とそ 
!の語の使われる脈絡による' とい/つ点である。 
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いっそ 


I 細密画としてと6え6れなければならない事柄 
I もあれば' スケッチで描かれなければならない 
|事柄もあるのだ。 

「あいまい表現」がもたらす「ゆとり」と柔軟 
™ 性の機能を忘れてはならない。 (門) 


ぃっそ I 

女子大生の就職を報じる女性雑誌の見出しに「い 
っそ見合いでもしようかな」というのがあった。な 
ぜ「いっそ」なのかと、この見出しに興味をひかれ 
た。なぜな6「女性でも就職するのが当然」という 
社会の風潮がこの見出しの中に込め6れているから 
だ。 

「いっそ」はたくさんの会社を訪問し、面接をし、 
試験を受け、それでもどこからも内定の通知が来な 
い。あらゆるコネを使つてみたがそれも無駄。大学 
にもう' 度残ることもできるが、翌年に就職できる 
というあてもない。四方八方行き詰まりの状況の中 
で—もう就職はあき6めていつそ见合い…」となる。 


U 八：：い」は.柿あき6めと絶^から行き? f いた埸 
所なのだ。それほどに「見合い」はマィナス評価な 
のか、仕方なくてするものなのか、という印象が「い 
つそ」という言葉から感じられる。 

女性にとって結婚は「永久就職」であり、「 I 番安 
全な落ちつく先」という印象が持たれていた頃なら 
「結婚したくても、良い相手もいないし、いっそのこ 
となら働こう」という見出しも成り立つたはずだ。 

「いっそ」は論理の筋道を何段階も飛び越えて、ま 
〇たく考えつかない結論に達する時に用いる表現で 
あり、社会の風潮や世代差によって、使われ方も違 
う。「〜いっそ」と言われて、その次に来る言葉の予 
測がつきにくいという点でもあいまい語の部類に入 
るだろ、つ。 

「いっそ」の後、消極的な行動に移るのか、積極的 
な行動に移るのか、その両方に使うことができる。 
よく芝居などで使われる表現に「いっそのこと死ん 
でしまいたい」がある。現実社会からの逃避の • 番 
の近道で、これ以上マィナスの選択はない。 

「子供が学校でいじめ6れるので、いっそ会社を辞 


4 ! 




めて、どこか地方でのんびり暮らそうかと思って 

いるんです」 

これは「いじめ問題」の特集でテレビのインタビ 
ューに答えた父親の弁だが、この場合の「いっそ」 
もマイナス志向で、父親が仕事を辞めて地方に行っ 
たところで、義務教育である以上、子供は学校に行 
くこと になり「いつそ」 と 決意してまで、長年つと 
めた会社を辞める必要があるのだろうかと思う。 

しかし「いっそ、校長先生や父兄に呼びかけて、 
子供たちと『いじめ』について話し合う機会を作っ 
ては どうだろう」 となれば、「いっそ」はプラス志向 
となる。 

「日本にいても芽が出そうにない。いっそ外国に行 
つてチヤレンジしてみよう」といつて飛びだした多 
くのデザイナーたちや音楽家.野球選手.学者、彼 
らはずっと日本にいたら、下積みで終わっていたか 
もしれない。「いっそ」と飛びだした未知の世界が彼 
らを認めてくれたのだ。 (佐) 


定の 


読んで字の通り、一つに定まっているのが「一定」 
だ。変化•変動のないこと、ブレやズレの生じない 
こと、疑問の余地を残さず理解でき、安定感.安心 
感をもたせる状態である。 

こんな明確な語はないはずなのに、この語が、け 
っこうくせものである。「の」がついて「一定の」と 
なった時、あやしくなる。 

「これにつきましては、一定の基準に達しておりま 
すれば薬害は生じないものと認定する慣例に従来 
からなっておる次第でございます」 

この「一定」には客観的根拠が示されていない。 
目分量である。手ごころを加える余地が多大だ。い 
い加減の見本ではないかと不信感を抱かせる。 

「政府側では今次の措置をもって一定のけじめを 
つけることができたとしています」 

この「一定の」も、「形式上は(うわべだけは)…」 
というニュアンスの表現で、どこが「一定」なのか 
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いっていの 


は表現者自身にもわかっていなかろう。これ6の例 
のように、疑問の余地がないはずの「一定」が一転 
して主観的なものになつてしまう。 

「当初の目標議席には達しなかったものの、一定の 
前進をかちとることがてきた」 

という選挙総括は政治勢力の得意のものだが、一議 
席ふえただけでも「一定の」だからかなりの強がり 
を感じさせる。 

「明治以後の日本の〃近代化"には一定の限界が 
あった、というのがわれわれの陣営の共通認識で 
ある」 

などと、思想や字問の世界の人たちもけっこうこの 
一句を使うことがある。 

「先生方のご協力により昨年度も一定の業績をあ 
げることができました」 

と、大学生協などは每学年始めにあいさつ状を寄越 
したが、もうけゼロでも赤字でも「一定の業績」と 
いうつもりではないか？ と思いながら眺めてい 
た。 

つまり、一つに確定しているのではなく、「ある程 


度の」と解すべき場合の多いのがこの一句である。 
使い手が増えれば増えるだけ意味内容が稀薄にな 

り、ついには「イワユルーつの…」というただの口 
ぐせ文句と同じぐらい語義が蒸発して行きそうな慣 
用語句ではある。 

行政機関や思想団体などには、ことばに重みをつ 
け、権威を持たせるという根強い因襲がある。どう 
とでもとれる「一定の」を意識的に用いて勿体をつ 
ける姿勢も、この語の使用頻度を高める一因になつ 
ている。 

「ことばの行革」に取り組んでいる地方自治体がい 
くつもあるが、ある自治体では、例えば「使用済み 
の器具は所定の位置に返却する」という文言は「使 
つた器具はもとの場所にもどす」と言い直させてい 
るそうだ。普通のことばにもどすことによつてあい 
まいのぺールをはがそうという努力である。「一定 
の」もこの種の治療を加えて、あいまいさをなくし 
て行くべき対象の一つかもしれない。 (芳) 
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ぃっぱぃ： J 

子供は、親からこんな仕事を言いつけられること 
がある。 

「おふろにお湯をいっぱいになるまで入れておい 

て…」 

「湯飲みに、お茶をいっぱいまで入れておいてね」 

親の言うとおりにした子供は、ここでたいてい叱 
られる。 

「いっぱいと言ったって、あふれるほど入れること 

はない。しようがないな」と。 

辞書で見ると、「いっぱい」には「一定の容器、場 
所などにものが満ちている様子」の意味もある。こ 
の意味でならば子供の解釈のほうが正しい。それを 
叱られて子供は、「いっぱい」の意味が時と場合で変 
わることを知る。「いつぱい」とは、一〇〇%とか八 
〇%とかの絶対的な分量ではなく、相対的な分量で 
あることを学習する。 

これは日本語のあいまいさというよりも、程度を 


表す語(たとえば副詞や形容詞•形容動詞などの一部) 

に共通するあいまいさである。日本語で 「もう おな 
かがいっぱい」といっても、英語で " IVe had 
enough . Thank you .: といつても、そこで別のごち 
そうが出てくれば、「入る場所が違う」などといって、 
また食べ続けることはある。 

このあいまいさを補うためか、「いっぱい」を重ね 
て「いつぱいいつぱい」などということがある。 

「敷地のいっぱいいっぱいまで使ってください」 

「支払はいっぱいいっぱいまで待ってほしい」 
などと。 

この用法によって「いっぱい」は一〇〇%に迫っ 
て行く。 

「いっぱい」の用法には、右の支払い期限の例のよ 
うに「限度に達するさま、ありったけ」などの意味 
もある。 

このほかには「水をコツプに一杯下さい」(分量) 
や「一杯きげん」(少量の酒できげんがよくなる)「い 
っぱい<わす」(だます)などがあるが、これらの用法 
にはあいまいさは少ない。 
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いっぱい • いや 


ところで、1いっぱい」を文章の中で使う とき、 「い 
っぱい」と書くか、「一杯」と書くかで迷うことがあ 
る。 

こんな場合のために、「一杯 j はあっても「二杯」 
はないときには、かな書きにするという原則を作っ 
ておくといくらかは判断しやすい。 

「精一杯働く」と書くとき、「精二杯」はないから、 
「精いっぱい」と表記する。「おふろに湯を一杯に入 
れる」も「二杯に入れる」はないから「いっぱいに 
人れる」と書く。ーコーヒーを一杯ください」には、 
「二杯ください」もあるから、「一杯 j と書く、とい 
う具合である。 

「一」のつく語、「一度に」「一時に」「一番」など 
の表現法にも応用できる。 (芳) 

いや•いやいや I 

否定の応答詞「いや」は、丁寧な否定詞「いいえ」 
と同様、意外さに対する驚きの言葉から発している。 
「いやはや」「いやどうも」「いやあ、参った(困つ 


た)」いやすこいの4んのって」といった* fli に 
その名残がある。 

こうした驚きの表現が、相手が自分の思っていた 
ことと違うことを言うことへの驚き、 つまり 否定を 
表すようになった。「いいえ」が多少くだけた形とし 
ては、「いや」と「いえ」があるが、「いや」は男性 
に、「いえ」は女性に多用される傾向がある。 

「これ、君の？ いや、ぼくのじやない。/いえ、 
私のじやないわ」 

「君、知らなかったの？ いや、知ってたよ。/い 
え、知つてました よ」 

ただし、次のように否定の意味を含まない、単な 
る相づちのような働きの「いや」もある。 

「いや、そうでしたか。ちつとも存じませんで」 
「いや、全くおっしやる通りです」 

前者には、多少「驚き」の意味があるようだ。 ま 
た、相手のことばだけでなく、自分のことばを否定 
する時にも使われることがある。 より 的確な表現に 
言いなおす場合である。 

「わが国の、いや世界の誇りといってもいい」 
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るの 


「参加者はざつと一五〇人、いやもつといたかな」 
「いやでもおうでも」とか「いやおうな<」という 
言い方の「いや」は「否」、「おう」は「応」であり、 
「是が非でも」とか「有無をいわさず」と同様、「当 
人が応じようが応じまいが、むりやり」という意味 
である。「いやが上に も」 は形は似ているが、ちがう 
「いや」つまり「いやさか(弥栄)」の「いや=ますま 
す」という意味である。 

「いやいや」は、「いやいや、そんな事をされては 
困ります」のように強い否定を表す場合と'「いやい 
や練習しても身につかない」というように「いやだ 
と思いながら」の意昧があそ。ぐ単 {£ 音が同じという 
だけでなく、この点からも'' ■', 活 i 牛の「いや」と嫌い 
の「いや」の近しさが感じられ5|。 

実際、「留守番して<れない/いや！」という時の 
「いや」という拒否反応は、「否定」の「いや」に限 
りなく近い。 

また、「いやというほど向こうずねをぶつけた」時 
「いや」にも、同様に忌避と否定の両義性を感じ 

(門) 


いやいや 4いや 


いよいよ.ついに.とラとラ 


「先生、きのうレポートがんばりました。夜中の二 

時まで起きていました。でも、いよいよできませ 

んでした」 

留学生が申し訳な さそう に言い訳をする。気持ち 
はこちらに十分に伝わるのだか、相手を慰めるよ〇 
先に'「いよいよ」の使い方を訂正したい気分が先に 
たつ。この場合は「いよいよ」よりは、「ついに」 「と 
うとう」 を使った方が適当だろう。なぜなら、レポ 
—卜を書<という行為が、美現しなかったことを言 
おうとして いるか6だ。「いよいよ」には、このよう 
に否定形と共に使う用法はない。 

しかし留学生が間違えるのも無理はない。なぜな 
ら、この三つの副詞は次のように実に似通った使い 
方が可能だからだ。 

①「いよいよ(ついに、とうとう)合格者の名前が 
発表されますね」 
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いよいよ • いろ 


② 「今日、ついに(いよいよ、 とうとう) 彼に私の 
秘密を打ち明けることにした」 

③ 「とうとう(ついに、いよいよ)これが彼の責任で 
あることが明確になつた」 

この三つの共通点は、それぞれ物事が表現するま 
での過程を意味しているということだろう。「いよい 
よ」 に関して見てみると、 

① は「合格発表はまだ行われていない」という動 
作が未完了の状態、 

② も同様に「まだ秘密を打ち明けていない」とい 
う動作が完了していない状態だ。 

③ は「最終的な線がはつきりした」という時に使 
われる用法で、①や②が、ある事柄がクライマック 
スに到達する様子を表すのに対して、ある事柄が「確 
かにな つた」 という使われ方をしている。しかし、 
まだ「全容」がはつきりしたのではないという点で 
は、動作が未完了と考えても差し支えないだろう。 

「ついに」はその前に長い時間があり、最終的な結 
果が現れる時、「とうとう」は前の段階が進行した結 
果と、この-:つには微妙な使い分けがある。 


「いよいよ」を時間の軸の上で考えると、継続する 
動作の中での位置が少しずつ違うことに気づく。 

① 「口答えすると、部長はいよいよ怒りだし…」 

(前の段階よりさらに) 

② 「いよいよケ—キカットです。カメラをお待ち 
の方は…」(クラィマックスの直前) 

③ 「いよいよ飛び下りる段になつて、彼は震えだ 
した」(いざという時) 

④ 「これで、いよいよ独身貴族の生活にもオサラ 
バだ」(最終段階) 

「いよいよ」の使い方が「いよいよ分からなくなつ 
た」は、この中のどれに入るのだろうか。 (佐) 


色 I 

人間があるものの属性を視覚によって判断しよぅ 
とする時、最も大切な要素は色と形だろぅ。あるィ 
ンタ ~ナショナル.スク^ —ルの幼稚園が入園テスト 
に面白い試みをした。 

「 S の中に入つているものをあててごらん」、袋の 
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中には丸いものがたくさん入つているのが、デコポ 
コした布の外側からも分かる。ある子供は見ただけ 
で「ポール」と言い、ある子供はそばに来て匂いを 
かぎ「果物」と言う。ある子供は袋を外側から触っ 
て「あつ、りんごか梨だ」と言う。 

そして色が問題になった。先生に聞くと「緑」だ 
と言う。それな6メロンかもしれない。すると一人 
のィギリス人の子供が「りんご」と 一 言、中身は青 
くすっぱいりんごだった。 

形は触覚でも感じることができるが、色は視覚で 
しか感じ6れない。日本人なら「りんごは赤い」「バ 
ナナは黄色い」という個別の物に対するィメ ージ *■' 
定着している。「りんごは赤い」というィメージがあ 
ると、「緑の果物」でりんごを想像する日本人は稀だ 
ろ、つ。 

同様に「ポストの色は赤い J というィメージが頭 
の中にあると、ニューヨークを歩いていてポストを 
見つけるのは至難の業だが、ロンドンでな6簡単に 
見つけられる。ニューヨークのポストは青 <、しか 
もゴミ箱のような形をしているので、日本人のポス 


卜のイメージとはほど遠いのだ。今改めて郵便制度 
はアメリカか6ではなく、イギリス人から入ってき 
たことに思い至る。色は目に見えるものが持つ最も 
普遍的な属性の一つでありながら、社会の風土の違 
いによって色に関するイメージが全くちがうのだ。 

日本語では「色」は健康状態や感情の動きを表す 
ものとして重要だ。「目の色を変える」「顔色を変え 
る」-「喜びの色」「失望の色」「焦りの色」「色を失う」 
「色をなす」「顔色が良い(悪い)」など、さまざまな 
色が存在する。 

「忍ぶれど色に出にけりわが恋はものやお 
もうと人の問うまで」(百人一首) 

色が感情を表す言葉として様々な要素を内包しつ 
つ、その微妙な感情を的確に我々に伝えてくれるこ 
とが分かる。この「色1_を外国人に説明するには、 
長い説明が必要だ。「恋をしている様子が、動作.表 
情.話しの仕方.趣味の変化などに表れて…」など 
と霄.ってもまだ説明しつくせない。この短歌を英訳 
するとしたら、どうなるのだろう。 

音にも色がある。「フルートの音色」 「 P . の音色」、 
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ううん 


単なる「音」と「音色」とでは全<趣がことなる。 
物理的な「音」に対して、高さや強さがたとえ同じ 
でも、その音の特色になる感じ「音色」が違うこと 
で我々はさまざまな音を味わう。音色を呤味する感 
覚がなければ「名器」といつたものは存在しないだ 
ろう。 (佐) 


う/つん 

外国人学習者に日本語のくだけた会話における肯 
定•否定表現を教えると、意外そうな顔をすること 
が多い。 

「今日、いつしよに映画を見にいかない？」「、つん、 
行こう。/ううん、行かない」 

正反対である肯定と否定の返答が、あまり違わな 
い表現なのに戸惑うのである。もつとも、肯定の「う 
ん」と否定の「ううん」ではイントネ^~シヨンがか 
なり違う。それに、諾否という重要事は、「うん/う 
うん」だけでなく、「うなずく/かぶりをふる」とい 
つたジェスチヤーや表情、この場合なら「行く/行 


かない」という短文が補われたり、とさまざまなサ 
インで呈示されるものだから、実際の会話の中では 
学習者も諾否を聞き違えるということはほとんどな 
いようだ。 

「うん」は上代からある副詞「うべ(諾•宜)」から 
来ているようだが、「ううん」は何から由来している 
のだろうか。夏目漱石にも「ううん」の用例が見ら 
れるので、明治時代からすでにあったようだ。「御前 
近頃岡本の所へ遊びに行くかい/ううん、行かない」 
(『明暗』)。もう一つ、川端康成からも拾っておこう。 
「『ううん』と、駒子はその小さい時のやうに、かぶ 
りを振った」(『雪国』) 

くだけた否定の返答には、ほかに「いや、いいや」 
もあるが、女性はこれらはあまり使わない。それに 
対して、「いいえ」の短縮された「いえ」は両性とも 
使う。 

「ううん、こんな素晴らしい作品を拝見するのは初 

めてです」 

「ううん、なんてすごいヤツなんだ」 

「ううん、こいつは参ったなあ」 
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というように、感動したり、驚いたり、困つたりす 
る時も「ううん」と表記される言葉を発するが、否 
定の応答の「ううん」とは非常に イン トネーシ ヨン 
が違うので、混同する人はいないだろう。 (門) 


/つちに I 

「、つち」は外に対して自分の側を言う言葉で、「内 
の人」「うちら」「内輪」「内側」などのように空間的 
な範囲や物(着物の内側)、時間的な範囲(夏休みのう 
ち)、心理状態(胸のうち)などに対しても使われる。 

しかし、「うちに」となると、そこには単なる「内 
外」の区別だけではない、話者のあるメッセージが 
込められることになる。「若いうちに」「明るいうち 
に」「学生のうちに」「定期券が使えるうちに」「お金 
があるうちに」「彼があなたを好きなうちに」、ある 
特定の状況の中では行えるが、その時間の範囲を超 
すと状況が変化し、その動作が不可能であることを 
念頭においた表現で、その後に来る文章はかなり限 
定される。 


「若いうちに—海外旅行をしておくべきだよ。そし 
て同世代の若者たちが何を考えているのか知るベ 
ぎだ」(忠告) 

「明るいうちに一帰つてきなさい。パリは東京とは 
違うんだから」(命令) 

「学生のうちに—読めるだけたくさんの本を読む 
つもりです」(意志) 

「彼があなたを好きなうちにープロボーズを受け 
て結婚してね。(希望)そうしたら、お母さん、ど 
んなに安心するか」 

「うちに」の後の文には、話者の相手に対する忠告 
•勧告.アドバィス.依頼•意志.断定.決意.命 
令•希望•後悔などが述べられることが多い。しか 
し「明るいうちに」「学生のうちに」のように状況の 
変化が明確である場合もあるが、「彼があなたを好き 
なうちに」(その後彼の気持ちが変わるとは限らない)、 
「暖かいうちに」(どこまで暖かいと感じるかは人によ 
つて違う)など、「うちに」のとらえ方があいまいな点 
も多い。 

「うちに」は話し相手へのメッセージぱかりでま2 
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うちに*えらい 


く、自分自身に InJ かつていう1独り.•••ごとしても仙 
われる。 

「学生のうちにできるだけ旅行しておこう。就職し 
てしまつてからでは休暇もとれそうもないから 
な」 

「この花が咲いているうちに写生をしておこう。な 
んてきれいな色彩なんだ」 

「彼がここにいるうちに、アンテナの調子をみても 
らおう。一人ではできそうもないから」 

「うちに」は、たとえ話者のメッセージがない場合 
でも「虹がまだ空に大きな七色の半円を描いている 
うちに、雨雲が物凄い速さで虹をみるみる隠してし 
まつた」のように、ある動作が徐々に変化し、「うち 
に」から次の状態に移つていく様子を述べる時にも 
使うことができる。 

「私が学生でいるうちに、日本の経済状態はどんど 
ん悪くなり、一流企業に就職するのは至難の技とな 
つた」。これらは写実風に単に事実を述べた文で、そ 
こからは何のメッセージも伝わつてこない。(佐) 

うつかリ A つい 


美しい A きれい 
ラまい =£>まずい 
ええと A あのう 


ぇ、らぃ | 

「野口英世は偉い人だった」のように、「人柄や行 
動がすぐれていること」を表す「えらい」が、どう 
して「えらい目にあつた」とか「えらいことになつ 
た」というように「たいへんなこと」「非常に困つた 
こと」を意味したり、「雨にえらく降られた」「えら 
い人出だった」と単に「はなはだしい程度•度量」 
を表すようになつたのだろうか。 

まず、「えらい」というような価値評価を含んだ形 
容詞が「えらく寒い」のように程度を表す副詞化す 
るのは、「すごい丨すごく」や「ひどい丨ひど V 」と 
似た現象である。ただ、「えらい」の場合は、「偉大」 
「偉容」「偉丈夫」のように漢字の「偉」の語感に r 大 
きい」という意味あいがあるので、「えらい i えらく 
(大いに、非常に)」となりやすかつたのではないか。 
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興味深いのは、「偉人」「偉業」「偉才」「偉徳」と 
いうような「えらい」の「立派さ」、圧倒的なプラス 
イメージが、「え6いことをしでかしてくれた」「え 
らいところで、えらい人に会つたものだ」のように、 
「とんでもないこと、困つたこと、意外なこと」とい 
うマイナスイメージに転化している点である。 

考えてみると、「偉い人」にも二通りある。人柄 
や業績のすぐれた「偉人」と、単に地位や立場が上 
位.高位にある「偉い人」とがある。「(お)エライさ 
ん」といった俗称は、後者のような「偉い(とされて 
いる)人」と前者の「偉さ」を区別するための言葉な 
のかもしれない。「偉がる」人、「偉ぶる」人は「お 
エライさん」と遇していなしておけばいいのだ。 

「偉大」という意味での「偉さ」を感じさせる人に 
出会うことはまれである。「偉人」の伝記が若い人を 
鼓舞するということも少なくなつてきているようで 
ある。「えらい」は多くの場合、「ひとりで留守番が 
できるなんて、えらい、えらい！」とか「每日、そ 
んなにがんばつているとは、えらいなあ」というよ 
うに、子供や年少の者の成長や努力をたたえる表現 


になつている。 

そんな中で、真の「偉さ」の前で凡人が感じる萎縮 
や困惑の念はむしろ「とんでもない事態」の前で感 
じることの方が多いということで、「え6い目にあつ 
た」り「え6いことになつた」りしているというこ 
となのかもしれない。 (門) 


遠 慮 I 

「深謀遠慮」と言い、「遠謀深慮」などとも言う。 

つまり、遠く将来のことを思いめぐらすこと、と 
いうのが元来の意味である。だから、原義通りなら 
「遠慮深い人」とは、深く考え、緻密に計算して将来 
の方針を立てて行く人、綿密にはかりごとをめぐら 
す人などを意味することになるはずだ。視野広く気 
宇社大でも織田信長のように短気だと遠慮の人とは 
.言いにくいが、徳川家康のような、先を見据えた慎 
重居士は遠慮の原義にぴったりのィメージがある。 

ところが、この語は転じて、他人に気がねして言 
動を控え目にすることを言うようになつた。「遠慮気 
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えんりよ 


がね」と s ( ねて言うこともある。 

そうなると「遠慮深い人」は他人の気持を考慮す 
る傾向の強い人' さし出ることを避けるつつしみ深 
い人ということになる。自分の好みや主義主張にこ 
だわって自己流の行動で押し通すことを避け、周囲 
をさわがせず、世間から嫌われないように、控え目 
な言動に終始する人である。日本社会の伝統では、 
こういう人こそ好ましいパーソナリティ—の持ち主 
である。 

日本人の文化の一大特徴は「控える」ことである 
(芳賀綏著『日本人の表現心理』参照)。出しゃばりは 
憎まれ、白眼視される。目立たぬように振る舞うの 
が美徳である。その美徳を備えた人は同時に「世渡 
り上手」 でも ある。 突出しない人が好まれる社会で 
は、対人関係を荒立てることのないのが重要な「世 
間知」の一つであるわけだ。 

この傾向にも多少の変化は見られ、アビール、パ 
フオーマンス、自己表現…などが処世に必要なもの 
という認識もかなり広まつては来た。それでも、自 
己顕示はまだマイナスの評価を受けることが多く、 


n —しの- vlig をアビ—ルするのも"さりげなく"やれ 
ば「利口だ1_とほめ6れる。日本語の「利口」には 
出しやばらず、自己の分をわきまえて派手な言動を 
控える、世間知に長けた人、という含意があるのだ。 

「遠慮する」という行為は自己主張の強い異文化社 
会からは理解されに<く、寡黙の美徳を示したつも 
りの日本人が、意思表示のできない人間、不気味な 
微笑を浮かべた不ラチな人間と解されてしまうケー 
スが多い。異文化間に生ずるコミュニケーション. 
ギャップの一つである。 

日本人社会の中でも、遠慮が過ぎるとじれつたが 
6れるが、さりとて「無遠慮」は依然として悪徳で 
あつて、伝統から離脱したように思われている"新 
人類，世代でもひけ目*.気がね.遠慮の意識は同じ 
であるらしく、「居候、 ff 一杯目にはそつと出し」の句 
意は理解可能の様子を示す。 

こうして、対人行動.社会行動のスタイルとして 
の「遠慮(する)」は、日本人の間に深く根を張り、 
好感を持たれるという基本的傾向は大き<はゆらい 
でいない。しかし、この美徳を悪用？ したかのよ 
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うな「遠慮」の用法があって、これは何とも気持が 
悪い。それは、 

「これまで寄付に協力してまいりましたが、財政的 
事情などもございますので今年からご遠慮させて 
いただきます」 

「せつか < レッスンしてやろうというお申し出で 
有難いのですが、私たちのグループは向いてない 
と自覚してますので、ご遠慮いたします」 

「当方か6お願いしたことではございますが、市民 
団体等の反発も予想されますので、今回はご来県 
をご遠慮いただきたいと、かように存じまして…」 
といつた用法。婉曲なことわり.辞退として「遠慮 
する(しても6う)」という言い方をする習慣がいつ 
頃からかかなり広まっているが、クッションを置き 
すぎていてなんとも歯切れが悪い。「ご遠慮」という 
だけに、いたずらに上品ぶった、いんぎん無礼の物 
言いに感じられて腹立たしい。 

「遠慮」という語をこんな風に使う心理には冷淡さ 
はあつても誠実さが欠けるのではないか。あいまい 
の美徳もすぎれば悪徳になると評されかねない。(芳) 


おかげ•せい j 

「おかげ」は漢字で書けば「お蔭.お陰」となり、 
本来は神仏の助けや加護のことだった。現在では物 
事が良い結果になった時に、「〜のおかげ」と感謝の 
気持ちをこめて使うことが多い。「君と結婚したおか 
げで、いつもおいしい夕食が食べられるよ i _ という 
夫の言葉には、温かい感謝の気持ちが含まれ、妻を 
感激させるに違いない。 

ところが「君と結婚したせいで」となると、その 
続きに来るのは「おふくろとの仲が気まずくなって 
しまつたよ」とか「貯金があつという間になくなつ 
てしまつた」などと、明らかに非難ととれる内容が 
続く。 

その非難は「自分で考えてもいなかった望ましく 
ない事態」に対して相手、または他者に向けられる 
ものであり、こんなことを言われた妻は「何を理不 
尽な」と腹をたてるだろう。「おかげで」が感謝の気 
持ちを表し、「せいで」が非難の気持ちを表すと、き 
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おかげ 


ちんと分け6れるなら問 M はない。 

しかし、「おかげ」という表現は、時に「せい」と 
同じ意味合いを持つことがあり、「君と結婚したおか 
げで、おふくろとの仲が気まず<なつてしまつた」 
という表現も可能なのだ。後ろ.にマィナス表現が来 
る場合には、「せいで」より話 1 ' t >: 手の感情は皮肉や非 
難の意味合いが強くなり、場合によつては「せいで」 
より底意地の悪い響きを持つ。 

「おかげ」にはプラスの感情もマィナスの感情も込 
められているという意味では、極めてあいまいな表 
現と言える。 

「ジョギングしているおかげで、体の調子がいい」 

この文章はプラス表現が続くので「せいで」と言 
い換えると、ちよつと不自然だが「毎日ジョギング 
しているせいか」と「せいか」に言い換えることは 
できる。 

「せいで」を使う場合は責任の所在がはっきりし、 
非難の対象に対して言う。しかし、「体の調子がいい」 
原 1*1 .理由が何なのか断定できない場合には、「せい 
か」とあいまいな表現にして逃げることができる。 


I おかげ」’せい」と似た表 51 に，ため」がある。 
「円高のために」と文章を始めた時、その後にはブラ 
ス表現もマイナス表現も続けることができる。 
「円高のために、海外旅行に安く行ける」 

「円高のために、輸出産業が打撃を受けている」 
冒頭の文章にもどって「あなたと結婚したために 
…」と言った時、後続にはどんな文が来るのが自然 
だろ、っか。 

「こんなみじめな生活をすることになった」 
「仕事を辞めなければならなかった」 

「ため」はプラス評価の表現も、マイナス評価の表 
現も続けることができるが、日常会話ではマイナス 
の使い方が多いようだ。もちろん「あなたと結婚し 
たために、幸せな家庭が築けた」と言えないことも 
ないが、この場合は「あなたと結婚したおかげで」 
の方がより自然だろう。 (佐) 
お*/に— ごとに 
おそ'. 0 く-* たぶん 
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言い差し表現 

I 

厂邻国-火と日本語で会話をすると' かなり流暢 \ 
な， S # 語を話す外国人との間にも、コミュニケ 
—ションギャップがしばしば起きる。その代表 
的なものは、こちらは断ったつもりでも' 相手 
はそ/つ受け取ってくれない場合だ。 

外国人「先生' 明日研究室をお訪ねしたいと 
思います」 I 
私0..「明日ですか' 明日はちよつと忙しいの 
で…」 

こんな場合、日本人なら「ああ'そうですか。 
それではいつ頃伺えばよろしいでしようか」 

などと会話はよどみなく進んでい<。ところが 
外国人との場合には往々にして、そこで数秒か 
5数十秒間の「空白の時間」が存在し、実に圊 
が悪い。こちらとしては断つたつもりなのに' 

相手が理解していないことが見て取れ' もう I 
til つきり と断る羽目に陥るか6だ。②「玥日 


は忙しいので、研究室に来ていただいてもお相 
手はできません。また別の日にしてください」 
と。 

「忙しいので…」 

実はこの後に来る話者の意志は' 相手に判断 
が委ねられる。これが日本語の言い差し表現の 
特徴だろう。特に断る場合などに多用される。 
この言い方に慣れてしまうと、相手が外国人で' 
こういった n /// ユニケ—ション方法では通用し 
ないと分かっていても' つい使ってしまい「空 
白の時間」の存在に愕然とする。 

実際の会話において、 ( 2 ) のようなバターンが 
使われるとしたら、対話相手が目下の場合かよ 
ほど遠慮のない関係の人だろう。日本語では会 
話はキャッチボールのよ〇なもので、対話する 
もの同士の呼吸が合えば' 言い差し表現で会話 
は何の抵抗もな<進んでい<ものなのだ。 

この言い差し表現は、何も断る場合に限った 
ことではない。現代作家の小説の中から会話の 
部分を抜き出してみると、この表現が実に多用 


56 



~されていることが分かる。 
i 『美食倶楽部』(林真理子)より 
j けど①「これ少しだけど… J 「あ6'すいませ 
| んねえ」 

© 「事務所に行けばあると思うんですけど… 

後できつとご連絡します」 

③「私よ' ウイスキ—の配給に来たんだけど 

„ …し 
mL 

ここに書き出した例は、日常会話でしばしば 
j 耳にする典型的な例だ。 

©は'「召し上がつてください」「とてもおい 
|しいんですよ」「差し上げたいと思つたんです」 
一などが省略されていて' 相手に好意的な動作を 
i する場合に使われる表現だ。後に来る言葉を仰 
j 仰し<言うよりは'「けど」の後を省略した方が' 
!押しつけがましくなく好感が持てるという日本 
j の社会が、この表現の土台にある。 

②は、「あると思います」と言い切らず「けど」 
\ を使うことによリ'自分の記憶があいまいであ 
一る感じが出る。もつとも、事務所にあることが 


i 分かつていても「けど」の後、しばらく間をお 
_ くことで' 対話相手への配慮が出る。その空白 
-の部分は「待つていただけますか。今な<てす 
i みません」と言つた気持ちがにじみ出る部分な 
I のだ。 

③は、特に「けど」を使わなくても文意はそ 
j れほど変わらない。「けど」が文末に来ることで 
j 対話相手に何らがの行動を期待している雰囲気 

一が出る。他の例も見てみよう。 

| 

『ずつこけ宇宙旅行』(那須正幹)より 
|たら「もしエレべータ I が動いていてくれた 
ら…」(いいのにな) 

| し「ええ、何か毒ガスみたいなものでもいいし 
•:」(殺虫剤なら何でもいいわ) 
i から「これビタミンが豊富だから」(体にいい 
„ ですよ) 

„て「正体の分がらない生物に占領されて…」 
(しまつたんです) 

「たら」「し」「から」「て」、これ6は「けど」 



! に次いで言い差し表現の代表格で、実に頻繁に 
I 舞台に登場する。これ6は、相手への配慮とい 
一うよりは、文章の冗長な感じを避けるために使 
|われることが多く、省略された要素は前に出て 
i いる文脈がら予想されたり、社会的な常識で言 
~う必要のない場合が多い。「これビタミンが豊富 
i だから…」に対して「ありがとう。いただいて 
j おくわ」などと続けば、話者の意図は達成され 
„ たことになる。 

言い差し表現は具体的な機能が異なる上に、 
i その後にどんな文章が続<かは極めてあいまい 
~だという点では' 外国人学習者にとってわかり 
„にくい表現の一つと言える。 

日本語表現にこれほど言い差し表現が多用さ 
一れるのは、日本人同士の間に「暗黙の理解」に 
_あたる部分が相当あるためだろう。 (佐) 

おそろしい.こわい j 

「おそろしい人だ」というのと「こわい人だ」とい 


うのでは、話し手はどちらの人の方により恐怖感を 
もってい S - だろうか。方言性によるニュアンスの受 
けとり方の相違もあるかもしれないが、「おそろし 
い」の方が恐怖感の度合いが強いように思える。 

「ふだんは優しい先生だが、本気で怒るととてもこ 

ゎぃ」 

「そんなこわい顔で見つめないで」 

というように、「こわい」は一時的な恐怖状態にも使 
えるのに対して、「おそろしい」の方はよりそのもの 
の本質に則しているようである。「こわいものなし」 
「こわいもの知らず」「こわいもの見たさ」というよ 
うな表現は、「こわさ」の主観性をよく表している。 
本質的に「おそろしい」もの、つまり「おそるべき」 
ものであっても、当人が「こわがら」なければ、そ 
の人には「こわいものなし」なのである。「こわいも 
のなし一という言葉はどちらかと言えば、褒め言葉 
というよりも、「おそるべし」という畏怖の観念をも 
てない傲慢さ.未熟さを表しているようだ。 

「おそろしい」は「身に危険が感じられて、不気味 
である' 不安である」という本来の意味のほかに、 
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おそろしい*おたく 


—=< は「大したものだ' えらい」という怠味ももつ 
ていた。「熟練とは恐ろしいもので、知らぬまに包丁 
が魚をきれいにさばいている」というような「おそ 
ろしい」の使い方に「驚嘆」という古義の名残がみ 
られる。 

「恐怖」が「驚嘆」とつながるのは、「おそろしい」 
と同根の「おそれる」が、「神をもおそれぬ不届き者」 
というように、神仏への「畏れ」を含んでいるから 
であろう。そこから「おそろ感心」というような江 
戸.寛永時代の流行語や、「おそれいりました」とい 
う感嘆の表現が発している。また、「末おそろしい子 
供たち」という時も、その子供たちの将来を憂うと 
いうのと、凡人の想いを越えた人物になるのではな 
いかという期待と両義的である。 

また、「おそろしい」は「おそろし<丈夫だ」「お 
そろしく暑い」「おそろしい勢いでの物価の上昇：一の 
ように、程度のはなはだしいことを表すが、「こわい」 
にはこうした用法はない。「おそろしい」はこの面で 
は、「すごい」「ひどい」「えらい」と似ている。(門) 


ぉ 宅 I 

すまいや家を表す「宅」の丁寧語である「お宅」 
は、相手の家や家庭をさす言葉である。 

「ずいぶんご立派なお宅ですね」 

「お宅ではお正月はどのようにお過ごしですか」 
もともとは相手の「家」を意味する言葉だった「お 
宅」が相手の「家庭」のこともさすようになった。 
これは、「山のあなた(彼方)の空遠く幸い住むと 
人のいう」というように、もともと「あそこ J とい 
う場所を意味する言葉だった「あなた」が二人称に 
なつた経緯と似ている。「どちら様ですか」「こちら 
があの有名な木村さんです」の「どち6\こち6」 
も、場所を示す言葉で人を表している。また、「あの 
方が木村さんです」という時の「方」や「お前」「手 
前 (1 てめえごなどにも場所の痕跡が見られる。 

別の面から見れば、「家」を表す「うち」が「うち 
に帰る」や「うちはみんな寝正月ですよ」のように 
「家庭」を表すのと対応している。もっとも、「お宅」 
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の場合は他人の「家.家族」を指すのに対して、「う 
ち」は自分の「家.家族」を表している点が違う。 
自分の夫のことを「宅」とか「宅の主人」とよぶ言 
い方もあるが、山の手の奥様族ふうにとりすました 
感じがする。 

「お宅」で二人称を指す言い方は、高度成長の六十 
年代くらいから主にサラリーマンの間でまず始まっ 
たようである。それもはじめは、「お宅ではポーナス 
はどれくらい出てますか」とか「お宅の売上ずいぶ 
ん伸びているようじやない」のように、相手の会社 
を意味していた。ここでも、「ウチの会社」「ウチは、 
今年のボーナスはしぶいです」といった会社人間の 
「会社=ウチ」意識と対応している。 

それが、いわば「宅」が「宅の主人」を表すのと 
同様に、「あなたの会社」の意味の「お宅」が「あな 
た」を意味するようになった。 

「明日の会合、お宅、出席なさいます？」 

「お宅、最近あまり元気ないねえ」 

と、同等以下の相手に対して、くだけつつも軽い敬 
意をこめた二人称として使う。しかし、どこかよそ 


よそしい感じがあってなじめないのは、つかず離れ 
ずの距離のと〇方が時に必要なサラリ—マン社会に 
なじんでいないからだろうか。 

八十年代になって、相手と一定の距離をとった、 
この「お宅」という二人称でお互いを呼びあう若い 
世代が現れた。彼らの特徴は、世間一般ではあまり 
重視されていない一つの事柄に対して、その細部ま 
で異常に執着して知識.情報を収集することであ 
る。同好の土との交遊はあるが、人間関係よりもむ 
しろモノや情報にマニアックになつていることが、 
「お宅」という互いの呼称に表れており、「おたく族」 
と呼ばれるようになつた。「アニメおたく」 「 SF お 
たく」「オカルトおたく」等、さまざまな「おたく」 
がいる。連続少女殺害事件の被告の、無数のビデオ 
が山積みになった部屋の光景が「おたく」の原ィメ 
—ジになっているように思える。普通の人たちが彼 
らを「おたく」と呼ぶときに-^、「お宅」つまり「家 
(の中)」という擬似胎内に閉じ篭もるという印象も付 
着しているのではないか。 (門) 
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おとしどころ 


おとしどころ 

「現地の意向は尊重しなけりやならんし、政府の対 
外的立場も一方にはあることだから、まあ、長官 
の私案として出された線に近いあたりがおとしど 
ころかなあ…」 

異なる立場が対立し、時には深刻に事態が紛糾す 
ることもある。解決のために複数の案が競合した場 
合など、その間の調整をはかって妥結点を見出さね 
ばな6ぬ。妥結点のことを近頃は「おとしどころ」 
と言つたりする。 

「 A の問題では野党に譲歩する代わり、 B の案件で 
は与党の言い分をまがりなりにも通さてもらぅ。 
そこいらをおとしどころとして見通して行けば fsj 
とか会期中に…」 

これもよくある「おとしどころ」だ。 

「'件落着」と昔から言うように「落」には解決と 
いう意味* • ある。「解決」と書いて「おとしまえ」と 
振り仮名する例もあり、「おとしまえを付ける」は一 


揷凄みのある解決法である。 

「水の低きにつくように」終着点はおのずから定ま 
る、その、自然決着という意味合いが「落ちる」「落 
とす」にはある。無理せず、.無理なく、オトナの間 
で暗々裡に了解し合い到達するゴールが「おとしど 
ころ J である。 

西洋人の社会のように、人と人、集団と集団の対 
立を前提としていれば、丁々発止と討論し、そして 
また、かけ引き、ディプロマシー(外交技術)を駆使 
したあげく、劇的に妥協して決着点を明示する。漢 
民族も外交の巧者だから、着地点をにらみなが e 相 
手をゆさぶる妥結への運び方には舌を巻かせるもの 
を示すことが多い。 

あるいは、西欧流の弁証法的な思考法では、正 
(テーゼ)と反(アンチテーゼ)を止揚(アウフへーベ 
ン)して、第三の、より高次.統合的な結論に達する。 
これが fr 理詰め」の教科書的モデルである。 

ところが、日本流の対人法や思考法(論理)では、 
それらの過程がはじめからあいまいである。理で詰 
めず、「水の低きにつくように」人|;0の明確な意思と 
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はかかわりな < 、自然界の運行が人事をも巻き込む 
ような事態を想定したがる。 

漱石の『三四郎』で、友人佐々木与次郎が広田先 
生を大学教授にしようと画策する様子を見て、三四 
郎は、方法が細工に落ちて面白<ない、と評する。 
与次郎は「自然の手順が狂わないようにあらかじめ 
人力で装置するだけだ」と反論するが、人為的な調 
整(工作、細工)があってもなかったかのように装い 
たがる好みが日本人にはある。つまり自然の成り行 
きに擬したがるのだ。 

そして、成り行きの帰結点、すなわち「おとしど 
ころ」の中身は、どっちにでも解釈できるような「玉 
虫岜」にしてぁることもしばしばでぁる。 (芳) 


おもしろい I 

「昨日の映画おもしろかつたね 〆 いやあ、あんま 
りおもしろくなかったよ。僕にはつまらなかつた 
ね」 

こうした「おもしろい」の反対は「つまらない」 


だが、「おもしろい映画」の「おもしろさ (_ には二通 
りありそうだ。寅さん映画のように、ゲラゲラ笑え 
る映画の場合と、喜劇的ではなくても、見てよかっ 
たと思うような映画の場合とである。和英辞典を見 
ると、前者には*, amusing , funny " をあて、後者に 
は-' interesting " をあてている。 

前者の「おもしろい」は「おかしい」と近いが、 
「おかしい」の場合には笑ってしまえばそれで終わっ 
てしまうような楽しさであるのに対して、「おもしろ 
い」の方はただ笑えたというだけでなく、映画全体 
を楽しめたというニュアンスを感じるのは、「おもし 
ろい」を前者の意味で使っている時にも後者の意味 
あいが潜在的に効いてくるからだろうか。 

「おかしな顔」と「おもしろい顔」を比べると、「お 
もしろい顔」の場合はただ「おかしい」だけでな<、 
どこか「味のある顔」といつた感じがするのである。 

逆に、： interesting '' の意味で「おもしろい」と 
言うと、時には前者の意味の混入で軽く解されてし 
まうきらいがあるので、文章ではつい「興味深い、 
触発的だ、刺激的だ」等と漢語を使ったり、「考えさ 
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おもしろい•およそ 


せられた」等と思わせぶりな表現にしてしまうので 
はないだろうか。 

「おもしろい U - の語源説はなかなかに「おもしろ 
い」。「面白い」という漢字は当て字ではなく、「明る 
い景色等を見て、目の前が白<開け、心が晴々とす 
る感じ」から来ているので、まさに「面(前が)白い」 
のである。「景色の明るさに心も晴れる」という精神 
的連動ぶりは': interesting -' だが、『大言海』にょ 
れば、「『古語拾遺』にょった、そうした説はこじつ 
け」だそうで、「思著し、つまり心、切に感じる」か 
ら来ているとのことである。こうした語源説にふれ 
ると、 ^ interesting " などと日本語の文章にちりば 
めるのは気恥ずかし<なってくる。 

ところで、「事態はなんだかおもしろくない方向に 
発展していった」「ここ二、三日、母の容体がおもし 
ろくない」の「おもしろ<ない」を「つま6ない」 
に言い換えることはできない。この場合の「おもし 
ろくない」は「不愉快な、望ましくない」といつた 
意味あいである。「おもしろくない〜」と否定表現で 
使われることが多いが、「この株は将来おもしろい」 


「そのゲーム.ソフトはおもしろいようによく売れ 
た」の「おもしろい」は「有望、愉快」の意味にと 
れよう。 (門) 


ぉょそ | 

「誰が真犯人か、およその見当はついている」 
「およそのところで結構ですから、見積もり額をお 
知らせださい」 

というように、「おおよそ(大凡)」がつづまった表現 
で、「大体」「概略」という意味が基盤にある。 
そこから' 

「この機械はおよそ三◦〇万円ほどするそうだ」 
「駅まではここから歩いておよそ十五分かかりま 
す」 

のように「約」の意味でも使う。また、 

「およそ男として生まれたからには、何か後世に残 
るような仕事をしたいものだ」 

「およそ食べられるものな6何でも食べます」 

の場合は、「一般的に言って」とか「すべて」といっ 
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た意味を表している。 

「女性にはおよそ縁がない」 

「そんな額では' およそ話にならない」 

と、次に否定がくると「まった<」とか「ぜんぜん」 
といった全否定の意味になる。 

「だいたい」「おおむね」を単純に否定すれば部分 
否定になるが、同じ意味の「およそ」が全否定にな 
るのは、「およそ人間たるものは…」といつた一般性 
.原則性を表す表現が媒介として働いているからだ 
ろう。 (門) 
〜か =*> または 


一〜 が.〜は I 

「事務所に田中さんがいます」という文を、「田中 
さん」を一番はじめにもつて<るとどうなるだろう 
か。「田中さんは事務所にいます」の方が、「田中さ 
んが事務所にいます」よりふつうだろう。 

「います、あります」という存在を表す表現は、日 
本語教育ではかなり始めのほうに出てくるが、そこ 


で日本語学習者ははやくも「が1_と「は」の使い分 
けという大問題の片鱗にふれてしまう。「が」と「は」 
は両方とも主語を表す助詞なのに、どのような区別 
があるのか、と困惑と好奇心の入り交じつた留学生 
たちの顔が何回も問いかけてきた。 

この段階では、大野晋説(「は」は既知の情報、「が」 
は未知の情報をあらわす『日本語の文法を考える』)を翻 
案して、こう説明することにしている。「は」の文で 
は、言いたいこと、大切なことは「は」の後にある。 
それに対して、「が」の部分では、言いたいこと、大 
切なことは「が」の前にある。 

初めの文でいえば、「事務所に田中さんがいます」 
とい、つ文では、「田中さん」にスポットラィトがあた 
つているのに対して、「田中さんは事務所にいます」 
では「事務所にいます」の方にウェィトがいつてい 
る。その証拠に、それぞれの文が答えとなるような 
疑問文を考えてみると、前者は「事務所に誰がいま 
すか？/後者は「田中さんはどこにいますか？」と 
なるだろう。疑問に答えている部分こそが、その文 
の要点なのである。 
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が 


このことか C' I 疑|!!| ,:''| の Ivli.tU ■ ;al. M .],i''l 3 後 
は\が> が< る」という^:の規則*'^きだせる。 

「います、あります」の字習者にはこの二つのポイ 
ント で一分だが、 r が」と r は」の区別をさらに追求 
すると、： 1, I 然、「が」が主格を表さない時もあるし、 
「は」は格助詞ではない、という点に話は進む。 

「果物が好きです」「テニスが上手です」「漢字が書 
けます」「水が飲みたい」「そのネクタイがほしい」 
というように、「が」が目的格を表す場合がい< つか 
ある。どうして「を」ではな<て「が」なのか、と 
いう疑問が出てくるが、「が」を目的格助詞としてと 
る述語群と結びつけて覚えてもらうしかない。 

また、「自分の部屋はもう掃除した(部屋を)」「東京 
は人が多すぎる(東京に r 「今日はあまり仕事がはか 
どらなかつた(今日)」というように、「は」は必ずし 
も主語に限らず、文のさまざまな要素を取り出して、 
話題ないしは主題として提示する、という働きをも 
つている。そもそも、日本語の文の構造は印欧語の 
ような「主語—述語」構造ではな <、「主題—述部」 
という構造をなしており、「は」は、その「主題」を 


W ■小-^る一— V — ドなのである。 

この Ii ' lla ! をめぐる' 卜亭の古！ ft 的著作『象は鼻 
が長い』によれば、「『は』は(「主題、題目」として) 
大きく、大まかに係り、「が」は小さくきちんと係る」。 

「私がカナダに行く時、妻はマフラーを買ってくれ 

た」 

「私はカナダに行く時、マフラーを買った」 

「が」は副文の動詞までしか係らないのに対して、 
「は」は文末まで(時には、句点を越えて次の文まで) 
係っていく。したがって、副文だけの主語には必ず 
「が」を使わなければならない。 

ところで、この副文の主語を表す「が」こそが、 
主格を表す「が」の出自を表している。例えば、「私 
が愛した女」という語句は、「私が i (愛した一女ご 
という構造から来ている。「我が国」「君が代」とい 
う言葉に残っているように、「が」はもともと名詞と 
名詞を結ぶ連体助詞だったのである。この点は、「私 
の愛した女」と同じ構造である。 

さ6にいえば、「は」には、「が」にはない対比の 
働きがある。「鬼は外、福は内」「男は外で働き、女 
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は家を守るべき だ」 「成績はいいが、素行は よくない」 
といつた具合である。 

「は」は普遍的な事柄を表すのに対して、「が」は 
現時点での事実を表すという対比もおもしろい。 

「夕焼けはきれいだ」と「夕焼けがきれいだ」はど 
う違うだろうか。前者が「夕焼けというものは、き 
れいなものだ」という一般的な判断を述べているの 
に対して、後者は目の前に広がる「夕焼け」の美し 
さを述べているのである。もつともこの点は、はじ 
めに述べた「「が」の文では' 言いたいこと、大切な 
ことは「が」の前にある」で説明できるとも言える。 
「夕焼けがきれいだ」という文は、「夕焼け」への注 
目を暗に呼びかけているか6である。 (門) 


かえって | 

知人のお母さんが風邪をこじらせてしまつた。熱 
はないけれど、咳がとてもひどいという。「それで思 
い切って入院させたんですよ。直ると思ったらかえ 
つて重くなつてしまつて、毎日点滴をうけているん 


です」とは友人の弁。 

この場合の「かえって」には、予想とは反対の結 
果になったという意味あいがある。それもプラスの 
結果になると予想したのに、マイナスの結果が出た 
という使い方だ。それに対して別の友人が言う。 

「うちのおばあちやんも、入院してたんだけど、あ 

まり家に帰りたいというから家に帰したの。そう 

した6病院にいた時よりかえって元気になって 

ね。食欲もすごいのよ」 

この場合は予想したのとは逆にプラスの結果にな 
った場合だ。「かえって」の前の節を 「たら」 で言い 
換えることが可能だ。 

「かえって」の後に、プラス表現がきたりマイナス 
表現がきたりする。しかし、日常会話ではマイナス 
表現がくることが圧倒的に多い。 

「あまり子供を厳しく育てると、かえって反抗的に 

なります よ」 

「親切心でアドバイスしたつもりなのに、かえって 

恨まれて しまつた」 

「近道をしようと思ったら、かえって渋滞に巻き込 
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かえって*かたい 


まれてしまつた …I 

人間の社会とは、予想とは逆の結果になることが 
よくあるのだ。それも悪い結果に。 

「かえって」の前に表れる予想は、常識に大きく左 
右される。常識が違えば「かえって」の使い方も違 

つて< る。 

「ダィエットして五キロも痩せたのよ。少しはス 
マー トになったでしよ」 

「でも、前の方がかえってチヤーミングだったけ 
ど」 

痩せている ことが 美人の条件と思ぅ人と思わない 
人、そこに違いが出てくる。しかし、ここで使われ 
ている「かえって」は「痩せている こと」 を否定し 
ているのではなく、「どちらかと言えばむしろ」とい 
ぅ意味で「かえっ て」 を使っている。 

この点では先ほどの「予想に反して反対の結果に 
なつた」とは別の使い方と言える。 

「こんなまずい料理を食べるくらいなら、かえつて 
(むしろ)食べない方がいい」 

「この人を雇う<らいなら、かえつて(むしろ)口 


ボットの/ J がマシですよ」 

「かえって」の前にくる事項より後ろに来る事項を 
選ぶ使い方で、前節に「なら」が来る。 「 A ならかえ 
って(むしろ)6」という使い方だ。この場合八には 
現在の状態や状況が、そして B には話し手の考えが 
くることが多い。「今晚残業するならかえって(むし 
ろ)明日の朝早く来た方がいい」のように。 

さて「こんな説明を聞いたら、かえって分からな 
くなった」などと言わないでくださいね。 (佐) 


かたぃ _ 

外的な力によって、壊したり、曲げたり、動かし 
たり、変化させたりすることが困難な性状をさす。 

「' S うはやすし、行うはかたし」や「ありがたい」の 
「難しい」という意味の「かたい」も同じ語源といわ 
れている。こちらは、「かたい」事物を前にしての働 
きかけの「困難感」から発しているのだろう。 

「かたい」ものは、変形させようとする外的な力に 
抵抗する「強固さ」と「凝集力.緊密さ」をもって 
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いる。前者は、ダイヤモンドを基準とする硬度に表 
されるような「固さ」であり、「柔らかい」の反対で 
ある。もちろん形容詞の常として、絶対的には固く 
なくても、そのものの中で相対的に固い場合にも使 
う。「固い肉(パン•布団•紙.髪.豆腐等)」。これに 
対して、「かたい結び目」「かたい握手」「タオルをか 
たくしぼる」「唇をかたく閉ざす」という場合は、後 
者の「凝集力.緊密 さ」 を表している。 こちらの 反 
対語は「柔らかい」ではなく「ゆるい」である。 

「かたい」ものがそれに直面する主体に「難い」感 
覚をよびおこすように、ものの「かたさ」はそれと 
接する際の力の緊張を媒介に、精神の「かたさ」に 
比喩的に転移する。 

容易に変わらない精神の「強固 さ」 は「かたい約 
束」「かたい決心」「彼の意志はかたい」「かたく辞退 
する」のような表現に表れる。「凝集力.緊密 さ」 は、 
例えば「かたい守り」「かたい団結」「かたい友情」 
「口がかたい」「身もちがかたい」等に表れる。 

「強固さ」がゆきすぎると、「頑固」で「かたくな」 
「かたぶつ」となり、必要な融通がきかなくなる。「あ 


いつは頭がかたい」「文章がかたい」「かたい一方の 
男」。「緊張」のしすぎは、「かたくなる」「表情がか 
たい」「身体がかたい J 「かたくるしい」。 

「かたい」事物の「動かしに くさ」 「変化し にくさ」 
は、失敗のない堅実さ、確実さに通じてい く。 「かた 
い商売」「彼はかたい人だから、安心してみていられ 
る」「合格はかたい」「どうかた く 見積もつても、十 
億円は利益があがるはずだ」。 

以上、「かたい」話ばかりになつてしまつたようだ。 

(門) 

かの 例の 

かみ しも 

上：— 下 」 

長野県の南佐久郡に川上村という名前の村があ 
る。村の中心を千曲川が流れているが、その源流に 
あるから川上で、全国に六か所の同名の地名がある 
という。奈良県の吉野川、岡山県には二.つあり、旭 
川と高梁川、山口県の阿武川、岐阜県の木曽川だ。 
どれも恐らく川の上流にあるのだろう。 
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かみ•から 


知らない 地; J を, l / i れたとき^所を la ] くと—もっと 
上の方に行<と…」とか「その家ならもっと下の方 
です よ」 という答え方をされることがある。川上村 
のように、町や村に川が流れている場合には「上の 
方」は川の上流を、「下の方」は川の下流を指してい 
ることが多い。 

たとえば宮城県の館築町には、宮野上町.宮野下 
町がある。村の上町•下町は、村の入口が上町で、 
奥に行くと下町だが、川が宮野の入口を流れ、川を 
基準に命名されたものであることが分かる。 

しかし、日本の全ての場所に川があるわけではな 
く、「上と下」の区別はあいまいだ。たとえば瀨戸内 
海には下関と上関がある。これは川とは関係な<、 
どうやら 東西が基準になって いるよう だ。地図で見 
ると下関は西に、上関は東にある。上.下の命名は 
京都、ないしは東京を意識した言葉だろう。 

京都は御所を中心に上ル.下ル、寺町上ル、寺町 
下ル、上京区、下京区と上.下の区別が非常にはつ 
きりしている。 

しかし鬼京となると、何を中心に命名したかはわ 


かりにくい。たとえば 卜 Jr -?'.--• 丨扑 ^':」は 卜 〆 
草」の方が東京の中心に近く、「上井草」の方が遠い。 

「上り電車•下り電車」という呼び方もあるよう 
に、東京駅は「上り電車」の終点であり、東京駅か 
らの上り電車はない。それを考えると東京の中心に 
近い方が「上」と考えるのが自然だが、「上井草.下 
井草」は逆になつてしまう。 

『杉並風土記』によると「井草は正保年間二力村に 
分けられ京に近いほうを上、遠い方を下とした」と 
いう風に記録されている。内陸で古くから「上.下」 
と分けられているものの多くは、やはり京都が中心 
となつているようだ。 (佐) 



「台風が接近しているので(から)、こんなに波が荒 
いんだね」 

「道路がひどい渋滞だったので(から)、約束の時間 
に遅れてしまつた」 

というように、「〜から」「〜ので」も HU 文の「〜」 
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の部分が後文の「理由.原因」であることを表して 
いる。では、 r 〜 から」 と「〜ので」は全く同じ意味 
あい力というと、必ずしもそうではな 、 v o 

まず、 r 〜 から」 を r 〜ので」 に置き換えられない 
文例について考えてみよう。例えば、 

「寒いでしようから、窓を閉め ましようか」 
「いくら待つても来そうもないから、もう帰ろう」 
「一段落したらすぐ行くから、そこで待つていてく 
ださい」 

「あんな小さな子供でもできたのだから、君ができ 
ないはずがない」 

これらの文の「〜から」はなぜ r 〜ので」に置き 
換えることができないのだろうか。「寒いで しよう- 
と いう推量、 「帰ろう」 という意向、 「待つ ていてく 
ださい」という依頼、「できないはずがない」という 
判断といつた主観的な要素がはいつている文には、 
「〜から」を用いなければならず、 r 〜ので」による 
結合はなじまないのである。つまり「〜から」と「〜 
ので」は同じように因果関係、理由/帰結 関係を 表 
すが、「〜から」の文には前文または後文に未確定の 


事柄に対する主観的な判断を含みうるのに 対して、 
「〜ので」の文はより客観的な説明といつたニユアン 
スがある。 

理科系の留学生に科学技術の日本語を教える テキ 
ストが、「原因.理由」の表現として、「〜から」を 
扫 して、 r 〜ため 」「〜により」「 〜ので」だけを とり 
あげているのも、このためである。 

反面、理科系に弱いとされている女性の方が 男性 
より「〜ので」を多用するようである。「〜から」が 
主観的な要素を入れやすいために、自己主張の ニユ 
アンスをともなう傾向があるのに対して、「〜ので」 
には、理由/帰結関係に「自然のなりゆき」といつ 
た客観性の趣をとることによつて「丁寧さ」を 添え 
る効果があるためだろう。もつとも、そこに ま、 女 
性は自己主張をあまりすべきでなく、「丁寧 I な 表現 
を多く使うべきである、という女性差別の言語 現象 
がかいまみられるのだが。 

「電車が遅れたので (から)、 遅刻し ました」 
「急いでいますので (から)、 お先に 失礼します」 
ともかくも、右の二つの文では、 r 〜ので」と 言わ 


70 



がら 


れる; J が感じがいいことは確かである。1〜か〇_と 
言われると、「〜から」がもつ主観的ニュアンスが働 
いてしまつて、「遅刻」や「先に帰る こと」 を正当化 
されるような印象を受けるためだろう。 (門) 


柄 I 

「柄」は「伝統的な柄」「浴衣の柄」などの よぅに 
織物などの模様を意味する場合と「柄の大きい人」 
「柄の わりに 気が小さい」などの よぅに 体格を大小の 
観点で とらえた 使い方がある。これらの用法は意味 
がはつきりしていて、外国人にも分かりやすい。 
しかし 

① 「私、皆さんと同席する柄ではありませんので」 

② 「柄にもなく、こんなところで遠慮なさるんで 
すね」 

での「柄」の使われ方は、かなりあいまいな意味合 
いを持つ。ここで使われている「柄」は、地位.能 
力•性格.身分.立場などを表し、社会的な状況の 
中での人間関係の中で、はじめて意味を持つ。 


①の 41 <||は、<ムや^まりの中で、，=分が饳りの人 
たちよりも劣つていると感じたり、場違いだと感じ 
る場合に使われる表現だ。社長や重役の席に一介の 
平社員が混じっている時、学会で医者の集まりにサ 
ラリーマンが混じった時など、個別的な状況に よっ 
て使われる意味合いが異なる。 

「柄が悪い」という表現も、何が悪いのかという意 
味ではかなりあいまいだ。 

「柄の悪い人が出入りしている」 

「柄の悪い人と付き合ってはいけないよ」 

面白いことに「柄が悪い」というマイナス表現は 
存在するが、「柄が良い」というプラス表現はない。 
「悪い」の基準が自分の所属する社会なり集団であ 
り、その集団から外れた人を異端視するものが「柄 
が悪い」なのかもしれない。 

服装が悪い(スーツを着ているのが当然のサラリーマ 
ン社会で、アロハシャツやサングラスは「柄が悪い」に 
該当する。しかし、これがホノルルでは構わない。一種 
のユニフォーム化である)、態度が悪い(立てるべき相 
手を立てず、傍若無人な振る舞いをする人'もっとも『坊 
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ちゃん』のように痛快な例もあるので、態度に関しては 
判断が難しい)、言葉遣いが悪い(「てめえ」「おめえら」 
「こんちく しよう」、 罵詈雑言を浴びせる時に男性が使う 
言葉を日常的に使えば「柄が悪い」となる)。 

あるパチンコ店に「柄の悪い方お断り」の貼り紙 
があつた。興味にかられて「どんな方が枘の悪い方 
ですか。もし、そういう人が店に入ろうとしたら、 
どうやつて断るんですか」と聞いてみた。店員は困 
つたように「そうですね、たとえば入れ墨のある方 
とか…」と言葉を濁す。実際のところ、たとえ入れ 
墨をした人が来たとしても、きちんとした服装に丁 
寧な物腰なら「柄が悪い」と言えるだろうか。 

「柄が悪い」の背景には、ユニフォーム信仰と集団 
志向があるように思えてならない。中学や高校で制 
服の基準を細か<決めすぎるあまり、「柄が悪い」の 
範囲はどんどん拡大する。少しでもはみ出せば、そ 
れは「悪いこと」につながる。「柄」を決めすぎるの 
も問題だ。 

「柄」は名詞に接続して「家柄が合わない」「場所 
枘を考えて行動しなさい」「時節柄お体に気をつけ 


て」などと使われる。この「柄」も、それらのもの 
が本来持つている性質や品格•身分にふさわしいか 
どうかの判断の決め手として使われる。「柄」には、 
何かを規定し縛りつけるという役割が課せられてい 
るようだ。 (佐) 


かわいそう.気の毒 

「先生、わたし、かわいそうです」 

と言いながらドィツ人の女子学生が教室に入ってき 
た。思いがけない面倒なことが起きて、その始末に 
時間をとられ、授業に遅刻してしまった、という話 
である。 

パニック状態に見えるその学生の事情を聞いて、 
本当にかわいそうだと思ったが、本人が自身を「か 
わいそう」と表現したのには違和感があった。日本 
語の「かわいそう」は、他者についてしか言わない 
習わしだからだ。 

「情け深い」「情けをかける」「情にもろい」「情に 
ほだされる」…などの表現でもわかるように、日本 
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かわいそう*かんじ 


語には、他^への H ' lvf に li - l 係のある;)|1句.か多い"|| 
本人の' 他者への関心の深さ、他者への配慮の深さ 
とつながつているだろう。 

他者の境遇や胸中を「思いやる」のも情け深さの 
あらわれになるが、日米安保条約に基づく駐留米軍 
の経費のかなりの部分を日本側が負担するについ 
て、その国庫支出を「思いやり予算」と政府みずか 
ら称しているのも、なかなか日本的ではある。 

それら一群の語句の中には、他者の、同情すべき 
状態、同情に堪えないありさまを表現する「かわい 
そう」という語まで含まれている。自分で自分に同 
情するということはないか6「わたしはかわいそう 
だ」という連語は生じない。その事情が、異言語の 
メンバーには的確につかめないところがあるかもし 
れない。使いなれないうちは「かわいそう」の用法 
にあいまいさを感じさせる余地のあるゆえんであ 
る。 

■1気の毒」も日本人の多用語の一つだが、これも他 
者の境遇や心情に同情して胸を痛める時に使う、と 
いう制限がある点で「かわいそう」と共通している。 


I あの人はの/: J: な人だ=あんなに- u lrli n にやるのに 
報いられないなんて…」のように。あわれむべき他 
者の状態が、こちらの心の毒になる、というのがこ 
の語の源だか6、自身の主観を言う語句のように見 
えるが、じつは、「自分の心を痛ませるような他者の 
客観的状態」を言う語とは、ひねりがきいて複雑だ。 

なお、「気の毒」が「かわいそう」と違うのは、「気 
の1母」はその下に「する」が連接して動詞を作りう 
る点である。 

「あらかじめ ことわつ ておかないと、後で気の毒す 
ることになつても悪いから」、「ゆうべは介抱しても 
•5つて気の毒しちやつたなあ」などがその例で、動 
詞表現を持つ分だけ「かわいそう」より用法がハバ 
広い。 1 

感 じ 一 

日本人は論理が苦手なほうだ。：言目には「理屈 
抜きで行こうや」「若い男が理屈を言うと女の子にも 
てないよ」などと言い、「理屈」にマイナスの評価を 
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こめてきた。 

明確な事実認識や、それに基づいた論理構成より 
も、感覚的な、また情緒的なもののとらえ方を好む。 
「感じ」という単語の意味.用法にもそれと関係の深 
い面がある。 

先ず「感じ」の基本的な意味としては、次のよう 
なものがある。 

① 「なんだか変だな。舌の感じがいつもとちがうよ」 
は「感触」 

② 「初対面から感じのいい人だったな」「いやな感じ 
だよ、あの物言いは」は「印象」 

③ 「う一ん、よく描けてる。感じが出てるよ、この 
似顔…」は感覚(この場合は視覚)でと6えられる 
は「特徴」 

④ 「もっと感じを出して歌えないもんかねえ。マィ 
クにぎって、ただわめいてるなんて…」は「気分」 

大別してもこれぐらいある。 

このように多義に分かれるが、すべて感覚や情緒 
に関している点では共通だ。「歯ざわり」「舌ざわり」 
など感覚のデリケートさを示す語や、「ほんのり1_「し 


っと り」 など感覚と情緒の複合した表現を生み出し 
た日本人の意識が、「感じ」の多様さにもうかがわれ 
る。 

さて、この「感じ」が、こんな風に使われると、 
少しずつ意味のピントがぼけてくる。 

「ああよかった、一敗を守ってホッとしたという感 
じ」 

「いかがです、近いうちに『お食事でも』という感 
じで…」 

「会*は会議、宴会は宴会' けじめがあるよ、って 
いう感じで行<わけですがね」 

この種の表現が常用化したあげく、 

「あなたがここの責任者という感じでやってもら 
いたい。期待してますよ」 

などと言われても、名美ともに責任者なのか、責任 
者ではないが責任者になった気分でやってくれとい 
うのか、不明確だ。 

i 日の勤務時間は八時間という感じ 
コーヒ ー I 杯三五〇円って感じ 
となると、これまた何が「感じ」なのか：使った理 
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ぎ 


III がわか6なくなる。，八時 I ! 1 .]—,. 五 ON 」 と決ま 
つている埸合にまで「トイウ感ジ1_と付け足して輪 
郭をぼかしてお<。日本人得意の、辺縁のブレた事 
物描写である。 

江戸時代の学者室鳩巣が、自分で書いたことに間 
違いのない著書『駿台雑話』の序文に'「書きつけお 
きけ6 し」 (書きつけておいたらしい)と、自己喪失的 
なぼかしの叙述をしたのと同じ好みが、現代庶民の 
会話に連なって生きている。日本"ぼかしの文化" 
の面白さで ある。 

一九七◦年頃からか、若い世代が「フイーリング」 
派だと言われはじめたが、この種の「感じ」の使わ 
れ方も比較的新しい語感を帯びている。フイーリン 
グ好みの傾向を象徴する新用法の 一 〇として、「授業 
とかサボっちやって」「試験とかあるから本当は遊ん 
でられないんだけ ど」 「コーヒーとか好きなもんだか 
6」…など、やたらに「とか」で輪郭をブレさせる 
表現と同列に並ぶものであろう。 (芳) 

感触=：> 雰囲気 



「気」という語が日本語の世界から消えてしまつた 
とした6、日本語の表現がどれだけ貧しくなるか想 
像を絶するほどである。 

「気」は「気分.気持ち.気位.気性•気味•気合 
.気運.気色.気勢.気配」や「空気.雰囲気.天 
気.元気.本気.意気.短気.景気.人気.平気」 
というように、日常よく使う漢字熟語の重要な構成 
要素であるだけでなく、「気が^ ji 気を〜」「気に〜」 
「気の〜」という形で、実に多衫な_慣用表現をうみだ 
している。一番大きな国語辞典である『日本国語大 
辞典』では、「気が〜」が八十七項目、「気を〜」七 
十八項目、「気に〜」二十四項目、「気の〜」十九項 
目が揭載されている。それぞれのよ<使う表現をあ 
げて おこう。 

①気がいい、多い、大きい、重い、強い、ない、長 
い、若い、合う、置けない、変わる、利<、進む、 
する、つく、まぎれる、めいる、楽になる。 
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② 気をいれる、失う、落とす、配る、使う、取られ 
る、吐く、引く、回す、もたせる、もむ、よくす 
る。 

③ 気になる、いる、かかる、くわない、する、なる。 

④ 気のせい、迷い、持ちよう、毒、病、まま。 
これらの慣用表現の中の「気」は人のこころの動 

きや精神状態を表しているが'「空気.大気.天気. 
気象」等の言葉が表しているように、「気」は自然界 
の「気体」.1般をさしてもいる。「浩然の気を養う」 
とか「気がみなぎる」という言い方が示唆している 
ように、 I 気」はもともとは.入地の間に充満する目に 
見えぬ霊気であり、生命の活力のもとなのである。 
一種のエネルギーのようなものとも言えよう。 

呼吸の停止がもつとも目につきやすい死のしるし 
でも あり、 「いき」と「いのち」をつなげる発想はさ 
まざまな民族の神話に見てとれるが、 f 気」の表現体 
系にも大自然と人間の精神の交流を読みとることが 
できる。 

また、「雰囲気」「まわりの空気」「会場の熱気'-:「和 
気あいあい」といつた言い方からは、「気」が単に個 


人の心の内にあるものではな<、その場にいあわせ 
る人々によつて共有されるものである、という趣が 
ある。個人の心の中にある「気」は、人々に共有さ 
れている「気」を分けもった「気分」であり「気持 
刦」なのである。「気」の多種多様な表現がこうした 
i 気」の間主観性に裏打ちされていることを読みとる 
作業を通して、精神病理を間主観的な「気」の「違 
い.狂い」として とらえる 視点を打ち出している精 
神病理学者もいる(土居健郎、木村敏等)。 

先ほどは、「気」を「こころの動きや精神の状態」 
というように説明した。実際、「気」と「心」はほぼ 
同じような意味あいで使われることも多い(「気が重 
い.心が重い/気を落とす.心を落とす/気にかける. 
心にかける/気配り.心配り」等)。しかし、「気」が 
人と人の間にただよい、各人に分有される「気体」 
状のものであるのに対して、「心—は「凝る」という 
言葉から発しており' そもそもは「心臓」を意味す 
る言葉であったように「固体」状のニュアンスがあ 
る。例えば、「心」は「深い.浅い.広い.狭い」も 
のであり'「奥.隅.底」があるものであり、「開い」 
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たり1^1ざし」たりするものである(これらの^现は 
いずれも「気」には使えない)。「心」には、何か箱の 
ような物体として ィメー ジされているところがあ 
る。 

ちなみに先の『日本国語大辞典』は、「こころ」に 
は大きく分けて五通り、細かく分けて二十七通りの 
意味を見ており、五百数十の慣用表現、延々二十べ 
1ジにわたる複合語をあげている。それらの用例の 
多くは古文を出典としており、「こころ」という言葉 
がいかに日本語の表現世界において豊富な意味あい 
をつむぎだしてきたかを語っている。 

しかし、現代日本語において、特に口語表現にお 
いては、「こころ」よりも「気」の方がはるかに多彩 
な意味世界を作りだしている。先には、「気が〜」「気 
を〜」というように形態別に一瞥したが、今度は意 
味によって分類してみよう。 

① 自然界における気体。「空気、大気、水蒸気、気流」 

② 天候等の自然現象。「気象、天気、気候、陽気」 

③ そのもの特有のかおり。「香気、気がぬけたビール」 

④ その場の雰囲気。「気配、熱気、活気、妖気が漂う」 


⑤ 心の働き.意識。「気を失う、気をたしかにもつ」 

⑥ 性質。「気だて、勝気、負けん気、気が強い、気が 
いい、気が短い、気があう」 

⑦ 気持ち•感じ。「気をまぎらす、気が変わる、気を 
よくする、気が沈む」 

⑧ 緊張した精神。「気力、気勢、意気、気を落とす」 

⑨ 何かをしようとする気持ち。「気が進まない、やる 
気、その気になる、彼と結婚する気は全くない」 

⑩ 注意力、配慮。「気を配る、気がつく、気がきく」 
⑪心配。「気疲れ、気が気でない、気になる、気のせ 

ぃ」 

⑫関心.思慕。「気がある、気のない返事、気が多い」 
もっとも、これはあくまで大まかな分類であって、 
「気持ち」や「気分」を表す「気」の意味は文脈や次 
にくる言葉によって多様なニュアンスをおびる。ポ 
イントは、「気」が個人の「心」の中に閉ざされてい 
る精神の働きにつきるものではなく、むしろ人々の 
間にある「雰囲気」のありように深く影響をこうむ 
るものであるという点にある。「気は心」というよう 
に、「気」は「心」という個人の精神作用の本体が共 
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「気がする」 

二十余年前になるが、日本の教育に I 家の見 
_を持つとされた学者で' 中央官庁の審議会の 
類に ffl わつてはよ < 意見を開陳する人がいた。 
この先生は' カントやべスタ□ツチなどを引 


同性の場に表れている姿ともとれる。 

最後に、「気」が「け」と呼ばれる場合を見ておこ 
う。「け」は「き」の古い音がそのまま残っているも 
の、ととることができる。「火の気、気配、色気より 
食い気、湯気、やまっ気」等がある。「気色(きしょ 
<\けしき)、人気(にんき/ひとけ)、寒気(かんき/ 
さむけ)」のように、「き」と読むか「け」と読むか 
で意味が違って<る言葉もある。また、「けぎらいす 
る、けだるい、けおされる」の「け」や、「悲しげ、 
はかなげ、苦しげ」の「げ」も「気(け)」から来て 
いる。 

まことに「気」は本来の意味よろし<、日本語の 
表現世界のさまざまな場面に浸透している。(門) 


_用しては荘重なメッセージを発して行くのた 
一が、 r え—'大学教育といえども'知育のレペル 
~に限定して考えますと教育目的を十全に達し得 
\るとは申せないのではないがといラ気ガ致シマ 
ース。つまり、その、知力の向上によって' 善と 
一は何か、美とは何かをも感得することができる 
I のが人間でありましょうし、それは人間生活の 
i 実践の基本にかがわるものであろうという気ガ 
j 致シマスから、あ—' 教育過程においては常に 
~そのレベルへの配慮が必要になって来るという 
i 気ガ致シマス」と、再三、気が致シマスの部分 
I を強めて言い' 腰をおろすのを常とした。 

そこを強調するので、メッセ I ジ全体の迫力 
一が失せ' 確信があるのかどうかが疑わしく感じ 
~ 6れた。この人が立ち上がると「ああ、また、 

~気ガスル先生が何か言う…」と心中につぶやき 
ながら見ていたものだ。同席者の中には「自分 
の発言してることが自分でよ<わかってないん 
じやないか」とひそかに評する高名な医学者も 

、こ〇 
. —^ +— 
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(気がする） 


そもそキ「気」とはキと A リ ) I ' r / s で步るた 
i けにまことに東洋的な、そしてまた日本的な概 
„念である。「天気」「気象」「気配 j r 正大の気」 
j …など、人間を取り巻く不定形のものこそ、日 
„本人にとっての自然環境であった。しかも'「元 
一気」「気になる」「気が重い」「気がすんだ」「気 
i ばらし」「気くばり」…など、精神現象も「気」 
j であらわしている例がきわめて多い。このよう 
^に自然と人間の境界を画然とさせない融合的把 
一握は、太古のアニミズム、いわゆる精霊信仰の 
一世界以来、日本人の意識構造に深<根づいた感 
一覚にもふさわしい(芳賀緩著『日本人の表現心理』 
i 九三ぺージなど)。 

現代日本語における「気」の意味が少なくと 
一. も十二通りに分類されることは' 本文の「気. 

I 心」の項に記述されている。これだけ多様' 広 
i 範囲にわたるということは、それだけ輪郭を限 
|りがたい、内容にも不分玥さを伴なうものとい 
\ うことになり、あいまい語の代表例の I つに挙 
\ げたくなる語でもある(本文「空気」「雰囲気」な 


| と W ろ t ^- 冰 ' , 

かなり混)^たる内容を含んだ概念の中で、知 
j 覚.認識.判断があいまいである意識状態をひ 
I っくる めて言うのが' この I 句「気がする」で 
一ある。「気が致します」は、私の判断はあいまい 
一 です' 確信を持たないままで言っています…と 
I いう自己告白と解される。い<ら語気を強めて 
„も「気が致します」と結んだのでは頼りなく聞 
j こえたのも道理である。 

かつて' 毎日新圊第 I 面のコラム「余録」の 
„筆者か6ニユ—スキャスターに転じ、歯切れの 
j よいコメントが評判だった古谷綱正氏のような 
一人でさえ、ある日のニユースで「今日の首相の 
j 演説はちょっと迫力に欠けるき6いがないでも 
I なかったんじやないがというような気がします 
_ :.」とコメントしたことがあった。古谷さんに 
j も似合わない。世間一般の「気がする」癖の広 
j がりと根深さを思わせるケースだった。 

もともと日本人は、物事を厳密に類別しよう 
一とする志向がとぼしく、物の考え方が無構造的 79 





.無結節的である。つまり物事のとらえ方がほ 
んわかとしている。その上' 賀茂真淵が「やは 
(柔)しき心」の主と評した上代日本人のメンタ 
リティーにも連なって、われわれは' 対人関係 
でも' 他者との間にクッションを置き潤滑油を 
はたらかせようとする。断定的な物言いをして 
カドを立てるのは日本人の最も避けたがること 
であり、しかも発言に責任を持と/つとするキッ 
パリした態度も取りたがらない。他者をかばい' 
自己をも守る。万事にあいまい、歯切れが悪い 
のだ。 

この種のメンタリティーの主にとつては'「気 
がする j r 気が致します」とい-5結びの語句は' 
まことによく性に合う。もしくは都合がいい。 

教育学者でもニユ—スキャスターでも、日本 
では「気がする」族が天下に満ちているのは不 
思議ではない。そして'「気がする」の同類とし 
て、「という風に思います」「と' そんな感じを 
持つております」「ではなかろうかな あ、 と思つ 
ておるような次第でございます」……と' あげ 


きれないほど多くの結び立句が用い6れている 
(本文「感じ」の項の室鳩巣の例をも参照)。ア メリ 
力の話術指導の権威' D . カーネギーが「臆病 
なシッポ」と呼んで'その使用を戒めた類のポ 
カシ文句群の多用によって、日本人は' 臆病民 
族.あいまい民族ですよと自己告白している観 
がある。 

ところで' r 気がする」類の多用は'対人関係 
のクッションになる反面、じれつ たさ. 頼りな 
さを感じさせ' 発言に明快さ.力強さを生まな 
いマイナス面が大きいが、ここで思い合わせて 
おきたいのは、「気」の概念そのものにはむしろ 
積極的に評価すべき面があるという点である。 

前述したように'「気」には、自然界と人間の 
境界をぼかし' 両者を全 I 的に把握する境地が 
感じられるが' 佐々木茂美教授(東海大学開発 
技術研究所)の「気は、意識と物質が I 体と なつ 
た生命エネルギ — J だとい、つ説玥も' その把握 
を裏づけるものであろ/つ。西欧近代科学の視野 
と方法におさまりきれぬ「見えない生命エネル 
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聞ける 


j ギー」が「気」だとすれば' 東洋の文明が人類 
I の未来に寄与する可能性を大きく感じさせる I 
一例がここにもあるのではないか。欧米の「禅」 
j 再発見などもそれに通じる事実であろろ。 

このよ；つな積極面を認識し'「気」の概念の奥 
™ 深さ、東洋流あいまい認識のふところの深さに 
I 思いを致すのはたしかに有意義である。同時に、 
j I 方で「気」の輪郭の不明瞭さに乗った「気が 
一する」式慣用表現の腰の弱さなどは戒めて行か 
~なければならない。そのような二面を見ただけ 
I でも' 人間の物の見方.とらえ方や表現法の複 
一雑さと妙味があると言えるだろう。 (芳) 
聞かれる 4聞ける 


聞ける•聞こえる•聞かれる一 

「私の住んでいるところでは、朝早く鳥のさえずり 
が聞こえるの」と言つたところ、「今どき東京で鳥の 
声が聞けるとはうらやましいですね」と言われた。 

1聴く」に対して「聞ける」「聞こえる」と二つの形 


が出てきたことになる。私たちはこの•.つをどのよ 
うに使い分けているのだろうか。 

「満員電車でまわりの人にも聞こえるくらい大き 
な音で音楽を聞いている若い人がいるでしょう。 
あれでよく耳が破裂しないなと感心しちゃいます 
よ」 

もちろん、この場合の音楽はィヤホーンで聞いて 
いるのだろうが、こんな場合は「聞こえる」で、決し 
て「聞ける」ではない。なぜなら、いやでも自然に 
耳に入つてくる音が「聞こえる」であり、「聞ける」 
は自分の意志で聞こうとした時に使う表現だから 
だ。「聞こえる」は「僕と結婚したいなんて、冗談と 
しか聞こえないよ」とか、「それじゃ、私の片思いに 
聞こえるわ」のように、声や音だけでなく、相手の 
言っている言葉に対して、「冗談と受け取れる」「片 
思いと受け取れる」の意味で使うことも多い。 

「聞ける」は、場所を示す言葉と一緒に使われたり 
「〜たり」「〜ば」「〜と」といった条件文の中で使わ 
れることが多い。「あの喫茶店では、いつでもバロッ 
ク音楽が聞けますよ」(場所)、この文?:では「聞こ 


H1 





える」は使えない。なぜなら、自分の意志で喫茶店 
に行き、バロック音楽を聴<からだ。留守番電話に 
「電話をすれば、懐かしいあなたの声が聞けると思っ 
たのに、いらっしや6なくて残念です」と吹き込む。 
これも同様に「聞こえる」は使えない。また「聞け 
る」 は「あの歌手、デビユーしたばかりだそうだけ 
ど、なかなか聞けるじやない J のように、「耳を傾け 
て聴く価値がある」という時にも使われる。 

それでは「聞かれる」は、どんな時に使うのだろ 
う。「聞ける」「聞こえる」のように鳥のさえずりや 
バロック音楽に対して使うのだろうか。「政府の対策 
が遅かったという不満があちこちで聞かれる」とか' 
「留学生を一か所に集めて教育するのは、留学生のゲ 
ットー化につながるという意見も聞かれる」のよう 
に我々は、実際に音として耳に入つてくるものに対 
してはではなく'意見や主張.風評といったものが 
入つてくることに対して「聞かれる」を使つている 
ようだ。 

この微妙な使い分けを留学生に聞かれたら(これ 
は受け身形)、説明するのに骨を折るに違いない。 


S) 

聞こえる— 聞ける 

汚い.汚らしい ^ 

日本人の国民性に関する調査の中で「日本が世界 
に誇れるもの」として「勤勉.礼儀正しさ」に並ん 
で「清潔好き」がある。清潔なことを好む、裏返せ 
ば汚いことを嫌がるということだ。 

「そんな汚い手で触らないでください」「どこが汚 
いの。今洗ったばかりなのに」というとぼけた漫画 
を見たことがある。一方が心の汚さを、他方が手を 
衛生面か6の汚さでと6えているという点で面白 
い。「汚い手」はその人の卑劣さ.あくどさ.野卑さ 
.醜悪さといった日本人の最もきらう局面が出てい 
ると言える。 

「金銭に汚い」はよく使われる表現だ。「宵越しの 
金は持たない」といった生き方が「潔い」とされる 
のと対照的だ。「清貧」という言葉に価値を_お<日本 
人の思想には、「金銭的には不自由しても、心は美し 
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きたない*きちんと 


くありたい」といつた iii 徳観が tj き渡っているよう 
に思える。 

精神的な意味での「汚さ」は地域や時代.環境に 
よっても異なる。「忠臣蔵」の吉良上野介は「汚いや 
り方」で浅野家を潰したということになっているが、 
最近歴史の解釈も変わってきている。石田三成に関 
しても同様だ。 

「女の子が汚い言葉を使うものではありません」 
「彼の字は汚くて本当に読みづらい」 

ここで言う「汚い」は、話し手が言葉なり字に対 
して、ある一定の正しい形を要求していることから 
起こる。個人の価値判断によって「生き生きした言 
葉一になつたり「味のある字」になるところが面白 

ro 

I 

日本語では「汚い」とはっきり言い切れない 時、 
「汚6しい1_とあいまいにその雰囲気を伝える言葉が 
ある。 

「汚らしい手で触らないで」 

「汚らしい部屋ですね」 

「汚らしい言葉を使つてはいけません」 


11;休的 IH -//- ど ')V 1 ; いのか：£惝はで^ないが'ィ 
れでも 「汚い」と感じる時、我々はこの表現を選ぶ 
のだ。 (佐) 

汚' , P しい— 汚い 


キ/ちんと | 

物事が整然として乱れていない様子を言う。しか 
し、「物事が整然とす る」 というのは、さま'さまな社 
会的要素によって異なる場合もある。 

「あの方は盆暮には、きちんとした挨拶をしてく 

る」 

「お世話になった方には、きちんとお礼しておくの 

ですよ」 

外国人はこの表現の意味をどう解釈してよいか迷 
うだろう。盆暮の「きちんとした挨拶」が御中元や 
御歳暮をさすことは、日本に長年住み慣れてもなか 
なか 理解できない こと だからだ。また日本社会のし 
きたりで ある、お世話になった時には、たとえ何が 
しかでも品物をお礼として贈るという慣習は、世界 
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の中で普遍的に行われていることではない。日本の 
社会が儀礼的であるという側面は、この「きちんと 
した挨拶」からも見て取れる。制度.習慣.文化の 
違いによって「きちんと」の概念は異なる。 

侍ものの映画を見ていた6、こんなセリフが耳に 
ついた。「この場をどうしてくれるんだい。きちんと 
始末つけてもらおうじやね一か」、それを聞いた主役 
の侍が丁寧に「きちんと始末をつけるとは、どうす 
ればいいんでございますか」、見ていた視聴者も「き 
ちんと」の意味を図りかねたのではないだろうか。 
何をもって「きちんと」とするかは、はなはだあい 
まいと_言える。 

「きちんとした身なり」はよく言われる表現だ。サ 
ラリ—マンの背広姿、学生が就職試験で着るリクル 
—トスーツ、主婦が PTA に行くにも、それなりの 
服装がある。日本の社会では、その場に応じた 「き 
ちんとした身なり」が重要視される。大きな店に入 
つて説明を求めるにも、我々の目は自然に店員の制 
服姿を求めている。もしこれが、 T シャツにジーン 
ズ姿の店員なら、個人店舗ならいざ知らず、店員と 


しては通用しにくいのではないだろうか。 

見合いの席で仲人さんが「彼の部屋はいつもきち 
んと片づいているし、毎日決まった時間にきちんと 
帰るそうです よ」 と言い、そのセリフが決め手とな 
って彼は縁談を断られたそうだ。「きちんと」は、あ 
る人にとってはプラス評価に、ある人にとってはマ 
イナス評価になる。 

「きちんきちんと」は日常繰り返される動作に使わ 
れる。「出勤簿はきちんきちんと押す」「家のローン 
は每月、きちんきちんと払う」のように。 

「きちんと並びなさい」「きちんと座りなさい」. 
子供の頃から日本人はこの「きちんと」を聞いて育 
つ。 そこには 例外を認めない、集団志向の社会の一 
員を育てるキーワードが隠されているようだ。(佐) 

気の毒 i かわいそう 


〜$り.〜たけ | 

「弟は大学に入字したその日に召集令状がきて、満 
州に行つたきりもどつてきません でした」 
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き u 


この 51 合の「きり」は柯を £( 味するのだろう。—満 
州に行って」と、どう意味が違うのだろう。「行<」 
という行為は「帰る」という行為を前提としている。 
戦争の場合は特に「生きて帰ってほしい」というの 
が家族の願いだ。しかし、希望は裏切られ、失望に 
変わる。その気持ちが「行ったき01に込められて 
いるのではないだろうか。 

»»*. 「今日は郵便は一通きりだった j 

「もう、 あなたとは会いたくないの。これっきりに 
してね」 

「〜きり」.の後に行為が続く場合には、実際はもっ 
と続<であろう行為が、予想に反して続かないとい 
う意味になる。.::通きり」、期待していた郵便が来 
なかったのか、それとも、もっとたくさんの郵便が 
来ると思ったのか、これだけでは分か6ない。 

しかし「〜きり. J の中に失望の念が含まれている 
ことは確かだ。「これっきり」は、会話でもょく使わ 
れる表現だ。歌詞に「これっきりこれつきりこ 
れつきりですね」というのがある。その言葉の余韻 
にたくさんのあいまいな感情を残しながら歌う。「さ 


びしい' 此しい' 悔しい、 V'/: きたい' 叫びたい」'し 
かし、万感の思いを「これっきり」に込めているの 
だ。 

これほど強い感情でなくても「あの人、私の本を 
借りたつきり(いつ返して くれる のだろう)」「父は脳溢 
血で倒れてから寝たっきりで(回復する見込みがたた 
ないんです)」など、 () の部分が省略されたとして 
も、その後話者が言いたいことは予想がつく。 

「残っているのは、これつきり(これだけ)です。デ 
ザィンもたくさんあったのですが、もう全部売れ 
てしまいまして」 

のょうに 、 f 〜きり」 は物に対しても使われる。「あ 
るのは、こんな傘つきり(傘だけ)ですが、ょろしか 
つたらお使いください」「二日間で口にしたのはパン 
一切れとスープきり(だけ)」、この場合は「だけ」と 
の置き換えが可能で、「たったそれだけ」という意味 
になる。 (佐) 
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きれい•美しい I 

留学生たちとレンタルビデオを借りて「カサブラ 
ンカ」を見た時のこと、最後のシーンに感動した留 
学生が「きれいな友情ですね」と感嘆して言った。 
私はふと「美しい友情」とは' S ぅが「きれいな友情」 
とは言わない。使い分けを指導しなくてはと思った 
ものだ。 

この二つの語は、ぴったりと重なる部分と重なら 
ない部分がある。 

「きれいな(美しい)人ね」(姿や形) 

「摩周湖の水の色はなんてきれいな(美しい)んでし 
ょぅ」(色) 

「こんなにきれいな(美しい)鳥だから、さぞ美しい 
(きれいな)声で鳴くかと思ったら、『ギヤギヤ』っ 
て、汚らしい声で鳴くんだ」(声や音) 

これらに関しては重なる部分だ。 

「きれい」は話し言葉で、また「美しい」は書き言 
葉で使われることが多い。「きれいな人」と言った場 


合には、何割かは個人の好みが加わっているという 
感じがするが'「美しい」となると衆目の一致すると 
ころといった評価が加わる。しかし、意味がほとん 
ど重なることには変わりがない。 

それでは重な6ない部分には、どんな用例がある 
だろう。上に書いた「美しい友情」は非常に精神的 
なもので、道徳的にも立派だという時に使われる。 
たとえば「美しい夫婦愛」や「美しい行い」といっ 

たもので、これ6は「きれいな」に置き換えられな 

、〇 

I 

「きれい」は「このタオルきれいですから使ってく 
ださい」のように、「美しい」という意味と「清潔」 
という意味がある。「洗濯したばかりできれいですか 
ら J といった場合には、当然のことながら「美しい」 
には置き換えられない。 

「残さないできれいに食べなさいね」の「きれい」 
は残りの全くない様子だし、「きれいな政治」はやま 
しい点がなく汚れのないことを言う。 

花を見て「きれいな花ですね」というか.「美しい 
花ですね」というかは、地域によって差がある。『日 
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きれい•くうき 


本-: -[- ifi 地図』によれば、花を見て「きれい」という 
地域は「美しい」という地域より多い。ここでは「美 
し.い」が使われる地域をあげておこう。この地域以 
外は「きれい」がよく使われるようだ。 

「美しい」は主に東北地方(岩手.宮城.山形〈庄内 
を除く〉福島)や、関西地方(三重.滋賀.京都.大阪 
.奈良.和歌山)、そして九州(福岡.佐賀.長崎.熊 
本.大分.宮崎)などだ。興味深いことに、これらの 
分析は「清潔だ」の意味を表す語を「美しい」とす 
る点も一致する。 

大部分の辞書には「きれい」の項に「清潔」とい 
う類の意味があるが、「美しい」の項に「清潔」の意 
昧は載っていない。しかし、これほど多<の地域が 
「美しい」という語を「清潔」と同義としているなら、 
国語辞典にも注の形ででもそのことを付け加える必 
要がある。 

もっとも、近年、東京一極集中の傾向はますます 
強まり、それに伴って日本語も画一化していくよう 
だから、将来、こうした使い方は姿を消していく運 
命にあるのかもしれない。 (佐) 


- 空 気— I 

「あんまり日常のことになって空気か米の飯みた 
いなもんだ」「空気と平和はタダで買えると思っては 
ならない…」などと言われる。 

つまり、人間にとって同時存在、生存に不可欠の 
気体、国語辞書的に言えば「地球をつつみ、われわ 
れがそれを吸って生きている気体」が空気だ。この 
場合の「空気」は物理的存在で、格別あいまいな意 
味合いは持っていない。 

これが転用されて心理的状況を言うようになる 
と、 

「あの場の空気は何とも名状しがたいものでした 

な」 

「あの空気の中で自分の意見をはっきり言うなん 

て、ちょつとできそうもない状況でしたわ」 

「その時の空気に押されちやうからね、どうして 

も。なごやかな空気だったら問題ないんだが…」 
と、自分を取り巻く場面から与えられる心理的な感 
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じを意味する。 

さ6に、社会心理的状況を言うのにも使われる。 
「それが時代の空気とでも言うのかな」 

「開戦までの何年間かの空気には要路の人といえ 
ども抗しがたいものがあった」 

「いまの世の中の空気をひしひしと感じさせられ 
る話ですねえ」 

この一空気」は、「世論 」 (public opinion ) と同じで 
はない。世論は、言語化され、さらにはデータとし 
て数字化されたものだが、「空気」は言語以前のもの、 
言外のものである。言語によるメッセージなら反論 
することも可能だが、言語以前、無言の社会的圧力 
に対しては反論の機会がつかめず、じれったい。実 
体がないようであるような、まさにあいまいで、し 
かも強い圧力.拘束力を持った、始末におえないも 
のだ。 

すなわち「空気」は実体そのものがあいまいであ 
る。日本人の社会意識、そして世論の作られ方はプ 
ロセスが明確でなく、いつの間にか、何とはなしに 
構成されて行<が、それは、各自が論理的文脈 


(一 ogical context ) によって思考するよりも、自然発生的 
に流れの出来は じめ た社会的文脈 (social context ) 
に身をゆだねるメンバーがずっと多数だからであ 
る。 

日本人における「空気」を考察のテーマの一つに 
した山本七平氏は、太平洋戦争の終わりの時期、日 
本軍が、制空権を失っている沖縄へ向けて戦艦大和 
を単独で発進させ、みずから大和の破滅を招いたケ 
—スを一例に挙げ、この作戦会議に参加した参謀た 
ちが、「あの時の空気では反対できなかった」と述懐 
した事実を紹介している。人間の主体性よりも、先 
行した空気が決定力を持つ、日本人にとって空気と 
は何か、と氏は論じた(同氏著『空気の研究』)。"あい 
まいな日本人，を語るのに「空気」は不可欠のキー 
ワードである。 

さて、ここで、さかのぼってみれば、物理的存在 
としての「空気」も、化学的には''混合物"であっ 
て、二種以上の物質が明確に一定の比率で結合した 
"化合物〃とは異なる。その点では組成内容があい 
まいと言えばあいまいだ。とらえどころのない社会 
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くさい 


心洲を名づけて|外-^(」と比喩的に呼んできたのも、 
案外' 元来の「空気」の本性にかなうものかもしれ 
ない。 (芳) 


〜くさ い (臭い) I 

「腐る」との語源的連関を指摘する説もあるよう 
に' 腐臭に代表されるような不快なにおいをさす。 
その基本語義から転じて、次のような表現にも用い 
られる。 

① r どうも、あいつが臭いな」「あの S 人は臭い仲だ」 
のように、「疑わしい」「怪しい」といつた意味。 
考えてみると、匂いは目に見えず、匂いの出所は 
経験則的にしか判明しない。「くさい」が「疑わし 
い」 に転じるのは、匂いのこうしたあいまいな本 
性を表していて、おもしろい。 

② 「〜くさい」という 接尾辞として、そのものの匂 
いや 感じ、1分囲気、 さらには 否定的 ィメ ージを表 
す。 

(1)「汗くさい」「ガスくさい」「かびくさい」「こ 


げくさい」は' 尖際の匂いを表している。 

⑵「バタくさい」「ぬかみそ <さい」「あおくさい」 
「土くさい」「なまぐさい」では、実際の匂い 
と雰囲気がいつしよ<たになつているよう 
だ。 

⑶「教師くさい」「ィンテリくさい」「田舎くさい」 
「素人くさい」「貧乏くさい」となると、具体 
的な匂いというより' 雰囲気を表す表現にな 

つている。 

(4) r けち<さい」「じやま<さい」「あほくさい」 
「古くさい」「照れくさい」「面倒<さい」等の 
「くさい」は、もはや雰囲気でもなく、「臭さ」 
のもつ不快感.拒否感のみを表し、語幹部分 
の意味を強調している、ととれる。 

もちろん、「いやな」匂いという「<さい」の否定 
的.拒否的ニュアンスは②—⑷のみでな<、①、② 
のすベての表現に共通している。「くさい」という言 
葉のもつ強烈なマィナスィメージは、不快な匂いの 
強烈さと' 逃れ難さに由来しているように思える。 
もう：つ、興味深いのは、②の⑴〜⑷で具体的な 
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「匂い」が「感じ.雰囲気」さらには「否定的価値判 
断」 に転じていったように、 「くさい」 には匂いのも 
つ全体性が体現されている、という点である。 

しかも、そこには「土くさい、泥くさい、田舎く 
さい」といった地方出身者への差別や、「女くさい、 
男くさい」といった性差別、「あおくさい乳くさい」 
といった若者差別、「バタ<さい」といった西洋コン 
プレックスが、「匂い」という客観的基準のあいまい 
な全体性に乗じて、人り込んでいる。学校で子ども 
たちが、「クサい」という差別表現でいじめられっ子 
を排他的に弁別しているのは偶然ではない。(門) 


〜くせに.〜のに 

「主婦のくせに料理も洗濯もしない」 

「会社員のくせに T シャツで通勤している」 
「大学生のくせにちつとも勉強しない」 
「新入社員のくせに、五時になるとさつと帰る」 
「子供のくせに生意気だ」 

など、会話表現でよく使われる「〜くせに」はかな 


り強い非難の調子を含んでいる。 

しかしその非難も、社会通念や常識に反している 
場合に逆説的に使われことが多く、常識そのものは 
かなり個別的なもので、国籍やその人の所属する社 
会によってかなり異なるので、「〜くせに」という表 
現を使うかどうかもかなりあいまいだ。 

「主婦のくせに…」という表現も、年配の世代には 
受け入れ6れても、若い世代には通用しないかもし 
れない。また都市と地方でも違うだろう。アジアや 
ィスラム圏の留学生には受け入れられるが、欧米諸 
国からは反発を買うかもしれない。 

「新入社員のくせに…」も同様で、残業を建て前と 
する社会では通用する表現だが、夕方の五時になる 
と潮がひ<ようにさっと仕事を終える欧米の社会で 
は、通用しに< い。 

「子供のくせに生意気だ」という表現が通用する社 
会は、字校制度の中で子供たちが受け身で教育を受 
けている場面が浮かんでいる。「女のくせに…」とい 
う表現もよく使われるが、これに至っては「性差別 
的な臭い」がプンプンする。 
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くせに 


1〜くせに」は他人に対しての強い批刊で、—:/..||||は 
当然一人称以外に限られる。 

「あんなに約束したくせに…」 

「知つているくせに…」 

「知らないくせに…」 

「ピアノもひけないくせに…」 

「お金があるくせに、寄付をいやがる」 

「お金もないくせに、大きな家に住みたがる」 
「ィギリスに留学したくせに、英語がぜんぜん話せ 
なぃ」 

「おなかがすいているくせに、ヤセ我慢して食べよ 
うとしない」 

「おなかがいつぱいのくせに、まだ食べたがる」 
どれも前に来る文章から予想される事柄に反する 
内容が後が続く。この場合はほとんど「〜のに」に 
言い換えることができるが、「子供なのに生意気だ」 
と言えば同じ逆説表現でも、話し手が非難している 
感じはずつとやわらぐ。 

「〜くせに」と「〜のに」の使用法を比べてみると、 
「〜のくせに」はかなり使用法が限定されてくること 


に / ^.か「く";1=::なのし、：卯し'/な，>ない_’'! 1 )|な 
のに、いつまでも1 i い」のように，|'|然 W 象を]休に 
した場合は「〜のに」は使えるが、「〜くせに」は tt 
えない。 

また「列車が来るのに、踏切が閉まらない」「防腐 
剤が入つていないのに、腐らない」など、無生物が 
主体になるときも「〜のに」は使えるが「〜くせに」 
は使えない。他にも「雨が降つているのに、サツカ 
1の試合は続行中」「彼が尋ねてきたのに、彼女は会 
おうとしない」など、前にくる文と後に来る文の主 
体が違う場合には、「〜のに」は使えるが「〜くせに」 
は使えない。 

「〜くせに」に非難の気持ちが強いところから、「子 
供なのにえらいわね」「まだ学生なのに、司法試験に 
合格したそうですよ」などのように、相手に同情し 
たりほめる場合には「〜のに」が使われる。 

「いつも妹の面倒を見ているそうですよ」「まだ子 

供なのに…」 

「自分の部屋にはピアノ •テレビ•ビデオ.コン 

ピユータ、何でも揃つているそうですよ」「まだ子 
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供のくせに」 

「〜なのに」も「〜くせに」も終助詞的に使われる 
ことが多い。この場合、文脈からその後に続く言葉 
は判断できる。日本語ではこういう場合、言い切ら 
ないで終えた方が直接的な表現を避けることがで 
き、相手に判断をまかせるという点で適している。 

「高校生のくせにね」「本当ですね」 

ある女子高生が通りすぎるのを見て、奥様方が噂 
する。その中に一人混じっている外国人の奥さんは、 
皆が何を話しているのか分か6ない。 

「女子高生のくせに、ィヤリングをしたり、マニユ 

キアをしたり」 

「女子高生のくせに、車で高校に通っている」 

奥様方の脳裏には共通する女子高生像があるに違 
いない。しかし「〜<せに」で文を終え、最後まで 
言わないことで非難.反発.軽蔑の気持ちを多少は 
軽減できる。 

それにしても「〜くせに」は、狭い固定観念を助 
長させる表現ではある。「〜くせに」という表現が良 
く陡われる社会は、物事をネガテイプにと6える社 


会と言えるかもしれない。 (佐) 
九分九厘— だいたい 


^ い • ^ ほ 

電話をしていたら、途中で割り込みが入ったので 
「すいませんけど、五分く6い(ほど)した6、掛け 
なおします」という。別に五分でなくても良い。お 
金を借りる時も同様で「ちょっと雑誌を買いたいん 
だけど、千円くらい(ほど)貸しても6えない」と聞 

「五分したら、掛けなおします」というのは、あま 
りにも時間を限定しすぎていて、日本語としてはビ 
ジネスライクに聞こえる。それでは、この「<«5い」 
とはどのくらいを指すのだろう。 

「くらい」はおおよその数量.程度を示す。「ほど」 
「ばかり」と同義に使われることも多い。こ、っ言えば、 
大体の日本人は納得して<れるが、考えてみれば「お 
およその数量」とは甚だあいまいだ。私たちはどの 
ぐ6いを「おおよそ」としているのだろう。また「ほ 
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くらい 


ど」と—ばかり」との使い分けはどぅなつているの 
だろぅか。 

「くらい」しか使えない場合 

「くらい」の用例を考えてみると、ある事柄を例え 
として示し、その上で「〜くらい」としているもの 
が多いことに気づく。 

「死にたいくらい悩んだんです」「お茶ぐらい出し 

てくれてもいいのに」(極端な事例で、本当に死にた 

いわけでも、お茶が欲しいわけでもない) 

「このくらいの曲ならすぐに歌えます」(連体詞の 

この.そのにつく場合も多い) 

これらの文は「ほど」や「ばかり」に置き換える 
ことはできない。 

「くらい」と「ぐらい」の使い分けだが、我々はこ 
の使い分けを暗黙のうちにしているようで、「お茶」 
と名詞に続く時には「ぐらい」が、また「この.そ 
の」などの連体詞に続く時には「くらい」が使われ 
ることが多い。 


言い換えられる場合 

具体的な数字を示して、分量や程度を示す場合に 
は、「くらい•ほど•ばかり」に言い換え可能な場合 
が多い。 

「ークラスに四十人(くらい.ほど•ばかり)の生徒 

がいます」 

「海外旅行は十回(くらい.ほど.ばかり)したと思 

います」 

ただし、次のような場合には「〜くらい」しか使 
えない。どうしてだろうか。 

「ークラスに IZH 十人もいるんだから、|人(くらい 

•ほど•ばかり)百点をとつてもいいのに」 

具体的な数字を示しても、それが最低基準の数字 
「一体.一枚 etc 」.である場合には「くらい」しか 
続かない。数字が最低基準であることから、極端な 
場合の事例と同じような働きをするからだろう。 

両方とも使えるがニュアンスが変わる場合 

次のような文では両方とも使うことができるが、 
ニュアンスは多少変わる。 
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① 「学会に人材多しといえど、木村先生(ほど. 
くらい)の実力者はそうざ6にはいませんよ」 

② 「学会には人材がありあまるほどで、木村先生 
(ほど.<6い)の方ならざらにいます よ」 

この二つの文のように程度を表すために一つのこ 
とがらを例として出して、だいたいそれと同じ程度 
という意味を表す場合には、「ほど.くらい」両方と 
も使うことができ、実力を高く評価した場合には「ほ 
ど」 が、また低く評価した場合には「<らい」の方 
が文章として落ちつくのではないだろうか。 

「あなた(くらい.ほど)素敵な人はいないわ」と、 
「一番〜だ」という意味を表す場合にも'この二つの 
表現は言い換え可能だが、「ばかり」は使えない。 

会話などでは、ここで最初に「極端な事例」とし 
てあげた「〜くらい」を使うことで、表現に面白み 
が出る。 

「風呂ぐらい、毎日わかしとくのが妻の役割つても 

んだろ、 つ」 

「酒ぐらい飲めなくて、営業が勤まるか i 

「新聞ぐ6い読んだらどうですか」 


これ6の「〜ぐらい」には、評価の最低基準にさ 
え達していないという相手を馬鹿にした雰囲気が漂 
い、このセリフは暄曄の際の「売り言葉」になる。 
「ほど」や「ばかり」にはない「〜くらい」の特徴と 
春えよう。 (佐) 

くれる-5> あげる 

気 4気 


結構 | 

「では、今度の歓迎会の会場は H ホテルでよろしい 
でしょうか」、他'の部長からそう言われ「ええ、結構 
です」と A 氏は憮然と答えた。内心、この案には反 
対したいところだがとても反対できる雰囲気ではな 
い。部長の B 氏はこの案には大賛成だ。「ええ、結構 
ですね」' その提案に膝を乗り出して賛成した。同じ 
「結構です」が渋々賛成したことにもなれば、大賛成 
にもなる。 

歓迎会の席で「これポルドーのワィンです。まあ、 
どうぞ」と 勧められ「今日は車で来ておりますので、 
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けっこう • けれども 


結 tfi です」と断る。この断り yj はかなり強い^«で 
ある。しかし、「もう；杯いかがですか」とたずねら 
れ「いやあ、本当に結構ですから」と「もう十分い 
ただきました」と感謝の意を込めて断る。 

この場合「結構」は丁重な断りの表現にも、断固 
とした断りの表現にもなりうる。賛成にも断りにも 
使え、しかも声の卜1ンや語尾の上げ下げによって 
その度合いが変わる。「結構」は実にあいまいな表現 
と言える。 

「歓迎会では結構なスピーチをありがとうござい 

ました」 

「結構な」と使われる場合には「すぐれた、見事な」 
と褒め言葉で使われる。「結構なお味ですね」「結構 
なできばえでした」のようにだ。しかし、この表現 
も若い世代では使われることが少なく、将来は死語 
になつてしまうかもしれない。 

「へえ、着物も結構似合うんだね」 

この「結構」は「案外」の使い方と共通する。期 
待していなかつたことに対しての意外性が「結構」 
という言葉になつて表れ、他と比べてみて、自分の 


III 心 r ていた以—に - R い-||'|に仙う^现でだ彳結锚'窠 
外」のほかにもこういった表現が多く、「割合」も同 
様に使われる。 

「あの人、割合さっぱりしていて気持ちがいいね」 

話しことばでは「割りと」「割に」「わりかし」な 
どに変化する。 

公的な場や固い表現の場合には「結構」「割合」「案 
外」の代わりに「比較的」が使われることもある。 

「今回のプロモーションは比較的うまくいったと 

言えます」 

一般的の基準に比較して言っているのだが、この 
「比較的」を外すと、自画自賛といった自信にあふれ 
た表現となり、日本の社会では使いにくい用法だ。 
「他と比べてみて、公平な目でみても」といった気持 
ちが、これらの表現にあるようだ。 (佐) 


けれども | 

「けれど」と言つたり、「けど」と短縮して用いた 
りする。「それにもかかわらず」と mi で述べた窜 W に 
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相反する寧柄が続くこと力多い 

「賛成してもらえたけれど、内心はどぅなのでしょ 

、っ」 

「あの人、黙つていればエレガントなのだけれど、 
話し始めるといつべんにムードが壊れてしまつ 
て」 

「今まで我慢していたけど、もぅ我慢の限界だ」 
いずれも話し言葉に使われ、レポートや論文など 
では「が」が用いられる。手紙文などで「けれども」 
が多用されると稚拙な感じを与えがちだ。 

「この間お願いした件ですけれども…」 

「最近の会社の様子ですけれども … J 
「が」と比較してみると、その違いがはつきりする。 
「けれども」は後に続<文に関係な<、単に次に述べ 
る事柄につなげる役割も果たす。現代の日本語会話 
では もつとも多用されている用法で、話し手自身意 
識せずに使っている場合が多い。結婚式でこんな祝 
辞を述べた青年がいた。 

「友人の代表の〇〇ですけど、え一と、新郎との付 
き合いは部活を通じて高校時代からですけど…」 


文が長々と続き書いてみるといかにも奇妙に響く 
が、聞いている場合には自然に聞こえる。前の句と 
後の句に何の因果関係もなく、単に文を展開させて 
いく。「けど」を使わなければ'一つの文として十分 
に独立で きる。 「です」「ます」で一つの文として言 
い切った方が、スピーチとして明快でさわやかな印 
象を与える。それをしないのも現代の風俗というこ 
とだろうか。 

「参加したい気持ちは十分にあるんですけれども、 
(間)やはり今日のところは止めておこうと思い 
ます」 

この会話文の特徴は「けど」の後に一呼吸の「間」 
が置かれることだ。この「間」は相手の反応を見て 
のもので、相手が理解しているか、同意か反対かな 
どを見ながら話を進める場合が多い。「けれども」は 
人間関係を考えながら展開される「察し用法」の一 
つと言えないだろうか。対話相手の顔が見える場合 
は話しが進めやすい。顔が見えない電話などの場合 
は、「けれども」の後の「間」で相手の相づちを待つ 
ことになる。 
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(終助詞) 


「 fl 本人は電話の間に M 冋も相づちを入れ、それが 
耳について仕方がない」と多くの外国人が言う。電 
話の際「はい」を繰り返すのは、この相手の「間」 

に対応してのことだと思う。一気に自分の話したい 
ことを話す場合には、「間」をおく必要もなく、また 
「けど」で終える言い差し表現も必要ないからだ。 
そのほかに「けれども」の用法としては、 
「留学生にただでアバートを貸してくれる人がい 
るといいんだけれども」 

「皮がプロボーズしてくれるといいんだけど」 
のように、まず実現しそうもないことや、事実の反 
対を言、つ場合に使う。会話文の最後が「けれども 
(けど)」で終わつていても、言い差し表現と大きく 
異なるのは、相手の返答を期待していないことだ。 
希望•落胆などの気持ちが「けれども」の短い表現 
に込められている。 

「けれども」は、 

「英語は話せないけれど、中国語は話せる」 

「金銭的援助はできないけれど、精神的な援助は惜 
しまないつもりだ」 


のように逆説や対比に使われる埸合、「このレポート 
は次回の会議のためだけれど、年次報告の原稿でも 
ある」などのように二つの事柄を並べる役目も果た 
している。 

「けれども」はさまざまな姿をとりつつ会話文に表 
れるが、その用法は話し手自身が意識していないく 
らいにあいまいであると言える。 (佐) 
心—気 

* 

終助詞 

.1 

外国人に教える初級の日本語テキストを見て 
^ みると、とても不自然に思える表現によ<出< 
わす。 

ユ 「このボールペンはあなたのですか」「いいえ、 
^ ちがいます」 

文章で読むとそれほど不自然には思えないか 
I もしれないが、実際に相手を目の前にしてどん 
i なときにこの会話を交わすだろうか。全<見ず 
_ 知らずの人がボ—ルペンを置き忘れた時でも想 
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定しなければ' 使えそうにない会話だ。 

初級の初めだか6'こんな表現にならざるを 
得ないと言われればそれまでだが'「このポール 
ペン木村さんのなの9.」と「の」を加えてイ 
ントネーシヨンをあげることで' 同じ内容も文 
の感じが柔らかくなり' 質問もかなり自然な感 
じになる。「の」は主に女性が使/つが'最近は男 
性も使/つよ、つだ。 

この「の」の使い方には三通りあり、ここで 
示したように「の」でイントネーシヨンをあげ 
る場合には疑囿の意味になるが'「次は君が話す 
の」と「の」にストレスを置<と' それは命令 
調になる。また「次は私が話すの」の「の」の 
イントネーシヨンを下げれば、単に相手にその 
ことを告げている平叙文になる。たつた|文字 
の「の」の役割は大きい。 

答ぇも「ぃぃぇ'違ぃます」に「違ぃますゐ」 
と「ょ」を加ぇたり'「ぃゃ、違ぅ*|。〇〇さん 
のでは9.」と「ね」を加ぇることもできる。こ 
うすることで' テキスト調の不自然さはずつと 


j 緩和される。なぜ' こ；ついった表現が初級のう 
j ちに出てこないのかと思うが、それは「よ」や 
一「ね」といった終助詞にそれぞれのニュアンスが 
j あり' 初めからその使い分けを指導するのが難 
一しいということもあるのだろう。 

日本語会話の文末表現を見てみると'「です」 
一 「ます」で終わる文は' ほとんどな<、「わ'よ、 

|ぞ ' ぜ」のような終助詞で終わったり、「君も行 
j <か」「彼の講演など聞きに行<4^^」「いい 
j か、彼の講演には絶体行 <4' IJ 「彼の講演'聞き 
一に行<の」のように係の助詞や接続助詞が終助 
一詞のような働きをしていることが多い。 

終助詞の中で最も頻繁に使われるのは「ね」 
{と「よ」だろう。夫と妻が会話をしているとし 
™ よう。夫が「明日は展覧会に行くよ」というの 
一と「明日は展覧会に行くよね」とい〇のとでは' 

~どんな風にニュアンスが変わるだろうか。 

「行くよ」と言い切ると、自分の「展覧会に行 
}<」という意志を相手に押しつけようとする感 
~じが強<なる。それに対して「ね」が加わると' 



^話し相手' この場合は妻に展覧会に行くかど、つ 
一か確認を求めている表現になる。 

「ね」は相手に同意を求めたり'確認を求める 
„気持ちを表し、相手に選択の余地を与えること 
„になる。夫と妻が話すときに、どち6が「ね」 

一を多用するだろう。それによって夫婦間の力関 
™ 係が分かるというのは言い過ぎだろうか。 

「よ」が疑問詞とともに使われると、ひどい詰 
~問調になる。 

「ど、つして知らせてくれないんだ(ョ) J 「いつ 
か6知っていたの ( m )」 「何があったんだ(ョ)」 
「誰が相手なんだ ( m )」 
m がない場合のイントネーションは上昇調' 

一それに対してヨがある場合は下降調'「ヨ」を使 
j うか使わないかは' 感情によって n ント□—ル 
一されているようだ。 

「安いよ、安いよ' お買い得だよ」「この店' 
おいしいよ」「今日は雨が降りそうだよ」 

これ6はどれも、話し相手に自分の感情、判 
~断、意見などを押しつけようとするもので' 自 


i 分の主張が強<出ている表現だ。男女両方とも 
_使える表現だが、柔らかさを残しつつ女性が自 
j 分の主張を強調したい場合には「わよ」を用い 
™ る。「これはおいしいわよ」「もう行くわよ」の 
I ようにだ。 

これを「ぜ」や「そ」に変えると凄味を帯び 
I た表現となる。 

「これは安いせ。買っとけよ」「この店おいし 

ぃぞ」 

男性にしか使えない終助詞で、自分の力を顕 
i 示しようとする時には' これらの終助詞が役に 
一立つ。歌の歌詞も、これ5の終助詞の持つニユ 
I アンスを借りて成り立つものも多い。 

「海のかもめにたくしておくれ、俺は待ってる 

ぜ」「、つぶなお前をみつめていたら、ただ泣け 
„ るせ」「抱いてやりたいいじらしさ' ああ俺 
I を泣かせるぜ」 

これら三曲はどれも同じ歌手によって歌われ 
j た歌だが、時代が男らしさを求めていたという 
|こともあるのだろう。「ぜ」が効果的に使われて8; 





« いる。 

r これは演歌だから『せ』や『ぞ』が使われる 
_ので' ふつうの会話では使われないのではない 
_か」といつた疑周が生じる。しかし電車の中で 
一の学生どうしの会話などを聞いてみると' 意外 
\ なほどあっさり「ぜ」や「そ」が使われている。 
j ここでは現代作家が会話文をどんな風に書いて 
~いるかの参考に、赤川次郎の作品か6「ぜ」と 
« 「そ」をとりあげてみよう。 
j 「あんまり深入りすると危ないぜ」「少しもび 
„ つくりした風じゃなかつたぞ」(『忘れられた花 
嫁』より) 

「しかし、実際に□—ソクがたててあつたんだ 
ぞ j r 君が、お母さんに事故に遭ったという電 
話を簡いてた時は僕は I 緒に講義に出ていた 
んだぜ」(『忙しい花嫁』より) 

これらの話し相手は仲間/つちか' 相手が下の 
場合に限られる。「ぜ」はそ/ついつた間柄の人に 
念を押したり注意を促すとい/つ機能があり、 
r そ」は相手に有無をいわせず|方的に通告した 


I り' 自分の考えを断定的に主張する場合に使わ 
~れる。なぜ'これらが男性だけに使われるのか' 
i 「ぜ」や「ぞ」の持つ機能とも深い関わりがあり 
I そうである。 

I 「この店おいしいわ」「今日は雨が降リそうだ 

一一ゎ」 

「わ j r だわ」は女性専用の言葉で' 主張をや 
! わらげる働きがある。カラオケでよく耳にする 
I 「瀬戸の花嫁」には最後のフレーズが「父さん母 
一さんだいじにしてね」「二人の門出祝って 
_いるわ」と「わ」で締め <<られ'女性6しさ 
一が意識的に出されている。もしこれが「二人の 
一門出祝っているぞ」となった時、どんな人を 
~想像するだろうか。この違いは外国人には非常 
~に分かりに<<、英語に翻訳する際にも違いを 
j 出すのは至難の業.である。 (佐) 

コソアド 

人や事物の名前を言うかわりに「こちら」と言つ 
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そあど 


たり、「これ」と言ったりする。国語の試験問題には 
必ずと言っていいほど「文中の『それ』は何をさす 
か」といった問題が出る。それほど日本語では、指 
示代名詞の使われる頻度が高いと言える。こうした 
指示代名詞を「近称、中称、遠称、不定称」の順に 
並べてみると、「これ、それ、あれ、どれ」「こちら、 
そちら、あちら、どちら」のように語頭が「コソア 
ド」の形を示すので、これらの代名詞を総称して「コ 
ソアド」と言う。 

アメリカの映画を見ていると、人物を話し相手に 
紹介をする場面がよく出てくる。たとえば 、： This 
is Tim 、 という何でもない文が、字幕スーパーに 
は、「これがテイムだよ」とか「こちらがテイム」、 
カウボーイがぶっきらぼうに紹介する「こいつがテ 
イムだ。よろしくな」、執事がお屋敷の部屋をいくつ 
も通って奥に案内し「この方がテイム様です」とか、 
•見何でもない文が、いくつものスタイルに変化し 
ている。「コ」が人称に使われた場合だが「ソ.ア. 
ド」に関しても同様のことが言える。 

コソアドが使われる範囲は人称にとどまらず、物 


にはこれ.それ•どれ.あれ—、4;所にはここ- 
そこ.どこ.あそこ」、|力向には「こつち•そつち. 
どっち•あつち」、もっと丁寧に言えば「こちら.そ 
ちら•あちら.どちら」(これは人称にも使える)、「自 
動販売機はあっちだよ」というのと「自動販売機は 
あちらでございます」と言うのとでは印象が大分違 
う。大部分の日本語の教科書の第一課に出てくるの 
が、この「コソアド」だから、外国人の日本語を勉 
強する方々に同情を禁じえない。 

もっとも、外国人学習者にはじめに指導するのは、 
「これは傘です」「あの傘は誰のですか」といった程 
度で、待遇場面は設定しない。むしろ、はじめに指 
導する際に問題となるのは「ソ」の扱いだ。「コ」は 
近称で話し手たちの近<にあるものを指し、「ア」は 
遠称で遠くにあるもの、「ソ」は中称、それでは「ソ」 
はどのように考えるべきなのだろうか。大部分の日 
本の方々は「話し手から近くもなく、遠くもなく、 
その中間にあるもの」と答えるのではないだろうか。 

残念ながら、そうではない。たとえば団体客がホ 
テルを出ようとドアまで行って振り返り、ロビーに 
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ス ー ツケ ー スが残つていることに気づく。「あれは誰 
のスーツケース？ J とき<だろう。ところが、ガイ 
ドさんがスーツケースのところにいて、遠くのドア 
のところにいるお客さんに「このスーツケース、ど 
なたのですか」ときいたとする。おそらく答えは「あ 
つ、そ ni 私のです」と「それ」になり、遠くにある 
ものでも「それ」を使うことになる。我々は話し相 
手の近くにあるものを指して「それ」というのであ 
り、「それ」がたとえ十メートル離れていようと、「そ 
れは私のです」となるのだ。 

r コソアド」はこんな場面でも威力を発揮する。 

① 「ね、71 / vi ^ l 話、お聞きになりましたか」 

② 「いや、そん^ I ことがあつたとは初耳でしたね」 

③ 「えつ、話ですか、私にも教えて<ださ 



④「あの話のことですね、私も聞きましたよ」 
非常に思わせぶりな会話だ。 

①が切り出した「こんな話」の「コ」には、これ 
か6する話は話し手だけが知つていて、聞き手にと 
つては全く新しい情報であめること、この後に新し 


い情報がもたらされることを明示していて相手に期 
待を持たせている。「コ」に共通する役割で、冒頭で 
「こん^:場面でも威力を発揮する」と「コ」を使った 
のも同様の効果を期待した書き方だ。 

② の「そんなこと」の「ソ」は相手はその情報に 
ついて良く知っているが、自分は知6ない、あるい 
は経験したことがない、といった場合に使われる。 
「ソ」は相手に情報があり、自分にはない場合に使い 
「^^1は良かったですね」ことでお聞きしたい 
と思いまして…」などと使われる。 

③ の「どんな1_は英語の疑問詞にあたる。「ド」は 
「どこ、どれ、どの、どう、どんな、どいつ、どな 
た、どうして、どうした」とさまざまなバリエーシ 
ヨンがある。 

④ の「あの話」の「ア」から、聞き手にも話し手 
にも共通の体験で、自分も相手もそのことを知って 
いるのだということが伝わつてくる。「あの件、どう 
なりました」、会議で出席者が共通に知っている事項 
ならこれで済む。しかし一人でも知らない人がいる 
とすれば「その件に関しては、後で皆さんにご説明 


102 



ごとに 


致します」となるだろう。これを「あの件に関して 
は後日改めて…」などと言われると、その情報を知 
6ない人にとつては疎外感がつきまとう。「ソ」と 
「ア」の微妙な違いだ。 

これらの使い方は「現場指示」と言われるもので、 
直接話の中に出てくる事物を示しているが、「コソア 
ド」は文章中でも使われ、一定の語や文を指示する 
「文脈指示語」の働きをする。これは受験生泣かせで、 
高校受験や大学受験に頻繁に問題として使われる。 
それほどに「コソアド」の用法はあいまいというこ 
とだろ、つか。 (佐) 

こと I もの 


ごとに.お$に | 

「先生、横浜駅行きのバスは何分ごとに出ますか」 
と留学生に聞かれ「一時間おきにありますよ」と答 
えた。留学生は「それは1時間ごとにあるんですね」 
と念を押すようにたずねる。なるほど、私は無意識 
のうちに「〜ごとに」と聞かれたことに対して「〜 


おきに」と答えてしてしまつていた。 § BIt ィ l にとつ 
ては聞きなおしたくなるのも当然だ。 

時間の間隔を表すものとして「〜ごとに」も「〜 
おきに」も使えるが' ニュアンスはかなり異なる。 
「この病院では三時間ごとに(おきに)看護婦さんが 
見回りにくる」 

「この薬は八時間ごとに(おきに)飲んでください」 
「〜ごとに」という場合には「バスが来る」「看護 
婦さんが見回りに来る」「薬を飲む」という繰り返し 
行われる動作を、一時間、三時間、八時間という i 
定の単位で切り、その一定の単位の中で毎回動作が 
行われることを示す。この一定の単位は、ある長さ 
を持った「線」と考えてはどうだろうか。 

それに対して「〜おきに」は「バスが来る」「看護 
婦が見回る」「薬を飲む」といった動作が定期的に起 
こることを表し、それは「点」として意識される。 
これ6の表現を使い分ける時、我々の頭にこの「点」 
と「線 J の意識はあるが、どち6を使うかの判断は 
かなりあいまいであり、上のような留学生との会話 
が成立することになる。 
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ところが同じ表現も、 

「一日ごとに(おきにご 
「一週間ごとに(おきにご 
「一か月ごとに(おきに)」 

「一年ごとに(おきにご 

となると、まつたく意味が違つてくる。「ィギリスに 
来ても、彼とは電話で一日おきに話しているんです」 
は隔日を意味し、同様に「隔週に出る雑誌」は一週 
間おきに、「会議は隔月に行われる」は一か月おきに 
だ。 

この用法は他にも、 

「ひとつおきに駒がおけます」 

「一本おきにビールとジユースを並べて < ださい」 
「青い屋根と赤い屋根が一軒おきにある」 

など多様である。「それだけの間隔をお<」といぅ意 
味になる。 

ある時には「〜ごとに」「〜おきに」がほぼ同じ使 
い方がされ、ある時には意味が変わるというのでは、 
外国人に分かりにくいのは当然だ。しかし日本人は 
案外おかしいとも不便とも感じずに使つている。「バ 


スは一時間おきに出ています」と聞いて、二時間に 
一本の割合で出ていると勘違いする人は恐らくいな 
いだろぅから。 

「〜ごとに」は、「党派ごとに意見をまとめる」「学 
年ごとに代表を決める」「学校ごとに特徴がある」の 
よぅに、ある動作をする場合、「党派」「学年」「学校」 
などを一つの単位としてとらえる用例があり、「点」 
「線」というより「立体」と言えるだろう。 (佐) 


このごろ•最近 I 

「このごろ(最近)、いやな事件が多いですね」 
「本当に、最近(このごろ)世の中がぶつそうにな 
つてきましたね」 

「このごろ」も「最近」も、話し手が現在いる時点 
からかなり近い過去のことを言う。それでは「かな 
り近い」とはどのくらいを指すのだろうか。 

「このごろ(最近)、父が痩せてきたので心配して 
いるんです」 

「最近(このごろ)円高傾向が続き、留学生たちの 
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のごろ 


亇活は苦しくなっている」 

我々は漠然と「最近」や「このごろ」を使ってい 
るが、時間的な幅としてはどちらが広いのだろうか。 
また、この二つの語を我々はどのように使い分けて 
いるのだろうか。 

「このごろ、ゴミ問題が深刻で…」といった場合の 
「このごろ」は、少なくても一年以内ぐ6いを言.う人 
が多いと思う。それに対して「最近五年間を例にと 
ると、東京で一番深刻な問題はゴミ処理をどうする 
かということである」のように、「最近」は数年間を 
単位にすることも可能だ。 

「最近、神戸では大きな地震が発生した J 

「最近、木村さんに会った」 

これらの文の「最近」は、「地震が発生した」「木 
村さんに会った」という一回限りの過去に起きた出 
来事を指している。「最近」を「このごろ」に置き換 
えてみよう。 

「このごろ、神戸では大きな地震があった」 

「このごろ、木村さんに会った」 

どちらの文もどこか不自然ではないだろうか。しか 


しこれ6を. fi 定文にして 

「このごろ、神戸では大きな地震は発生していな 
ぃ」 

「このごろ木村さんに会っていない J 
とすると、文は落ちつ <。なぜだろうか。否定文に 
することによって、動作の継続を表すことになる力 
らだと思う。「最近」は一回限りの近い過去に起きた 
出来事に対しても使えるが、「このごろ」は使えない。 
しかし否定文では両方とも継続した動作を表すの 
で、使うことができる。 

「このごろ」でよく使われる文を考えてみると、 
「このごろ寒い日が続きますね」 

「このごろ、中国ではやっと物価が安定してきまし 
た」 

「このごろ、彼はいつもジーンズにセーター姿です 
が、会社を辞めたんですか」 

など、どれも状態を表す文になる。私たちは無意識 
のうちに、この二つの語の使い分けをしていると言 
えそ、っだ。 (佐) 
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〜 JA I む | 

「込む」とは、ある場所に人や物事がいっぱいに入 
〇あっている状態をさす(「電車が込んでいる」「スヶジ 
ユールが込んでいる」)。また、複雑に入り組んでいる 
状態を指すこともある(「手が込んでいる」「込みいった 
事情」)。いずれも動きがとれない<らいの高密度状 
態という点が共通している。 

動詞の連用形に「込む」がつく表現は、「入り込む」 
「住み込む j 「書き込む」「誘い込む」「ふけ込む」「考 
え込む」「決め込む」「冷え込む」という具合にたく 
さんある。よく使うものだけでも約百四十くらいあ 
る。「〜込む」の意味はだいたい EH 通りに分かれる。 

① ある場所や状況の中へ入っていく。 

「部屋へ忍び込む」「賭け事にのめり込む」「ようや 
<職場に溶け込むことができた」「開いていた窓から 
雪が吹き込んできた」「どっと遠足帰りの子供たちが 
乗り込んできた」「汚れがしみ込んでしまつた」 

② 人や物をある場所や状況の中へ入れる。 


「柱に訂を打ち込む」「決勝のシユートを蹴り込ん 
だ」「コンセントを差し込む」「荷物をたくさん積み 
込んだ」「優しく包み込んでくれる母の愛情」「この 
掃除機はゴミの吸い込みがいい」「食べ物の持ち込み 
はご遠慮ください」 

③ すっかりある状態になりきってしまう。 
「座り込んでしまった」「セザンヌに惚れ込む」「ぐ 

っすり寝込む」「そのまま黙り込む」「ずいぶんふけ 
込んだね」「そんなに思い込まないほうがいいよ」 

④ あることを十分にする。 

「事の善し悪しを教え込む」「鍛え込まれた名刀」 
「その事な6上司に頼み込んでおいた」「たっぷり煮 
込んだカレー」「すっかり話し込んでしまった」「ず 
いぶんめかし込んだね」「試験に出そうな単語は徹底 
的に覚え込んできたよ」 

もっとも①と②、③と④は自動詞的意味あいと他 
動詞的意味あいの相違にすぎないとすれば、「ある状 
況の中へ入る(入れる)」ことと「ある状態にすっか 
りなる(させる)」と大まかに分けることができる。 
そして、「動きのとれない高密度状態」という「込む」 
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こむ • ごめん 


の拟.总か6すれば、そぅした1状態の屮へ人る」こ 
とはとりもなおさずそぅした状態に「はまり込む」 
こと、つまりそぅした「状態になりきる」ことに他 
ならないのである。 (門) 


ごめん | 

「ごめん」は、①「ごめんなさい」のような謝罪の 
意昧、②「ごめんください」のように訪問や辞去の 
際の挨拶(訪問と辞去の両方に使える、というのもおも 
しろいが)、③「戦争はもうごめんだ」のように拒絶 
の意味に分かれる。 

「ごめん」は「天下御免」というような言葉が表し 
ているように、もともとは幕府によって何かを免じ 
られることを意味している。ところが「免じる」な 
いし「免」という言葉が三通りの意味あいをもって 
いるために、それに応じて「御免」も多義化したよ 
うだ。 

「免じる」にはまず「許す、許可する」という意味 
がある。「これまでの働きに免じて、今回の失敗だけ 


は見逃してやろう」というように「〜に免じて」と 
いう言い方しか残つていないが、熟語としては「免 
許」「赦免」.「放免」の「免」がこれにあたる。次に、 
「職を免じる」という時の「免じる」は「やめさせる」 
ことであり、「罷免」 r 免官」 r 任免」などの熟語にそ 
の意味が表れている。さらに、「免れる」という読み 
が表しているように、「のがれる、みのがす」という 
意味あいがある。「税を免ずる」「お役御免」「免責」 
「免疫」「免 P 」がこの例である。 

では、冒頭にあげた「ごめん」の通常の三つの用 
法と「免」の三通りの意味はどのように連関してい 
るのだろうか。 

① 「ごめんなさい」は「御免なさつて<ださい」 
がつづまつた形であり、「許す」ことないしは「みの 
がす」ことを相手に乞うている表現と見ることがで 
きる。 

② 訪問や辞去の挨拶「ごめんください」は、自分 
の訪問や辞去が相手の平常を乱す行為であることに 
対して、あらかじめ「許し」を求めている、ととる 
ことができる。あるいは、辞去の挨拶の方には、「客」 


107 




としての「お役御免」のニュアンスをうかがうこと 
もできるかもしれない。 

③「そんな仕*はまっぴらごめんだね」の「ごめ 
ん」は、由来からすれば、「免れる」「しないこと」 
ことを「許可」してもらう、という意味あいをもっ 
ている。この点は、「ごめんこうむりたい」という言 
い方にょく表れている。もっとも、「ごめんだね」と 
いう言い方は、きっぱりとした拒否を表しており、 
相手やましてお上にそれを認めてもらおうなどとい 
う感じは全然なくなっている。 

「帯刀御免」や「御免駕篭」といったものものしい 
言葉だった「御免」が平仮名書きがにあうょうな、 
「ごめんください」とか「ごめんなさい」という優し 
い挨拶言葉に変容していくのは、興味深い言語現象 
である。 (門) 

こわい—おそろしい 


さ あ I 

「さあ」は、新たな事態の生起に対する何らかの対 


応を示す前置きの言葉である。その際、その新事態 
を積極的に受け止めていく方向性と、消極的に受け 
止め当惑•逡巡する方向性との両面がある。また、 
「さあ」という言葉が自分自身に対して発せられる内 
言の場合と、相手への対応や呼びかけの場合とがあ 
る。つまり、つごう四通りの「さあ」があるわけで 
ある。 

積極性を+、消極性を一で表して、それぞれの例 
をみてみよう。 

① 内言+ 

「さあ、やっと終わった」 

「さあ出来たぞ」 

「さあ、今日から新学期だ」 

「さあ、頑張るぞ」 

「さあ、起きるとするか」 

これらの例では、「さあ」という感動詞によって、 
事態の決着を喜んだり、新しい事態を新鮮に受け止 
め奮い立つ気持ちが表されている。 

② 内言 I 

「さあ、困った」 
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さあ•さえ 


「さあ、どうしよう」 

「さあ、たいへんだ」 

「さあ、これからが難しい」 

「さあ、弱ったぞ」 

この場合は、「さあ」に新しい事態への困惑、困難 
さの自覚等が含蓄されている。 

③ 呼びかけ+ 

「さあ、どうぞ。お掛けになって」 

「さあ、こつちへいらつしやい」 

「さあ、出掛けましょう」 

「さあ、お立会い！」 

相手に行動や返答を勧めたり、促したりする時に 
用いる。歌舞伎の掛け合いにも、「さあ！さあ！」 
というのがある。 

④ 応答1 

「さあ、よ < わかりません」 

「さあ、どうなることやら」 

「さあ、それはどうかな」 

このように、相手の問いにはっきりと答えかねる 
ときに「さあ」を発することも多い。こうした「さ 


あ」 は日本語版「ノ ー•コメント！」 とも言えるか 
もしれない。 

さあ、あなたも「さあ」の四つの座標についてち 
ょっと考えてみませんか。 

内言 

さあ、頑張るぞ さあ、困った 

プラス-マイナス 

さあ、召し上がれ さあ、ど、っでしょう 

外言 (門) 

最近—このごろ 



テレビドラマで、夫と妻が激しく言い争っている。 
「こんな料理、犬でさえ食わないぞ」 

「なにょ。大して給料も持ってこないくせに。あな 
たって、女事務員でさえいやがる仕事を押しつけ 
られているんですってね」 

「何だって。僕に向かって、社長でさえ、そんなこ 
とは言わないぞ。それに、女のくせに男を馬鹿に 
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するのか」 

ここで「さえ」の前に引き合いに出されている語 
彙は「犬 L _ と「女事務員」と「社長」だ。「犬」でさ 
え食べないのに' まして人間が食べられるか、「女事 
務員」でさえ嫌がる仕事を、まして大の男がさせら 
れているのか。ここで事例として出された語は、そ 
れぞれマィナス度が高 < 軽視していることを表す。 

「猫さえ、藤さえ—食べない」と他の動物に置き換 
えも可能だ。「女事務員でさえ」は、会社というタテ 
社会が場面となっているため、課長.部長など、他 
の語にはおきかえ不可能だ。 

なぜなら、会社の中で一番つまらないコピ—とり 
の仕事などは「女性の仕事 (_ といった社会の認識が 
あるからで、シナリオラィターがこの夫婦げんかの 
セリフを書き直すとすれば、「年下の社員でさえいや 
がる仕事を、いい年のあなたが…」と、地位ではな 
<年齢で比較するしかないだろう。「男女雇用機会均 
等法」が成立して大分時がたつてもいまだに変わら 
ない、仕事上の男女差別を示唆した「〜さえ」の使 
い方だ。 


「社長でさえ」は一転して、会社では一番地位の高 
い人が引き合いに出されている。プラスの尊重表現 
の極限というところか。「〜さえ」は極端な事例を出 
すことによって、話者の感情を巧みに表現できるが、 
この場合はシニカルな皮肉の応答に利用されてい 
る。 

「さえ」の前に来るのが尊重表現か、軽視の表現か 
は文脈を見た上でないと分か6ず、はなはだあいま 
いである。たとえば次の例では、夫婦げんかでの事 
例とは対照的になつている。 

「犬でさえ臭いをかぎ分けることができなかった」 
となれば、「犬でさえ」はプラス材料として使われて 
いる。「女事務員でさえ、一晩で資料を作成するのは 
難しかつた1_というと、この人はよほど有能という 
ことになる。しかし、「女事務員」といつた言葉自体 
が差別的な響きを持っているために、こういう場合 
なら「ベテランの木村さんさえ…」のように名前を 
呼ぶのが普通だろう。 

「囲碁大会、社長でさえ勝てる相手だが6、君なら 

絶対だよ」 
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ささ 


この場合、社長を会社の地位で見ているのではな 
く、「囲碁の腕前」で評価しているので、「軽視表現」 
の対象となる。 

「さえ」の他の使い方を見てみよう。 

「でも、木村さんさえ行くんですよ」 

これなどは文脈や状況が分からないと、「木村さ 
ん」が「さえ」の前でどんな機能を果しているのか 
は分からない。ただ「木村さん」を引き合いに出す 
ことで「だから、あなたが行くのは当然ですよ」と 
いつたことを暗示している。 

「後は君さえこのチームに加わってくれれば…」 
「ホテルは建った。従業員もいいのが揃った。後は 
お客さえ来てくれれば…」 

これらは「それが加われば完全になる」という発 
想だ。「君さえよければ」「命さえあれば」、「君」が 
賛成すれば条件は整う、「命」があれば、他のものは 
どうでもよい。仮定条件として「さえ」が使われて 
いる例だ。その他にも「先進諸国ばかりか、近隣の 
アジア^ HI さえ(まで)反対しているそうですよ」 
といつた「まで」に言い換えられる累加の表現もあ 


る。 (佐) 

さ令(先)一 

r ケ.セラ.セラなるようになる先のことな 
どわからない」 —— 投げやりムードのはしりだっ 
たのだろうか、こんなシヤンソンが一九五〇年代後 
半あたりから流行した。 

さき(先)のこと——もちろん将来のこと、という 
意味だ。 

さき(先)には、右のような、時間的な意味と、 

う一つ、空間的な意味がある。 

両者のうち、空間に関する場合は、あまり問題が 
ない。「指の先にトンボがとまつている」「目と鼻の 
先」「賞金が鼻の先にぶらさがってる」「鼻の先でせ 
せら笑う」「この峠の先は、もう越中です」「列車の 
行先は、アルプスの南、イタリアだ」「二、三內メー 
トル先に信号がありますから、そこを左へ曲がって 
いただきますと手前どもの店が…」「送り先ははっき 
り書いてありますね？」「輸出先の文化を V えません 


in 








とね、やみくもに売ればいいつてもんじやないんで 

…」 

これらはほとんどすべて、空間的に見て、「尖端」 
とか「前方」を意味する。ごく近くても「先」なら、 
海のかなたでも「先」である。 

ところが、である。時間に関することになると、 
わが日本語の「さき(先)」は、過去のことにも使い、 
未来のことにも使う、というのだから話はややこし 
<なる。 

さきの関白太政大臣、さきの大戦において—これ 
らは過去(それも相対的に見て近い過去)を言つてい 
る。 

「さき」の変形「さつき」は「先刻」ということ、 
近い過去である。いわんや「そんなことはせんこく 
(先刻)承知だい」とくれば、とつくの昔、ずつと前 
から知つている、ということは明らかである。 

では、「あとさき(後先)の分別もな<」というのは 
何のことだろう？ 過去(後)と未来(先)ということ 
だろうか？ 

「今後どうなるか、成り行きを見守りたい」という 


のと「この先どうなるか、…」は同じことだ。なん 
と、未来のことを「後」とも言い「先」とも言う。 
あいまい、いい加減…と日本語を非難する人もあり 
そうだ。まして外国人となれば、過去も未来もごつ 
ちやになつて使い分けがわからない、と嘆くにちが 
ぃなぃ。 

しかし、「先行き不安」と言つたら未来のことに限 
る。これを「後行き」とは言わない。「先物買い」も 
「先走る」も将来に関することだ。「この先どこまで 
伸びるか、すごい大器だ」を「この後…」とは言わ 
ないから、これも将来のことに限られている。ただ 
し漢語なら「今後」と言うことは前記の通り。やは 
り"あとさきの分別"をはつきりしてくれという要 
求が出るのをおさえきれない面は残る。 

映画『カサブランカ』の、ハンフリー.ボガード 
とィングリッド•パーグマンの恋愛会話はほれぼれ 
するような巧者ぶりを見せたものだが、一つには邦 
訳のうまさもあつたのだろう。 

「ゆうべはどこにいたの？」 

「そんな昔のことは忘れた」 
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しか 


(間を置いて)「今晩また会える？」 

「そんな先のことはわか6ない」 

さらりとかわしたポガードの「先のこと」は、も 
ちろん「将来のこと」である。 

英語でのセリフは二 never make plans th £ 
far ahead : だつたから、 ahead は空間的な「前方」 
のほかに時間(未来)の意味にも使われるわけだ。 
一部の R 本人が「前向きに」と言う時も、空間的に 
前.面を向いた姿勢を想わせつつ、未来指向といつた 
時間的なニュアンスを帯びている。国境を越えて共 
通する意識の傾向をのぞかせた一例だろうか。(芳) 

〜しか.〜だけ 一 

吉川英治の『宮本武蔵』には「お通」という名の 
武蔵を慕う女性が登場し「私には武蔵様だけです」 
と、悲しげに言う場 fl が何 1-51 もある。沢庵和尚が「武 
蔵のことばかり考えていないで…」と助¢1するが、 
「いいえ、私の0には武蔵様しか映6ないのです」と。 
しかし武蔵は~私の卞きる道は剣しかない」と- W い、 


生涯伴侶をもつこともな<、孤 B の道を貫く。 

ここにわざわざ武蔵を登場させたのは、物事をあ 
る範囲や事柄に限定する役割を果たす「だけ」「しか」 
「ばかり」が非常に効果的に使われていると思ったか 
らだ。 

「武蔵様だけ」は彼女の愛する人は限定されている 
ということ、「武蔵のことばかり」は考える対象が限 
定されていること、そして「剣しかない」は彼の人 
生の選択の範囲を限定している。「だけ」と「ばかり」 
は言い換えが可能だが、「しか」は必ず「しか…ない」 
と「ない」を伴う。 

「だけ」の語源は「丈」からきていて、本来は物の 
高さ.長さを表す名詞だった。「ばかり」の語源は動 
詞の「はかる」の名詞形「はかり」からきている。 
いずれも「だけ…ある」「ばかり…ある」と存在を BIJ 
提としているのに対し「しか」は「しか…ない」と 
非存在を HU 提とする。 

「遺産として残してやれるのはこの k 地と家だけ 

だ J 

「えつ、—地と家しかないんですか」 
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同じ土地と家でも、両者の受け取りようは「存在 
.非存在」という点で明確に異なる。物事の範囲や 
事柄、数や量に関係な<、話し手の意識でこの「だ 
け」と「しか」は使い分け6れる。 

「今日、もっと寄付したいけど一万円しかないん 
だ」「今日 I 万円だけ寄付させても6うよ」 

「彼と私の間にあるのは精神的な絆だけです」「え 
っ、精神的なつながりしかないの」 

「いつもアルビノーニのアダージョだけ聞いてい 
ます」「えっ、その曲しか聞かないんですか」 
「しか」はさまざまな範囲を表す。全て文末は「な 
い」になる。例文をあげておこう。「聴衆は三百人し 
か…」「これほどの演奏ができるのは彼しか…」「こ 
の電話は会社内しか…」「この取引は中止するしか 
…」「この野鳥はアマゾンにしか…」 

「しか」を使うか「だけ」を使うか、それはなぜか、 
考えてみると'面白い。 (佐) 


仕方がない.仕様がない 

------- P 

「仕方」も「仕様」も「物事を行う方法」であり、 
「仕方(仕様)がない」とは事態に対処する「いい方法 
が全然ない」という意味である。「仕方がない」も「仕 
様がない」もほぼ同じように用いる。 

① どうすることもできない。 

「すんでしまったことは、仕方(仕様)がない」 
「泣いたって仕方(仕様)がないじやないか」 

「仕方(仕様)がないから、あきらめよう」 

② ほかにいい方法がない。 

「ひたす6謝るより仕方(仕様)がなかった」 

「業務命令では、それに従うしか仕方(仕様)がない 
ですね」 

「大雪で電車もバスも止まってしまい、仕方(仕 
様)がないので、歩いて行った」 

③ どうしようもない。やむをえない。 

「サボッてばかりいて、仕方(仕様)がないヤツだ」 
「努力した結果がダメでも仕方(仕様)がない」 
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しかたがない*しだい 


「まだ小さな子どもがいるんじや、残業できなくて 
も仕方(仕様)がないか」 

④どうにもならない。たま6ない。 

「どうにも寒くて仕方(仕様)がない」 

「腹が立って仕方(仕様)がない」 

「かわいくて仕方(仕様)がない」 

「眠< って仕方(仕様)がない」 

話しことばでは、「仕方がない」は「仕方ない」、 
「仕様がない」は「しようがない」と言うことがある。 

ずっと以前だが、歌謡曲に「シヨンガナィ節」と 
いうのがあった。「くよくよしたってシヨンガナ 
ィシヨンガナィ」というのである。また、別れた 
人を想っても「仕方ないじやないの」という歌の一 
節も耳に残る。①の「しようがない.しかたない」 
には、庶民の「諦め」の哲学のニュアンスがあるの 
に対して、③には、そうした「諦め」を背景とした 
他者への寛容さを感じる。 

おもしろいのは④の用法で、自分の感覚がコント 
ロールできない様子が、いわば「お手あげ」という 
感じで表 llii されているわけである。「こう暑くちや、 


やりきれないよ」という時の「やりきれない(文字通 
りの意味は、やり終えることができない)」や、英語の 
二 ca 3 t stop 〜 ing : と似た表現である。 

上で見たように、「仕方がない」はほとんどすべて 
「仕様がない」と言い換えることができるが、「たわ 
いない、くだらない」という意味の「しようがない 
話(事件)」を「仕方ない話(事件)」と言い換えること 
はできない。 (門) 


次 第 | 

「式次第」というように「次第」とは事の順序をい 
うのが原義。 

「事の次第は、こういうことです」 

「事と次第によっては黙っているわけにはいかな 
い」という時は、単なる順序では なく、 「事のなりゆ 
き、顛末、事情」という意味である。 

「それで私がご挨拶にうかがった次第です」 

「いやあ、まったくお恥ずかしい次第です」 

といつた言い方もある。 
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「次第」の次の用法は、「順序.なりゆき」とは一 
見あまり関係なさそうである。 

① 「次第」が名詞につくと「それにょつて決まる」 
という意味になる。 

「この世の中、金次第でどうにもなる」 

「すべては君の決心次第にかかつている J 
「先生の教え方次第で、生徒はどうにでも伸びる」 

② 動詞の連用形につくと、「〜するとすぐ」の意味に 
なる。 

「荷物が着き次第、ご連絡します」 

「でき次第、お届けにあがります」 

「見つけ次第、連絡してください」 

③ 「次第に」となると、状態が少しずつ「だんだん 
に」変化していくょうすを表す。 

「しだいに雨風が強くなつてきた」 

「先に進むにつれて、しだいに道は細くなつていつ 
た」 

「慣れれば、しだいにらくになるよ」 

しかし、「次第」の順序性にこだわれば'これ6の 
用法も「その事態の次の状態 j を示している、とい 


う点では「順序」の含蓄がある、と言えよう。①は 
「それによつて次の状態が決まる」という意味であ 
り、②は「次の状態がすぐ続く」のであり、③は「次 
次にその状態が進んでいく」と言える。 (門) 


慕 う | 

デンマークの文芸批評家ゲオルヒ.ブランデス 
は、ロシア人を評して「愛にも憎しみにも、服従に 
も反抗にも、何事によらず極端派である」と言って 
いる。ここではロシア人が代表に挙げられた形だが、 
おしなべて欧米人は「愛にも憎しみにも」徹底的で、 
その表現も激烈である。 

日本人は、このような傾向とは対踱的に、おとな 
しい。感情の表現がおだやかであるばかりか、感情 
の動きそのものが欧米人ほど激しくない。アジア諸 
民族と比べても、感情の起伏にとぼしく、模糊とし 
ている。そこから、しばしば、煮え切6ない、態度 
があいまいだ、じれつたい、という印象が生まれる。 

対人感情にしても、じつと自分の胸中に秘めて表 
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したう 


明しないことがある。日本語の動詞「したう(慕う)」 
の意味は、「恋しく&う。なつかしく思う」のであっ 
て、「恋しい」「なつかしい J と口に出すことではな 
い。動詞「しのぶ(偲ぶごは、やはり「なつかし< 
思い出す」とか「想像してしたう。したわしく思う」 
ので あり、 「あこがれる」 も 「強く心をひかれる。思 
いこがれる」にとどまり、口に出して表現するので 
はない。 

このような、ひとり心の中に愛情(や敬意)を抱き 
つつ、それを表明せず胸中にあたためているという 
事態は、欧米人には考えに<いらしい。大学院で日 
本語学を専攻している各国留学生の中で、アジアの 
近隣諸国からの学生はそれらの語を「理解できる」 
と言い、自国語に翻訳可能だと言ったが(現に、漢字 
には「慕」「倨」「憧」などがある)、アメリカやヨーロ 
ツバから来ている学生たちは「自国語に訳しにくい」 
と答え、むずかしい日本語に属する、と評した。愛 
にも憎しみにも徹し、それがご<自然に表現される 
文化の中で flf つたかれらには、"東洋の不思議5の 
.つと映じたのかもしれない。 


日本人は、そのあいまい模料たる境地をむしろ 
大事にする。「したう」も「しのぶ」も、日本人にと 
つては語感のよい、愛用すべき語である。藤山一郎 
のデビユー曲『影を慕いて』は七十年に及んで生き 
続けており、『無法松の一生』の主人公、荒 <れ車夫 
の富島松五郎も、吉岡大尉未亡人をひたすらしたい 
続け、長い間それを表明しないことによつて人間関 
係を破綻させなかつた。まことに日本人好みの人間 
像である。 

喜怒哀楽をはつきり表現せず、態度をあいまいに 
していると、誤解されやすい、というのは欧米流の 
公式だが、いくら批判されても日本人には捨てがた 
い境地である(同じ欧米の中でもィギリスの文化には、 
あいまい好みのところがあるので、アメリカ人からは誤 
解を受け•かちで、じれつたが6れるという)。「愛してい 
る」とは明言できず「おそばに置いていただきたい J 
と辛うじて言う控え目な態度などは、殊に R 本人に 
は「ゆかしい」と感じられる。 

なお、「したう」には「その人の T 問.人徳を邙敬 
して、それにならおうとす る」 意味もあるが、その 
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際、尊敬する人にほとんど接したことがなく、遠い 
位置にいて模範と仰ぐのを「私淑する」と言う。最 
近、親しく接して教えを受ける意味に「私淑する」 
という用例が増えたが、無学を露呈した類の誤用で 
ある。 (芳) 

数字表現の あいまいさ 

跡 

数字が入っている表現はいろいろあるが' 中 
I にはどうしてその数なのかよ < 分か6ないもの 
一もある。そんな数のあいまいさを' その由来を 
一_たどることによって明6かにしてみよう。数え 
ラ 歌ふうに ' I から十まで見ていくことにする。 

まずは「人一倍臆病」といろ時の「人一倍」 

一 はどラして r I 倍」なのか。二倍」な6他の人 
~と同じ、つまり「人並み」といろことなのでは 
I ないか。ところが、二倍」にはなんと「二倍」 
j という意味があるのである。 

「結婚の楽しみは独身の淋しき時よりも I 倍 
i して尚ほ余りあれば…」(福沢諭吉『福翁百話』)。 


〖算盤の計算の仕方とでも関係があるのだろ、つ 
か。ともかくも'「人 I 倍働く」とは文字通りは 
「人の二倍も働<」といラ意味なのである。 

「二の舞」とは、舞楽で「案摩の舞」の後で' 
それを滑稽に真似る舞がら来ている。人のした 
のと同じ失敗をすることを「二の舞を演じる 
(舞う)」と言ろ。「二の舞を踏む」は「二の足を 
一踏む」との混同のようだ。 

「三国一の花嫁」はどのくらいの範囲で一番美 
i しいのだろうが。この場合の「三国」とはイン 
™ ド.中国.日本を指している。「三国|」は室町 
一時代の流行語で、当時からすれば「世界 I J と 
m いラことだったわけである。 

「四苦八苦」は仏教の教える人の世を生きる苦 
~しみの種類を表している。「四苦」とは生.老. 
j 病.死。「八苦」は根本をなす「四苦」に'「愛 
I 別離苦(愛する人と分がれ，る' S しみ)」「怨情会苦 
™ (憎む人と会う苦しみ)」「求不得苦(求めているも 
I のが得られない苦しみ)」「五蘊盛苦」(物質的存在 
|やさまざまな心のはたらきに執着する苦しみ)」を 
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(数卞表現のあいまいさ) 


加えたもの。そう言われると' 人生が「憂き世」 
に思えてしまう。 

人がパラパラにいたり、集まったりすること 
を' ど、つして「三三五五」と言うのだろうか。 
これは' 人の連れ立って来る様子が三人ずつ' 
五人ずつ <らいに見てとれることか6来ている 
I らしい。友人や仲間とどこかに行くときは' そ 
„れくらいの人数が多いということだろうか。あ 
I るいは、三と五の語呂のよさや' 縁起のよさが 
あるのかもしれない。 

r うちの宿六'昼間からお酒飲んでぐうたらし 
てるんだから…」の「宿六」とい-5夫への愛称 
(90 もあまり闇かな<なったが' この「六」は 
一「ろ<でなし」に由来するとのことだ。美際は、 
一「ろ< でなし」の「ろく」は数の六とは関係ない 
一のだが、「家=宿でゴ□ゴロしているロウデナ 
ーシ J をつづめて「宿六」となった。 

「そんな七面倒くさいこと'まっぴらゴメンだ 
I ね」。「七面倒」は「四苦八苦」のように「七つ 
} の面倒」といろわけではない。この場合の「七」 


„は「多くの数」を代表して「非常に」という意 
一味であり'「面倒」さの度合いを強調している。 
j 「色の白いは七難隠す」や「七転八倒」の「七」 
j も同様である。「男がいったん外に出れば'七人 
\ の敵あり」の「七」も「たくさん」の意味なの 
一がもしれない。 

| 「村八分」は、学校でも社会でも陰湿なイジメ 
j を潛在させている現代社会においては' 他人事 
j ではない。江戸時代以来' 村民に規則違反のあ 
_ つた時' 全村が申し合わせて' その家とは村の 
i 十の交際の、つち、火事と葬式以外は援助も見舞 
I いもしないことから来ている。ちなみに' 他の 
一八つは、①元服' ②結婚' ③普請' ④病気、⑤ 
I 水害' ⑥旅行' ⑦出産、⑧年忌である。 

結婚式の「三三九度」は、三つ組みの盃で三 
™ 度ずつ酒杯を酌み交わすことから来ているが、 

„武士の世では出陣.帰陣などの献杯の礼でもあ 
j つた。「天地人」を象徴する三とい〇数字は陰陽 
_道ではめでたい数とされており、その三の三倍 
„ の九は三より更にめでたい数である。生死をか 


m 



„ けた日々を送つていた武士たちは'「九 = 苦」と 
I いつた掛け詞よりも' 陰陽道を重んじていたよ 
一ぅだ。 

「十人十色」は、「日本=単 I 社会」という固 
j 定観念を打破して、異文化への寛容を養うにふ 
i さわしい格言だ。この「十」は「すべて」を表 
~している。「十人並み」「十分」「十全」「十方」 

™ の「十」もそ、つだ。 

七や十が「多数」や「すべて」を表している 
i のだから' 十の十倍の百となると「世界全体」 

I を表すことになる。最後に百の「百態」を見て 
„おこラ。「百科辞典」「百人力」「百聞は I 見にし 
_かず」「百面相」「百も承知」「百貨店」「百般」 

一「百姓」(もともとは单に農民だけでなく'庶民全般 
j をさしたご「百害」「百計」「酒は百薬の長」「百 
一獣」「百草」「百戦錬磨」等。 (門) 


しっかり I 

童話にこんな表現が出てくる。 


「おじいさんは、とてもしつかりものでしたから、 

朝はにわとりが鳴くころに起きて…」 

「しっかりものってどんな人」と子供に聞かれて、 
大人はどう答えるのだろうか。とても一言では言い 
尽くせない内容を、この「しっかり」という表現は 
内包している。 

まず、このおじいさんの行動が道徳的だとい うこ 
と、 もちろん時代や社会にょって通用するモラルは 
違って<るのだから、今の子供に r 早起き=しっか 
り者」とは教えられない。考え方が堅実であること、 
性質が真面目で、あまり駄洒落など言わない人、仕 
事の内容がきちんとしていて間違いのない人、 こう 
なるとかなり定義は難しくなってくる。 

「あの娘さんの家庭はしっかりしているから…」と 
なると、「しっかり」は個人の内容を表すのではなく、 
この家の両親のしつけ' 家庭を支える一人一人の健 
全な精神的結びつき、一人一人の力が家庭という大 
きな枠の中で集団としての優秀な機能を果たす時に 
使われる。 

日本の社会で、学校でいじめられた子供_が、家に 
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しっかり 


帰って事実を話そうとせず、問題を大きくしてしま 
うのは、この「しっかりした家庭」というィメージ 
を自分の存在が崩してしまうのではないかという' 
漠然とした不安もあってのことではないだろうか。 
自分の家庭に自分の存在があることで、外から変な 
目でみられたくない。 

この内外意識は、会社や学校.国家についても言 
える。「しっかりした会社、しっかりした学校、しっ 
かりした国」、全て内的な事柄についての形容だ。 

「しっかりした生き方.考え方.研究態度.判断 
.技術.腕前」どれも、その内容を表す。これ6は 
全てプラス評価として使われるが、「あいつ、しっか 
りしてるからな。人にはおごらせても自分では絶対 
におごろうとはしないょ」などと俟約家をさしたり、 
「いつの間に課長にとりいったのかしら、あれで彼女 
しっかりしているのょ」などと願って使う場合もあ 
る。これ6はマイナス評価だ。 

内的なことをさす場合、他にも「結婚：刖に君と約 
束したことはしっかり覚えているよ」と、記憶が確 
かな時に使つたり、「お父さん、しっかりして」と人 


間の意識に対して使ったりする。 

外的なものに対して使われる場合は、「選挙ポスタ 
—は、掲示板にしっかり貼ってください」などのよ 
うに、後に動詞を伴って両者の結びつきが強いこと 
に用いる。 

「しつかり、つかまつてください」 

「彼は私の手をしっかり握り、しば6 く力をゆるめ 

ようとしなかつた」 

ここにあげた貼る.つかむ.握るのほかにも、縛 
る.結ぶ.卷<などの動詞が多様される。外的なも 
のに対して使われる場合には、意味は明確であると 
いえる。 

「このカバンはしつかりしていますよ」と持ち物や 
建物.家具.道具などに使う場合にも、外観と同時 
に機能が長持ちする時にも、この表現を使う。すぐ 
に壊れてしまった道具に「しつかりしているように 
見えたんだけど」は、「しっかり」に外観からの話者 
の判断が伴うことを示す表現だ。 (佐) 
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しば、* P く.当分 I 

「しば6く」とはどれくらいの長さの時間を表して 
いるのだろうか。「しば6< お待ちください」という 
時と「やあ、しばらく」という時とでは、同じ「し 
ばらく」でも、それによつて表されている時間の長 
さはずいぶん違うのではないか。 

楽しい時間がアツという間に過ぎ去り、退屈な時 
間はやた6と長く感じるというように、時間に心理 
的要素はつきものだが、それにしても「しばらく」 
の許容する時間幅の伸縮はかなりのものがある。 

「しばらくお待ちください」と言われたら、どのく 
らいの時間までイライラしないで待てるものだろう 
か。人によつていろいろだろうが、だいたい十分か 
らせいぜい一時間くらいといつたところだろう。そ 
れに対して、「しばらくぶりに会う」となると、一か 
月から十年<6いまで、話の脈絡や相手との人間関 
係、その人の時間感覚によって伸縮自在である。 

だから、「円高はここしばらく続<」とか「しば6 


く事態を静観しよう」などと言われても、どのくら 
いの期間なのかはきわめてあいまいである。もっと 
も、当人の意識としては、「そう長くない間」という 
ニュアンスを込めていることは確かなのだが。 

似たようなことばに「当分」がある。 

「当分はこのメンバーでやっていこう」 

「当分これで間に合います」 

「当分、通院してください」 

「当分、休養いたします」 

「当分」も「しばらく」と同じように、話者からみ 
ての「そう長くない間」を表している。ただし、「し 
ばらく」が「彼と連絡がとれるまでに、しばらくか 
かった」というように過去の事態にも使えるのに対 
して、「当分」はこれから先の期間しか指せない。 

将来のことはどうなるか分からないし、まして期 
間をあらかじめはっきりさせることは難しい場合が 
多い。そうした事に関してむやみに正確さを求める 
より、「それほど長くはない期間」と話し手が思って 
いるということを理解することの方が大切なのだろ 
う。あいまいさをひたす b 追放することだけが能で 
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しばらく*しぶい 


はない。 (門) 


ぃ—— 

「君の瞳に乾杯！」は名画『カサブランカ』の字幕 
スーパーですつかり有名になつた。： Here'slooking 
syou , kid 3 の訳である。 

これは—訳.のほぅが華麗でちょっとキザっぽいが、 
いかに.も欧米人の会話らしい雰囲気を巧みに伝えて 
いる。ィギリス人などは別だが、一体に欧米の文化 
はきらびやかだ。派手好みだ。日本にも、桃山文化 
や近世以来の歌舞伎が示すょぅな絢爛たる一面があ 
るが、大体に日本人は地味好みに傾く。あの地味な 
風格の笠智衆が、小津安二郎作品を通して、「渋い J 
：：；本を代表する映画俳優の一人として世界に知られ 
るとは、たしかにふさわしい。 

そもそも r 渋い」の第一義は、味を示すもので、 
「渋柿を食べた時のように舌をしびれさせるような 
味」である。その点ではあまりいい意味の語とは思 
われなかつた6しい。お茶の渋みなどはなかなか捨 


てたものではないと思うが。 

転じて、事物の様子や人の性格.雰囲気などを言 
う用法が生じた。その中で、 

「社長は渋い表情で『賛成』と言った」 

など、不愉快そうな(意に沿わない、気分がよくない、 
気落ちした)様子を言ったり、 

「今年の春闘も予想より渋い結果しか出なかった」 
のように、金品を出し惜しみする(けちな)様子を言 
ったり するのは皆マイナスの意味に使われている。 

それが「渋い声」となると、「滑らかでない」面を 
見れば悪い意昧だが、低音の魅力が感じられたりし 
てかえって好まれ、プラスの語感が持たれることが 
多い。白黒を決めかねる、グレイゾーン的な用法と 
も思われるが、渋い声のことを a well-trained 
voice (よく訓練した声)とした和英辞典もあるから、む 
しろプラス面が大きいとすべきである。こうして、 
ニュアンスの異なる面が現れ、ついに、 

「ロマンスグレイの年齢になって渋くなってきた 
ね、あの男も」 

「0立たないが、ああいう渋い人がいてくれてこ 
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そ、組織の運営はうま<行くんだ」 

「さすがに『徒然草』は渋い。中世の世界だ。世阿 
弥の流れを汲む能の作風にも渋いものがある」 
「渋い当たりのヒットを打ってくれますねえ」 
「くろうと受けしますね、こういう渋い力士は。 

"花がある，タイプとは逆ですが"いぶし銀,の 
風格ですね」 

に至り、「持ち味が地味で落ち着きがある。趣味(好 
み)のよさがある。深みがある。老巧さがある」など 
の様子をほめる、完全にプラスの語になる。 

和英辞典の「渋い」の部分は、好みが渋い場合は 
simple yet refined などとあるが、「単純だが洗練 
されている」と、苦心した訳にも日本語ほどの深み 
は出ていない。「渋い当たりのヒット」は a we 一一- 
placed hit と意訳するしかない6しく、日本人のほ 
うが「渋い」が深く身についていることを思わせる。 

一九六〇年代、アメリカに"日本ブ—ム"が起き 
てシブイ J という語が流行し、ニューヨークのレ 
コード店が r シブイ」と改名したり、サンフランシ 
スコのデパートが「シブイ」商品を売り出したりし 


たことがあったという。谷崎潤一郎.大佛次郎.川 
端康成.三島由紀夫らの小説がドラッグ.ストアで 
売られはじめたのもその一環だったようだ。だが、 
国民のメンタリティーの深層を支配している文化の 
差は簡単に埋まるものではないから、単語に先導さ 
れて「渋い」意識がアメリカ人の身についたわけで 
はなかった。それはアメリカ人の言動の現状を見聞 
すればわかることだ。 

谷崎が『陰翳礼讚』の中で、東洋人は「美は物体 
にあるのではなく、物体と物体との作り出す陰翳の 
あや、明暗にあると考える」と言い、暗がりに沈潜 
し「その中におのずからなる美を発見する」性向を 
強調したのは、「渋い」好みの心理的地盤の広さと深 
さを思わせるものでもあろう。 

プラスの意味での「渋い」には、老成した境地、 
禅の精神空間などに通じるものがあるか6、同じ日 
本人でも年が若すぎたりバタくさい趣味の持ち主だ 
ったりすると、どこがよいのか理解できず、何やら 
フアジーな用語だといらいらする向きがあるかもし 
れない。「渋い」は色で言えば原色とは全 <違い、「暗 
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がりの中に美を求める」という谷崎潤；郎の日本文 
化観にふさわし<、<すんだ、複雑な色合いの中間 
色と言うべきで、そこから日本人が得意とする「玉 
虫色」にも通じてくる。玉虫色となれば、あいまい 
の極致とも評すべく、いよいよもって「渋い」は心 
理的成熟のシンボルたりうることが証明されている 
感じがする。 (芳) 

^ 4 ^ 


じや (あ) L _ 

「それでは」がつづまつて、「それじゃ(あ)」とな 
り、さらに「それ」が落ちた「では」が「じや(あご 
になる。 

相手の言葉を受けて、「それでは」こうする、こう 
思う、というように話をつなげていく時に使う。 
「コピー機が壊れているんですが/じやあ、こつち 
のを使つてください」 

「課長はただいま席をはずしています/じや、また 
後ほどお電話します」 


「あしたは雨らしいよ/じゃ、試合はあさつてに延 

期だな」 

特に相手の言葉を受けるというわけではなく、話 
を切りあげたり、別れをつげる時にも使う。 

「じゃあ、もう結構です」 

「じや、そろそろ失礼いたします」 

「じや、また明日」 

この場合の「(それ)じゃ」の「(それ)」は、それこ 
そ「それとなく」話のやりとりを受けているとしか 
言いようがない。 

くだけた万能挨拶言葉の「どうも」が舌たらずで 
無意味な表現だとくさす人がいる。そういう人は、 
「じや、また」からさらに短くなつた「じや」あるい 
は「じゃ一ね」にも同様に眉をしかめるだろう。し 
かし、英語の： Bye - bye " や： Bye " も似たようなも 
のではないか。それに、そうした評価を<だす人が 
えてして美しい挨拶ことばとして褒めることの多い 
「さようなら」も、「それでは」や「じゃあ」の文語 
版とも言える。 

「じゃ」の後に「元気で•また会おう.気をつけて 
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.お幸せに」等、その時の出会いごとの万感の思い 
が込められている場合もある。それに、出会いの交 
歓の余韻を断ち切6ずに軽く中断し、次なる出会い 
につなげるには重々しい表現よりも「じや(あごとい 
う短く鞋やかな離別のことばの方がふさわしいので 
はないだろうか。 (門) 

じやま(邪魔)| 

商店街の歩道を歩いていたら、うしろから「すみ 
ません、どいて<ださい」と女性に声をかけられた 
ことがある。びくっとして振りかえると自転車に子 
供を乗せて走ってくる若いお母さんだった。察する 
ところ、ベルが壊れていてリンリンという音が出な 
いらしい。そこで、ことばで「邪魔者」をどかそう 
というのだが、このお母さんには「通して<ださい」 
とか「おじやまします」とかいう表現法の持ち合わ 
せがないらしかつた。 

「邪魔」とは「邪見によって悟りの正道をさまたげ 
る悪魔」というのが元の意味だという(『広辞苑』)。 


しかし今日では、次の意味で使われる。 

① 「障害」「さまたげ」 

② 「おじやまします」のように、人を訪問すると 
きのあいさつ言葉として。 

この①②のどちらの場合でも、さほどあいまい度 
の高い語句ではない。このうち、②のあいさつ表現 
としての「おじやまします」のほうは、むしろ使わ 

ないことによるトラブルが問題になるかもしれな 
r 〇 

—V 

動物行動学に関する著述家デズモンド.モリス 
(ィギリス) が著した『マンウオッチング』は、人間 
のいろいろの行動を動物行動学の視点で見て、それ 
を写真つきで解説するというおもしろい本である。 
これには、人間が他者と必要以上の接近を避けよう 
とする無意識的な行動が写真で示されている。 

例えば、行列ではみんなが前後の人ときちんと間 
隔をあけて立っている。海水浴場ではマットを敷い 
て自分たちのテリトリー(なわばり)を主張し、そこに 
他の人が入ってこないようにしている。また満員電 
車のように相手との間隔が保てないときには、相手 
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じゃま*しる 


から視線をそらして無視することにより(非人間化)、 
気分的な距離を保とうとしている、という具合であ 
る。こうした過接近が起こると、その緊張を緩和す 
るために、日本人の場合には、「おじやまします」な 
どと、一声かける。 

西洋人は自分で自分を律する自律タイプと評さ 
れ、これに対して日本人は、世間が自分を見る目を 
考えて行動する"他律タイプ；と言われる。こちら 
は〃気がね民族"である。こうしたメンタリテイー 
を持つ集団の成員にとつては、他人のじやまになる 
ことはもつとも心が痛むところである。そのため、 
外出したときには何回となく「おじやまします」を 
言う。 

花火大会で河原の芝生の上に自分の見物スぺース 
をと ると き、すでに陣取つている人に「おじやまし 
てよろしいですか」と声をかける。乗り物やレスト 
ランなどで見知らぬ人と相席になるときなども「お 
じやまします」と声をかける。走行中の車が、前の 
ボを抜くときにクラクシヨンを鳴らすのも、「おじや 
まします」または「失礼します」のサインだろう。 


いずれにしろ、こうした習慣は、対人関係に作う 
緊張緩和に役立つ"緊張緩和語"つまり有効なあい 
さつの意味を持つ。だから、レストランで「おじや 
ましていいですか」と声をかけられたときに、「別に 
私の店ではないのだから、私に聞かれても困る」と 
応じたのではカドが立つ。「どうぞ」と答えることで 
まるく収まる。だれに とつて 邪魔なのか問うたりす 
るのは野暮で、あいさつの効用を理解しておけばす 
むことかと思う。 (芳) 
仕様がない— 仕方がない 
少々 4ちよつ と 


知る.分かる 

「邪馬台国がどこにあつたのか' まだ誰も知6な 
ぃ」 

「まだ誰にも分からない」 

この 1' つの表現は非常に似ていて、違いを説明す 
るのは難しい。しかし「邪馬台国には、牢弥呼と呼 
ばれる女性が君臨していたことを知つていますか I 
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とは言えるが、「分かっていますか」とは言いにくい。 
なぜなら、既にそのことは『魏志倭人伝』に書かれ 
ていることで事実であるから、その知識を間う場合 
には「知る」が適当で「分かる」は意味合いが異な 
る。 

いちばん良い例は数学の計算の際に言う「この問 
題の意味がやっと分かりました」だろう。計算は知 
識では解けない。この場合は、数字の答えは厳然と 
して存在し、計算するうちに答えが明らかになるこ 
とが「分かる」であり、「知る」は誰か、または何か 
によって既に知識を得ている場合に言うのだ。 

テレビのクイズ番組でも知識を問うものは「知っ 
ていますか」だし、ちよっとしたヒントの積み重ね 
で徐々に頭の中に答えの輪郭が描けてくるものは 
「分かりますか」だ。「知る」は意識的に頭に入れ込 
んだ蓄積であるのに対して、「分かる」はそれほどの 
努力を伴わない、いわば無意識的なものと言えるだ 
ろう。 

ガリ勉に天才はいない。いくら「知識」を積み上 
げたところで「多くのことを知つた」に過ぎず、ち 


よっとした思いつきから「万有引力の法則」を発見 
したりはできないからだ。頭の中に詰め込む知識に 
は限りがあっても、思いつきに限りはない。 

「宇宙では重力がないから、人間は立っていられな 
いんだよ」と言うと、子供は大人に向かって「どう 
して、そんなことが分かるの」ときく。大人は経験 
によって、重力の存在や空気の性質、立つという行 
為の物理的意眛などを知っている。他から得た知識 
で知っているのであり、決して「分かった」のでは 
ない。だから、この場合は正確には「どうして、そ 
んなこと知っているの」だが、大人は子供に偉いと 
ころを見せたいから、「分かる の？」 と言われた方が 
きっとうれしいに違いない。もしかしたら、頭の良 
い子供たちは「分かる」を使った方が大人が得意そ 
うな表情になるのが「分かって」、そう聞いているの 
かもしれない。 

別の角度からこの二つをくらべてみよう。「分か 
る」 は存在しなが6、その実態がつかめない時に使 
うことが多い。たとえば、電車の向かい側に、確か 
にどこかで会ったことがある人が座っている。しば 
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らく 見つめているうちに「分かっ た」 となる。ワー 
プロの使用説明書を読んでも全然「分からない」、「ミ 
ラン•クンデルの小説で彼は何を伝えようとしてい 
るのか分からない」のようにだ。「知る」は存在がゼ 
口のものを頭の中に認知することだ。 

恋人に「あなたのことを、もっと知りたいな、知 
ることができれば、…」と言うと、「でも、あなたに 
知られると困ることがあるの」などという返事が返 
ってくる。これを「分かる」にしたのでは、「あなた 
のことをもっと分かりたい…、分かることができれ 
ば…」「あなたに分かられると困るの」では喜劇にな 
つてし まう。 

「〜たい」や「可能」「受け身」の表現は「分かる」の 
ように無意志的行為の場合は使いにくいのだ。(佐) 


数 人 I 

ゼミの教授が学生から「今闩、数人でぉ宅にぅか 
がぃます」と聞き、| ; 4、五人分のもてなしの用意を 
していたところ、学1-:が：人しか来ず、扪子抜けす 


るとともに、「数人」の「数」に対する感覚がずれて 
いることに驚かされた、という話を聞いたことがあ 
る。 

実際に、「数年前」のアンケートでは、中学生の大 
半が「数人」とは「二、三人」であるとしているの 
に対して、戦前生まれの人々の多くは「五〜六人」 
と答えている。受け取る人によって、「二〜六」の幅 
がでてきてしまうわけである。若い人々の間では、 
「数〜」は「複数であればよい」というような理解で 
もあるのだろうか。戦前生まれではないが、一応の 
年配の私にとっては、二人はとても「数人」とは思 
えないのだが。 

「数回、数本、数冊、数個、数千円、数日後」等と 
けっこう 使う表現なだけに、 こう 世代や人によって 
それが示す範囲が違うとなると、使い方には慎重で 
あらねばならないようだ。例えば、さきほど紹介し 
たアンケ—卜の行われた年にしても、「数年的」など 
と言わず「一九 XX 年の」アンケートと言う方が止 
確なのだろうが、残念ながら孫引きなので引/1]者が 
用いた「数年」という表現を踏襲せざるをえない。 
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冒頭の例でも「数人」ではなく「二人」、予定のは 
つきりしない人がいる場合には「二、三人」と言つ 
ておけば、教授を拍子抜けさせることもなかつたわ 
けである。 (門) 


すごい I 

「すごい」は「ものすごい」とも言うように、「ぞ 
つとするほど恐ろしい•気味悪い」が基本的な意味 
である。 

「すごい目つきでにらまれた」 

「夜中にすごい悲鳴が聞こえた」 

「すごい」は単に恐怖感だけではなく、中世文学な 
どでは、荒涼とした景色や戦慄を感じさせるような 
美しさも「すごみ」として表現されてきているとこ 
ろからすると、「心に強烈な衝撃を与えるような物事 
のさ ま」 をいうようだ。 

「彼はまつたくすごいヤツだ」という時は、「恐れ」 
の感情が全くないわけではないが、「驚嘆.賛嘆」と 
いつた感じの方が強い。同様に「すごい作品」「すご 


い美人」「すごい成績」は強いプラス評価を表してい 
る。 

恐怖感や価値評価をはなれて、ただ「強烈さ」の 
印象だけが残り、「ひじょうに」や「たいへん」より 
もさらに甚だしい状態を表すことも多い。 

「すごい雨だ/すごく降っている」 

「すごい人だかりだ/すごく混んでいる」 

「すごい暑さだ/すごく寒い」 

もともとは 「悪い」 という 価値判断を表す「ひど 
い」も 程度の甚だしさを表すのに用いられることが 
ある。しかし、「すごい/すごく」がプラス評価、マ 
ィナス評価の両方に使われるのに対して、「ひどい/ 
ひどく」の方は、「ひどい」のマィナス評価の印象が 
強いためか、事態の悪化を表す時に限られる。 
「ひどい寒さ•頭痛•災害•病気」 

「ひどく降られた.困った.悩んだ•痛い」等。 
本来は心理状態や価値判断を表す語が単に程度を 
表す表現に転用され、しかもそうした用法がほぼ口 
語に限られるという点で、「すごく」「ひどく」は英 
語の terribly , badly 等の表現に似ている。(門) 
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すごい • すみません 


少 し4 ちよつと 


すみません | 

r すみません」は、「済まない」(決着がつかない、き 
まりがつかない)から来ている。「済む」は「澄む」か 
ら転じた語だが、どうして「澄む」ことが「済む= 
終わる」ことになるのだろうか。そこには、濁つて 
いたものが「澄む」こと、つまり「濁る！澄む」と 
いう状態の変化が「終わる.決着がつ <」というこ 
となのだ、という感覚が見られる。 

こうした「澄んでいる」ことこそが本来のあり方 
という考え方からは、「清明心」を是とし、「穢れを 
払う」ことを中心的な儀式とする神道の影響がうか 
がえる。 

「荷物おもちしましょう/あ、どうもすみません。 

お願いします」 

「遅刻してしまつて、すみません」 

I ちよつ と、 すみません。ここから駅へはどう行つ 

た6いいんでしようか」 


「すみません」には' 感謝、謝罪、呼びかけの三通 
りの用法がある。興味深いのは、「感謝」と「謝罪」 
という一見あい反するようにみえる気持ちが、「すみ 
ません」という同じ表現で表されている点である。 

R . ベネディクトは、文字通りは「終わらない」 
という意味の「すみません」は、「恩を受けたが、恩 
返しができない」ので「事態が決着しない」という 
ことから来ている、と解釈する(『菊と刀』)。そのた 
めに、「恩を受けた」ことへの「感謝」の念と、「恩 
返しができない」ことへの「謝罪」の念の両義性が 
生じる、というわけである。 

一方、柳田国男は、「すみません」は「(気が)澄み 
ません」つまり「過分なことをしても6つて、心が 
安らかでない」という意味だとしている(『毎日の言 
葉』)。柳田が「過分」ととらえた事態の中に、ベネ 
ディクトは「恩の貸し借り」の不均衡を見ている。 
たしかに、「そんなことまでしてもらつては'こちら 
の気がすまない」といつた言い方からは、そうした 
ニュアンスが感じ6れる。 

しかし、「そんなに好きなら、気のすむようにとこ 
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とん付き合ってご6ん」というように肯定形の時に 
は、「過分ではない」というより、「気がはれる」「気 
持ちの上で満足す る」 といった意味だから、「すみ ま 
せん」という表現の内に「恩の貸借関係」を見るの 
は深読みかもしれない。 

いずれにしても、謝罪と感謝のことばが、「すみま 
せん」という同じ表現であることにとまどう外国人 
はけっこう多い。また、日本人が、感謝の「すみませ 
ん J か 6 の語感で 、* Thank you .-' と言うべき時に、 
つい^-3 50〇71と言つてしまつたというような 
話もよくきく。 

しかし、考えてみれば、「謝」という漢字自体が 
「_罪」と「感_」の両義性をもっている。「謝意」 
「謝辞」は「お礼の気持ち(ことば)」であると同時に、 
「おわびの気持ち(ことば)」でもある。また、英語に 
も ：rm sorry to disturb you . And thank vour 
(お手数かけてすみません。ありがと、つございます)とい 
う言い方がある。そこで述べられている心情は、ま 
さに前述の柳田が解明している「すみません」の心 
理に通じている。「すみません」の両義性を特に日本 


的心情としなくてもいいのではないか。 (門) 


〜する 

丸山真男は、個人の自由な行為を保証する西欧近 
代的価値観を「する」価値として、身分や出自に価 
値をおく封建的な「である」価値と対比させた(『日 
本の思想』)。たしかに、「する」は「スポーツ(買い物 
.練習.勉強.食事.報告等)(を)する」という他動詞 
の典型的な用法や、「行くことにする」「やめにする」 
「休憩にする」「ビールにする」といった意志決定や 
選択を表す表現、「息子を医者にする」「値段を高く 
する」「椅子を台にする」というような意図的に働き 
かける行為の表現に用いられる。「する」は、主体的 
.意志的な行為を表す他動詞的なィメージがきわめ 
て強い動詞である。 

しかし、「する」には、主体の意志のいかんにかか 
わらず生起する現象が主語にくる場合もある。「音 
(匂い、味)がする」「寒けがする」「胸騒ぎがする」「頭 
痛がする」。いずれも視覚以外の感官でとらえられた 
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する 


現象である点が興味深い。視覚のように意志的.能 
動的でなく、おのずから「感じる」自発的な受動現 
象なのである。「する」を構成要素とする擬音語•擬 
態語にも、こうした傾向が見うけられる。上例の意 
味あいを擬音語.擬態語で言い換えれば、「がやがや 
(ぶんぷん、ぴりぴり)する」「ぞっとす る」 「どきどき 
(わくわく)する」「がんがんする」となろう。 

「ほっちやりした顔だち」「がっしりした体格」「さ 
っぱりした性格」「ぼかんとしている」「つまらなそ 
うにしている」といった表現での「する」にも、他 
動詞の意味合いはなく、性質や状態を表す自動詞で 
ある。また、「十億円もする絵画」とか「あと十分も 
すると電車が出ますよ」の「する」も「値する」「経 
過する」という意味の自動詞である。 

つまり、「する」は 「運動す る」 「デ^ — 卜 する」と 
いう表現が表しているように他動詞の代表格である 
だけでなく、性質や状態を表す自動詞の役割を果た 
す側而もあり、いわば動詞•般を代表しているわけ 
である。 

’する」の他動詞的働きの強さを思えば、丸 III の「で 


ある」価値と「する」価値という簡明な対照の妙の 
揚げ足をとるわけにはいかない。しかし、日本語の 
「する」という動詞が、いわば近代西欧的な「する」 
価値の世界からはみ出して、「である」領域まで侵出 
しているという点はおさえておきたい。 

池上嘉彦は、英語のように行為者(主語)と行為(述 
語) という 構造を土台とする言語を「〈する〉的な言 
語」と呼び、日本語のように過程を全体的にとらえ 
る言語を「〈なる〉的な言語」と呼んで、対照してい 
る(『「する」と「なる」の言語学』)。例えば、結婚通 
知葉書などによく見られる文章、「私達、6月に結婚 
することにな りました」 は「6月に結婚します」で 
は、なんとなくおさまりが悪い。「…と思う」 という 
文体よりも、「…と思われる」 という 文体が好まれる 
のも、「する」より「なる」 という 発想の方が日本語 
に親しいからだ、 という 説もある。 

ともあれ、「〈する〉的な言語」の中核である「す 
る」が、性質や状態を表す表現にも用いられている 
ということ自体が、 R 本語の「〈なる〉的」な構造を 
うかがわせるところかもしれない。 (門) 









せい— おかげ 


正 論 I 

この語を辞書で引くと「正しい議論」「道理にかな 
つた正しい意見.*論」などと出ている。 

そうなら、正論を吐くことは立派なことでケチの 
つけようがないはずだが、そうは一筋なわで行かな 
いからオヤと首をかしげたくなる。 

「キミの言つてることは正論だからィヤになる、 

とよく会議で言われてしまいます」 

と中年のジャーナリストが言つていた。二十年ほど 
前にも、某週刊誌が、近頃気に入らない文化人とし 
て十人ほどをリストアツプした中に、気に入らない 
理由として「正論を吐く」からと書かれた人があつ 
た。 

これには、同情あるいは義憤をおぼえずにはいら 
れない。道理にかなった意見を言うことが非難の対 
象になるとは。 

ところが、どうも、「正論」の解釈が違うらしいの 


だ。理詰めで、論理的にスキのない議論の進め方を 
することを「正論を言う」という習慣が、あちこち 
に発生しているらしい。意見内容の当否の以前に、 
意見展開のプロセス(論法)で、好き、嫌い、と感情 
的反応を見せるわけだ。 

いかにも「理詰め」を息苦しいと感じ「理くつ」 
を敬遠したがる日本人らしい。理詰めの人はウルサ 
型の一種とされてしまう。加えて、あんたの結論は 
悪くはないが、もっと情緒的な議論展開にしてくれ、 
あるいは、人の意表をついてドキリとさせるような 
言い方で眠気をさましてもらいたい、蠢論の関節を 
はずしてチヤランポランにしてくれ、という要求も、 
殊に現代のマス.カルチユア(大衆文化)的心理の中 
では強まりがちである。 

正論の反対は「邪論」「暴論」「俗論」だと筆者は 
理解し、邪論はしりぞけるべきだと確信してきたが、 
邪論はブラック.ユーモアなども含んでいてかえっ 
て面白い、という心理からも「正論」にマイナスの 
語感が付着してしまつたらしい。 

俗受けを生命とする週刊誌が「正論を吐<」論客 
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せいろん 


を目のかたきにしたのは、邪論だろうがチヤランポ 
ランだろうが興味本位が喜ばれる傾向の中で、反論 
の余地のない手がたい議論展開はケムたいからイヤ 
だ、ということのようだが、内容よりプロセスやス 
タイルをケムたがるのだったら、そちらは「整論」 
とでも書くようにしたらどうか(プロセスも整って 
いるのが本当の「正」だが)。「正」は内容の評価を反映 
したものとしないと、まぎらわしく、いらいらする。 

こんな、辞書の「正論」の定義からはみ出してブ 
レている部分は整理.清算したいものだと思うが、 
ところが、一方、こんな説明もあるのであった。こ 
れに出くわした時は心底から驚愕した。 

『例解新国語辞典』には、「りくつとしては、だれ 
からみても正しい意見」と定義した上で、次のよう 
な説明が付記してある。「かたちの上では非のうちど 
ころがないのだが、世のなかの現実をよく見ている 
かどうかということになると疑問があり、現実ばな 
れしていて心から承服できない意見についていうこ 
とが多い」。だから、「全面的に賛成できる意見には 
このことばを使わない方がよい」という忠告まで付 


いているではないか。 

「全面的に賛成できる意見」にこそこの語を使うも 
のだと筆者は信じてきた。いまでも信じている。こ 
の辞典の忠告にしたがうと、筆者の理解も信念も放 
棄しなければならない。こんな気の重い話はない。 

ここには、じつは、日本語のあいまいさというだ 
けではなく、日本人の思考法、意見の持ち方の特色 
が露頭している。そして「りくつ」という語に対す 
る評価の低さが濃縮して示されて いるょうだ。 

「りくつと しては、だれか -6 みても正しい意見」と 
は、論理的文脈(一 ogical context ) がスキ間なく整っ 
ている、というのであろう。だが、世の中の現実、 
すなわち社会的文脈 (social contso をょく見てい 
ない、そこから浮いている(空論？)というわけだ。 
二つの文脈が食いちがった場合、後者を優位に置く 
見方で ある。 本当に スキ 間のない論理は世の中の現 
実をフィードバックさせたものであるべきで、両者 
をことさらに分離して優劣を分けるのは 「りくつ」 
の本質を理解したがらない日本人的な思い込みの影 
ix ではなかろうか。 
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「りくつとしては正しい」のはタテマエ、現実その 
ものを承認.肯定するのはホンネ、両者を分離させ 
て前者を信ぜず軽蔑し後者を信ずるのが、日本の文 
化の一特色である。スキャンダルをおこした指導者 
は悪い、というのは〃正論"(タテマエ)だが、力の 
ある指導者にスキャンダルはつきものだから正論を 
吐いてもソラゴトだ、とよく言われるような、"世 
間の論理"(ホンネ)の根強さを辞書の記述に(鏡に) 
反映させたもの、というリアリズムを代表するのが 
この辞書の記述(忠告を含めた)だと解すべきなのだ 
ろうか。頭を抱えさせ6れているところだ。(芳) 


せっかく | 

アメリカ在住の日本人二世に、自分の子供には上 
手な日本語を話させたいと願っている母親がいた。 
その子が会話の中に「せっかく」という副詞を用い 
るのを聞いた時、母親は、この子も日本語がわかつ 
てきた、と嬉しさをおさえられなかつたという(渡 
辺実教授。雑誌『言語』昭和五〇年一二月号)。 


「せっか <」を使いこなせれば日本語の話し手とし 
て一人前だ——なぜそうなのか？と日本語に慣れ 
きった人は首をかしげる。が、これは理由のあるこ 
とだから、説明して行こう。 

先ず、「せっか<」はもともと「折角」と書き、「力 
をつ<すこと、わざわざすること、労力をついやす 
こと」などを意味する名詞である。それが副詞とし 
て使われる時は「せっかく」と仮名書きにすること 
が多くなったが、その場合の語義は二つある。 

一つは「せっか < 勉強して合格するんだな」「せっ 
かくご自愛ください」のように、「つとめて、せいぜ 
い」を意眛する場合。これは特別に感情をこめない 
客観的表現というべきもので、格別こみ入った用法 
とい、っものではない。 

もう一つの用法が問題の点である。 

「せっかく暇を作って手伝いに来てやったのに、当 
の本人がゴルフに出かけてしまったなんて…」 
「役人がせっかく書いてくれる原稿ですから、その 
まま読みたいのが人情というものですけど、それ 
じゃあ私が、あの女性長官は政治家じゃないのか、 
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せっかく 


デクノボウかと言われますんでね」 

「せっかく庭の草木に水をやったら、すぐ後から大 
雨が来て…」. 

ここには、その行為が無駄になるのが惜しい、無 
駄になって残念(くやしい)…という感情がこもって 
いる。純客観的表現ではなく感情をダブらせた、む 
しろ感情を先行させた表現である。ここが、日本語 
に慣れて来るまではむずかしい、という点なのだ。 

というのは、日本語にはこの種の、主観的評価や 
感情にリ ー ドされた叙述が多<、そのための専用語 
とも言うべき「どうせ」「せめて」「よっぽど」「まさ 
か」「なまじ(なまじっか)」「ままよ」…などの類がそ 
ろっている。この事実は金田一春彦.板坂元教授ら 
によって早くから指摘.分析されてきた。 

その傾向が極まると、三十年も的、相撲の陣幕審 
判(力十時代は S 錦)が埸内説明によく「残念ながら 
- l '. rtl ! 通りで西方の勝ち」と言って笑いを呼んだよう 
な、ユ^~モラスな" J ] み足"まで牛まれる。この II ] 
い/ J は別格としても、この ffi の h 観.汽観の複合的 
衣 fli が飲み込め、使いこなせれば、=本語をマスタ 


—した証拠の一つにできる、というほどのものだ。 

「せっかく」を用いるわが子の日本語会話に母親が 
「やつたア！」とょろこんだのも、この用法が耳に入 
つたからであろう。 

この母親の X ピソードに注目した金田一教授は、 
筆者に語っ，ていわ<、「せっか<手伝いに来たのに 
…」は英語に訳すのがむずかしい、まして、数字の 
教科書に日本語の日常会話風の「ナマジツカ直角三 
角形デアルノデ…」「サスガニ等辺三角形ダケアツテ 
…」などの表現をまじえたら国際的に通用するはず 
がなかろう、と。日本人の身についてしまつたこの 
種の主観的副詞が、それを外国人にわからせょうと 
すると意外な難物になる。異言語.異文化は日本自 
身をうつす鏡だから、国際理解のもやもや(あいま 
いさ)の所在の一つを、こんなところにも見出すべき 
だろう。 (芳) 
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日本語表現での男と女 

« 「あの人、しとやかな方ね」 

I この「方」は男性だろうか、女性だろうか。 

一もちろん女性である。「しとやが」は物静かでた 
I しなみがあり、上品な様子を述べた言葉だが、 
j 女性の褒め言葉にはなるが'男性には使えない。 
^ それでは男性で「しとやかな人」を何と表現 
6すれば良いのだろラ。「物静かな」「控えめな」 
ラ「上品な」、さまざまな言葉が浮かんでくるがど 
■- 12れも「しとやか」とは異なる。 

I なぜ男性には、これにあたる表現がないのだ 
一ろう。おそらく日本の社会が男性に「しとやが 
j さ」を求めていないので、表現も存在しないの 
!ではないだろうが。 

- 日本語をこのような視点で見てみるそ'男性 
j にしか' あるいは女性にしが使えない語彙が多 
~多ぁることに気づ<。小説の中か6'無作為に 
一抜粋してみたい。 


押しかけ女房 「嫁ぐ」とい- 5 言葉が象徴する 
„よラに、結婚は女性が男性の姓を名乗りその家 
„に入ることだ。最近は結婚に対する考え方も変 
_わり、夫婦別姓の問題などもでてきているので 
I そのラち「おしかけ亭主」とい- 5 言葉も市民権 
j を得るかもしれない。 

新妻 この反対語は「新夫」だろ/つが、いま 
一だ耳にしたことがない。夫は社会的な経験を積 
j んでいることに価値があり、妻は初々しい方が 
I 良いという概念が見え隠れしている。 

~ 未亡人 夫に死なれ再婚しない人はこうよば 
j れる。「夫が亡くなったのにまだ死なない人」と 
I いうのは何ともひどい言葉だ。妻は夫の死に殉 
~ずべきだという' 原始家父長制の匂いの残った 
j 言葉だ。もっとも女性が男性より長生きする社 
一 会では、未亡人が多いという理由がら' この言 
一葉も死語になっていくかもしれない。 

やもめ 配偶者を失って独身でいるものとい 
\ う意味で、男女両方に使われることばだが、「男 
I やもめ」と「男」をつけて男性に使われること 
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( H 本語表現での男と女) 


I が多い。 

売れ残り 最近は女性が男性を選'ぶ時代とい 
j われ、実際に「売れ残る」のは男性に多いとい 
j う現実がある。しかし' 男性の「売れ残り」は 
„耳にしたことがなく、どういうわけか女性にの 
I み使われる。適齢期が過ぎてもなお独身でいる 
I 女性を指して いう。 

この「適齢期」という言葉も囿題で' 男性に 
j は適齢期はあって無きが如し。女性は会社に就 
一職しても「結婚退社」が当然という風潮は依然 
I 消えず、いつまでも仕事に夢中になっていて、 

一結婚しない女性は「ハイミス」と言われたりす 
|る。 

この言葉は外来語で響きは軽いが' 言われた 
_人にはこの上ない侮辱の表現だ。なぜ男性には 
I 「ハイミスター」がないのか。そもそもミス、ミ 
I セスの区別さえな<なり、///ズになりつつある 
„時代に「ハイミス」は、あまりに時代遅れだ。 

-「婚期を逃す」も同様。 

年 W 娘盛りを過ぎたころの女性をさす言葉 


で' 江戸時代には二十歳前後の娘さんにも使っ 
たよラだ。寿命が伸びるのと平行して'この「年 
増」の年齢もあがっているようだが、いずれに 
しても女性にとっては不必要な語彙に思える。 
これも男性にはない表現。 

女性の動作に対しても社会の目は光ってい 
る。つかこ、つへいの小説には「あばずれみたい 
な座り方」「あられもない女」などという表現が 
頻繁に出てくる。「あばずれ」は'人ずれしてい 
てず/つず/つしい女性やその態度を言い、「しとや 
か」との対極にくる。女性は「しとやかが良い」 
といラ評価を裏付けるよ-5な言葉だ。 

「あ6れもない」は女性の態度や振る舞いに似 
つかわしくないという、やはり、社会的な通念 
が根底にある。 

※ 

「女性編集長」「女医」「女弁護士」 

テレビドラマのタイトルには、いまだにこう 
した言葉がいかにも「がっこいい」という印象 





を持たせるかのようにつ<。確かに女優が演じ 
る弁護士や医者は男性にはない切れ味を見せ、 
「かつこいい」。 

英語では、チェア—マンがチェア—パ—スン 
に変わりつつ ある。 日本でも社長.弁護士.医 
者•代議士、その他社会的地位の高い仕事に女 
性が進出している時代に、いつまでも「女」を 
つけるのは異様だと思/つ。 

※ 

男性にのみ使われる表現も拾ってみよ、つ。 

「がっしりした体つき」「色の浅黒い」「二枚目 

の魅力」「にやけた野郎」 

これらは男性を形容する時によく使われる表 
現だ。「がっしりした」や「色の浅黒い」は女性 
にも使えるが、男性に対して使った時にはプラ 
ス評価であるのに対して、女性に使った場合に 
はどちらかと言えば、マイナス評価につながる。 
※ 

「一本気」「リりしい」「頼もしそう」も、男性 
の内面を褒めるもので、女性に使うとすれば男 


性的な女性をさすことになるだろ、っ。「馬上のジ 
I ヤンヌダルクは実にリリしく…」 

これと反対の表現に「なよなよした男」があ 
-る。柔らかくしなやかで弱々しい様子も、男性 
一に使われると頼りにならない男性の典型のよう 
I だ。 

※ 

このほかにも、日本語表現には男女の性差か 
一ら生じた言葉が実に多い。時代と共にどのよう 
一に変化していくが興味深いところである。(佐) 

ぜんぜん(全然) I 

言語変化によって、もとは「誤用」とされていた 
用法が一般化し定着する例として、よくあげられて 
きたのがこの「ぜんぜん」である。 

「その事柄を全面的に否定する様子」という元来の 
意味を本位にする人は、「ぜんぜんわからない」「ぜ 
んぜん読めない」をよしとし、「ぜんぜん素敵」や「ぜ 
んぜん笑っちやう」を誤用とする。以前は、あとの 




ぜんぜん•そうだ 


用法に嫌悪感を感じるという人が多かった。 

しかし、多くの辞書は「俗な用法」と断わって肯 
定的な意味にこの語を使う用例も示している。「完全 
に」や「非常に」という意味での「ぜんぜん同感で 
す L _ r ぜんぜんおもしろい」などである。 

俗用とか誤用とか評されるこの用法は、戦後早々 
の新聞の文章にも見かけ6れたし(「(政府の憲法改 
正試案は)憲法の中核ともいうべき天皇の統治権につい 
ては、現行憲法と全然 同じ 建前を とっている」 一九0 六 
.二.一、毎日新聞、など)、古くは明治の文豪の書い 
たものにさかのぼることもできる。 

以上は副詞としての用法だが、かつては形容動詞 
としての用法もあった。この場合には「全くそのと 
おりであるさま。すべてにわたる さま」 の意味とな 
る。その用例として「全然たる狂人」をあげている 
辞 fl もある(『広辞苑』では名詞に「たり」がついた形 
とする)。 

この川法は今 R ではほとんどないが、ここには副 
剠の肯定的用法を誘い出す素地があつたと H える。 

1ィ|'1菜の意味は多数決で決まるところがあるから、い 


つのまにか市民権を得ることはある。「ぜんぜん」の 
肯定的用法は、そぅした事例の一つである。 

あいまい語といぅ観点からすると、肯定的に使っ 
ても否定的に使っても、それによってコミュニケー 
シヨンに決定的な支障が出ることはあまりない。し 
かし日常会話では、 

「雨、やんだ？」「ぜんぜん」 

というふうに簡略化して使うことがあり、このとき 
には小さな行き違いが起こる。 

「やんでないんだな1_「いや、ぜんぜん降ってない」 

(芳) 


〜そラだ 


「そうだ」の用法を大きく分類すると「伝聞」と「様 
態」の二つに分けられる。 

「天気予報によると台風が接近しているそうです 
よ」 

「 SJ 法試験に合格されたそうで、おめでとうござい 
ます i 
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「ベトナムはドイモイ政策をとっているそうです」 
これらは「伝聞1_の「そうだ」で、自分で見たの 
ではなく、他の人から聞いて知ったことを、そのま 
ま話し相手に伝えている。そこには自分の判断は全 
<入っていない。 

昔ばなしでは「おばあさんが桃を切ると' 中から 
元気な男の子が飛び出してきたそうな」と「そうな」 
が使われている。「そうだ」の古風な言い方として現 
在も使われている例で、作者が耳にした話をそのま 
ま伝えるという手法だ。 

それに対して「様態」の「そうだ」は、自分の判 
断や勘が入り込んでくる。シャーロックホームズが 
犯人とおぼしき男の部屋に踏み込み 
「暖炉の中に何かありそうだ」 

「犯人がどこかに隠れていそうだ」 

「ここに脱ぎ捨ててある靴は、あの大男にも履けそ 
うだ」 

「これだけの証拠では犯人を捕まえられそうにな 
い」 

と、 隹定していく。そこには確かな根拠があるわけ 


ではないので「そうだ」が頻繁に使われることにな 
る。状態を表す動詞の後に使われる「そうだ」は、 
話者の判断がきわめてあいまいなことを表してい 
る。 

それではこんな場合はどうだろうか。追い詰めら 
れた犯人の側から「そうだ j を使ってみると 

「ホームズは自分を捕まえそうだ」(ホームズに捕 
まりそう だ) 

「決定的な証拠の品があがりそうだ」 

「こんなところに隠れていては病気になりそうだ」 
「のどが乾いてどうかなりそうだ」 

自分が恐れている悪い状況に自分自身が陥る直前 
の状態が、この「そうだ」によく表れている。 

この「そうだ」は 

「こんな簡単な問題な b 彼女でも合格しそうだ」 
「今晩あたり彼がプロボーズしそうだ」 

「 A 教授は間もなく今の研究を完成しそうだ」 
のように、自分自身のことではなく他のことがらに 
対して、「何となくそうなるのではないか」といつた 
漠然とした推量から使うことも多い。 
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そうとう 


今までの「そうだ」は精神的.心理的なものであ 
ったが、外国人学習者に指導する際、初級指導項目 
にも必ず出てくるのが 
「あっ木が倒れそうです」 

「火が消えそうですよ」 

「上着のポタンがとれそうです」 

といった目で見て判断できる現象だ。当然あるべき 
状況から、悪い状況へ移る直前の状態を表すもので、 
絵などを使って教えると大変分かりやすい。 

形容詞+「そうだ」の文も 
「このお茶、熱そうですね」 

「何だかまずそうな食事なので食べたくありませ 
ん J 

「こちらの方がおいしそうです よ」 

「病気だとうかがって心配していましたが、お元気 
そうでなによりです」 

のように、 U で見て判断したことを「そうだ」を使 
つて述べる。これも外国人学習者にとつて分かりや 
すい用法だ。ただし、「熱そう」と言った時、本当に 
熱いかどうかは分からないのだということを理解さ 


せたい。 m ジュ ースの 熱いものと冷たいものを用意 
し、「熱そうですね」といっ て、 缶ジュ ースを 触って 
「あっ、あつい」などと言うと、この「そう」の意味 
が理解させやすいように思う。 (佐) 


相 当 


物事を誇張して表現するのが好きなチェコ人は、 
何にでも「最大の」と言うのが得意で'ついには「二 
番目に最大の」という表現まで出て来たという。日 
本語でも、やたらに「ものすごく」を使うことが増 
え、「ものすごく上品」「ものすごく可憐」など、考 
えてみれば奇妙な組み合わせまで出現しているが、 
しかし、元来は、大げさに物を言うのは日本人の好 
みではなかった。 

抑制の文化こそ、長い間に日本人が育くんできた 
伝統だ。「ほどほどに」「ほどよく」「ほどがいい」な 
ど、ちょっと含みを持たせた、ファジーな表現はい 
かにも n 本語らしい。 

そこから進んで、もう一ひねり加わると、 
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「こりや相当なもんだぞ。有望な新人が出てきたも 
んだ」 

「あんた相当なもんだね。よくもそんなにぬらりく 
らりとやつてられるね」 

のように、表現を抑制して事実を強調するレトリツ 
クも出てくる。 

もともと「相当」は、①「それに当てはまること。 
該当。妥当」、②「つり合つていること。ふさわしい 
こと。匹敵。相応」という意味の語で、①「敢闘賞 
に相当するはたらき」 「 MVP に相当する活躍」「罰 
金十万円が相当である」、②「知事にも相当する貫禄」 
「トツプリーダーに相当する力量」のように使われて 
きたが、これらは「敢闘賞をもらつてもいい」「知事 
であつてもおかしくない」という意味合いにもなる 
から、すでにあいまいにブレる余地を含んでいる。 

それが「相当なもんだ」となると、「妥当」や「相 
応 J ではなく、程度が強い.ひどい…ことを意味し 
ている。「立派なもんだ」「大したもんだ」「ひどいも 
んだ」「すごいもんだ」…と言いたいところを「相当 
なもんだ」と中和的表現におさえたのである。 


「相当いい順位が期待できそうだぞ」 

「相当頑張つてますからね、あの子も。相当いい結 
果が出せますわ」 

のような副詞的用法も同様。「かなり」「よほど」と 
強く言いたいところを、表現を軽くし、やわらげる 
という手法をとつた。 

昭和初期、日本の戦前の文化は爛熟の様相を深め、 
モポ(モダンボーィ)、モガ(モダンガール)、モチ(勿 
論)、ダンチ(段ちがい)などの新語が東京の歓楽街 
やオフィス街から全国にまき散らされた。そんな時 
代の東京小市民のセンスを代表した一人である徳川 
夢声が「相当なもんだ」を愛用し、広めたと言われ 
る。日本伝統のあいまい好みに加えて都会人的なシ 
ャィな感覚からも表現の抑制.屈折が生まれたわけ 
だが、その動きの中には、同じ夢声が始めたとされ 
る、「どうかと思うね」という言いまわしで不満や非 
難の気持ちを表明する、屈折した表現もあつた。 

いまでは、そんな歴史的背景にはかかわりなく、 
「相当」「相当な」は当然の強調表現と解され、常用 
語として定着している。あいまい語に由来する強調 
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そこいら 


語というところか。 (芳) 


そこい、 *3 


英米人やドィツ人に場所を指し示しながら日本語 
で「そこ」「あそこ」と言うのはたやすいが、「そこ 
いら」「あのへん」「あそこのあたり」…と言いたい 
時、どうしようかと迷つてしまう。「...へん」だの「… 
あたり」だの、辺縁をぼかした認識や表現は、日本 
人の得意ではあるが欧米人好みではない、と自制す 
る心理がはた6くせいもある。アウトラィンを限定 
するのを好む欧米人、ぼかしたがる日本人の差につ 
いての平素の理解がこんな迷いにも出て来る。 

「そこいら近所」「そんじよそこら」などに至つて 
は、先方のことばに訳するのが容易でない上に、か 
れらがこの日本語を聞いてピンと来るまでには、よ 
ほどの慣れが必要にちがいない。 

r そこそこ」「それなり」1そろそろ」「ぼつぼつ」 
などが、外国人の R 本語習得度をテストするのに適 
■' I な語であるのと M 様、「そこい6」ゃそれに類似の 


指示語の■群も、日本語に身をひたした度合いをは 
かるテスト語になり得る。 

ところで、同じ日本人でも、伝統的な用語.表現 
で会話してきた庶民と、欧米輸入(舶来)の思考法や 
言いまわしに慣れたインテリとでは、感覚に違いが 
ある。庶民感覚でなら 

「寄り合いをやつてまとめてみようじやねえかつ 
てんで、みんなでアケスケに言い合つてみたらよ、 
煎じつめるとやつぱり、いまのところはこれしか 
ねえだろう、つてところに落ち着いたのよ」 

と言えばすむところを、舶来好みのインテリは 
「最終的総括のための討議集会が持たれ、開放的に 
意見が述べられて集約の結果、結論的に、現段階 
におけるこの方針の妥当性が確認された」 

と、高級そうにかまえなければ気がすまないよう 
だ。 

しかし、滑稽なまでに、こんな翻訳調の言いまわ 
しを使つてみたがる青くさい (？) インテリ青年な 
どが、 

「ちょつと、提案者の、そこい6の考え方に問題が 
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あるんじやないかな」 

「要するに、代案を用意するかしないか、代案なし 
の反対こそ本質的な抵抗だっていう部分は否定で 
きないわけだしさ、そこいらをどう規定して 行く 
かつていうと ころが…」 

などと「そこいら」を使いたがる。同じように 「そ 
の〈ん」を使うこともある。 

問題点を一つに限定して指摘せず「そこいら(そ 
のへん)」とピントを甘くした言い方をする。 インテ 
リ青年はいかにも論理的表現を好み、駆使している 
ように見えるが(当人たちもそう思い込みたがってい 
るが)、案外、対人関係に気を使い、純理よりも状況、 
内容よりもその場の雰囲気を重視する気持ちが無意 
識のうちにも強いのであろう。青年に限らず、言論 
界や学界の大家たちの討議でも同じ傾向が強い。 
"気がね"の伝統の根強さと言うしかない。(芳) 


そこそこ 

「場所前の調子からすると、新入幕でどれぐらいや 


れるものだろう？」「もともと素質がいいんだか 

ら、そこそこの成績は残せるだろう」 

それほど悪くはない成績、という見通しだな、と 

質問者には見当がつく。見当がつかないょうでは、 

日本語の会話の"勘"が身についているとは言えな 
、0 
L 

とは言うものの、 

「金銭面の面倒を見ないと言ってるわけじや bj 
ませんょ。そこそこのことはさせていただく考え 
ですから…」 

この発言を聞いても「そこそこの」金額とはいく 
らぐらいか、単純には推し測れない。と言って、「そ 
こそこっていくらぐらいですか？」と質問するのは 
世慣れた日本人ではない。発言者の体面、社会的地 
位、経済力、相手との社会的.心理的な関係などか 
ら割り出して具体的な数字を浮かべるしかない。つ 
まり場合ごとに違うのがその内容だ。 

「一気に上位なんて…。まあ、連敗しないでそこそ 
こでやってけば、オールスター戦以後に展望が開 
けると思つてね」 
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そこそこ • そのうち 


この「そこそこ」も、そのチームの力や現在の状 
況から推して見当をつけるしかない。とらえどころ 
がないと言えば言える表現だ。 

一般の国語辞書では、「そこそこ」の意味.用例は、 
「ものごとを簡単にすませてすぐ次のことをする様 
子。(例)夕飯もそこそこに出かける」「最低線は出来 
ている様子。(例)まあ、そこそこなおればいいさ」 
…などと説明されている。「簡単に」とか「最低線」 
とか、どうも語感がよくない。つまり、よい評価の 
こもつていない単語ということになる。 

しかし、これだけで割り切つてしまつては、この 
日本語の、奥の深い使い方にはとどかない。 

積極的に「よい」とは言えないが「悪い」ときめ 
つけるほどでもない。「まあ、悪くはない」という二 
ュアンス。このニュアンスがあいまいな会話を生み 
出し、そのあいまいさによつて、厳格、冷酷なもの 
の見方がやわらげられ、また、人間関係にもクッシ 
ヨンの作用が加わる。「そこそこ」も、そんな効用を 
持つたあいまい語の•例になる。 

もともと、埸所を指示する語である「そこ-は、 


埸合•状況によつてはじめて具体的内容が決まる 
〈内容不定語〉、すなわちコソアドの I 例だ。それを 
二つ重ねても内容不定の本性には変わりがない。あ 
いまい性はそもそもの源にあつたと言える。 

なお、「そこそこ」が接尾語として使われる(百メ 
—トルそこそこの近距離、四十キロそこそこの軽量、の 
よぅに)場合は「••.前後」の意味だからこの語の意味 
自体があいまいとは言えない。しかし、「……前後」 
だからといぅので「人口三百万そこそこの大都市」 
「百キロそこそこの巨漢」…などと使われたら黙過で 
きない。接尾語「そこそこ」が付くのは、数量など 
を低く限定する場合であることだけは、習得途上者 
にわかつてもらう必要がある。 (芳) 


そのうち•いずれ 

患者が医者に「いつごろ退院できるんでしようね」 
と聞いたら、医者は「そのうち退院できますよ」と 
言った。心 fill になった患者は別の医者に同じ質問を 
した。その医者の答えも同じようだった。「いずれ、 
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退院できますよ」と。さて、一人の医者は「そのう 
ち」と言い、もう一人は「いずれ」と言う。「何だか 
はっきりしないな」患者は独り言をつぶやく。 
見舞いに来た息子に、どう思うか聞いてみると 
「お父さん、人間はいずれは死ぬ。でもいつのこと 
か分からない。でも『そのうち死ぬ』と言われた 
ら何だか心配でしよう。何だか死が直前に迫って 
いるみたいで。病気のお父さんにこんな例えでは 
申し訳ないけれど、でも『そのうち退院できる』 
と言った医者を信用したらどうかな J 
と言う。なるほど息子の話ももつともだ。「そのうち」 
の方が「いずれ」よりは近い未来という気がする。 
「いずれ、地球は滅びる」「そのうち地球はほろびる J 。 
やはり「そのうち」の方が近未来だ。 

近い将来を表すこの 二 語は非常に似通っていて、 
どちらも未来のいつごろのことなのかという意味で 
ははつきりしない。たとえば友人の家に遊びに行き 
「そのうち家内も帰つてきますから、そうしたら夕食 
を作らせますよ」と言われたら'「もう少し待とうか 
な」とぃぅ気にもなるが、「ぃずれ帰ってきますか6」 


と言われると、いつ帰るかわからない奥さんを待っ 
ているより、帰った方がいいという気になるだろう。 

もう一つ言えることは「そのうち-が確 M を守つ 
ているのではなく、「いつかははっきり言えないが、 
多分…」と不確定要素をあいまいに表現し、断定を 
さけているのに対して「いずれ」は、「時を指定する 
ことはできないが必ずそうなる、そういったことが 

実現するはずだ」と実現を信じる気持ちはずっと強 

r 〇 
t 

それぞれの人の語感によっても、この1一つの語の 
ニュアンスは変わつてくる。「近いうちに、近日中に」 
の意味で「そのうちに」と連語で使うことも多い。 

1 


それだけ | 

蠢員の家に強盗が押し人る。金庫を開けさせ「金 
はこれだけか」「はい、それだけです」と答える。 

「それだけ」は代名詞の「それ」に助詞 r だけ」が 
ついてできた語で、この場合は前述の事柄を受けて、 
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それだけ 


その限度や程度を示している。 

「今度の選挙資金どのくらい必要だろうか」 
「どのくらい準備できますか。…あっ、それだけあ 
れば十分ですよ」 

この会話文を読んだだけでは「それだけ」はいく 
らのことなのか皆目見当がつかない。「それだけ」は 
議員の返事を受けてなされているからだ。 

このように「それだけ」は、話し手の言葉を受け 
て、ある「程度」に対して自分の評価を付加する場 
合に使う。 

「ご祝儀に一万円いただいたわ」「えつ(たった)そ 
れだけ？」(程度•少ない) 

「社員旅行の予算、一人五万円でどうでしよう」「そ 
れだけあれば、十分だ」(程度•多い) 

「ブルータスが裏切った」「彼だけはと信頼してい 
た。それだけにつらい」(一層) 

—バーゲンのセーターはあと三枚でおしまいです 
よ—「じや、それだけちようだい」(三枚全部) 
しかし、「それだけ」は常に話し T - の言葉を受ける 
だけでなく、， !■! 分•：！身の 1 1焰を受けて使ぅ^<||も多 


「彼女に謝る？ それだけは許してくれ」(特にそ 
のことは) 

「この美術館にはクレーの絵が七枚あるという。今 
日はそれだけを見に来た」(限定.のみ) 

「それだけ」は「それにふさわしい程度」という意 
味でもよく使われる。 

「野茂がヒットを打つなんて、誰も期待していなか 
つた。それだけニユースバリユーもあるつていう 
ことかな」 

「眠る暇もないくらい働いているんだ。それだけ収 
入があつても当然じやないかな」 

「彼の素晴らしい人柄をみれば、それだけ人気があ 
るのもわかる気がするよ」 

最後に「それだけ」が強調を示す場合をあげてお 
こう。 

「話しておきたいことはそれだけですか」「そう、 
これで全部だ」 (队) 
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それなリに 


「あたしでも、きれいに写りますか」 

「それなりに写ります」 

といぅテレビコマーシャルが視聴者を喜ばせたこと 
がある。 

「それなり」には、 

① そのまま。それきり。 

「縁談は、それなりになっている」 

「立ち退きの話はそれなりになった」 

② それ相当。そのとおり。 

「それなりの効果はあった」 

「けもの道に沿って、それなりに歩いた」 

などの意味があるが、今日では①の使い方は少なく 
なつてきている。 

さて、「それなりに写る」とは、この場合、そのと 
おりに写るという意味だろう。リアリティで勝負す 
る写真は、写したとおりに写らないのでは困るわけ 
である。しかし「そのとおりに写ります」では含み 


がなさすぎる。自信のない被写体に「そのとおりに」 
ではミもフタもない。そこで「それ相当に」という 
ニュアンスを含ませて「それなりに」といった。ま 
さに絶妙の"あいまい化,である。 

この場合の「相当」と「それなりに」とは、類義 
関係にあることはすぐにわかるが' あいまい化の妙 
味という点からいえば、「それなりに」のほうが上だ 
ろ、っ。 

「相当」の意味は、 

① あてはまること。 

「ードルは日本円で九三円に相当する」 

② つり会うこと。 

「この労働に対して相当な報酬だと思う」 

③ かなり。すぐれている様子。 

「相当に怒っていた」「相当な人物である」 

などである。このうち、今日では③の意味が断然優 
勢だ。そして①②③のどの場合でも、その判断は主 
観的であり流動的であるので、あいまい度は5それ 
なりに"高い。 

しかし「それなり」のあいまいさにはかなわない。 
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それなりに•た 


何しろ「それ」が何を指すかがかな6ずしも明らか 
ではない内容不定語である。 

つまり、「それなりに写ります」といつた場合、「そ 
れ」は美人を指すものか不美人を指すものか、ある 
いは人物のいる風景を指すものかがはっきりしな 
い。「ードルは九三円に相当」というときほどの確か 
な対比とはならない。そこがまさに狙い目で、不美 
人を写す場合に、わざとピンボケの社交辞令でショ 
ックをやわ6げようという算段だ。 

よく欧米人はこう指摘する。「日本人は相手が同意 
することを前提にして発言し、欧米人は対立を予定 
して発言する」と。この指摘に従えば、「それなり」 
は、同意.同調や共感.協調、そして寛容さなどと 
縁のある用語である。未熟な人ががんばって何かを 
しとげた時には「それなりによくやつた」というし、 
反社会的行動に対してさえ「そうしなければならな 
いそれなりの理由はあつたのだろう」などという。 
「それ」とぃぅか6、何かぁりそぅに見ぇるが、共通 
認識としては実質的内容は何も存在しない(存在さ 
せない)のである。 


同意.冋調や共感.協調、 gi 容などは、人問の好 
ましい性向である上に、一体に「やは(柔)しき心」 
を持つ日本人にはとりわけ強い傾向だが、それが「身 
内」の人にだけ向けられがちだつたら、"国際化" 
が言われる令日、問題があることになる。 (芳) 
そろそろ 4ぼつぼつ 


〜た： .I 

財布をどこかにしまい忘れ、見つかった時に思わ 
ず発する言葉は「あった」だ。この「あった」は留 
学生からみると、「今みつかったのに、なぜ『ある』 
ではなく、過去形の『あった』を使うのか」と不思 
議に思えるらしい。 

「今日、本を買う」「きのう本を買った」 

「これから部屋を掃除する」「さっき部屋を掃除し 

た」 

「日本語の動詞の過去形は過去の動作を表す」とい 
う説明は分かりやすい。しかし「あった」の例は単 
に過去として説明することはできない。 


15 / 








InJ 様の例は、たとえば小字生が「先生が来た、来 
たよ」と皆に知らせる時もそうだ。先生が職員室を 
出て長い廊下をこちらに向かってくる姿を見て言う 
「来た」は決して過去ではない。 

「日本語は時制のはっきりしない言葉だ」という人 
がいる。しかし、これは時間の流れを現実の現在. 
過去.未来において区切ろうとする概念が働くから 
であり、日本語の時の流れに対する基準は別なとこ 
ろにある。財布が見つかった時の「あった」は、ど 
こかに財布があるに違いないという思いが「見つか 
る」ということで実現し発せられた言葉で、過去と 
いうよ〇完了と言える。そこで問題となるのは話者 
の意識の流れであり、実際の時間の流れとは異なる。 

「来た、来た」も同様で、もう時間だから先生は姿 
を現すに違いないという小学生の気持ちが、先生の 
姿を見たことで「実現」し、「来た」という表現にな 
つたのだ。 

「〜た」は未来のことにも使える。 

「私、来年の四月に結婚することになりました」 

「それはおめでとうございます」 


この場合「おめでとうございました (_ とも言える。 
期待していたことが実現した時に、思わず発せられ 
る言葉は「〜た」になることが多いのだ。 

「出た出た月がまあるいまあるいまんまる 
ぃ〜」 

この「出た」は正に期待の実現そのものだろう。 
入学試験の合格発表で「ヤッター」と歓声をあげる。 
これなども完了を表す表現と言える。 

他にも「〜た」は過去形以外にさまざまの用法が 
ある。「会議は明日でしたね」「先生は独身でしたか」 
のように、以前聞いたことがあるのに、忘れてしま 
って思い出そうとしている時、「こんなに道が混むん 
ならタクシーに乗るんじやなかった」「皆が着物を着 
てくるのなら、私も着物にすれば良かった」のよう 
に後悔する気持ちを表す時、カラオケで「歌詞があ 
れば歌えた」「彼女が独身な6プロボーズしていた」 
のように、過去に実際にはできなかったけれど、で 
きたかもしれない時などだ。 (佐) 
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たいした 


たいした (大した) 


普通一般を抜きんでていることを、驚きをこめて 
肯定的に評価する時にいぅ。 

「まつたく大したもんだ」 

「大した出世をしたものです」 

「ノーベル賞をもらつたほどだから、大した学者に 
ちがいない」 

「年は若いが大した男だ」 

「ふちが欠けているが、大した茶碗にちがいない」 
逆説的に、否定的に突出しているものにも使ぅこ 
とがある。 

「大した悪党だ」 

「大した事件にまきこまれたものだ」 

「君はまつたく大したことをしでかしてくれたね」 
また、程度が尋常でなく甚だしくても、自然界の 
'Ji 象、例えば、チーターのスピードを「大したスピ 
—ド」とは...[=|わない。動物の能力それ自体には獠き 
力4い力らである。しかし、チーターの Ji りをじか 


に見たり、， S 速を新幹線と比べたりすれば、1人した 
スピード」という場合もあろう。 

後に否定表現がくれば、「取り立てていうほどでは 
ない」という意味になる。 

「彼はどうせ大した人物ではない」 

「大したおもてなしもできませんで…」 

「大した病気ではありませんから、じきになおるで 
しよ、つ」 

「一年間では、大した研究もできない」 

「試験といつても、大したことはありませんから、 
それほど緊張しなくていいですよ」 

「病気が大したことにならなくて、よかつたです 
ね」 

ちよつと興味深いのは、「大したもの」は肯定的な 
ニュアンスが強いのに対して、「大したこと j は「大 
事.おおごと」につながる否定的なニュアンスも含 
んでいるように思える点である。 (門) 
〜 対して =〜とつて 
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だいたい.ほぼ•九分九厘 j 

部下が上司に出張報告し「大体そんなところです」 
と締めくくる。この「大体」は出張でさまざまな出 
来事があった中で、細かいところを除き、主要な部 
分だけを報告したのだという意識がある。 

「全部ではないがほとんど」という意味で使われる 
「大体」が、どの程度であるのかは場合によって異な 
り、あいまいである。場合によっては、本人が意識 
的に報告から重要な部分をはずし「大体」とも言え 
るし、多少内容を歪曲しても「大体」であることも 
ある。 

「宿題はどうしたの」と母親。「大体できたか6あそ 
んでくる」と子供。 

「報告書はどうなった」と部長。「大体できました」 
と部下。 

母親も部長もこの「大体」に安心してはいけない。 
しかし「報告書もほぼできあがりました」となると、 
部長の安心度は高くなる。「ほぼ」は「大体」と非常 


に近い使い方がされるが、実際の感覚としては「ほ 
ぼ」の方がより完全に近く「九分九厘」に近い。 

話し手の感覚としては「大体」「ほぼ」「九分九厘」 
の順で完全に近づいていると思われる。ただし、子 
供は「ほぼ」「九分九厘」という語彙は使用語彙にな 
いだろうし、「九分九厘」といった表現自体、使われ 
ることが少なくなつている。 

「大体」が「ほぼ」「九分九厘」に言い換えられる 
場合とそうでない場合を示すと次のようになる。 

① 大部分「脚本の構想は大体(ほぼ、九分九厘)でき 
あがった」 

② おおまかな「この芝居を上演するにあたって、大 
体( X ほぼ、 X 九分九厘)の予定をたててみました」 

③ 大部分においてそうであると認められる時「この 
講演が成功することはほぼ(△大体、〇九分九厘) 
間違いありません」 

④ およそ「この 車、 大体( X ほぼ、 X 九分九厘)いく 
らぐらいするんですか」 

⑤ 概要「大統領の英語の講演は大体(△ほぼ、 X 九分 
九厘)次のようです」 
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だいたい*たいてい 


なお「大体」には 

「大体、日本の文化予算はどうなっているんでしょ 
、っね」 

「彼は、大体常識に欠けていると思いませんか」 
「大体、君が変なこと言いだすからいけないんだ」 
のように、まず第一に挙げ6れることを言う場合に 
も用いる。「大体」の後には総じて悪いことが来る。 
議会が混乱に陥った時 

「大体、議長がしっかりしていないからいけない」 
「大体、代表質問はもっと綿密な調査のもとにやっ 
てもらいたいものですね」 

のように、相手を攻撃する場合のきっかけの語とし 
て使われている。 

「大体、仲人なんて自分には向いていないんだ」 
「大体、どうしてこんな役目引き受けたのだろう」 
「人体」は自問自答し、その原因を考える場合にも使 
われる。 

大体、どうしてこんなに「大体」の使われ方が多 
いのだろ、つ。 (佐) 


たいてい 


「おじいさんなら、たいてい家にいますよ」(ほと 
んどの日は家にいる。いない日はほとんどない) 

「朝はたいてい六時前には起きています」(六時前に 
起きていないことはまずない) 

などのように「たいてい」は多くの場合がそうであ 
ることを言う。 

「こういう映画の結末はたいていハツビ—エンド 
でしょう」 

「電話をしてもたいてい留守番電話なんだから」 
「いつも」と言い切れないところに「たいてい」の 
存在価値がある。残された数％の確率でそうでない 
ことがあるからだ。 

「令頃になると、たいがい軒に燕が巣を作りはじめ 
るの」 

「たいてい」は「たいがい」と言い換えることもで 
含る。 

「 M 除.洗濯.料理、たいていの(たいがいの)家^ 
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はできるわ」 

「たいてい」は家事の範囲の大部分について言って 
いる。もつとも家事も時代と共に変わつているので、 
「たいていの家事」の中身はだんだん少なくなるよう 
だ。令にスイツチを押すことが(たいていの家事)に 
なつてしまうかもしれない。 

「たいていの(大部分の)人は、そんなものに興味を 
示さない」 

「ジョン.レノンは彼女に出会つてからは、死ぬま 
でたいてい(ほとんど全ての期間)ヨーコと行動を 
共にした」 

「たいてい」は推量としても用いられる。 

「社長はあの手紙を読んで、たいてい怒っています 
よ」 

「彼、たいてい来ると思うわ」 

ただしこの使い方はだんだん少なくなつているよ 
うだ。 

「これほどの水墨画を描く人はたいていの人じや 
ありませんね」 

「これほどにされても笑つていられるとは、たいて 


いの精神ではできないことだ」 

「たいてい」は普通の程度ではない場合にも使う。 
「並たいてい」はここから派生した表現で、普通考え 
られる程度を超えた物事に対して使う。 

その他にも「空威張りもたいていにしてください」 
「依怙晶肩もたいていにした方がいいですよ」のよう 
に、それが限度であるという意味で意識を超えたこ 
とに対して使う用法がある。しかし、この用法はだ 
んだん姿を消しており' 若者たちがこの意味で『た 
いてい」を使うことはほとんどない。 (佐) 
〜たけ〜きり. ' ^■しか 

確 か 一 

「確か」は面白い言葉だと思う。「確かにこれは私 
の傘です」(形容動詞)と、自分の傘であることがは 
つきりしていて断言できる場合にも使うし'「これ、 
確かあなたの傘ですよね」(副詞)と、「自分の記憶の 
間違がなければ、そうだと思うが」と、確信が持て 
ない場合にも使うからだ。 
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たしか 


それでは、断言できる時に使う「確か」はどのよ 
うな場合だろうか。断言するからには何らかの根拠 
があるはずだ。 

「彼の性格は確かに短気だが… j とか「山形の庄内 
米は、確かにおいしいね」などと自分の経験に基づ 
く場合、 

「このリストをみると、確かにスウ X 1デンやデン 
マークの女性の地位は高いようですね」「.(地 B を見 
ながら)確かにこのマンションは駅から近いね」など 
のように、地図やデータなどの資料が判断の根拠に 
なっている場合、 

.「テレビのニユースで a っていたのだから、確かで 
すよ」「彼がそう言うのな6、確かだ」のように、テ 
レビや新聞といつたメディアを通じて、あるいは他 
人の情報を通じて知った場合、 

ただしこれらはいずれも話し手が、自分の主観で 
判断し「冃分の単なる憶測で言つているのではなく、 

,1'|分が根拠にする事枘はあるのですよ。だから確か 
なんです」と， Hfa のある埸合に：3う S 葉だ。「確かな 
んだね」「いえ、そう' t . i われる と…」 などというぶ現 


も、話し手の「自信のある無し」が問われることに 
なる。後に名詞が続き「確かな人、確かな腕、確か 
な会社」などと使う場合も同様だ、話し手が自信を 
持って確信していることになる。 

自分の記憶があいまいで「確か、君が入社したの 
は二年前だよね」などと相手に確認する場合には、 
文末に「〜ね、のはずだけど、ではありませんか、 
はずですが」などの表現を伴うことが多い。また、 
はっきり言うよりも記憶があいまいというポーズを 
とりつつ「確か彼女いちど離婚しているはずですよ」 
という方が内容によっては柔らかい表現になること 
もある。「確か」も使い方次第というところだ。 

この「確か」は常に相手がいるとは限らない。多 
少アルツハイマー気味を自認しているお年よりが 
「え一と、確か眼鏡はタンスの上だったよな」と独り 
言をつぶやく時にも使われる。 

ただし「記憶が不確か」ということが根拠にある 
以 h 、 一度は記憶したことがある事項でなれけば、 
この^現は使えない。「眼鏡を持っている」から「確 
か眼鏡は…—と S - えるのだし、「人社したのは…」と 
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いう時には、彼が会社で働いている事実が必要不可 
欠だ。話し手にとつて、対象になるものは、既知の 
事柄になるはずなのだ。 (佐) 

価倘的ニュアンス 

「ジョージ.ワシントンは米国の初代の大統 
„ 領だった」 

- r ジョージ.ワシントンは米国の最も偉大な 
_ 大統領だった」 

^ この二文にはどのような違いがあるだろ、つ 
ラ か。 

つ アメリカの「言語技術教育」では' 小学校五 
™ 年生にこの二文の違いを「事実 fact 」 と「意見 
j opinion 」 として説明している。そして'さらに 
I 「事実」と「意見」とはどう違うのかを考えさせ 
|ている。 

右の例文を見てもわかるように、数量を表す 
|表現が「事実」的であるのに対して、形容詞は 
j 価値判断を含んだ「意見」となりやすい。イギ 


リスの哲学者ラッセルは、_1|,<01|3「6, 
he/she is " というように、人称によって動詞が 
変化することが多いヨー□ッバの言葉を背景に 
われわれがいかに自己中心的なものの見方に慣 
6されているかを皮肉りながら、価値判断を含 
んだ表現に注意を促している。ラッセルによれ 
!ぱ、次のような人称変化をする述語がいろいろ 
一ある、というのだ。 

「私は志操堅固だ(プラス.イメ—ジ ) J 
「君はがんこだ(中立的)」 

「彼は石頭だ(マイナス.イメージご 
かつて' 論理学のクラスで受講学生にこの種 
j の表現を思いつ<だけあげてくるのを宿題とし 
„たら、次のような傑作が集まった。プラス、中 
i 立、マイナスの順に列挙してみよう。 

「おおらかだ/細かいことを気にしない/鈍 
i 感だ」 

\ 「独創的(個性的)だ/考え方が他の人と違〇 
一 /変わり者(変人)だ」 

「半分もの金を出した/半分の金を出した/ 
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(価値的ニュアンス) 


半分の金しか出さなかった」 I短い(長さごといった具合である。 
r ふくよかだ/太っている/デブだ」 ™ 「侵略」か「進出」かという、I九八〇年代の 
| 「スリム(スマート)だ/やせている/貧弱だ」 I歴史教科書の記述問題でも玥らかなように' 名 
「親切だ/面倒みがいい/おせっがいだ」 _詞も価値評価を含んでいることが多い。I九四 
「もの静かだ/おとなしい/クラい」 I五年八月を「終戦」と呼ぶか「敗戦」と呼ぶか 
「楽天家だ/のんきだ/脳天気だ」 \ で、戦中.戦後の歴史過程への認識がかなり違 
「慎重だ/注意深い/優柔不断だ」 i ってくるのではないか。また、「自衛隊」という 
「人をたてる/人に話をあわせる/ゴマすり i 名称はその「日本軍」としての潜在的な力を過 
I だ」 i 小評価させている。「公害」という名称も汚染主 
! 「繊細だ/細かい/神経質だ」 一体だった企業を免罪するようなニュアンスをも 
\ 「柔軟だ/意見をかえた/変節漢だ」等々。 i っている。 r ゴミ間題」というと'家庭が出すゴ 
このよ/つに表現自体にその人の価値判断がし j 5を少なくしたり、きちんと分別することが最 
一み込んでいることに対しては敏感であらねばな „太の課題と思わせてしまうが'日本における「ゴ 
一6ない。ほとんどの形容詞は価値的な対立の二 i ミ問題」の難題は、量的にも質的にも企業が出 
\ ュアンスを含んでおり' 一般的に価値が高いと 一す産業廃棄物をどう処理するかにある。 

一されている方がその対立の尺度となっているこ j このように' 動詞.形容詞.名詞、あるいは 
一とは興味深い。例えば'「高い/低い(高さ)」 „ 「ね' よ、さえ' でも」といった短い助詞をも含 
一「良い/悪い(良さ)」「広い/狭い(広さ)」「明る 一めて、あらゆる表現に主観的な価値判断が、あ 
Iい/暗い(明るさ)」「厚い/薄い(厚さ)」「太 ！たかも客観的な、あるいは事実的な記述である 
| い/細い(太さ)」「速い/遅い(速さ)」「長い/ i かのようなあいまいな' なにげない形で刷り込 
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一まれている場合がある。意味のあいまいさに注 
„意を向けるだけでなく'あいまいな価値判断の 
一混入にも注意する必要があろう。 (門) 


ただ.ただし•なお 

「ただ」は日常会話でよ<使われる多義的な意味を 
持つ語だ。 

「僕、子供の時は天才と言われたんです。でも令は 

ただの人で…」 

大学の新入生歓迎会の席でこういって自己紹介し 
た字生がいる。この場合の「ただ」は名詞で「特別 
に.，言うほどの値打ちも持っていない、ごく普通の」 
という意味だ。同様の使い方に「ただごとではない」 
「ただの風邪」などがある。 

「ただほど高いものはない」「ただでもらった」「た 
だ働きさせられた」などの「ただ」は同じ名詞でも 
「無料」という意味になる。 

副詞的に使われる場合には、「だけ.しか.ばか 
り」とよ< 一緒に使われる。「空にはただ風が吹いて 


いるだけ」は、一昔前にはやったフォークソングだ 
が、この「ただ」には「他のことはしないで、その 
ことだけ」の意味がある。「主人にそのことを聞いて 
も、ただニヤニヤするばかりで」「社長はただ会社の 
利益になることしか考えていないんですよ」などの 
ように。 

「たった」や「わずか」の意で1お山の大将ただ一 
人」「ただ一度の過ちがこうなるとは」などといった 
使い方がある。 

しかし、「ただ」の使い方で何といってもあいまい 
なのは接続詞としての用法だろう。 

「このアバートは町に近くて買い物に便利だし、管 

理人さんも常駐しています。月七万円な6お勧め 

ですよ。ただ…」 

アパートを借りようと不動産屋さんの説明を聞い 
ていた人は、この「ただ」が非常に気になる。なぜ 
なら「ただ」の後には前で述べた評価とは逆の、こ 
の場合はマイナスの評価が来ることが多く、しかも 
その部分こそが本音であったりするからだ。この場 
合な6、「ただ、お隣の方がうるさい人で」とか、「日 
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ただ • だって 


当たりが悪くて、壁に少し黴が…」などと続くから 
だ。一応アバートの説明はしたが、説明せずにはい 
られない問題点、知らせておくべき事柄を「ただ」 
と言って続ける。「念のため言っておきますが」とい 
った意味合いがある。 

「あのホテルは海岸は目の前だし、部屋もきれいだ 

が、ただ料理がまずくてね」 

「先生は今日大学にいらしてます。ただ研究室にい 

らつしやるかどうか」 

「診療はいたしますが、ただ手術はちょっと」 

「確かに良い人だけど、ただ仕事が遅くてね」 

これらの文からもわかるように「ただ」には前の 
文のプラス評価にマィナス評価を補足する働きがあ 
る。 

「色も枘も気に入りました。ただお値段が高くて 

これは：央語なら「私は買いません。なぜなら」と 
くるところだ。1|木語は「ただ：」に続く文を况慮 
しないと文木が In 略されるため、外： E 人には怠味の 
分かりにくい文になる。 


「ただし」も前の文で述べたことがらを認め、補足 
を加えるという点では似ている。しかし「但し十八 
歳未満お断り」のように客観的な条件を補足する場 
合が多く、こういつた場合には「ただ」に言い換え 
ることができない。 

「なお」は「ただ」よりも「ただし」に近い使い方 
をする。 

「これで会議を終わります。ただし役員の方はお残 
り<ださい」 (X ただ、〇なお) 

「この切符をご持参の方は料金が半額となります。 
ただし年末.年始を除きます」 (X ただ、〇なお) 
「ただ」が使えないのは、これらの文に話者の評価 
が加わつていない所以だろう。 (佐) 
ただし i ただ 


〜たつて•〜つて 

詁しことばの中で「…て」で終わる文は意外に多 
い。「そこの木とつて(依賴ご 「 II1-- M は横浜で H い物 
をして、位 IV して、それから…(文の' I '断)_「おかあ 


161 



さんが『早く起きろ』って(引用)」といった場合で 
ある。「です.ます」のきちんとした教科書的な終止 
形しか習っていない日本語学習者は、時にこうした 
「...て」で終わってしまう会話のリズムになかなか慣 
れることができないょうだ。 

以前、「…、ナンチヤツテ(などと言ってしまっ 
て)」と自分自身の言葉を「引用」にくくってしまう 
ことにょって、自らの発言の真面目さ、深刻さを相 
対化するのがハヤツたことがあるが、引用の r 〜っ 
て」は今でも結構多様されている。会話の情報の多 
くが他からもたらされたものであるわけだから、当 
然といえば当然かもしれない。 

r 〜つて」は、 r 『〜』と(ということだ)」という、 

引用を表す格助詞「と」が転じて終助詞化したもの 
である。 

「フランスがまた核実験をやったってさ」 

「マジック.ジョンソンが200<:に復帰したって 

ね」 

「大雪で新幹線は大幅に遅れるつてよ」 

「鈴木さん。明後日から m 丨ロツパ旅行だって。い 


いわねえ」 

この「〜って」の前に断定の助動詞「だ」がつい 
た「〜だって」は、単なる「〜って」にはないニユ 
アンスが込め6れている。次の二つの文を比べてょ 
、っ。 

① 「熱があるか6休むって」 

② 「熱があるから休むだって」 

①の文は、「熱があるから休む」といぅ、たぶん同 
僚からの電話を誰かに取り次いでいるだけであり、 
「熱があるから休む」といぅことに関しては何の意見 
も表していない。それに対して、「だ」が一つ加わっ 
た②には、明らかに「熱があるから休む」ことに対 
する非難の調子が込められている。 

一般に「〜だって」は、引用の内容に関する驚き、 
意外、非難を表す。「だ」一音をおろそかにはできな 
い。 (門) 


たぶん•おそ6く - 

「多分」には「今度は落選する恐れが多分にある」 
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たぶん 


「多分のご寄付をいただき感謝にたえません」のよう 
に名詞としての用法があり、「たくさん!__を意味する。 

しかし、ふつうはた推量の言葉を伴い、自分で判 
断してある可能性が高いことを言う場合に使う。「多 
分、今日あたり彼から電話が < ると思うわ」のよう 
にだ。この場合の可能性としては「きつと」や「ぜ 
つたい」よりは低く、「もしかしたら」よりは高い。 
どの程度かというのは場合によつて異なり、あいま 
いである。推量の表現として使う場合には「思う」 
「だろう」「でしよう」などと呼応する場合が多い。 

ここでは「多分」が推量の表現として使われた場 
合について考えてみたい。推量の表現は「多分」と 
同様の使い方をするものがほかにもある。その共通 
点は何だろうか。 

① 「この任務はたぶん彼には無理だと思いますよ J 

② 「選挙に出馬しても、おそらく過半数もとれな 
いでしようね」 

これ6ははつきり断^できない時に使われる推量 
の衣 3 i だ。「過' f - 数をとれるかとれないか」のように、 
火際に f 測がつかない場 <[:! の推 M . もある。しかし、 


自分では内心断言したいところだが、そうすること 
によって人間関係に影響を及ぼすおそれのある①の 
ような場合には、「たぶん」を使うことでクッション 
をおくことになる。 

「会議の議長をつとめるのは木村さんには荷が重 
すぎますね。みんなそう言っていますよ」 

こう断言すると、それがたとえ蹲話としても木村 
さんにマイナスの価値判断を下したことになる。こ 
れに「たぶん」を付け加えることで、自分の断定の 
表現に「もしかしたら自分の思い違いかもしれない 
が」といつた逃げ道を作ることができる。 

「たぶん」も「おそらく」もこの点では同じ効果が 
あるが、「おそらく」の方が丁寧な感じを伴う。「多 
分」や「おそら<」を付け加えると、文末の表現も 
「多分荷が重すぎるん1;やないでしようか」「おそ6 
V 荷が重すぎると思うんですが…」など話し相手の 
気持ちを察しながら話を進めてい<ことになる。 

「木村さんは確か{たぶん、おそ6 < H ノ H は欠席で 
す」 

「確か」は、' p ^ の®付けがある場<||に、ある程度 
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の確信を持って言う場合だ。確信の度は「多分」や 
「おそらく」よりずつと高い。「確か」には「確か、 
明日の会議は十時からでしたね」のように、相手に 
確認する機能があるが、「多分」や「おそらく」にそ 
の機能はない。「確か」に比較し、「多分」や「おそ 
らく」は、断定できる場合にも断定せずあいまいに 
言うという点で、より話者の心理を反映した表現と 
言える。 (佐) 


たまらない 

「たまる」は「溜る」のほかに r 堪る」とも表記し 
たように、「たまつていくものに堪える(もちこたえ 
る)」の意味がある。 

「負けてたまるか」 

「そんなばかな話があつてたまるものか」 

「お前なんかにできてたまるか」 

といった反語的表現にそうした意味合いが残ってい 
る。つまり、「負けてたまるか」とは、「負けること 
に耐えられるか？(いや、とても我慢できない)」とい 


う修辞疑問なのである。 

「たまらない」は、①マイナス要素の蓄積に対して、 
精神的に「耐えられない.我慢できない.やりきれ 
ない」というのが基本的意味である。 

「こう残業続きではたまんないな」 

「母の病気が心配でたま、 b なかった」 

「歯が痛くてたまらない」 

「スト—ブがないので、寒くてたまらない」 

② 時には、物質が悪条件に「もちこたえられない」 
という意味になる。 

「この泥道じや、靴もたまんないな」 

「この R 照りでは、稲もたまらないだろう」 

「こう大型トラックが多くては、舗装もたまりませ 
んよ」 

③ 過度のプラス状態で「こたえられない j 気分を 
表すこともある。 

「うれしくつてたまらない」 

「こううま< いくとは、たまらないね」 

「汗をかいた後の一風呂はたまりませんね」 

④ 「たまらなく〜」という形で副詞化し程度の甚 
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たまらない*たら 


しさを表すこともあるが、その場合も単なる程度と 
いうより、「たまらない」という否定的ニュアンスは 
強く残つている。 

「たまらなく暑い.苦しい•淋しい•痛い.ィヤ 

だ」等。 

ところで、「たまらなく好きだ」「好きで、好きで 
たまらない」という表現は、「忍ぶれど色にいでにけ 
り我が恋は」の心境に通じている。「好き」という感 
情をもはや心の中に「ためて」おくことができなく 
なつてしまつている、という表明なのである。 

「〜て仕方がない」「〜てどうしようもない」「〜て 
ならない」という表現にも同種の趣を感じる。(門) 


〜たら I 

「もし」の意味を持つ条件節で会話を始めようとす 
る。そのとき「と•ば.たら.なら」が続く可能性 
が V -1 いが、その中でも「たら」が使われることが一 
济多いようだ。それはなぜだろう。 

スキーに/ fj つたら… 


この「たら」の後にはどんな文が続くだろうか。 
まず、スキーに行ってからのことを考えて「楽しん 
できてください」「怪我をしないように」「あちらで 
たくさんの友達ができますよ」「きっと雪焼けします 
ね」など、これから起きることを想定して言うこと 
ができる。 

ところが、「スキ—に行つたら」は、既に起きてし 
まつたことに対しても使うことができる。「とても楽 
しいことがあつたんだ」「怪我をしてしまつてね」「友 
達がたくさんできたんだよ」「真っ黒に雪焼けしちや 
つて」などだ。 

この「たら」で始まる条件節は、後に未来のでき 
ごとが続くのか、過去に起きたできごとが続くのか 
は予測がつかず、時制がきわめてあいまいと言える。 
両方に共通して言えることは、前件で述べたことが 
らに対して、話し手は後件で何らかの意見や判断を 
述べていることだろう。 

「これ以上円卨になったら、本当に困ってしまいま 

すね」(話し T の^え) 

「|'1,|-1になったら、 > g 外に—地を n いませんか I 
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(勧誘) 

「円高になった6、留学生たちの生活は苦しくなつ 
てしまうんでしょ、っね」(推量) 

「円高になったら、無駄遣いしてはいけません よ」 
時間的な前後関係を考えるとたら」を伴う前 
件は常に後件に先行する。「スキーに行くなら」「ス 
キーに行く と」 「スキーに行けば」などとの大きな違 
いはその点だろう。 

「たら」はその他にも「木村さんを見たら、会讓中 
なのに寝ていたんですよ」のように前件の条件のも 
とでの発見を表すことがある。本人も予期していな 
かったできごとで、たいていの場合、あまりよくな 
いことが多い。 

「図書館に行ったら休みだった」 

「見合いの相手に会ったら、写真とは全然違ってい 
た」 

しかし「家に帰ったらまだ夫が帰つてきていなか 
つた」(ああ良かった。外出を知られずにすんだ)など 
という場合もある。 

「軽い驚き」という意味では、「と」も同様で、川 


端康成の『雪国』の冒頭の「国境の長いトンネルを 
抜けると、そこは雪国であつた」の「と」の部分に 
軽い驚きが隠されていて正に名文と言える。 

「お金があつたら、この別荘を買ぅのだが…」は反 
実仮想で実際のこととは違ぅことを仮定している。 
この用法では「お金があれ til … j と「ば」も同様の 
使い方ができる。 

その他にも「たら」の用法は実に多い。 (佐) 


ちや^と 


「入学式くらい、ちやんとした服装で行きなさい」 
「あなたの付き合つている人ちやんとした人なの。 
何だか心配だわ」 

「ちやんとした生活をしていれば、こんなことには 
ならなかつたのに」 

これ6の文章でいわれている「ちやんと」とはど 
ういうことだろうか。「ちやんとした服装」という言 
葉の中には、服装に対するその人なりの規範が隠さ 
れている。もしかしたら、当の本人はそれなりに「ち 
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ちゃんと*ちゆうねん 


やんと—きちんと」した服装をしたつもりかもしれ 
ないのだ。 

制服があり、ソックスの色からカバンに至るまで 
決められている字校では、ソックスの色が違うだけ 
で「ちやんとした」の基準からはずれてしまう。し 
かし、服装が自由な高校では、いつもプレザーを来 
てくる学生は「あの人はいつもちやんとした格好を 
している」ということになるだろう。 

「ちやんとした人」、この言葉の背景には' 男性が 
ある年齢に達したら、定職を持ち、毎月収入のある 
ことが「ちやんとした人」であり、「フリーター」や 
「自由業」はその範禱に入らないといった意味が込め 
られている。 

これも日本が高度成長を遂げてから、一億総サラ 
リーマン化した結果生まれた発想と* ■ えるだろう。 
身元や身分が確かである「ちやんと」の背景には「収 
人が一定した」(もちろん医者か弁護十のように高い 
収人は論外だが)という意味があることが多いのだ。 

「最近の若いものは、畳の上にちやんとすわること 

ができない」 


これは畏まつてすわる意味であり、外国人にとつ 
ては全く意味をなさない表現になる。文化が異なれ 
ば「ちやんと」も当然異なるという意味で極めてあ 
いまいな表現となる。 

「ちやん と」 には、「はつき り」 「完全に」という意 
昧もある。「お金貸してあげるから、ちやんと返して 
ね」「理由をちやんと言つてください」などだが、「ち 
やんと」と言いながら、その意味が極めてあいまい 
であるところが、この語の面白いところだろうか。 

(佐) 


中年•年配 I 

「中年」は何歳から何歳か、解釈を一定すべしとい 
う意見があるようだ。作家の森内俊雄氏は、かつて 
中年•社年.熟年など、年齢をあらわす言葉につい 
て辞書にあたつて検索したことがあるという(『読売 
新聞』一九九四年四月一三日夕刊、「辞書にみる年齢感 
覚」)が、森内氏がとりあげた単語は、牡年.' I 1 年、 
熟年. 1 I '高年.実年•初老.老年。 
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それぞれの単語を辞書に当たってみると、少しず 
つ定義が違っていることに氏は注目した。なかには 
同じ出版社の辞書でも、編者などによって各用語が 
指す年齢の範囲が違っている例が少なからずあると 
いう。 

「中年」も、その例外ではなく、ある辞書では、「五 
十代半ばから六十代の前半にかけて」(表記は各辞書 
のとおりか)とし、同社の別の辞典では rEH 十歳くら 
いか6五十歳なかばまで」としている。このほか「四 
十歲前後」などもあるという。 

「この連いは何が根拠になっているのだろうか。編 
者の年齢感覚の違いではすまないだろう。感覚で辞 
典がつくられては困る。根拠、他の辞典との統一が 
必要」。 

これが森内氏の意見だが、根拠を示すのは、この 
語の多様な使用例からするとむずかしそうだし、こ 
の語が専門用語ではないなら、ことばの意味のあい 
まい化は、覚悟しなければなるまい。辞書の説明に 
も統一がなくなるゆえんである。 

「中年」はもともと一定の年齢を示すための語では 


な <、『広辞苑』が最初にあげているように「青年と 
老年との中間の年頃」というぐらいのルーズな解釈 
であまり困らない。しかも青年にしても老年にして 
も、きっちり何歳と指し示す語ではないわけだか6、 
それぞれのポーダーラインは初めからあいまいであ 
る。『論語』の「四十にして惑わず」(四十而不惑)な 
ども一つの手がかりにはなるが、一般の用法は特に 
『論語』に従っているわけではない。 

さらに、英語の「ミドルエイジ」にしても「四〇 
〜六〇歳または四五〜六五歳」などと、辞書によっ 
てその範囲はあいまいである。 

おもしろいのは、森内氏が「年齢感覚」について 
書いているぺージの見開きの位置に、大きな文字の 
「中高年専門」結婚あっせんの広告が出ていることだ 
った。それには「三〇過ぎたら〇〇 会！」 とあった。 
こういう解釈によって成り立っているビジネスもあ 
るわけだ。もう四十年も昔、 F . 二 十六からは中年です」 
と、大きな活字で、栄養剤を飲めとすすめた広告も 
あった。 

ついでなが6、戦前は「青年」のすぐ上の年齢層 
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ちょうど 


を「牡年」と呼ぶことが多かった。競技などにも「壮 
年男子」といったカテゴリがあった。三十代ぐ6い 
を指したのか。とにかく、「中年」の手前に「壮年」 
という層を確定したい。元気な年代、という意味で。 
なお、森内氏によれば「熟年」は作家の邦光史郎氏 
が五十歳前後の年齢をあらわすのに一九七八年に使 
った用語であり、また「実年」は一九八五年に厚生 
省が公募して決めた用語であるという。 

ところで、厚生省や、保健.医学関係者が「高齢 
者」というときには六十五歳からということになつ 
ている。厚生省では三十から六十五までは「中年」 
としているらしい。しかし日本人の寿命がさらに延 
び(まだ延び続けている)、ライフスタイルが変われ 
ば、「高齢者」の概念が変わることは十分考えられる。 
人牛五十年の時代には、0十歳くらいになれば「翁」 
などといわれた ことを 考えれば、この事情は容易に 
理解できよう。人は時代とともに若返つている。国 
W 年金の給付年齢が六 f 歳から六十五歳に引き h げ 
6れるのは、支給金額の不足が大きな理由だが、こ 
ういうことも「高齢^」のイメージを変える要因の 


一つにはなりうる。 

なお、関連語の「年配」には、①「四十歳く らい 
の年齢の人」(年齢の程度)や、②「そんなアマつちよ 
ろい ことを いう年配でもないで しよう」 (世間のこと 
をよく知つ ている 年ごろ、 つまり 中年) という 規定 もあ 
る。これ も 『論語』の「不惑」(「0十に して 惑わず」) 
に通じている。 (芳) 


ちよラど 

___ 

「ちようど」には様々な用法があるが、代表的なも 
のは何と言っても数量.大きさ.時刻などが、ある 
基準に合致する様子をいう時だ。「正しく」「きっち 
り」「ぴったり」などと同義と言える。 

消費税が導入されて以来「ちようど千円です」な 
どという機会が少なくなった。「ちようど千三十円で 
す」などのように端数を伴う場合には、「ちようど」 
が使えないからだ。時刻に関しては「今、ちようど 
十二時をお知、 b せします」など、テレビのニユ—ス 
の始まるとき耳にすることがある。 
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同じ時刻に関係する「ちようど」も、 

「あっ、ちようど十一時五十分、今からオリンピッ 
クの中継が始まるよ」 

「待ち合わせで遅れたと思ったら、ちようど同じ時 
に彼女も来てね、暄曄にならずにすんだよ」 
のように、話し手にとって都合がよかったり' 良い 
具合だったりする時に使われる「ちようど」がある。 
この使用例は実に範囲が広く、 

r あつ、ちようどいいところに来てくれた、コンピ 
ユータが故障して困っているんですよ」 

「ちようど良い時に帰ってきてくれたわ。今、子供 
から夏休みにどこかにつれていけって言われて困 
っていたの」 

話し手にとって相手の登場は「ちようど良い時」 
かもしれないが、相手にとっては「具合の悪い時」 
かもしれないのだ。このように話し手にとって都合 
の良い基準値を持つ「ちようど」の意味はきわめて 
あいまいと言える。 

このような例を挙げておこう。 

「予算にちようどいい見積もりをお願いしますよ」 


「この服私にちようどいいの。お母様ゆずって <れ 
ない？」 

「雨で傘もないしタクシーは来ないし、困ったな一 
と思っていたら、ちようど君の車が通りかかって 
ね。いや— ' 家まで送ってもらえて助かるよ」(本 
当はガールフレンドの家に行くはずが、部長を家まで 
送る羽目になった運転手氏にとっても「ちようど良か 
った」かど、っか) 

「ちようど会場が一杯になるくらいの聴衆で、コン 
サートはまあまあ成功と言えますね」 

「君の料理はいつもちようどいい味加減で'外で食 
ベる気がしないんだ」と夫、美は妻の手料理の味 
に慣れすぎただけかもしれない。「ちようど」など 
有って無きが如し。 

他の用例として「モロッコの木になつているりん 
ごを見るとね、黄色い実がちようど梨のように見え 
てね」「ホーチミン市の活気はちようど日本の一九六 
〇年代のようですね」のように、何かと類似してい 
ることを表す言い方がある。 

「彼にとってお姉さんはちようどお母さんのよう 
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ちょっと 


だつたのよ」などがある。 (佐) 


ちよっと.少し•少々 I 

「ちょっと」は、「少し」や r 少 々 J と同じ意味で、 
時間や物事の量や程度がわずかであることを表す。 
「ちょっと」がくだけた表現であるのに対して、 r 少 
少」は丁寧でかしこまった言い方である。 

「ちょっと待って」「少し待ってください」 r 少々、 

お待ち下さい」 

「食欲がないので、ご飯はちょっと(少し.少々)で 

いいです」 

「この文章はちょっと(少し.少々)変ですね」 

「ちょっ と」 の程度の小ささが極限的にちぢまった 
形が「もぅちょっ と (少し)で車にひかれる ところ だ 
った」であり、「間一髪」の危ぅさを表している。 

「ちつとも(少しも)心. K することはない」というよ 
うに、否定形になると、程度はゼロになり、「全然心 
配することはない」と同じ意味である。「少々」には、 
こうした用法はない。 


さて、「ちよっ と」 の多義性は、「少し」や r 少々」 
では言い換えられないところで発揮される。 

① 逆説的に「かなり、けっこう」と程度の大きい 
状態をあらわすことがある。 

「これはちよつと見ものです よ」 

「ちよつとしたもんだろう」 

「彼にはちよっとした財産があるようですよ」 

② 特に、交渉的な場で否定的なニュアンスの言葉 
に「ちよつ と」 がつ くと、 「かなり、 そうとう」と理 
解しなければならない。 

「それはちよつと無理ですね(難しいです、困りまし 

た)」 

「ちよつとひどいんじやありませんか」 

「ちよつと気をつけてくださいよ」 

③ 「ちつとも〜ない」という否定の形は全否定だ 
ったが、「ち - J : っと〜ない」の場合は「容易にそうで 
きない、そうならない」といつた意味であり必ずし 
も全否定ではない。 

「力なり〕 H 1 のこと4ので、ちよつと思い出せませ 

ん J 
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「ちよっと考えられないような事故」 

「こんな好い機会はちよっとありませんよ」 

④ 相手に呼びかける時の「ちよっと」は、「すみま 
せん」とか「待ってください」といった後続の表現 
が省略されたものだろう。 

「ちよっと、すみません」 

「ちよつと、そこの方、ハンカチを落としましたよ」 
「ちよっと、玄関にだれか来たようだよ」 

「ねえ、ちよつと、どこ行くの」 

⑤ 外国人にとっておそらく一番わかりにくい「ち 
よっと」は、断りの意向を表す「ちよつと…」だろ 
、っ。 

「一杯、どう？/今日は、ちよつと(つきあえませ 
ん)…」 

「まけてくれない？/それは、ちよっと(できかね 
ます)…」 

「パーテイーにいつしよに行かない？ 私はちよ 
つと、用事があるので…」 

「ちよつ と」 だけの答えなら、「ちよつ と」 は婉曲な 
之〇の意味ととればいいが、最後の例のように、断 


りの理由がすぐ続くと「ちよっと用事がある」とい 
うふうにもとれるので、かえって分かりにくいよう 
だ。 

日本語に深く通じている外国人が『〈ちよっと〉は 
ちよつと』(ポン•フェィ著)と首をかしげるのも無理 
はない。 (門) 


ついこつつかり 


ヮープロが普及したためか、手紙などでも同音異 
義語のミスがょくある。「すみませんが、私は河合で 
はなく川井です」と言われて、普通は何と言って謝 
るだろうか。「あっ、すみません。うっかり(つい) 
間違えまして」などと「うっかり j や「つい」を使 
う人が多いょうだ。 

この「うっかり」も「つい J もぼんやりしていた 
り、不注意で何かをしてしまう時に使う表現で、ど 
ちらも本人が不本意でありながら起きてしまったこ 
とを言おうとしている。「あつ、つい、うつかり間違 
えました」と、この二つの語を重ねて使う例もある。 
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〇 い 


日本人は果たしてどのような心理状態でこの二つの 
語を使い分けているのだろうか。その点は、はなは 
だあいまいである。 

他の文例で考えてみよう。腕時 It を家に忘れてき 
てしまった時など、「つい時間を確かめようと腕を見 
てしまう」と「つい」を使う。これは実際、私が何 
回も経験したことだが、こういった習慣的な動作に 
対しては「、っっかり1_は使えない。 

「彼に誘われると、つい断れずに誘いにのってしま 
、っ」 

「まっすぐ家に帰ろうと思うんだけど、赤提灯を見 
るとつい寄りたくなるんですよ」 

これらの文章は、習慣や癖になっていることを述 
ベ、美際はしない方がいいのだがという気持ちが「つ 
い」という言葉に表れている。 

「あまりおかしな スピー チだったので、つい吹き出 
してしまつたんです」 

「疲れてついうとうとした隙に、スリにや6れてし 
まつて」 

ザ人"广な 6 いざ知らず、人 l(ij である以 k 、 fl—J 


抑制には限界がある。「笑ってはいけない」「寝ては 
いけない」と自戒すべき行為も、抑制がきかず「つ 
い」 となる。こんな場合も 「うっかり」 とは言えな 

ro 

(VV 

「うっかり」はどうだろうか。「私はうっかりもの 
で」とか、「うっかりミス」という言葉がある。「う 
っかりもの」は、ぼんやりしていて注意力の足りな 
い人、「うっかりミス」は注意が行き届かずミスが起 
きること、どちらにしても「意図的ではないのだか 
ら仕方ないのではないか」といったニュアンスが含 
まれている。 

「パーティーの帰りに、うっかり他の人の鞄を持っ 
てきてしまったんです。あまり似ていたもので」 
これなど「うっかり」がなければ泥棒行為だが、 
この.一言で「あわてものだが悪意はない」という意 
味が加味され救われる。 

日本語には心の状態を表す形容詞が多いと言われ 
る。その中でも、この「つい」や「うっかり」は無 
意識の状態で、；^がついてみると自分では£<図しな 
い状況に V : つていたという「= さ」 があり' また II 
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本の社会にもそれを許容する寛容さがあるよぅに思 
える。「意図しないのに」といぅ意味を含む語に 
「思わず一思わず秘密を漏らしてしまった」 
「ぼんやり一ぼんやりして一方通行に気がつかな 
かった」 

「無意識に—無意識に言ってしまったことで、悪意 
はなかったんです」 

などがある。これ6の言葉がなぜ多用されるのかを 
考えると、日本人の意識構造を解明する上でも、重 
要な鍵となるに違いない。 (佐) 
ついに 4いよいよ 


つご、つ(都合)^| 

「女性六人、男性五人で、都合十一人になりますね」 
のょぅに、「全部で、合計」といぅ意味が元になつて 
いる。そこから、「物事が曲折を経て、結局」という 
意味、その「物事の曲折|_の過程で「工面する」、さ 
らには「物事の曲折.事情」そのものを表すように 
なつた。 


現在では、「結局」の用法はまれになり、①「物事 
の事情、ぐあい、わけ」と、主に「都合する」「都合 
をつける」という言い方によつて②「事態を工夫し 
て都合よくする」の意味で用いられることが多い。 
①「今晩、ご都合はいかがですか」 

「今晩はちょつと都合が悪いので明日にしません 

か」 

こうしたやりとりでは、「都合」は実に便利な表現 
である。晩の予定のプライバシーを明かすことなく、 
「都合が悪い」というぼかした言い方で、相手の誘い 
を断ることができる。 

外出途中に近所の人に「どちらへお出かけですか」 
と声をかけ6れるのを、プライバシーの侵害として 
いらだつ外国人が多いが、「ちょつとそこまで」とい 
う便利な慣用表現を覚えればそういらだつ必要がな 
いのと似ている。 

「どちらへお出かけですか」という問いは、別に相 
手の行く先への好奇心に発しているのではなく、あ 
くまで何か声をかけることによつて親しみを表そう 
としているのだ。それに対する、「ちょつとそこまで」 
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つごう•つまらない 


も何か言葉を返すということ自体に意味をもたせた 
表現であり、別にあいまいさにめくじらを立てるも 
のでもない。 

これと同様に、その時の「都合次第」で、この「都 
合」というあいまい表現を使い分けていく知恵も人 
間関係の潤滑油として必要なのである。 

「自分の都合ばかり考えてないで、他の人の都合も 
考えてあげなければ」 

「ちようど都合よくパスが来た」 

「それは好都合、助かります」 

「都合により閉店」 

「この度、一身上の都合にて退職致すことになりま 
した」 

②「なんとか十万円都合してくれないかなあ」 

「いやあ、申し訳ないが：ホーナス前なものでどう 
にも都合がつかないよ」 

「久しぶりの同窓会なので、なんとか都合してでき 
るだけ出席するようにするよ」 

という14合に、，都合」をつけたり、したりする対象 
は)1:倒的に「金」と「時||'11」が多い。「時は金なり」 


という近代の世知辛さが反映しているのだろう。 

「都合」が融通無碍の便利な言葉だからといって、 
あんまり「都合」をひけらかすと「ご都合主義」と 
いう芳しからぬ烙印を押されかねないので、要注意。 

(門) 

って だって 


つまらない 


「つまらない」の肯定の形は、「つまり」とか「つ 
まるところ」等の言い方に残っているょうな、「決着 
がつく、筋がとおる」といった意味あいなのだろう。 

そこから、「つまらない」とは、「決着がつかない、 
成果がない」というょうな意味になる。 

「いつまでもこんな所で働いていてもつまらない」 
「戦争なんて、実につまらないものだ」 

「南に暄曄する人あれば、行って『つまらないから 
やめろ』と言い」 

「娘なんて、つまらないもんだ」 

「成果が得6れない」ものは、やっていて 「 Iflirl く 
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ない、 » 味がわかない」ということになる。 

「全然釣れなくて、つまんない」 

「留守番なんてつまらないなあ」 

「何もすることがなく、つまらない毎日を送つてい 
ます」 

こうした主観的な精神状態を表す「つまらない」 
が、人を「つまらなくさせる」当の対象に向けられ 
ると、「つまらない映画」「つまらない歌」「つま6な 
い試合」というように、本来、面白くあるべきもの 
への否定的評価となる。 

「つまらない」の否定性が単に「面白くない」状態 
よりもつとこうじると、「値打ちがない'くだらない」 
という意味になる。 

「そんなつまらないことにこだわるんじやないよ」 
「つまらないことにお金を使わせられた」 

「つま6ぬ失敗のために、とりかえしのつかないこ 
とになつた」 

「つまらないものですが、どうぞお召し上がりくだ 
さい(お納めください)」は、「粗茶.粗品」と同様のへ 
りくだった表現だが、外国人には概して理解しにく 


いようだ。 

「つまらない=面白くない」という主観的判断が 
「無価値」という客観的評価とつながつてしまう点 
に、この語のあいまいさの注意点がある。 (門) 


つもり 


「私は A 社と取引を開始するつもりです」 

「社長は A 社と取引するつもりだろうか」 

最初の文は話者が予定を述べているのに対して、 
後の文は他者が社長の考えていることを推測してい 
る。 

「つもり」は主語が話者である場合には、述べてい 
る内容について明確な意図や心組みがあるが、他者 
である場合には内容はあくまでも推測に過ぎず、「私 
の父は停年前に会社を辞めるつもりです」といった 
文は成り立ちにくい。この場合は「つもりらしい」 
「つもりだろう」「つもりではないだろうか」「つもり 
のょうだ」と付け加えて使われるのが普通だ。 
それでは否定文の場合はどうだろうか。「私は A 社 
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つもり•で 


とは取引しないつもりです」と社長が言った時、取 
引の可能性はゼロだろうか。美はこの「つもり」は 
「予定は未定」の範囲であり、後で「取引しないつも 
りでしたが、あまりに A 社が熱心ですので取引する 
ことにしました」ということは多いにありうる。 

しかし、同じ「つもり」を使った否定文でも言い 
方によっては可能性がゼロになることがある。「私は 
A 社と取引するつもりはありません」と言った時だ。 
これを聞いた社員は「社長が断言したのだか6、八 
社との取引はないだろう」と受け取るに違いない。 
同じ否定文でありながら「〜しないつもり」と「〜 
するつもりはない」には、これほどに大きな違いが 
出る。 

娘が「私はお見合いなんてしないつもりよ」と言 
った時には、「まだ年が若いからそんなことを言って 
いる」「相手によってはお見合いするかもしれない」 
と親は楽観できるが、「私はお見合いするつもりはな 
いわ」と言われた6、どんな場合にせよ、娘はお見 
合いという形式そのものを否定していることにな 
る。：刖古の使い方の方が、あいまい性を残している 


と言える。 

事実に反した気持ちを述べる時にも「つも OJ を 
使うことができる。 

「予約したつもりですが…」 

「貯金したつもりで…」 

「死んだつもりになつて働いてください」 

これ6には動詞の過去形が使われる。形容詞や形 
容動詞もよく使われる。 

「私はまだ若いつもりだ」 

「あれでハンサムなつもりよ」 

「掃除したつて、これできれいなつもりなの」 
同様の使い方で名詞の場合は「私、あなたのお嫁 
さんのつもり」「彼はあれで我々のリーダーのつもり 
らしいよ」と「名詞+の」形で使われる。実際はそ 
うではないのに、そうなつた気持ちを表すという点 
では共通している。 (佐) 

/\/ • /1), ^ ^ 

H 本語で難しいことの•つに助詞の使い分けがあ 
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げられる。それは、外国人に限ったことではなく、 
日本人についても当てはまる。ちよっとした助詞の 
使い方一つで、言葉のニュアンスそのものが変わっ 
てしまうこともあるからだ。 

「私でよろしかったら、ぜひお手伝いさせて頂きた 

いと思います」 

この場合、助詞の「で」が話し手の謙遜した言い 
方を助けているが、「君 - t - l いいから来てくれ」と言わ 
れたら、誰でもカチンとくるのではないだろうか。 
「本当は君より能力のあるものが必要だが仕方ない。 
まあ、いないよりマシだろう」の意味が言外に表れ 
ていて「君で fei いいから」の意味になるからで、「猫 
の手でも借りたい」と同様の使い方だ。 

助詞にも「が」と「は」の使い分けに始まり、終 
助詞の使い分け、接続助詞の問題など多々あるが、 
ここでは格助詞の「で」にポイントをしぼって考え 
てみたい。 

◎「あと三人- tl 売り切れですよ」 

電気屋さんの店頭で「限定十人」としてズーム、 
パノラマつきカメラを売つている。面白いから見て 


いると、先程からとつくに十人は超えているのに、 
「あと五人でおしまい、あつ一台売れました。あと四 
人で本当におしまい」などと拡声器でがなりたてて 
いる。人間の心理とは面白いもので、無限にあると 
思えば買いたくないものでも、数や量を限定される 
と「買わないと損」という気になる。その「限定効 
果」に一役かっているのが、「で」の存在だ。 

◎「単三電池二本^|、八時間は連続使用できます」 
私が今使つているポケットワープロも、この r 電 
池二本で」につられて買つたとも言える。この場合 
の「で」はヮープロを八時間使用する場合の必要量 
を表し「電池二本あれば」と言い換えることもでき 
る。 

◎ケンプリッジ - r - l (に)手紙を書く 
「で」は場所を表す名詞と一緒に使われることが多 
い。「今度の旅行はロンドンにもパリにも行くが、手 
紙はやはり字問の殿堂ケンプリッジで書こう」と場 
所の範囲を限定していることになる。これが「に」 
となると、手紙を書く行為の目的地がケンプリッジ 
ということになる。「に」には、「お風呂 { C 1 — 入る」「バ 


178 



で 


スに乗る」のように動作の帰着点を表す機能があり、 
ここが「で」との違いだろう。 

◎「新宿 TI 会う」「新宿にいる」 

場所の後に「で」が来る時は、その後に「新宿で 
食べる、買う、乗る、写真をとる」などの動作動詞 
がくることが多い。「に」は「新宿に住む、いる、あ 
る」などの状態動詞がくる。ごく基本的なことだが、 
やはり触れてお<ぺきだろう。 

◎ 「二_次会は人事部でします」 

会社の新入社員歓迎パ—ティーの最後に「二次会 
は人事部で行いますから」というのを聞いた A 氏は、 
てっきり人事部で二次会が行われるのだと思って行 
つたところ、そこには誰もいなかつた。「歓迎パーテ 
ィーは営業部主催だったので、二次会は人事部が費 
用を持とうということだつたようですね。場所を聞 
き損ねたのがまずかった」と A 氏は頭を插いていた 
が、間違えるのも無理はない。人事部は場所とも主 
催者ともとれるからだ。 

「 PTAT - I 講演会に◦◦先生を招いた」「この機関 
紙は学会 TI 発行しています」のように'「で」は組織 


や団体を示す語にも使われることか6起きる混乱 
だ。 

◎「明日 T - I 会社を辞めます」 

カラオケで今もときどき聞かれる歌に「今日でお 
別れねもう会えない」というのがある。この「で」 
には、今まで続いた二人の関係も、今日という日を 
限度として終了するのだという悲しい響きがある。 
これを「今日^ I お別れ」と「に」を使う人がいると 
したら、それは日本語を母語としない人だろう。 

しかし外国人には「クリスマスなので、来週に、 
国へ帰ります」などという人がいる。この場合は強 
いて「に」を使わず、「来週」だけでも良いのだが、 
授業は十二月二十日まであるのに、それ以前に授業 
を欠席して帰るような場合には「来週で帰ります」 
と言うところだろう。 

「セブンイレブンは十一時で閉めます」 

これは「十一時^ I でです」と言い換えられそうだ 
が、「まで」が「七時から十一時まで」とずつと開い 
ていることを強調しているのに対して、「十一時で」 
は「閉める」ことを強調している。もしコマーシヤ 
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ルを 作るなら 当然 「まで」 を 使うべきだろう。「七寺 
から 十一 時で」と言えないのも、「で」は 継続して い 
る時間とは関係ない 表現 だからであろう。 

◎「三分でお化粧するから、ちょっと待って」 

「十分お化粧する」と「十分でお化粧する」、「で」 
が存在するだけで、なにやら言い訳めいて聞こえる 
のはなぜだろう。それは、「十分お化粧す る」 が 口紅 
を塗ったり、アイラインを入れたり という お 化粧の 
継続する時間を示しているのに 対して、「十分で！ 〇ヒ 
粧する」となると、お化粧が終わる時を問題と して 
いるからだろう。 

この「で」の向こう側には、 イライラしながら 待 
っている恋人や夫の顔が浮かんでくる。 これが「十 
分」なら良いが「一時間で」 となると 文章は 成立し 
ない。なぜなら「で」の背後には、「こんなに僅かな 
時間で」の意味が含まれるからだ。 

一十日で論文を書き上げた 」「 八十 八日 間で 世界一 
周」 (今では通用しないが)「海外出張、|週間で 戻る 
よ」などなど、この「で」の果たす役割は大きい。 

◎「ハワイにカップル TI ご招待」 


テレビのクイズ番組を見ていると、視聴率蒦#に 
こんなキヤッチフレーズが使われていることが ょく 
ある。この場合の「で」は、旅行に行ける 人数を限 
定する言い方で、「で」の前には「一人で 作った」「二 
人で飲んだ」「夫婦で買った」のょうに、その動作，^ 
行為をした人の数が来る。そういえば「赤信号 みん 
なで渡れば怖くない」というときの「で」も 同じ使 
い方と言える。 

◎「渋滞 TI 会議に遅れて しまった」 

言い訳にも「で」 は 使われる。「風邪で 休みました」 
「熱で頭がぼうっとしていて」「雨で中止に しまし 
た」、原因.理由に使われる「で」だ。「ショックで 
寝込んだ」「過労で倒れた」「あなたの忠告で たすか 
りました」「日本の援助で、学校が 建った」、悪いこ 
とは r 〜のために」、良い ことは 「〜のおかげで」で 
言い換える こと もできる。 

◎その他にも、原料 や 材料を表す 「豆腐は大豆で 
作る」 「この クリームは卵白で作られている」などや、 
情報源を表す「新聞で」 「テレビで」「噂で」、必要量 
を示す「原稿三百枚で 一冊」 「三 メートルでドレス ー 
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(てフオーム） 


着分」など、「で」の用例は数え上げれば枚挙にいと 
まがない。普段の会話の中で「で」がどんな風に使 
われているか、意識してみると面白いかもしれない。 

(佐) 

てフォーム 

外国人に指導する日本語教育では、「て—フォ 
—厶(て形)」が初級の大切なポイントの I つに 
なる。ところが日本語を母語とする日本人は「て 
フォ I ム」などという言葉は、ついぞ聞いたこ 
ムとがないという。なぜなら「てフォーム」は日 
ラ本語の話し言葉の中で、ある規則性を持って頻 
コ_に用いられてい^か6!、我々日本人はその体 
I 系を意識することなく 使っ，， T !—:^ からだ。 

r えっ、ここに3^〇ておいたウイスキ—'飲 
んじゃっ fcl の」 

一見この何でもない会話文に「てフォーム」 

™ が二つ隠れて y 。 傍線の部分を分解してみる 
I と 、 n r しまう+て+おく」と 、 s r 飲む十て 


I +しまう」になる。 

「てフォ—ム」とは、動詞に「て」をつけた形 
|であり、「しまう」は「しまって」 T 飲む」は「飲 
~んで」に変わる。五段活用する動詞は全て「て 
ーフォーム」に変わるとき、ある規則性を！： OI で 
一 Lv §! 。だから「しま、つ」が「しまつて」に「飲 
„む」が「飲んで」に変わるということは' 日本 
i 人ならおそらく幼稚園の子供でも間違えること 
i はない。ところが、外国人にとっては、これは 
I 全く新しい規則で' 我々が英語を学ぶ時に' 三 
j 人称の単数には動詞に s がつき、 study のように 
j y で終わる場合は' y を 一 に変えて es をつけるとい 
~うのよりずっと複雑な規則なのだ。ここにその 
„ 規則をごく簡単に書き出してみよう。(これまで 
一の文中の傍線は「てフォーム」の箇所) 

◎五段活用する動詞の場合 

動詞の終止形が「む、ぶ、ぬ」で終わる時は 
~ r んで」に変わる。「ガムを嚙必—嚙んで」「荷物 
|を積办|積んで」「遊^||遊んで」「04^||叫ん 
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I で」「死ぬ一死んで」(のみ) 

r う、つ' る」で終わる場合は「って」に変っ 
一る。「犬を飼|^|—飼って」「彼が払^| —払って」 

^「岡の上に建つ一建って」「試合に勝 OI —勝って」 
「レモンを切る|切って」「魚を釣§|—釣って」 
「す」で終わる場合は「して」に変わる。 「中 
国語に訳す一訳して」「写真を写す 一 写して」 
r<」^p 終わる時は「いて」に変わる。 「日本 
|語で書く一書いて」「席に着 <1 ついて」(例外 
|が一つだけある。「行<」は「<」で終わるが 「行い 
j て」ではなく「行って」となる。英語に比べれば例 
|外が I つというのは、外国人に とって は有り難いこ 
|とのよ/つだ) 

「ぐ」で終わる時は「いで」に変わる。「ポ— 
i 卜を漕ぐ——漕いで」「湖で泳<||泳いで」 

I ◎一段活用する動詞の場合 

五段活用の動詞に比べればずっと、ソンプル 
• I で'「着る一着て」「寝る一寝て」と「る」を取 
一つて「て」にすれば良い。しかし、「きる」でも 


I 「切る」は五段活用だから「切って」'「ねる」も 
i 「練る」は「練って」と同じ終止形でも'その動 
|詞の活用を知6ないと「てフォーム」が乍れな 
| いということになる。 

◎「する J は「して」'「来る」は「来て」に 
一なる。 

| * 

これで全てだ。我々は国語文法で音便に つい 
j て習った。しかし'既に話せる言葉の一部を「文 
j 法」として学'ぶのと、全く未知の言語を規則か 
j / b 覚えていくのでは、頭にインプットされる過 
I 程が全 v 異なる。しかも「て フォ —ム j はこの 
|変化を覚えただけでは会話に使えない。 初めの 
一|例に戻ろう。「しまっておいた」の 「て」 の 後に 
来る「お<」が問題なのだ。 

ふつ、つ、「お<」は「置く」で「机の上に置く I 
「棚に置く」とい/つ使い方をするが、「〜ておく」 
•となると「今、食べてお<」「パスポ—卜用に写 
j 真を写してお<」「主人が帰るまでシチユーを温 
I めておく」のよ、つに'「準備」や「用意」の意味 
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(てフオーム） 


I を持つてくる。「しまつておいた」は、来客の折 
i りに出そうと思つたのになどといつた「準備」 

一の意味が感じられる。もしかしたら' 自分が後 
一でこつそリ飲もうとしたのかもしれないが、そ 
j れでも「置く」ではな < r いつかのための準備」 
一と考えてよいだろう。 

同様に「飲んじゃつたの」は「飲んでしまつ 
I たの」で、「てフォーム」の「て」の後に「しま 
I 、つ」が使われた例だ。「押入にしま/つ」「財布に 
一しまう」の「しまう」が本来の意味を備えた動 
„詞なら「飲んでしまう」 r 読んでしまう」「有り 
一金残らず使つてしま、つ」「火事で家が焼けてしま 
I う」は動作の完了を示したり、後悔の気持ちを 
一表す。 

このよ、つに「てフォ—厶」では「て」の後に 
s いくつかの基本動詞が補助動詞として加わるこ 
一とに よつ て、さまざまなニュアンスを表明する 
j のが容易になる。 

その例を書き出しておこ/つ。 

I ◎〜ている 


① 今、風速四十メートルの風が吹いている。 
雨も激し <降つている。(動作が進行中) 

② 家に帰ると窓が開いている。鍵も壊れてい 
る。(窓が開 < とい/つ動作の結果の状態が持続し 
ている) 

③ 白いウエディングドレスを着ている。ぞう 
りをはいている。(服装) 

④ 寝る前にいつもプランデ—を飲んでいる。 
研究室ではいつもバロック音楽を聞いてい 
る。(習慣的な動作) 

⑤ このナイフは尖つている。このスプ—ンは 
曲がつている。(元からそういう状態にあるとき 
に使われ常に r 〜ている」の形になる) 

◎ 〜てある 

「床の間に花が生けてある」「掛け軸も掛けて 
-ぁる」 

この状態が誰かの行為の結果であることを表 
I し、「て」の前の動詞は他動詞になる。夫と妻の 
|会話で「お風呂沸いている(自動詞+いる) 9 .」 

I に対して「沸かしてあるわよ(他動詞+ある)」 
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には' 妻が夫に対して「自分が沸かしておいた 
ので、自然に沸いたのではない」という暗黙の 
主張が込め6れている。お風呂は温泉と違い、 
自然に「沸<」ものではないのだか6。 

◎ 〜ておく 

.©■ 地震に備えて非常袋を作って おく。 若い う 
ちに体を鍛えて おく。 (準備.用意) 

②遊ぴたいだけ遊ばせておく。言いたいだけ 
言わせておく。(放任.放置) 

◎〜 てし まう 

① 「その映画はもう見てしまいましたよ」(行 
為が完全に行われたことを強調する) 

② 自動車部品の制裁措置がと6れて しまっ 
た。取引先に断られてしまつた。(残念) 

③ つい本音を言ってしまった。思わず笑って 
しまった。(無意識の行為) 

◎ ! ていく.〜てくる 

①自転車に乗つてい < T 友人がケーキを 買つ 
てきたか6|緒にぃかが」'行<、来るとぃぅ 
動詞本来の意味を保っている。 


一 ②夕方になつてだんだん賑やかになつていつ 
|| た(きた)。(状態の推移) 

③「ちよつとでかけてきます」(話者がその場 
に戻る意味がある) 

◎ i てみる 

味見してみましよう。まず' 相手の説明をよ 
<きいてみる。(試しに何がする) 

※ 

要点だけを書き出してもこれだけになる。て 
形の意味の多様性' 複雑さは、日本人自身も自 
覚してない面が多いよ/つに思/つ。 (佐) 


ih 的：： I 

「個人的、社会的、合理的、現代的、主体的、普遍 
的、積極的…」というように、ちよっと固い文章を 
書こうとするとやたら連発しがちな「〜 的」 だが、 
その由来はきわめて「漫画的=漫画チック」なもの 
だったよ、っだ。 

明治初期の先達は近代化を推進するためには、、^ 
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てき 


死に西欧の概念を漢語を用いて翻訳.導入し ようと 
していた。「社会、個人、意識、文化、経済、教育、 
恋愛…」等々の膨大な名詞群は、なんとかそれなり 
の漢語をあてはめることができたが、その名詞に対 
応する形容詞をどうさばくかが大問題だった。それ 
でなくとも、柳田国男が いうように、 日本語は伝来 
「形容詞飢饉」に陥っており、「豪華な、健康な、元 
気な、勤勉な…」 という 具合に漢語に「な」をつけ 
た、いわゆる形容動詞によって、「美しい、古い、高 
い、大きい」等のやまとことば本来の形容詞を補っ 
てきたのである。そこで、明治の翻訳家の中で(駄) 
洒落のセンスのある人が、中国語で「〜の」にあた 
る助辞「的」を英語の"- tic " という 形容詞接尾辞 
に見たてたのである。 rromantic , fanatic , fantastic ご 
はそれぞれ「浪漫的•熱狂的.魅惑的」となるわけ 
だ。 

さて、それ以来、形容詞不足を補う便利な小道具 
として濫用されてきたきらいのある「〜 的」 (ちなみ 
に、『広辞苑』では 一： rl 八—六項门の「〜 的」 が兄出しと 
なっている)だが、 As 味，的‘にはだいたい次の••通 


りに分かれる。 

① そうした性質を有する、いかにもそれらしい。 
「いかにも日本的な解決の仕方だ」 

「彼はバリヶードの上で悲劇的な最後をとげた」 
「実に感動的な映画だった」 

「容貌は貴族的だが、行動は病的 だ」 

「この研究書はいまやこの分野の古典的な業績だ」 

② それに関する、それにもとづいた、それとしての、 
といった意味。 

「日本では今、政治的関心は底をついている」 
「事態の徹底的な究明が期待されている」 

「もっと現実的にならなければね」 

「科学的な知識だからといって、妄信してはいけな 
ぃ」 

「身体的には成熟しているけど、精神的にはまだま 
だ子どもだ」 

これまで「〜的」という言葉を使いたがるのは、 
知「的」階層の人たちが多かったが、最近は若者言 
葉で、既成の結合とは‘風違った形で「〜的」が ) fj 
いられて いるょう だ。例えば、「芬 問 ; i 的には ょく 分 
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かるんだけどね」「人数的には揃ったようだ」「中島 
みゆき的暗さ」といった具合である。こうした「〜 
的」は、「〜とか」や「〜ぽい」と同様、表現の輪郭 
をボカすことによって語感をやわらかくする働きを 
しているようだ。 (門) 

適当.ほどほど I 

「解答の選択肢の中から最も適当と思われるもの 

をひとつ選べ」 

「ええい、適当に◦しておけ」 

といった具合に、「適当」には「ふさわしい、妥当す 
る」 という意味と「あてずっぼう、いい加減」の二 
通りの意味がある。もっとも、「いい加減」自体にも、 
「あてずっぽう」のほかに、「ちょうどよい状態」と 
いう前者の「適当」の意味があるわけだが。 

「いいかげん」の場合と同じように、「適当」の分 
別くささが「出たとこ勝負」のちやらんぽらんさに 
意味変容してしまう点には、「あべこべ祭り」のよう 
な、小さな価値転倒の含みがうかがえて面白い。 


そうした目で見ると、先の「最も適当な もの」 と 
いう、試験問題文の常套句はきわめて巧妙なレトリ 
ックを含んでいる。つまり、「適当な もの」 という表 
現が受験者の主観的判断を許容するニュアンスを、 
「最も」という言葉によって試験問題作成者の主観的 
判断基準によって制限するという、高度の管理的性 
格を もつ ているのである。 

「最も」という判断基準が恣意的なものであるため 
に、試験問題に採用された当の文章の筆者もその試 
験問題に正解しえない、というようなこともしばし 
ばである。 

さて、こうした「適当」と似たニュアンスを もつ 
た言葉に「ほどほど」がある。「ほどほど」の「ほど」 
とは、そのものに合った「ほど」、つまり程度.限度 
ということであり、「適度」というわけである。「ほ 
どほどのところで満足している(切りあげた)」という 
具合に、「分相応」という感覚がうかがえる。 

おもしろいのは、「〜もほどほどにしておけ (_ とい 
う叱責の言い回しである。「冗談も(さぼるのも.甘 
えるのも.人を頼るの も) ほどほどにしろ (しなさい)」 
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てきとう•できる 


という文句がとびだすのは、「冗談」等がすでに「ほ 
ど」を越えて、我慢の限界を越えた時である。決し 
て、「適度な冗談」等なら許容するという、度量の広 
さを表す表現ではない。つまり、「しろ(しなさい)」 
という命令形は「その程度でやめておかないと許さ 
んぞ」という意味のレトリックなのである。{門) 


で $• る 

「できる」の意味は、『広辞苑』によると次にあげ 
るように実に多様である。 

1出てくる 

「江戸にできたこともおざるよ」(昔の表現) 

⑵形あるものとして現れる 

① (生まれる)「赤ちやんができた J 

② (生じる、発生する)「借金ができた」「にきびがで 
きた」 

③ (作られる、生;>1!される)_「この田からはコシヒカ 
リができます」「この—埸からは：：：：に1万人分のパ 
ンができます」 


④(男女がひそかに結ばれる)「あの二人はきっとで 
きているね」 

⑶まとまりがついて仕上がる 

① (完成する、まとまる)「三年がかりの橋がよう 
やくできた」「令月中にできないようだとキャンセ 
ルされてしまう J 

② (ものごとがうまくいく)「注文の品はなんとか用 
意できた」「三回転半ジャンプがうまくできた」 

③ (完成度の高い人)「若いのになかなかできた人 
だ」「できの悪い息子でして…」 

⑷あることについての能力、才能がある 

「英語ができるし車の運転もできる」「人の心をつ 
かむことができる人」 

⑸可能である、なにかをする能力、権利がある 
「力仕事ならお手伝いできますよ」「手話がちょっ 
とばかりできます」「区民以外の方も受講できま 
す」 

一つの用語にこれ<6いの意味があると、そのど 
れにあてはまるかがわからなかったり、また、わざ 
とこつ以—の As 味を今 n ませて使うこともあるので、 
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必然的にあいまい度は高くなる。 

喜劇や漫才などで、 

「あなた、できちやったの…」 

「どこにできたの？ 軟膏でも塗っておけ J 
などとやるのは、意図的に意味をずらして笑わせる 
古典的なお笑いのバターンである。 

日常生活では、これまであげた意眛、用例それぞ 
れにもあいまいさゆえの行き違いはあるが、とても 
あげきれない。二、三の例をあげると、 

( a ) 「できるだけのことはいたします」や、 ( b ) 「今月 
中にはできあがるっていったのに、約束が違う」な 
どで誤解やトラブルが起こる。 

( a ) は好意的態度を示す外交辞令(ぁぃまぃ表現の 
横綱格)として使われる。そのことばを信じる人は少 
ないが、いよいよのときは「できるだけのこと」を 
してくれると期待して助けを求める場合もなくはな 
い。しかし、意外にも(実は、やはり)冷たくあしら 
われる、というのが不人情ドラマの定石である。 

( b ) 「できあがるはず」は、完成予想のズレから生ず 
るトラブル。相手の要望に努めて応じようとする善 


意豊か (9.) な日本人は、希望的、好意的、前向き 
(これもあいまい語)な予定を立て、それを違えたと 
きには責任を感じる。予定を几帳面に守りたがる人 
同士の間には、予定が変わったときに強い緊張が生 
まれる。しかし、世界には予定どおりいかなくて当 
たり前、という価値観の国もザラにある。 

この種のディスコミュニケーションの原因は「で 
きる」自身にあるというより、この語を含んだメッ 
セージと事実関係との間のズレ(つまり事実の裏付け 
があるかないかの認識の食いちがい)にあつたと見る 
べきだが' 「できるだけ」となるとその種の食いちが 
いを起こさせるあいまい語と認定すべきものだろう 
(「なるべく」「なるたけ」などと同類)。 

なお、大橋禄郎氏によれば、男女関係について使 
う「できてる」も、俗に「焼肉をつつき合う二人は 

. 」などと軽口めかして用いられるそうだが、 

これは、最初からベールの向こうの想像を楽しむ会 
話という、罪の軽いケースとでも見ればよかろう。 

(芳) 
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でも 


〜でも I 

50年代から60年代にかけて、「デモ.シカ教師」と 
いう言葉があった。「教師にデモなろうか、教師にシ 
力なれない」というタィプの先生をおとしめた表現 
だった。その後、教員採用試験が難関になり、半ば 
教師自身の自嘲もまじったこうした言い方も消えて 
いった。しかし、教師という職業につきまといがち 
な「聖職」意識の堅苦しさを軽く皮肉.った表現とし 
て印象に残っている。 

「教師にでもなろうかな」という時の「でも」には、 
「特に教師になりたいというわけではないが、他にこ 
れといってなりたいものもないので」という消極的 
な選択といった感がある。「他にやることもないし、 
テレビでもみるか」「せっかく合格したんだから、こ 
の大学でもいいか」「新宿にでも行って時間をつぶす 
かな」 

▲般的に a つて、「でも」は例をあげる時に使う表 
祝だが、そこであげられる例が恤端な41<||と、料い 


思いつきの場合とに分かれる。 

① 極端な例をあげて、他の場合も同様と類推させる。 
「そんなことは子供でも分かるはず だ」 

「今月は日曜日でも休むわけにはいかない」 
「金持ちでも幸福だとはかぎらない」 

「原作者でもまちがえるような国語の試験問題」 
「雨天でも明日の道路開通式は行われます」 

② 同種の事柄の中から思いついたものを例としてあ 
げる。 

「コ - ~ヒ^ — でも飲まないか」 

「友達にでも相談してみたら」 

「今度の日曜、映画でも見に行きませんか」 
「そういう時、部屋に花でも飾ったらちよっとは気 
分がはれるよ」 

「そんなところにおいて、なくしでもしたら大変だ 
よ」 

「コーヒ^—でも飲まないか」という時の「コ^~ヒ ^ j 
は、「でも」の働きによって飲み物の代表になってい 
る。相手の好みによって、紅茶でもお茶でもいいわ 
けだ。こうした効朵から、|でも」は、，明：1:にでも 
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お返事いただければありがたいのですが」のょうに、 
依頼や要望を婉曲化する時にも使われる。 

こうして「でも」の働きを分類してみると、「デモ 
教師」の「でも」に、もう一つの含蓄があることが 
分かる。ほかに強い志望もな<、なんとなく教師に 
なったという上記の意味あいは②の「でも」の用例 
に近かった。それに対して、「いろいろ他の就職試験 
を受けてみたがうまくいかなかった。しょうがない、 
教師にでもなるか」といった感じだと、「生活保証の 
ための滑りどめ」という①の極端例のニュアンスに 
なる。もっともこの場合は、「教師にしかなれな い」 
という「シカ教師」と大差なくなってしまうかもし 
れない。 

なお、「いつ」「だれ」「どこ」「どちら」「なに」と 
いった不定代名詞に「でも」がっくと「全部の場合 
に」という意味になる。 (門) 


£ラ 

テレビを見ていたら、こんな場面があつた。母親 


が娘に見合い写真を見せる「この方どう？」、娘は黙 
って首を横に振る。数枚ある写真の中から、母親は 
別の男性の写真を選び、「この方はどうかしら？」「ど 
う言つたらいいかしら。何か ピンとこなくて」と 娘 
はふたたび首を強く横に振る。 

そばで新聞を読んでいた父親が「もう構うな。ど 
うでも好きなようにさせろ」とどなる。娘が父親を 
チラ ッと 見て「『どうで も』 つて、どうしろっていう 
のよ」と答える。 

これは留学生の授業に使えそうな場面だ。「見合 
い」 は面白いテーマだし、ビデオに収録しておいて 
良かった。私はそう考えて授業で使ったところ、留 
学生の反応は「ずいぶん『どう』の多い会話ですね。 
『この方どう？』は何を聞いているのですか」と質問 
されてしまった。 

確かに彼らの言う通り、じっくりと場面を繰り返 
しみると「どう」が六回も使われている。このシナ 
リオライターの癖かと言われると、そうも言えない。 
「どう」は何を特定して聞くのでもなく、よく分から 
ないことを提示するには、もっとも適した表現だと 
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思えるからだ。 

「ねえ、最近 どう？」 「ええ、まあまあよ」 

質問 も あいまいなら答え も あいまい、これで会話 
が成り立つのだから「どう」は本当に便利な表現だ。 
「どう？ 何かあつた？」「ううん、どうつてこと 
もないけど」 

日本語では挨拶をしたり、相手の様子を尋ねる時 
に 「どう」 を多用するが、これなどは留学生に説明 
するのが最も難しい表現だろう。 

このテレビのセリフは「『どう』は *' How about 
で『どのように思いますか j です」と言いながら 
「セーターを選びながら r この色はどう？』」 

「パーティー、来週の日曜日どう？」 

などと例文をあげてみせる。しかし実際はそんなに 
单純なものではない。この場合の母親の「どう」は 
娘に写真の男性を勧めたり、娘の意向を聞こうとし 
ているので、この説明で当てはまる。 

しかし、たとえば、写真の K 性の服装のセンスの 
無さを「彼の洋服、どう」と語 K を F げて発音すれ 
ば、侮蔑している«广がありありと! II てくる。「どう」 


が含みの多い表現だけに、ィントネーションーつで 
誇らしげにも、憎らしげにでも表現できるのだ。と 
ても''5;0\¥£1130£"などという単純な訳では言い尽 
くせない。 

父親の「どうでも…」に対して、娘の「どうでも 
って、どうしろって こと」 は留学生の暍采を浴びた 
セリフだ。 

「この中から選ばなくても良いということなのか、 
結婚しなくてもよいということなのか、写真以外 
のどんな男性と結婚しても良いということなの 
か、父親は意見をいうべきで『どうでも』などと 
いう言葉は不適当」 

というのが彼らの言い分だ。これも、「君の思う通り 
決めていいんだよ」とか「自分の人生だか6、自分 
の好きな人を選びなさい」などと言い換えると、俄 
然父親の評価はあがる。 

しかし、日本人な6、こんなバラの香りのするシ 
ヤンプーをつけた父親よりも、キリッと口を結んで 
「どうでも…」といった言葉の中に、父親の暗黙の/ 
解をみてとるのではないだろうか。それとも1¢代に 
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よって、了解の仕方も違ってくるのだろうか。 

「どう」で気になるセリフに、むかし女性歌手が歌 
つた「どうにもとまらない」がある。この「どうに 
も」は「どのようにしても」とすると納まる。「どう 
にも我慢できないんだ」とか「どうにも食べたくな 
って」と自分の抑えがたい気持ちを表現している。 

「どう」のついた言葉は実に多い。それだけ、はっ 
きりと言わないこの表現が便利で日本の社会に合っ 
ているということだろうか。ここでは、外国人によ 
く質問される「どういたしまして」を、もう一つだ 
けあげておくことにしよう。 

「お嬢様、おきれいになりましたね」「どういたし 
まして…」、これは相手の褒め言葉を打ち消す表現、 
「先日はありがとうございました」「どういたしま 
して」、これは相手の謝礼を打ち消す表現、 

「この間は本当に申し訳ないことをいたしまして 
…」「いえいえ、どういたしまして、申し訳ないのは 
こちらの方で…」、これは相手の詫びを打ち消す表 
現、 

どれも丁寧な言葉だ。しかし、これらの表現もだん 


だん姿を消す運命にあるようで、僅かに生き残るの 
は ^ ou are Wellcome 。 の意味だけかもしれない。 

これからの日本語は「どうなつていくんでしよう 
ね」0 (佐) 


ど-つか 


「どうぞよろしくお願いいたします」と「どうかよ 
ろしくお願いいたします」を比べると、「どうぞ」よ 
りも「どうか」の方が願望や依頼の思いを強く感じ 
させられる。もともとの意味は同じようだが、「どう 
ぞ」の方は「どうぞ、お先に(お掛けください)」とい 
うように社交辞令としてよく使われるのに対して、 
「どうか」には「どう(に)かしてほしい」のように 
「なんとか」に通じる切迫感があるからだろう。 

そのためか、祈りの気持ちを口に出す時は、「どう 
ぞ」よりも「どうか」の方がぴったりくる。 

「どうか、息子が無事でいますように」 

「どうか、合格しますよう に」 

「どうか、彼女と結ばれます ように」 
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どうか•どうも 


「どうか」には、先にも述べたように「なんとか. 
どうにか」といつた意味もある。 

「飛行機の騒音をどうかしてもらえませんか」 
「学費だけはどうかしてやりたい」 

「どうかこうか危機をのりこえることができた」 
「どうかする」で「ふつうでない、おかしい」とい 
つた意味になる場合もある。 

「最近、どうかしてるんじやないか」 

「頭がどうかしているとしか思えない」 

「どうも足の骨をどうかしたらしい」 

「ここではどうかすると、夏でもはだ寒い日があつ 
たりするんです」 

この用法では、「どう」の疑問のニュアンスが強く 
生きている。 (門) 
とラとラ4 いよいよ 
当分—しばらく 


どラち - 

「どうも」は火に便利なことばだ。 II 常のさまざま 


な場面で、挨拶ことばとして「どうも」がひんぱん 
に使われている。 

「どうもありがとう」(感謝) 

「どうもすみません(申し訳ありません)」(謝罪) 
という挨拶の二大場面に用いられるが、それだけで 
はない。 

「どうも初めまして、木村と申します」(初対面) 
「どうもお久しぶりです」(ご無沙汰しています)「ど 
うもいつもお世話になっています」(知人と会った 
時) 

「どうもこの度はおめでとうございます」「どうも 
この度はとんだことで…(ご愁傷様です)」(祝儀 • 
不祝儀) 

-1どうもお邪魔(失礼)しました」「どうもご苦労さ 
ま(お疲れさま)でした」(別れる時) 

等々、「どうも」は、実にほとんどすべての栈桜局面 
で使用可能なのである。 

しかも「ありがとう.すみません」等の技按部分 
を In 略して、ただ「どうも」だけでも心のすべての 
状況での枚拶衷 fli になる。かつての人物政泊家がす 


m 



ベての挨拶を「やあ、ドウモ、ドウモ」ですませて 
いたという例もある。こうした「どうも」は、簡便 
さがうけて、多用されるようになつてきている。 

これに対して、「ありがとう.すみません」といつ 
た肝心の挨拶表現を省いてしまつては、礼を失する 
という批判もある。しかし考えてみれば、「ありがと 
う」も「すみません」も、どういう状態が「有り難 
い(そう有るのが難しい)」か、「(自分の気持ちが)済ま 
ない」のかを省略した表現なのである。また、関西 
弁の「おおきに」も「大いにありがとう」の、「大い 
に丨おおきに」つまり「どうも」の部分の独立化だ 
とも言える。一概に、簡便挨拶語の「どうも」を否 
定してしまうわけにもいかないだろう。 

とはいうものの、「ありがとう」(感謝)と「すみま 
せん」(謝罪)の二大挨拶表現が同じ「どうも」になつ 
てしまうのには多少、問題があるかもしれない。も 
つとも、ルース.ベネディクトが『菊と刀』で指摘 
していたように、「すみません」自体がこうした両義 
性をもつている。簡略挨拶語の「どうも」は、いわ 
ば「すみません」の両義性を更に拡張して、ほとん 


どすベての挨拶局面で使用可能な万能語となってし 
まっているわけである。この意味で、挨拶語の「ど 
うも」は「あいまい語」の極と言えるだろう。 

ところで、「どうもありがとう(すみません)」の「ど 
うも」は「ほんとうに、まことに」といった強めの 
表現と思われているが、もともとは、「どうしても. 
どのようにしても」という表現から由来している。 
「いくら考えても、どうもよく分からない」 
「ずいぶんいろいろやってみたのだが、どうもうま 
くできない」 

のように、次に否定を伴う用法は、最大限に努力し 
ても不首尾に終わってしまうことを表しており、こ 
の語の由来をよく伝えている。では、どうして、「ど 
うしても」といった「どうも」の意味あいが、「ほん 
とうに、まことに」というような単なる強めの意味 
に転化したのだろうか。 

挨拶表現の基本形ともいうべき「どうもありがと 
う•すみません」がヒントだと思う。それらの表現 
は、「どうしても(そのように)有り難い」「どうして 
も(自分の気持ちが)済まない」という表現から来てい 
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とか 


ると思われるからだ。先にみた挨拶表現の根底には、 
「どうもありがとう•すみません」といった「感謝. 
謝罪」のニュアンスがともなっているために、「どう 
も」が単なる強めとして他の挨拶表現にも転用され 
るようになったのではないだろうか。 

さて、「どうも」には、もう一つ、「原因や理由は 
はっきり分からないが、何となくそう思われる」と 
いう意味あいがある。 

「としのせいか、最近どうも疲れやすい」 

「あの出来事以来、どうも職場の雰囲気がおかし 
ぃ」 

「さっきからどうも変だと思っていたら、そういう 
ことだったのか」 

これらの「どうも」の「何となく」というニユアン 
スは、「どうしても分からない(理解できない)」という 
ところから派生してきているのではないだろうか。 

「どうも」の多義性.あいまいさの根底からは、「ど 
うしても分からない(できない)」という人知や、人 
問の努力を越えたものの {/- 化を読み取ることができ 
る。 (門) 


「 A とか B とか」というように、同種の物事や動作 
を二つ以上並列するときに用いる。 「 A と B 」 という 
並列表現と比べると、あまり厳密に論理的に列挙す 
るという趣はなく、その場で考えつく例をあげてい 
くという感じが強い。 

「日本の伝統芸術といえば、能とか狂言とかがあり 
ますね」 

「たまの休みなんだから、映画を見るとか本を読む 
とかしたら」 

「自動車部品とか半導体とかが、日米貿易摩擦で次 
次にアメリカの標的になっている」、 

こ、っした「とか」による例示の恣意的は、「とか」 
がもともと「と+か(いうごというように、不確実 
な想像または伝聞を表すところから来ているのだろ 
う。例えば、『琵琶湖周遊の歌』の歌詞の一節、 
「雄松が里の乙女子は赤い椿の森蔭にはかない 
恋に泣<とかや」 
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あるいは「あの話は御破算になったとか(いう事 
です)」 

文末のみでなく、文中でも、不確かさを表す表現 
として用い6れる。この場合は「とかいう」となる 
ことが多い。 

「天気予報によると、明日あたり大雨になるとかい 
う話ですよ」 

「たしか彼には〈道〉とかいう作品がありましたね」 
「さきほど佐藤さんとかいう人から電話がかかっ 
てきましたよ」 

ところが最近の若者ことばでは、文中でも「とか 
いう」ではなく'しかも並列しないで「とか」を多 
用するようになっている。 

「コ^—ヒーとか、飲まない？」 

「私って、赤とかが好きな人なの」 

「私の場合、森崎君とかと違って、ふるさとって言 
えるところがないの」 

「コーヒーとか」は rn — ヒーでも」と同種の表現 
であり、それほど違和感がないが、「赤とか」や「森 
崎君とか」の「とか」は余分な感じがする。「赤が好 


き」とか「森崎君と違って」といぅ言い方の断定的 
な調子を嫌った表現なのだろぅか。「とか」が他の同 
種のものを言外に想定するニュアンスを通して、断 
定を避け自らの責任を回避するとともに、聞き手と 
の協同性にもたれかかる、といった傾向を見てとる 
ことができる。 (門) 


I 〜ところ | 

「ところ」はふつうは「空間.場所」を表す。しか 
し「その話を聞いて、危うく泣くところでした」の 
ように、その動作が行われた場面や状況を表すこと 
がある。 

電話がかかつてきた時、話したくない相手を撃退 
する方法は「今でかけるところですから」(その動作 
が今始まろうとしている)、「今でかけているところで 
すか6」(動作が進行中)、「たつた今、でかけたところ 
です」(動作がちょうど完了したばかり)など、「とこ 
ろ」を効果的に使うことができる。もつとも家族の 
協力が必要だが。 
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ところ•として 


この場合の「ところ」は動詞に付いて、その動作 
や現象が起きた時点を表すもので'「〜するところ、 
〜しているところ、〜したところ」と「ところ」の 
前に来る動詞が終止形(辞書形)な6ば直前の動作 
を、「〜ている」なら進行中の動作を、そして過去形 
(夕形)ならば直後の動作を表す。 

お寿司屋さんに出前を頼んだがなかなか来ない。 
催促の電話をすると 

「あつ、今お作りしているところですから」(多分 

まだ何もしていない) 

「今、出前に出るところなんです」(作っている最 

中か) 

「たつた今出たところです」(本当かな) 

などという返事が返つてくることがある。半信半疑 
で聞きながらも、そう言われると「じや、お待ちし 
ていますから」というしかない。「ところ」も使いよ 
うである。 

お祭りで「金魚すくい」というのがある。大きな 
金魚を紙の網ですくおうとすると、サツと破けて金 
魚はもとの水 ffl へ。八- R 魚！ E のお兄さんはいかにも残 


念そうに「もうちょつとのところだつたのにね」と 
いう。47分もその場にいて聞いていると、何度でも 
その台詞がきける。 

この場合の「ところ」は、「金魚がすくえる」とい 
う特定の状態に至る前の段階を示し、「核戦争になる 
ところだった」「不渡手形を出すところだった」「彼 
との婚約を破棄するところだった」など過去形で表 
され、「残念だ」とか「しなくて良かった」という気 
持ちを表すことが多い。 

「ところ」は欧文の関係代名詞を訳す時にも使われ 
る。「彼が買ったところの本は…」など美に不自然だ 
と思う。「私が愛するところの人は、哲学者であると 
同時に…」、別に「ところ L _ がな <ても意味は通じる。 
今でも中学校ではこういった訳が行われているのだ 
ろうか。 (佐) 


〜として 

H 本人は名刺好きだとよ<言われる。初対 rfii の相 
手にまず名刺を出して找拶するのが H 本式だ。外同 
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人も日本に来るとすぐ名刺をつくる人が多い。その 
意味するところは、日本の社会で重要なのは個人で 
はなく、その個人の背負っている肩書ということだ 
ろう。「として」という表現は、その肩書.立場を表 
明するキ^—ワ^—ドになる。 

「私個人としてはぜひ参加したいのですが、学長と 
しての立場を考えると…」 

「この会社の広報係としては、そこまでしか申し上 
げられません」 

r 〜として」は実に都合の良い言葉だ。本音を言わ 
ずあくまでも、肩書の立場でものを言えば済む。 
「彼は社長としてこの会社を育て上げた功績は大 
きく、またスポーツマンとしても柔道二段の腕：：刖、 
男として魅力的な人物だと思うが、夫としてはだ 
らしなく、また父親としては失格だった」 

名詞+「〜として」の形で、一人の人間のさまざ 
まな側面が描かれている。しかし、それは部分、部 
分に光を当てたに過ぎず、全体像は「〜として」で 
表されることだけではあいまいである。 

「何一つとして、不自由なことはない」は、不自由 


なことは全くないこと(しかし自由かどうかには触れ 
ていない)、「誰 I 人として、意見を言おうとしなかっ 
た」は全員言わなかったこと。このょうに後に打ち 
消しの言葉が来ることで、「例外なしに全て」という 
意味になる。 

その他に「〜として」は、「はっとして気がついた」 
「ほっとしてため息をついた」「堂々として悪びれた 
様子がない」など、状態を表す言葉に続いて副詞的 
に使われることもある。 (佐) 


どちら 


歌唱コンクールで審査員たちが一位の人を決める 
のに苦慮していた。票が二つに分かれてしまったか 
6だ。司会者は時間を気にして「審査員の皆さん、 
どちらか(複数のもの、特に二つのものの中から一つを 
選ぶとき)に決めてください」と言った。 

「ぅ一ん、どちらとも言えないな(はっきりと判断 
できない時ごと一人が言ぅと、「どちらかと言えば 
(ぁえて判断する時)、最初に歌った人の方がいいので 
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どちら 


は」ともう一人が言う。「どつちを(人をさす、どち 
らよりぞんざいな感じ)選ぼうと、そう違いはないの 
に」と司会者は内心いらい6している。 

この例からも分かるように、会話の中ではつきり 
と限定できる時には「どちら」を使う必要はない。 
「こち6にします」「そち6の方が便利ですよ」「あち 
らの方にお願いしては」のように、「こ.そ.あ」を 
使うことができる。ところが迷う場合には「どちら」 
の出番が俄然多くなる。 

「どつちかと言えば」は両者を比較して、差異がな 
いので判断に迷う時の表現だが、実際には差異がは 
つきりしている場合にも、相手にはつきりどちらか 
を示すことで失礼にあたるのでないかという配慮が 
働き、あいまいな表現を選ぶとも考えられる。 

「今度の土曜か日曜に研究会を開きたいと思いま 
すが、どちらがよろしいでしようか」と聞かれ、「そ 
うですね、どちからと言えば土曜日の方が都合がい 
いのですが…」という答え方をする場合がある。実 
際は：：：晡が都合が悪いのだが、それでもはっきりと 
断.',,することを避け、相^^の!|',^をぅかがぅ||-1だ。 


もちろん親しい人同士や友人の間では、こういった 
ことをする必要はない。「日曜は都合が悪いから、土 
曜日にしましょう」と言えばいいのだ。 

「どちら」は場所や方角を示す場合にも使われる。 
近所の人と顔を合わせ「あっ' どちらへ」と挨拶す 
る。返事は「ちょつとそこまで」でよい。しかし、 
外国人には、この「どちらへ？」を文字通りに解釈 
して」「これか6新宿へ行きます」などと生真面目に 
答える。もちろん、この答えが間違っているわけで 
はないのだが、どこかちぐはぐな感じを受けるのは、 
「どちらへ？」が必ずしも場所や方向を訊ねているわ 
けではないからだ。 

電話で「どちら様ですか」というのは、なかなか 
センスのある表現だ。不特定の人を示す表現で、し 
かも丁寧である。最近は「失礼ですが…」と言って 
こちらの名前を問われることがあるが、その聞きか 
たは本当に「失礼」に感じることがある。その後は 
省略しないで「どちら様ですか」と付け加えた方が、 
どれだけ礼儀にかなっていることだろう。 § 
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同音異義語のあいまいさ 

r キシャノキシャハキシャデキシャ」 

という電報を受け取った6、その意味を即座に 
理解できるだろラが。われわれはこれ6のカナ 
を頭の中で次の ck -5 に漢字に置き換えて、はじ 
I めてその内容を理解する。 

^ 「貴社の記者は汽車で帰社」 

こうした事はなにも電報を読む時にかぎらな 
ラい。同音異義の漢字がある表現が会話の中でで 
つてくるたびに、とっさに行っていることなので 
I ある。時には、違/つ漢字をイメージしたまま' 

I 互いにそれに気づかずに会話が進むことすらあ 

一る。 

i 「この間' 横浜に講演に行ってきたんだ」 
「ふ一ん'人がたくさんいた？」 

フつん、たくさんきてくれたよ」 

\ 「9.もう若葉がきれいだったろうね」 

I 「9.いやあ'講演会場の中の緑は人工植物だ 


~ が6ね」 

| 「あっ、そうか！てっきり横浜(の)^I園に 
I 行つたのかと思つた」 

r こ、つえん」を『広辞苑』で引<と、「講演. 

I公園」のほかに「公演.後援.好演.高遠.光 
一炎」等全部で二十一の同音異義語がのつている。 
|ほかにも t かんこう/慣行.刊行.観光.感光 
一 .敢行等三十五項目」「せいが/成果.生家.青 
j 果■聖歌.聖火.正価.製菓等二十六項目」「せ 
„いき/生気.世紀.正規.精気.性器.生起等 
一二十I項目」等' 二十以上の同音異義語をもつ 
一表現がけつこうある。 

こうした言葉を使うときには、たえず漢字を 
イメージしながら使つているわけである。した 
がつて' 日本語学習もあるレベルまでくると、 
ある程度の漢字を習得していないと語彙が広が 
らな<なつてしまう。 

もつ ともワープロが浸透した現在では' こう 
した漢字は必ずしも正確に書ける必要はなく、 

I 読めてその意味の違いが理解できれぱいいわけ 
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( Mg 與義語のあいまいさ) 


である。われわれもワープ□の変換///スで、例 
えば「同音®！1!語」あるいは「同音®1語」な 
どとついしてしまったりする。まったく油断な 
らない言葉である。 I 
「記者/汽車」や「講演/公園」といった組み 
合わせを「同音異義語」というが、ほかにも「当 
てる/充てる/宛てる」といった漢字の使い分 
けの厄介さがある。こちらの方は「同訓異字語」 

と呼んでいる。使い分けが難しく紛らわしい「同 
音異義語」と「同訓異字語」の代表的なものを 
あげておこう。どの<6いきちんと使い分けて 
いるか'各自で確認しておかれるといいと思う。 

證 

【同音異義語】 

以外/意外、意志/意思、解答/回答、開放/ 

解放、観賞/鑑賞'共同/協同' 脅迫/強迫、 
交代/交替、最後/最期'実態/実体' 修行/ 

修業' 主催/主宰'白身/白昧'進入/侵入/ 

浸入' 進路/針路'制作/製作'成長/生長' 

施工施行、前進潮進' 専用■占用' 阻害' 


疎外、促成/速成/即製'対象/対照/対称、 
体制/体勢/態勢'徴収/徴集'調整/調製' 
直観/..直感、追及/追求/追究、転化/転嫁' 
特徴/特長、発行/発効'必死/必至、平行/ 
並行/平衡'変移/変異' 保証/保障/補償' 
民族/民俗' 無常/無情' 路地/露地 

【同訓異字語】 

会-5\合ラ/遭ろ、空<\明<、足\脚'暑い 
\熱い' 充てる/当てる' 油/®'荒い/粗い' 
表す/現す' 痛む/傷む/悼む、打つ/撃つ、 
写す/映す' 生む/産む、得る/獲る、遅れる 
/後れる、納まる/収まる、押す/推す、下り 
る/降りる'変える/代える/替える、課する 
\科する' 形/型' 皮/革' 乾く/渇く'効く 
\利 <'聞,<'':.,聰<、越える\超える'探す\ 
捜す' 割</裂 <、締める/絞める' 攻める/ 
責める' 添ろ/治)つ、絶つ/断つ' 建てる/立 
てる、次ぐ/継ぐ、飛ぶ/跳，ふ' 止まる/停ま 
る' 直す.治す' 延ばす伸ばす'早い..速い'20/ 



囡る/計る/測る/量る、初め/始め' 放す/ 
離す、振るラ\奮ラ、混ざる\交ざる'町\街' 
丸い/円い、回り/周り、見る/診る、破れる 
\敗れる、柔らかい/軟らかい' 読む/詠む、 
技/業 

※ 

話し言葉の中で漢字を思いうかべないと意味 
がつかめない場合があるというのは' 日本語の 
表記や語彙形成に由来する難点だが、逆に漢字 
を見ると未知の語についても意味のィメージが 
わくという利点もある。 (門) 


〜とつて.〜対して 

① 「彼にとつて会社は生活の糧を得る場所にすぎ 
ない」 

② 「会社にとって彼は必要欠くべからざる人材だ」 
①の文の中心は彼であり「とつて」は「彼を中心 

にして考えると」と言い換え6れる。同様に②は「会 
社を中心にして考えると」となる。 「 A を中心に考え 


ると、 B は C である」という構文が成り立つ。 
◎「私にとってあなたは…」「なんだい？」「生き 
てることの全てよ」「悪いけど、僕にとって君はガ 
I ルフレンドの|人に過ぎないよ」 

◎「私に対してあなたは…」「なんだい？」「どう 
していつも冷たいの」「別に特に冷たくしていると 
は思えないけど…」 

外国人学習者に， AJ って「とって」と「対して」の 
違いは非常に難しいようだ。ところが、外国人学習 
者に対して分かりやすい説明が載っている辞書はほ 
とんどない。 

この場合のように「とって」は、その対象(外国 
人学習者)を中心にして述べ、「対して」はその対象に 
向かって言うという違いがある。 

「とって」という言葉は、我々に視点の変換をせま 
る言葉でもある。 

「日本にとってアメリカはかつて憧れの国だった」 
「アメリカにとつて日本はかつて…」 

「学生にとって教師は…」 

「教師にとって字生は…」 
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とって • とにかく 


. この言葉をキーワードにさまざまなことに思いを 
はせると、禅問答になる。 

「人間にとつて生きることとは…」 

「夫にとつて妻とは…」 

「女にとって結婚とは…」 

どれも、その立場から見た都合や利害が関係して 
<る。 

では「対して」はどうだろうか。 

「教師はいじめ問題に対して、どのように取り組む 

べきだったか」 

「核実験に対して無関心ではいられない」 

「社長に対して誰か意見を言ってくれる人はいま 

せんか」 

「対して」は対象に向かって働きかけたり、あるい 
は反対の立場を明らかにしたりする。 

「アメリカにとつて日本は…」 

この場合「アメリカを中心にして考える と」 であ 
り、「アメリカに対して日本は…」となると、ア メリ 
力と闩本が対等の関係になる。シーソーな6「とつ 
て」の埸合はアメリカがドに卜がるが、—対して」な 


6、棒は並行でその両端にアメリカと日本があると 
い、つ図がかける。 

さて、これから日本はアメリカに対してどういう 
姿勢でのぞむべきだろうか。 (佐) 


とにかく 


- とにかく行ってみよう」、本来な6行く前に色々 
な事情を聞いたり調べたりする必要がある。それは 
さておいても、と行動が先に立.つ。ゴチャゴチャ言 
わずまず行動というところか。 

「とにかく一度食べてみてくださいよ。それはおい 
しいんですか6」 

「とにかく暄曄はやめろ」 

「まあ、とにかく会つて説明を聞き ましょう」 
「とにかく取引先の言い分を聞いてください」 
「とにかくタクシーで追いかけて みよう」 

行動が先に立つ分、非常に潔く聞こえるが、実際 
は「問題は いろいろあるが」といっ た言蕖 が；： 刖提に 
あり、 それを解決しない ままの 行動で あるので、あ 
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いまいさが拭いきれない。行動したところで、解決 
するとは限らないからだ。 

祖父のお蔵をのぞいた孫娘「とにかく真っ暗で」 
「とにかく薄気味わるいの」「とにかく黴だらけで 
ね J 、 息子「とにかく値の張りそうな軸や壺がたくさ 
んあつて さ」 「とにかく、よくこんなに集めたと思う 
よ」、お蔵の状態を そのまま 現状を分析することな 
く、感じたままを述べている様子が「とにかく」に 
込められている。 

「最近とにかく忙しくて」「何だか知らないけど、 
とにかく彼女最近きれいになったのよ」、このような 
使い方だ。話し手は「とにかく」を使うことで理由 
を言う必要はない。とにかく便利な言葉だ。 

「被害を受けた A 社が訴えるのはとにかく、こちら 
の世話になつている B 社までとはどういうことで 
すか」 

「借金だけならとにかく、女性問題まであっては、 
ちよつとお助けできませんね」 

会話では「〜はさておき〜は」という用法で「と 
にかく」が使われる。これ6は、どちらかと言えば 


「ともか<」の方がぴったり納まるのではないだろう 
か。 (佐) 

とりあえず 

神戸で関東大震災に次ぐ大地震が発生した時のこ 
と、親戚から慌てた声で「神戸の叔母ちやんは元気 
やそうか6、心配せんかてええよ。とりあえず電話 
しといた方がええと思って」と電話があった。こち 
らからは、ニユースを聞いて神戸に電話しても T 向 
につながらない時だけにほっとした。 

しかし、なぜ「とりあえず」なのだろう。「とりあ 
えず」は「とるべきものもとらずに」の意味だ。こ 
の場合は「叔母の状態を心配しているだろうから、 
まず他のことは差し置いて、電話だけしておきます 
よ。後でゆっくり話しましよう」と、言外に「今は 
ゆとりがないし、電話だけでは物足りないことは分 
かっているが、でもすぐに電話をかけたんです よ」 
と言った気持ちが込め6れている。 

「とりあえず」が使われる背景には、「急いでいる、 
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とりあえず*とんでもない 


これしか方法がないので仕方がない」といった状況 
がある。そうでなければ、この表現は、レストラン 
でオードブルだけはすぐに出たが、なかなかメイン 
.ディッシュが出てこないような不完全さが伴う。 
「とりあえず、お知6せしようと思つて」と知らせを 
受けたら、誰でもその後のことが気になるのではな 
いだろうか。「とりあえず名刺交換だけしてきまし 
た」と言えば、その後に相手にもつとアプローチし 
ようという話者の意志を感じる。 

「>*応、名刺交換だけしておきました」という言い 
方もある。意味は非常に近いが決定的に違うのは、 
「別に相手がそれほど大事な人物とは思わなかった 
が、名刺が何かの役に立つかもしれないので…」と 
多少相手を軽んじている感じが伴う。たとえば会社 
訪問に来た学生が「とりあえず、会いましょう」と 
言われるのと「一応会いましょう」と言われるので 
は、期待の度が違おうというものだ。 

相手が不在とは思うが「 I 応、電話してみましよ 
う」は「念のため」という意味合いがあるが「とり 
あえず」にはその总味はない。「時1!!]があるかないか 


にポィントをおけば「とりあえず」には時間的な制 
約を感じるが、「一応」には感じない。 

「さしあたり」も似た使い方をする。神戸地震の被 
災者が「さしあたり、水と食料は大丈夫です」は、 
「とりあえず」に言い換えることができる。この場合 
の「とりあえず」は当面という意味だ。しかし「さし 
あたり会いましよう」とか、「さしあたり電話してみ 
ました」とは言わない。やはりとりあえずには、も 
つと時間的に切迫した印象があるからだろう。(佐) 

とんだ一^とんでもない 


とんでもない•とんだ | 

「とんでもないことになつた」 

「このたびはとんだことで…」 

というように、否定表現があつてもなくても「並は 
ずれてよくない事」を表す点がおもしろい。：説に 
よれば、「途でもない」が「とんでもない」に転じて、 
「程度や常識をはずれている」という意味になり、「と 
んだ」は1とんでもない」から T 1 ? 定が；洛ちたまま Ini 
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じ意味になつたらしい。誤用が定着してしまつた、 
ということだろうか。 

最近、若い人たちの間で「なにげなく」を「なに 
げに」と言うことがある。「なにげに人を傷つけるよ 
うなことを言うのよね」といつた具合である。「とん 
でもない」と「とんだ」の関係に似ている。 

「とんでもないこと(目、ご迷惑、失礼、災難、嘘、 
人騒がせ、失敗、間違い、見込み違い等ごは「とんだ 
こと」等に置き換えられる。しかし、「とんでもない 
時間に電話がかかってきた」や「とんでもない質問 
で先生を困らしたものだ」のような場合は「とんだ 
時間」「とんだ質問」とは言えない。この「とんでも 
ない」は、「並はずれて」はいるが、「よくないこと」 
というニュアンスは薄い。事態の否定的側面よりも 
意外性の方が強い場合には、「途でもない」つまり「途 
方もない」という原義が強く働くのかもしれない。 

また、相手の言葉や行為を強 < 否定する意味の「と 
んでもない」も「とんだ」とは言い換えられない。 

「先生に送つていただくなんて、とんでもないで 

す」 


「お礼だなんてとんでもない」 

「大活躍されているそうで/とんでもない」 
「めっそうもない」という言い方に通じる強い否定 
を表しているわけだから、「ない」を落とすわけには 
いかないということだろう。 

逆に、「とんだお笑い草だったね」というように、 
「非常に」という強調の意味が強くて、否定的意味あ 
いがほとんどない時は、「とんでもない」より「とん 
だ」の方がしっ<り<るようだ。 (門) 
なお 4ただ 

r 〜なが6一 

二つの事柄が並行.並存することを示す助詞。意 
味上さまざまのニュアンスを伴うが、大き<分けれ 
ば二通りになる。 

①順接的並行。もしくは同時進行。 

ラジオを聞きなが6勉強する。 

考え事をしながら歩きまわった。 

笑いをこ6えながら講義を聴いていた。 
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ながら 


立ちながら眠った。 

②逆接的並行。 

意欲はありながら力を発揮できない。 

期待されながらなぜか足踏みしている。 

小兵ながら大型力士を手玉にとる。 

不満ながら軽いポストで承知した。 

①は、古文の「よろずの所あけながらあれば涼し 
<見わたされたる」(『枕草子』)のよぅな用法から一 
貫して動詞や一部の助動詞の連用形に接続する。② 
は'「いとあはれと物をおもひしみながら言に出でて 
も聞えや6ず」(『源氏物語』桐壺)のよぅに、動詞、一 
部の助動詞の連用形につく用法のほか、さらに、名 
詞の下にもつくことは、前の例文の通り。 

なお、①②とは別に' 数詞などの下について「そ 
つくりそのまま」 の意になる「ながら」がある (「三 
人ながら同期のホ—プだった」など)。 r 涙ながらに語 
つた」「昔ながらの山桜かな」などに意味合いの通じ 
るところがある。 

さて、①は、いわば素直な表現で、理解す るにも 
問題はない(あいまいさが なくスヅキリして いる)が、 


②は少し問題を含む。 

「ながら」によって結ばれた二つの事項を'逆接の 
関係でとらえることが自然か不自然か、判断が微妙 
に分かれることがある。 

「ラジオを聞きながら勉強す る」 などは、戦前戦中 
なら疑いなく「逆接」の関係だった。戦後も十年近 
く経って「ながら族」の台頭が言われるようになっ 
て以後、いまでは両者の同時進行は不自然ではなく、 
「順接」の部類に人ると見るべきだろう。 

大正時代、ィプセンの『人形の家』が上演された 
時、観劇した一人の富豪夫人はヒロィンのノラの言 
動を評して「生意気なお嫁さんだ こと」 ともらした 
そうだ。この種の見方が一般的だった時代なら「女 
ながらに家事を嫌う」「女ながらに"自立"なんて言 
ったりして…」「女なが6に柔道をやりたがる」とい 
った使い方は抵抗なく通用した。 

が、時代状況の変化につれて、「女」という事項と 
「家事を嫌う」「自立志向」「柔道をする」という事項 
は必ずしも矛盾しなくなった。つまり前項と後項の 
共存が「不自然」「逆接」の関係ではなくなった。 
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このように、「ながら」の用法に変化はなくても、 
言語外の事情の変遷が両事項を「ながら」でつなぐ 
ことの適•不適を変動させることがある。これを「な 
がら」の語義のあいまい化と感じる人があるかもし 
れないが、「ながら」の意味内容が変遷したのではな 
<、この語でつながれた前後の事項の社会的関係. 
意味づけが変わつたのである。そこに、あいまい化 
?という印象を持たれる余地があったのかもしれな 

ro 

I 

なお、「ながら」は、それ自身に感情のこめられた 
語ではなく、それを用いて形成される文脈全体から 
発言者の感情をうかがわせる効果を生むが、「男の< 
せに末練たっぷりな……」「女の < せに"自立"だな 
んて……」となると、「のくせに」自体にはじめから 
非難.嫌悪の感情がこもっている。日本語によくあ 
る"主情語"の代表例。 

夏目漱石は「のくせに」が多用されるのは「理想 
の一定した世の中」だと講演『創作家の態度』で語 
〇ていた。社会規範が厳格に決まっていて人間のあ 
り方にも理想像が一定している時代には、理想像に 


反したものは「のくせに」とやつつけられがちだと 
い、つわけだろう。 

「のくせに」が進んで「だてらに」となると「女だ 
てらに柔道を…」のように「女」とセットにする慣 
習が根強い。これはかつての男社会の発想としか言 
いようのないもので、アリストテレスが、戯曲の中 
で女が立派な議論をしたりするのはふさわしくな 
い、と論じたことにも現れていたような、ギリシャ 
古代の女性軽視の思想やそれと類似の傾向の中なら 
いざ知らず、何事にも女性のほうが元気があり先導 
力がある、と言われる現代日本では' もはや前時代 
語というところであろう。 (芳) 


流——れ | 

「う一ん、ビデオを参考にして判定しなければ何と 
も言えない微妙な一番ですがねえ。流れとしては、 
攻めていた側に有利な相撲でしょうねえ」 

「一試合終わるごとにマスコミは"流れが変わっ 
た,と言うんだよね。シリーズの流れって、そん 
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ながれ 


なにくるくる猫の眼みたいに変わるものなのかね 

?」 

勝負事には「流れ」がよく言われる。 

「流れ」の語義を、ある国語辞書は、次のように解 
説する。「①川や、川のようにたえることな<流れて 
いるもの。例、流れにのる。車の流れ。時の流れ。 
②学問や芸術、また血すじなどのつながり。例、〇 
◦先生の流れ(系統、流派)。③(「お流れ」の形で、全 
体で)予定されていたことが中止になること」。 

相撲の勝負や選手権シリーズの流れは、「全体の経 
過、経過の中に見られる傾向、勢い、趨勢、動向…」 
といつた意味であろう。ちよつと右の①②③には当 
てはまらない(しいて言えば①の変形.応用的用法だろ 
うが)。 

客観的に判定.測定の困難(または不可能)な、優 
勢劣勢、勝負につきものの「勢い」や「ツキ」を判 
定し、それを頼りに勝敗を判断もし<は予測したが 
る。ここにもカンを頼りにする日本人らしい流儀が 
見られる。 

そこに、あいまいさがつきまとう。物事を流動の 


ままにとらえ(あるいは、流動の中に身を置き、ゆだね) 
ようとし、固定させて分析することは二の次にされ 
る。あいまいでかまわない、誤差なんか気にするな、 
というアバウトな(しかし同時に一言でカンどころを 
言い表す)行き方が伝統日本人流だから、この「流れ」 
なども、最初から、あいまいを承知の表現と考えて 
よい。 

芳賀綏著『日本人の表現心理』では、日本人の力 
ルチユア(文化)の特徴的傾向を言うキーヮードの一 
つを「流れる」とした。物事はどこで発生してどこ 
で終結するのかわからない(それは問わない)。いずこ 
からか来ていずこかへ流れて行<。デモ行進を「流 
れ解散」で了えるという方式があるが、全員到着し 
てから解散せず、うやむやのうちにメンバーが三々 
五々帰つてしまう。実態もあいまいだが「流れ」と 
いう名づけが絶妙の日本風である。 

このように首尾あいまいな「うつろい」の過程に 
身を置き、かみしめ、その中に美をさえ見出して味 
わおうとする。それが日本人の事物認識の大きな特 
色だ。 
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だから' 論理的に因果関係を問いつめたり、論理 
に立脚した対処法を割り出したりすることは息苦し 
いと感じる。理屈はさておき、である。 

近松門左衛門が描いた梅川忠兵衛の恋の物語に 
も、はかりがたきは「水の流れと身のゆくえ…」と 
言っているが、『源氏物語』や『雪国』になると、身 
のゆくえを問いつめることなどなく、スト—リーは 
そこはかとなく流れ、ゆくえ定めぬ未完の結び方を 
するのである。はかりがたいものははかりがたいま 
まに(あいまい化)しておく、そのあいまいさにえも 
言われぬ美を見よぅとするのだ。 

幸田文の小説『流れる』は、衰退の色がきざした 
東京下町の花柳界で、行きづまって行く芸者置屋を 
舞台に、一つ屋根の下の芸者たちの家族的な関係が 
やがて解体して行く過程を凝視した作品だったが、 

隅田川の水の流れと二重写しに身のゆくえをしみじ 
みと感じさせるあの物語に、「流れる」の題名はぴっ 
たり。情緒派の名匠成瀬巳喜男監督による映画化に 
至って「流れ」の文化が具象化された感じはいよい 
よ深かった。 (S 


なに(何)— あれ 


なまじ j 

「息子はなまじ成績が良かったばかりに、 『世の中 
を変えてみたい』などと大きな望みを持ち、結局 
インチキ宗教に入るきっかけになってしまったん 
です」 

ある番組のテレビインタビューで 「なまじ」 はこ 
んな風に使われていた。父親の気持ちの中に「成績 
が良いのは良い こと だ」「しかし、『世の中を 変えて 
みたい』などと いぅ 望みは、成績が良い くらいのこ 
とでで きる はずがない」「そんな望みが宗教に入る き 
つかけになつてしまつた」「宗教に入る ことは かまわ 
ないが、それが結局インチキ(父親の 弁) だったため 
に、息子は世間から糾弾されるはめに陥っ ている」 
「成績が良かったのが仇になった」となるのではない 
だろぅか。 

「なまじ」は「生」な状態を「強いる」 ことで、 そ 
れが中途半端に終わり、結局しない方が良かったと 
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なまじ•なみ 


いうという時に使われる。 

「なまじ忠告したのがいけなかった。かえって逆恨 

みされちやって」 

「なまじ親が優しい人だったので、あんなにわがま 

まに育つてしまつて」 

普通なら忠告したり、親が親切であるのはプラス 
条件のはずだ。しかし、その条件があったために、 
結果がマィナスになってしまった。この言葉を使わ 
なければならない状況は、相当曖昧模糊とした心理 
状態に違いない。 

会話では「なまじっか」がょく使われる。条件文 
に「なまじ(っか)」を使い、後続文にマィナスの結 
果がくる。 

「なまじっかな気持ちでうちの会社にくるのは(条 

件)、やめた方がいい」 

「なまじっか親切にしすぎたのが(条件)いけなか 

つたのかな一」 

「なまじつかな語学力で通訳をつけないと(条件)、 

相互に誤解が牛じる恐れがありますよ」 

人間なら誰しも後悔することは多い。しかし、同 


じ行為も話者の生き方や感じ方にょっては、「なま 
じ」という表現を使わなくても済むのではないだろ 
うか。「結果は確かに悪い。しかし経験できて良かっ 
た」という風に。 

「息子は子供の時から成績が良 <、大きな望みを持 
つょうになった。結果は悪かったが、息子がこれ 
まで来た過程を振り返り反省してくれれば、かえ 
つて良かつたということになると思うんです」 

と肯定的にとらえることもできる。しかし、日本人 
の社会は「かえつて」と胸をはつて言うよりも、「な 
まじ」とうなだれたほうが、その人を受け入れる。 
「なまじ」という表現が存在し続ける所以だろう。 

(佐) 


波 

夏の高校野球の実況中継を聞いていたら、アナウ 
ンサーのこんな解説があつた。 

「この選手のピッチングには波がありましてね」 
「切れのいい力—ブを出したかと思うと、ィージー 
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ポ—ルを投げる。投球に こう 波が あっては監督も 
心配ですね」 

人生が好調だった り、 不調だった りする 時に 「波」 
が比喻的に使われる。 

「〇〇高校、好調ですね。 このまま 波に乗れれば優 
勝に一歩近づく ことになります」 

「残念、相手チームも負けてはいません。次々に変 
化球の波、〇◦高校、波にのることあたわず。絶 
好のチヤンスをのがしました」 

「波」 という 語の使われ方は、自然界の「波 1 _ 同様、 
波のさまざまな様子の側面を とらえていて あいまい 
で、意味 も 「波」 をどう 見る かによ0て 変化す る。 

浜辺で波の動きを見ていると、 ある 一定の場所で 
水*か盛り上がり、そのまま こちらに 向かい浜辺の近 
くで割れて、そのまま浜辺にしみ込んでいく。 その 
押し寄せて来る様子は 

「ものすごいデモの人波が国会議事堂に向かい…」 
「大変な人波で、とても切符は手に 人りそうもな 
い」 

「お盆客が一斉に U ターンを始め、主用幹線道路 i 


どこも車の波です」 

大きなパヮーが一定の方向を目指す様子が波にた 
とえられている。 

波の 効果音が 人間の脳をアルファー波の状態に持 
つていくという話を聞いたことがある。「ザザー」と 
押し寄せ「スー」と引き、何回も何回も宇宙の続く 
限り繰り返されるであろう波の動き、この自然の繰 
り返し 音が、 人の神経をリラックスさせるのだろう。 

「ニューゥエープ」は音楽用語に もフアッション用 
語にもなつたが'「ニュ^ —」はすぐ「才^ —;1/ド」にな 
る。 しかし果てしなく繰り返される ものの 象徴とし 
て 「波—ゥエーブ」 という 言葉は何回でも 表れる。 

「維新の波が押し寄せ、人々の生活は一変し まし 

た」 

「景気の波は好調で、経済は活気に満ちています」 

「またも襲つた不況の波」 

という具合だ。 

「離婚なんて言いだすから' 波がたつんだ。辛抱し 

なさい」 

「波立てるつもりはなかつたんです が…」 
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( 「〜ない」という形容詞) 


波が立つことは嵐の前兆でもある。その側面をと 
らえた用法だ。 

嵐の時の怒濤のような波、「»」の状態の鏡のよう 
な海面、「ピッチングに波がある」のも、「営業成績 
が月によって波がある」のも、自然界の波同様、仕 
方のないことなのだ。 

波は水面下では激しい潮の動きがあるが、サーフ 
ィンのように「波に乗れば」うまくいく。 

「彼は今波にのっていますね。マスコミからも注目 

の作曲家です」 

「日本のほとんどの会社は経済成長の波にうまく 

のって、世界の一流企業へと躍進したのです」 

さて、我々 も 「健康状態に波が あっても」 「決して 
家庭や社会に波をたてる ことな <」「次々 と 押し寄せ 
る荒波に揉まれる こともな く」生きていきたいもの 
ですね。 (佐) 


「〜ない」といぅ形容詞 

「つま6ない」「だらしない」とい d 否定表現 
i はあるが、それと対応する肯定の形としての「つ 
-まる」や「だらしある」といつた表現はない。 

„「つまらない」の否定は「つまる」ではな<、「つ 
一 まらなく (は)ない」だし、 r たらしない」の否 
P 定は「だらしな< (は)ない」という二重否定と 
ラなる。 

ふつう「〜ない」という否定表現は'例えば' 
_「大きくない」のよ、つに、「大きい」とい、つ肯定 
一の形を意味の基準としてもつている。否定表現 
I は肯定表現が表しているカテゴリ—の大枠の中 
_で、肯定表現が妥当する集合の範囲外のすべて 
! を表すあいまいさをともなつている。「大きくな 
I い」の例で言えば'「大きい」が表してるカテゴ 
„リ—の大枠であるところの「大きさ」の範囲の 
I 中で'「大きい」とは言えない、あらゆる「大き 
I さ」を表しているのである。この点に、否定表 
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現 I 般がもつあいまいさがある、と言えるだろ 
、つ。当然のことながら'「大きくない」は必ずし 
も「小さい」ではないのである。 

さて、 それに対して、上で見た「つま6ない」 
や「だらしない」は、その否定が派生してきた 
当の肯定表現「つまる」「たらしある」を欠いて 
おり' 否定表現自体が意味の基準となってしま 
っている。そこで、その否定は二重否定の形に 
な6ざるをえないのである。 

このよ、つに 、 r 〜な い」という否定の形がもっ 
ばら使われて、肯定の形を使わない形容詞的表 
現にはどのようなものがあるのだろ/つか。 

1■「動詞の否定」の形をしているもの 
つまらない、くだ5ない、すまない、たま6 
ない、やりきれない、おさまらない' いけすか 
ない、おもいがけない、おぼつかない、煮えき 
6ない、食いたりない、相いれない、いたたま 
れない、やむを得ない 

②「名詞の非在」の形をしているもの 
もつたいない、なさけない、詮ない、仕方 


| ( が)ない、仕様がない、たわいない、だ5しな 
I い、かたじけない' 如才ない、正体ない' 頑是 
„ない、面目ない、たよりない、やるせない' や 
|るかたない' ふがいない' 造作ない、惜しみな 
~ い、ゆるぎない' よぎない、心もとない、あじ 
j けない' あつけない' 大人げない、さりげない、 
_しどけない' そつけない、なにげない、所在な 
|い、よんどころない、つつがない、たゆみない' 
i 程ない、みつともない、そつ(が)ない、らちも 
I ない' 是非もない、ろくでもない' とんでもな 
_い、とりとめのない' あ6れもない 

もともとは肯定的な表現があったのが' 時代 
|とともに失われたものが多いのだろ-5が、肯定 
i の言い方がないだけに r 〜ない」という否定の 
j ニュアンスが強調される表現になつている'と 
~言えよう。 

また'「あつけない' もつたいない'たわいな 
1 い' だらしない、しどけない' そつけない、あ 
| 6れもない、ろくでもない、とんでもない」等、 
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なんとか 


I いったい何がない(あるいは-何でない)のかわ 
I からなくなっている否定表現もある。 

I しかし、「汚い' 危ない、少ない」は言うにお 
I よばず'「はかない、あどけない' せつない'つ 
一 れない'おっかない、いたいけない、はしたな 
一い' せわしない」等'「〜ない」という形ではあ 
I るが、否定の形から派生したのではない形容詞 
一 もいくつかある。それらに対して'「はかない」 
一は「はか」の何を否定したのかといった詮索は 
~無意味だろ、っ。 

例えば、「あっけない」は「呆気ない」と書き、 
~「呆気にとられる」という表現と通じている。 r 呆 
一気」は「驚きあきれる状態」だとすると、「あっ 
\ けない幕切れ」とは'「驚ける」 ck うなクライマ 
ーツクスがなかった、という意味あいなのだろう 
_か。それにしては、「呆気」の「あきれる」とい 
I うマイナスのニュアンスがクライマツクスには 
一そぐわない気もする。とすると、むしろ「呆気 
I ない」は「驚きあきれる」ほどつまらない、と 
I いう意味であり'「あつけない」は「呆気」の否 


j 定ではなく、「切ない」と同様、「呆気」に、そ 
~ れを形容詞化する接尾辞の「ない」がついた形 
i ともとれる。 

『大言海』は、「あっけない」は「あくけなし 
!(無飽気)」から来ている' としている。 r 飽くけ 
H 十分に満足する状態」ではない' とい〇わけ 
である。こち6の解釈の方は' 素直に否定形に 
読める。 

「あっけない」一つとっても'語源詮索はなが 
I なか「埒があかない」ものである。 (門) 
なんだか i なんとなく 


なんとか 

「なんとかしていただけませんか(なりませんか)」 
「わかりました。なんとかし ましよう」 

難しいことを頼んだり、請け合つたりするときに 
「なんとかする」という。「なんとか」には、いろい 
ろ手段を尽くしてようやく事が成就する、という困 
難さが含蓄されている。「なんとかしましよう」と言 
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われても、必ずしも要求が満たされるという保証は 
なく、「申し訳ありませんが、どうにもなりませんで 
した」というケースもある。でも、ともかくは頼み 
込むしかないという時に、「そこをなんとか…」とか 
「なんとかよろしくお願いします」となるわけだ。 
「五回目になんとか司法試験に合格した」 
「さんざん頼んで、なんとか受け付けてもらえた」 
「突貫工事でなんとか期限までに開通させた」 
「駆け足で行って、なんとか最終電車に乗れた」 
これらの場合は、途中で困難さはあったものの、 
出来ばえについては、順調にいった場合と遜色はな 
い。しかし、「なんとか」には、「不十分だが、一応 
の水準には達している」というニュアンスもある。 
「なんとかこれで食つていけるまでにはなつた」 
「なんとか一通り片づいた」 

「あの子もこれで、ひとりでもなんとかやつていけ 
るで しよ、つ」 

「日常会話ならなんとか話せます」 

こうした言い方は、「どうにか」で言い換えること 
もできる。 


「岡本さんとかなんとかいう人」というように、「〜 
とかいう」に「なんとか」を同種ものとして添える 
言い方もある。「なんとかかんとか言う」のように、 
あれこれ言う、いろいろなことを言う場合の代表と 
して「なん(に)」と「かん(に)」がなる場合もある。 

(門) 


なんとなく.なんだか I 

「なんとな<悲しい」と「なんだか悲しい」とでは、 
どう違うのだろうか。両方とも「なぜ悲しいのか理 
由がはつきりしないが、とにか<悲しい」という点 
では同じである。ただ、「なんとなく」の方が、「理 
由不明」を表明してもはや理由を探る態度を放棄し 
ているようにみえるのに対して、「なんだか」の方は、 
「か」という疑問助詞のニュアンスもあつて'理由追 
究の切迫感を残しているように思える点が少しちが 

、つ。 

その証拠には、「何だか急に(とっても)悲しくなつ 
た」とはいうが、「なんとな < 急に(とつても)悲しく 
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なんとなく•にくい 


なつた」とは言いにくい。急激な感情変化に対して 
「なんとなく」の「理由追究放棄感」はそぐわないの 
である。逆に、『なんとなくクリスタル』(田中康夫の 
小説のタィトル)が「なんだかクリスタル」だとする 
と、急にやぼつたくなつてしまう。「クリスタル」な 
気分について、しかつめらしく詮索しないで、その 
気分に軽くひたる感覚は「なんとなく」でなければ 
ならない。 

「なんとなく」は「特にどうという考えもな<」と 
いつた意味で、無造作になされた行為を表す場合に 
も用いられる。 

「何となく窓の外を眺めていた」 

「なんとなく散歩に出ていた」 

「なんとなくしやべつてしまつた」 

「なんとなくその本を手にとつた」 

この表現は「なんだか」では置き換えられない。 
同様に、「特にどうということもなく」何らかの状 
態になる場合にも「なんとなく」であつて、「なんだ 
か」ではおさまりが悪い。 

「夏休みはなんとな<過ぎてしまつた」 


「彼とはなんとなく疎遠になってしまった」 
「なんとなく私が代表で話すはめになった」(門) 

/\/ lv .() 


〜にくい (難い) 

形容詞「にくい(難いごから生じた用法である。 
「〜にくい」には、①「読みにくい J のように、自分 
が何かしようとする時に、「読む」という動作に抵抗 
を感じる様子を表す場合と、②「最近の傘はとても 
丈夫で折れにくい」のように、「傘」の性質を客観的 
に述べる場合がある。 

「にくい」は動詞の連用形につづき、容易にはでき 
ないこと、簡単にはできないことに対して使われる。 

① 「〜にくい」が「話す」「食べる」「買う」「書く」 
「聞く」など、意志性の動詞につく場合には、「話し 
にくい」「食べにくい」「買いにくい」「書きに< い」 
「聞きにくい」のように、自分が何かしようと思って 
も簡単にはできないという意味を表す。 

② この建物は地震でも「倒れにくい」「燃えにくい」 
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となると、建物そのものに「倒れにくい」「燃えにく 
い」原因があり、表現としてはより客観的なものと 
なる。 

この場合の^^にくい」はプラスに働くが、概し 
て日本語の「〜にくい」は、「このナイフは切りにく 
い」「この椅子は座りにくい」のように、マイナス評 
価をする場合が多い。 

もっとも、プラスに働くかマイナスに働くかは、 
立場によって異なり、阪神.淡路大震災の後、半分 
倒壊した建物を、建築業者が取り壊そうとする時、 
「この建物、なかなか倒れない。ずいぶん倒れに<い 
建物だね」と言えば、建築業者にとってはマイナス 
表現だが、「倒れにくい建物」は普通はプラス表現だ。 

「〜にくい」は「〜づらい」という表現として使わ 
れることもある。「彼の話しは聞きにくい」と言つた 
場合と「彼の話しは聞きづ6い」と言った場合、「〜 
づらい」には、その行為をしていて不快な様子が加 
わる。 (佐) 


憎 ぃ | 

「あたし、あんたなんか嫌いよ」と言い捨てて座を 
S った女が、部屋を出ながら「いまの、ウソよ」と 
言い足した、という話がある。なんと巧みな。日本 
人好みの、屈折した、ひねりのきいた言動である。 

言動ばかりではない、心の中で感情が複雑に入り 
まじり屈折することもある。 

「碁仇は憎さも憎しなつかしし」 

憎さがつのって暄曄別れした碁仇に、妙になつか 
しい感情が湧いてまた手合わせしてみたくなる、と 
いう次第だ。 

一体に、勝負の世界でラィバルとして対立した相 
手には、心中、不思讓な共感が湧くと言われる。プ 
口野球史上に両雄並び立たずとされた三原脩.水原 
茂両監督についても「本当は本人たちが一番よくわ 
かり合つてたんだ」(青田昇氏)という評もある。ワン 
マン吉田茂政権を打倒せよと野党攻勢の一翼を担っ 
た三木武夫(後の首相)に対して吉田茂が决く思って 
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にくい 


いたはずはないのに、晩年、「小生無聊をかこち居 
り」、真鶴(三木別荘)から帰京の途中、大磯(吉田 
邸)で一献いかが、と誘いの手紙を出している。 

憎しみは、心理学的に見ると「多くの情動をふく 
む複雑な感情」(マクドゥーガル•シャンド)とも説明 
されるから、その多様な情動のどれかが、相手と共 
感する「愛」の感情と結びつくこともあり得る。そ 
れが心理学で名づけた「愛憎共感」という心の動き 
を生み出すのであろう。俗謡に「憎い憎いは可愛い 
の裏よ」とあるのは、人生の知恵で人心の機微を読 
み取ったもので、心理学の視角と期せずして一致し 
たものだ。 

そんな感情の動きが多いことから必然的に生まれ 
たのだろうか、本来は悪い意味の語である「憎い」 
が一転して、よい意味に使われる場合がある。 

もともと、「古語の『憎し』はせいぜい『気に入ら 
ない』という程度で、清少納言が『枕草子』に『憎 
きもの』としてあげているのも彼女から見れば取る 
に足らない人物の言動」と佐々木瑞枝氏は説明した。 
それが進んで、「憎い」の本義は「人の態度や性質が 


不快で、怒りや恨みが生じ、害を与えてやりたくな 
るような感情」というところまで来た。 

さらにこれが反転、アイロニカルに使われると、 
「イチローは憎いね。冷静で、ポーカーフェイスで、 
けろりとしてヒット打つんだから」 

のように「感心だ、見事だ、見上げたもんだ、かな 
わない(少しシャク)」の意にもなり、 

「憎い人ねえ。どうしてあたしを別れられなくしち 
やうのよ才」 

のように「惹かれる、魅せられる、憎みきれない魅 
力がある」の意にもなる。 

佐々木瑞枝氏いわ <、『宇津保物語』に出てくる「か 
たちもにくし」などは外見が見苦しくみつともない 
様子をさしてマイナス評価だが、『保元物語』では「に 
くい剛の者なり」と、感心すべき様子を表すプラス 
表現に使われている、と。この指摘によれば、昔か 
らこの語は愛憎両面をカバーしてきたと思われる。 

超現実派の詩などというのは解らないものだとい 
う通念があるが、料亭の女中さんや女子中学生がよ 
く解ると言うのを聞き、そんなものかな？ と、英 
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文学の泰斗、福原麟太郎博士が「家へ帰って、その 
詩集を、とっくり、心を空しくして読んでみたら、 
成る程、にくらしいものだと解った」(福原『天才に 
ついて』)とある。これなどは、やはり、惹かれるも 
のがあつた、という「にくらしい1—であろう。 
これが「心憎い」となると、 

「(日本国憲法が)天皇を国の象徴、国民統合の象徴 
という言葉で言い表したのはなかなか心憎い仕業 
だったと私は思っているわけです」(林健太郎『歴 
史からの警告』) 

「若いのに心憎いことを言うよ。あんな名優のなさ 
った役、あたしなんかにまだ早うございます、だ 
って」 

のように、「知恵がある」「思慮分別がある」ので感 
服.感心、といったほめことばになる。 

これらの例のように、マイナスの語「憎い」をプ 
ラスの語に転化させられると、フアジーさに含まれ 
たニュアンスを解する感覚のない聞き手.読み手に 
はぴんと来ないことがあろう。オトナの感覚をテス 
卜される日本語の一つというところか。 


これほど正反対でなくても「憎からず」という消 
極的な言い方で「いとおしい、好きだ」という心理 
を表現することもある。例えば、米画『ボレロ』を 
日本風に翻案したと言われる川口松太郎作『鶴八鶴 
次郎 J では、新内の名人鶴次郎は三昧線の鶴八を「憎 
からず」思っていながら芸人の意地で恋愛にまで進 
むのをおさえてしまう。シリーズ『男はつらいよ』 
の中でも、フーテンの寅が一番ゥマの合ったマドン 
ナのリリー(浅丘ルリ子)とたがいに憎からず思っ 
ていながら、結ばれるのを双方からさらりと避けた 
余韻が捨てがたかった。 (芳) 


〜相.〜よ 

独り言などを別にすれば、言葉は常に聞き手を意 
識して発せ6れる。「私は明日パーティ—に行 <」と 
いぅことを伝えるために、英語なら： 1-11 go S 
the party tomorrow ' ::と言えば、相手がどんな -^ T 
あれ使える表現だろぅ。しかし日本語の場合は' 相 
手* • 誰力によつて-明日パ^ —ティーに行きます」「明 
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ね 


日パーテイーに行くよ(ね、わ、ぞ)」などとフォ— 
マルな形、インフォーマルな形の使い分けがあり、 
インフォーマルな人間関係の会話の場合のほぅが終 
助詞が使われる頻度も高い。 

特に親しい間柄では、終助詞を付け加えて会話を 
することが多く、終助詞の使い方で語調が微妙に変 
化する。「行くぞ」と言えば男性のぞんざいな口調が 
そのまま出るが、「行くよ」と言えば男性な*5ば「ぞ」 
より軟らかい調子になるし、女性な6「行<わ」よ 
りは強い調子になる。何と言っても会話で一番使わ 
れている終助詞は「ね」と「よ」だ。 

映画などを見ていると、このフォーマルな話し方 
からインフォーマルな話し方へ移行がはっきりと感 
じられて面白い。『課長、島耕作』はサラリーマンの 
日常を題材にとったものだが、まず名刺を交換する 
場面では「私、島と申します」「はい、賛成です」の 
よぅに「ます形」が圧倒的によく使われ、終助詞は 
ほとんど顔を出さない。ところがアフタ^ — 5の付き 
合いともなり、話題も個人的なことになつてくると、 
会話の語尾に終助詞がつきはじめ' 相手との会話の 


ハランスをとりな* • ら、終助詞が P 弓きの役割を果 
たしはじめる。 

【〜よ】 

①「やあ、やっぱり奥さんが待っているんですか 
ら、帰った方がいいです J:IJ (相手に言いきかせようと 
する感じ) 

@「絶対、この店の方がおいしいですお」(相手の 
言い分に対して反論し、自分の意見や判断を相手に押し 
つけようとする気持ち) 

③ 「早<言ってくださいゼ，」「でも、誰にも言わな 
いでくださいよ」(「〜ください」と一緒に使われ、命， 
令に近い表現となる) 

④ 「一緒に飲みましよう J : l _ (相手を誘う気持ち) 
などだ。 

【〜ね】 

0「初めて来たけど、この店はおいしいです创」 
(相手に同意を求めている) 

@「やはり、部長にも相談すぺきでしょう^|」 
(自分の意見を、どうにか相手にも納得してもらいたいと 
思つている) 



③「それはですね…1—.「会議の出席者はです^!…」 
(次の. 一 a 葉がすぐに出てこない時のつなぎの言葉として 
使つている) 

@「いや、この店思ったより高いです糾」(驚き 
の気持ちを表現しているが、相手にも自分の気持ちに同 
意しても6いたい様子がこめられる) 

「ね」と「よ」だけでもこれだけのバリエーション 
があり、二人の間の綱引きで自分の方に引き寄せた 
い場合には「この店おいしいですよ」となるが、少 
し力をゆるめれば「この店おいしいですね」となり、 
外国人にはこのニュアンスは分かりにくいようだ。 

終助詞の「よ」は疑問詞と共に使われると、強い 
詰問の調子を帯びる。これは夫婦暄曄の場合などを 
考えてみるとよくわかる。 

妻「何でこれ買ったの？」「何でこれ買ったの^|」 
夫(支度の遅い妻に)「いつでかけるんだい？」 
「いつでかけるんだよ」 

妻「どうしてこんな番組が面白いの？」「どうして、 
こんな番組が面白ぃの^|」 

ワイシャツにかすかに残る香水の香りに、妻「誰 


と会ったのよ」となる。この場合には「よ」が効果 
的な役割を果たす。「誰と会ったの？」の語尾をあげ 
て聞くと、夫のことには関心がないか、関心のない 
ふりをしている妻の感じが出てくる。「よ」というほ 
んの短い終助詞の使い方—つで、 t 一人の関係が分か 
る。面白いことだと思う。 (佐) 
年配 i 中年 



「の」は実に多様な働きをする助詞である。「の」 
の役割としてすぐ思いうかぶのは、「私の本」「父の 
時計」というように、名詞と名詞を結びつけ、所有 
関係を表すということだろう。しかし、「の」が表す 
関係は「所有」以外にも数多 < ある。「◦〇の本」と 
いう例で'「の」の様々な意味合いをみてみよう。 

「図書館の本」(所有)、「日本の本」(出版地)、「戦争中 
の本」(出版年)、「カフカの本」(作者)、「戦後文化史の 
本 J (内容)、「マンガの本 J (分類)、「日本語の本」(表現 
手段)、 「 B 5 判の本」(形状)、「愛蔵の本」(属性)、 
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の 


「棚の本」(所在)、「和紙の本」(材料)、「七冊の本」(数 
量)、「五千円の本」(値段)、「ベストセラーの本」(評 
価)といった具合である。 

「本」から離れれば、ほかにも「カメラのレンズ」 
(全体と部分)、「正義の戦い」(のための)、「大和の国」 
(同格)等の意味合いがある。 

さらに、同じ 「 A の B 」 といぅ表現でも文脈によ 
って意味が変わる場合もある。例えば、「カフカの本」 
は「カフカが書いた本」ではなく、「カフカが所有し 
ていた本」かもしれないし、あるいは「カフカにつ 
いての本|_かもしれないのである。 

また、動詞文や形容詞文を名詞句にかえる場合に 
も、「名詞1+の+名詞2」の形をとる。「人口が集 
中する一人口の集中」「空が青い 丨 空の青 さ」 では「名 
詞1」が主格であるのに対して、「株を売買する i 株 
の売買」「英語を勉強する丨英語の勉強」では「名詞 
1 J が目的格である。前述の「カフカの本」の多義 
性にも、主格と目的格のニュアンスの違いが反映し 
ている、と見ることもできる。 

さて、名詞をつなぐ「の」の意味合いを概括する 


と、「所有.所在.性状.主格/目的格」というよう 
に整理できるだろう。しかし'「の」の多才ぶりは、 
名詞と名詞の関係を自在に表現するという点につき 
るものではない。①「雪の降る夜」のように、連体 
修飾句での主語を表す場合、②「もっと大きいのを 
<ださい」では、「〜〔ところの〕もの」あるい「〜 
のもの」の代用、③「風邪をひいたん("の)です」の 
ように、説明であることを示す、あるいは説明を求 
める場合、④「夜寝るのはいつも二時過ぎだ」のよ 
うな、文や句を名詞化する機能につ.いて順に見てい 
こ、っ。 

① 「カフカの書いた日記」「彼女の来る時間」「私 
の嫌いなタイプ」「先の曲がったスプーン」の「の」 
はいずれも「が」で言い換え6れる。連体修飾文で 
は、その主格を表す「が」が「の」に置き換えられ 
るのである。これは、「カフカの〈書いた日記〉」「私 
の〈嫌いなタイプ〉」というように、先に述べた「名 
詞+の+名詞」と構造的に類似してくるためである。 

② 「高いのと安いのとがありますが…」 

「もっと丈夫なのが欲しい」 
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「彼が作ったのなら安心です」 

における「の」は、「もの」の代用と考えられる。「使 
い古しので申し訳ない」「りんごは青森のがおいし 
い」「私のを使ってください」の「の」は、「〜のも 
の」を表している。 

③「そんなに急いでどうしたの(ん)ですか？/遅 

刻しそ、っなの(ん)です」 

「もう三日も寝ていないの(ん)です/そんなに忙し 

いの(ん)ですか」 

「ん」と音便化することが多いが、こうした「の」 
は「です(だ)」と結びついて、原因や理由を尋ねた 
り説明したり、説明に納得したりする時に用いら 
れる。 

くだけた言い方では、「です」が省かれ、「の」が 
終助詞化することもある。疑問文以外では、女性語 
のニュアンスが強い表現である。 

「どうしたの？/遅刻しそうなの」 

「もう三日も寝てないの/そんなに忙しい の」 

④「会社に電話するのをすっかり忘れていた」 

「本を読むのは苦手だ」 


「彼が彼女と結婚しているのは、公然の秘密 だ」 
「フランスが核実験を再開するのは許せない」 

これ6の「の J は文や句を名詞化する役割をはたし 
ており、概して「こと」と言い換えることができる。 

しかし、「大きいことはいいこと だ」 を「大きいの 
は」とは言えない。「大きいこと」が「大きい事物一 
般」を表しているのに対して、「大きいの」は 「そち 
らの大きいのをく ださい」 というように具体的.個 
別的な「大きいもの」を表しているからである。 

また、「昨日、君がすてきな女性と いつしょ に歩い 
ているのを見たよ」を「歩いている ことを」とは 言 
い換えられない。「見る」「聞く」等の知覚動詞の対 
象となる事柄は具体的.個別的なために 「こと」 と 
は言えないのである。 

大江健 S 郎はノーベル賞記念講演「あいまいな日 
本の私」で、助詞「の」の機能に「あいまいさ」を 
見ている。上で述べたように、たしかに「あいまい 
な日本」と「私」との関係はきわめて多義性をおび 
ているのである。 (門) 
〜ので—から 
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はい 


〜のに— くせに 

(7 IV 

一^^—! 

「はい」を rYS : と同じ意味のことばとみなして 
いる外国人は、よ<言われるように、否定疑問文に 
対する返答としての「はい」に戸惑うことが多い。 

「明日のパーティーに出席しないんですか？/は 
い、出席しません」 

英語では： No " となるところを「はい」と言つて 
いるからである。英語の.. Yes =*' NO " が自分の返事 
の内容が肯定か、否定かを表しているのに対して、 
「はい」と「いいえ」は質問者である相手の質問内容 
を肯定するか、否定するかを表しているのである。 
したがって、形が否定疑問であっても、その意味が 
勧誘であるような場合には「はい」の後に肯定形が 
くる ことになる。 

「明 R のパーテイーにいつしよに出席しませんか 

?\はい、そうします」 


PYS " との相違のほかにもうひとつ事態を厄介に 
しているのは、「はい」が必ずしもつねに相手の言っ 
ていることに対する肯定.承認を意味しているわけ 
ではない、という点である。相手が「はい、はい」 
と言って聞いてくれているので、てっきり賛同して 
くれたものと思っていたら、話が一段落したところ 
で、「ご意見はごもっともだが」と急に反論されびっ 
くりした、というような述懐を外国人からよく聞く。 
こうした場合の「はい」は肯定.承認の表明ではな 
V 、「あなたの言ってることをちやんと聞いています 
よ」ということを表す相槌にすぎないのである。 

では、相槌の「はい」と返答の「はい」はどうや 
って区別できるのだろうか。相槌は相手の話の途中 
にはさむものであるのに対して、返答は相手の問い 
かけにこたえるのである。しかし、生きた会話では 
単に相槌を求める問いかけなのか、返答を求める問 
いかけなのかがはっきりしないようなケースも多 
い。「はい」につき まと、 っあいまいさを考える と、 「は 
い」の一語を諾否のキーワードとみなしてはいけな 
いようである。 
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さて、返答や相槌の「はい」のほかにも、出席点 
呼の際の「はい」、電話を受けての「はい、00です」 
といつた「はい」がある。また、これら応答の「は 
い」に対して、呼びかけの「はい」もある。 

「はい、みんな先生の言う ことをよく聞いて一.」 
「はい、チ ■ ~ ズ！」 

「はい、お待ちどうさ ま！」 

同じ「はい」という言葉が、応答と同時に呼びか 
けの表現でもあるという点は興味深い。ちなみに、 
あまり使われなくなつているが、商人がもみ手をし 
なが6言うような感じの、へりくだつた「はい-も 
ある。自分の言つていることに自ら合いの手をいれ 
るよ/つな r はい」である。 

「こ無理だと、申し上げたんですけどねえ、はい」 
「その件については善処いたします、はい」 
ところで「ええ」は「はい」の多少くだけた形で 
同種の肯定的返答を表すとされるが、「ええ」は肯定 
的返答の「はい」と相槌の「はい」にしか代用でき 
ない。点呼や電話の応答の「はい」や呼びかけの「は 
い」は、「ええ」とい、つわけにはいかないのである。 


反面、「ええ」の方が、「自分はそう思う」 という 肯 
定のニュアンスが「はい」より強いようである。(門) 

〜ばかリ "I 

コンサート会場の楽屋でのこと、主催者は観客の 
入りが心配で仕方ない。舞台の幕からそっとのぞい 
ては、お客さんの入りを確かめている。 

「この感じだと八〇〇人ばかり入ると思います 
よ」、そう言われてのぞいた人が「何だ、男ばかりだ。 
女性のお客さんを期待していたのに」と 残念そう。 

助詞の「ばかり」には実に多くの意味.用法があ 
るが、数量を表す言葉についた場合は、「はっきりと 
は言えないがおよそ…」と推測して 言う 場合で あり、 
数量はあいまいなものとなる。この場合は 「まど」 
「ぐらい」に言い換えることができる。 

「一週間ばかり(ほど.ぐらい)でかけて きます」 

「引っ越しの手伝いに三人ばかり (ほど•ぐらい) 

寄越してくれませんか」 

「十平方メートルばかり(ほど.ぐらい)の土地で 
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ばかり 


は使い道がないと思っていたら、貸し駐車場にな 

りましてね」 

「一週間ばかり J や「十平方メートルばかり」は、 
はっきりと数を言い切れないということもある。し 
かし「三人ばかり」となると「三人人手が欲しい」 
というよりは、人数をあいまいにすることで相手に 
対する配慮が感じ6れる。 

数量を表す言葉につく「ばかり」も場合によって、 
数を予測して言う場合と、はっきり言うことを避け 
て使う場合とがあり、「一万円ばかり貸していただけ 
ませんか!__などの依頼表現では、この傾向が 一 層顕 
著となる。 

それに対して「観客は男ばかりだ」のように名詞 
についた場合には、「男の客だけで女はいない」とい 
う限定の意識が存在し、ここにはあいまいな点はな 
い。「毎日テレビばかり見ている」「部長は木村さん 
にばかり(だけ)に用事を頼む」「彼はゴルフばかりし 
ている(他のスポーツは全然しない)」 

くだけた話し言葉で高校生などの会話を聞いてい 
ると「なんだ。観客は男ばっかりか」「テレビばつか 


し見てないで、本でも読んだら どう」 「先生は木村さ 
んばっか用事を頼んで」のように「ばっかり.ばっ 
かし.ばっか」が使われる。促音化することで、「限 
定」の意味が強調されるからであろうか。 

「ばかり」は他にもいくつか面白い用法がある。 

① 「もう食事するばかりになっているのに' 主人 
どうしちやったのかしら。結婚記念日を忘れた 
のかしら」 

② 「あっ、ただいま、ごめん、今食事したばかり 
なんだ」 

③ 「妻は最近、怒ってばかりいてね」 

④ 「結婚記念日を忘れたばかりに、妻は口をきい 
てくれないんだ」 

⑤ 「そんなに黙ってばかりいないで、ね。結婚記 
念日に真珠のィヤリングをプレゼントするよ」 

⑥ 「あなたつて、いつもうまいことばかり言つて 
(グスンご 

①は、今すぐ何かを しようと する状態を表す時に 
使う「ばかり1_で、「出掛けるばかりになってい る」 
「報告書は提出す る ばかりになってい る」 のように 
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「〜ている」に続くことが多い。 

② は、ある行為をして間もない状態にある ことを 
表し「その映画は見たばかりだ」「今会議が 始まった 
ばかりだ」のように「〜たばかり」が後に 続く。 

③ は、関係す る 用語に「ひたすら」の意味を添え 
る 「仕事をしてば かりいる」 r 笑ってば かり」。 

④ は、「ただそれだけが原因で」という意味に使わ 
れ「彼のことを笑ったばかりに」「社長が出席しなか 
ったばかりに」「日本が援助しなかったばかりに」 と、 
「こんな結果になってしまった」とマイナスの感情が 
続くことが多い。「彼と結婚したばかりに」「この会 
社に就職したばかりに」、単に原因.理由を述べてい 
るのではなく、グチになってしまうことに「ばかり 
に」の使用上の面白さがある。 

⑤ の「黙ってばかり」は、③と同じ。 

⑥ は、ある決まった事柄をそれのみ何回も行うこ 
と。「お世辞ばかり言う」「いつもお世辞を聞かされ 
る」0 

ほかにも「ばかり」の用法は多いが「十万円ばか 
りの給料で、勤めていられるか」「こればかりの寄寸 


で災害援助とは情けない」のように「十万円ぼつち」 
「これぼつち」に言い換えられ、その行為に対して見 
下げている感じが伴う。 

こうしてみると、「ばかり」の使用範囲は非常に広 
いが、若い世代では「ばかり」を使わないで r / c * け I 
「くらい」「ぼつち」の方が使用回数が増えている。 
「ばかり」の使われ方も次第に淘汰されていく傾向に 
あるようだ。 (佐) 
〜+6 ず ナ 

一 反対と矛盾 

卿 

ふつう「反対語」ということで I 括されるこ 
A — とが多い対概念について' 論理学では、「反対関 
係」と「矛盾関係」の違いに注意を促す。例え 
ラば、「賛成と反対」は「反対関係」だが「女と男」 
9は「矛盾関係」である。ある事柄に「賛成」で 
I ないからといつて' 必ずしも「反対」ではない 
j こともある。態度保留ないしは中立という立場 
~がありうるのだ。対立概念ではあるが、 I 方の 
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( k 対と矛盾) 


~否定が必ずしも他方を意味しない関係' つまり 
一中間的立場があり e ) る関係が「反対関係」であ 
|る。 

それに対して、女でなければ男であり、男で 
„なければ女である。ニユーハーフをどろ考えた 
|らいいのかとか、稀に両性具有のケ I スもある 
j が、それらはご<稀な例外と考えれば、「女と男」 
I は「矛盾関係」である。ただし、「女でないもの」 
一は実は「男」だけではない。海も鉛筆もライオ 
~ンも小説も「女ではないもの」である。しかし、 
\ 「女」であるかどうかを問題にする時は'「人間」 
一であることが暗黙の前提になっている。つまり、 
一あらゆる対立関係には何らかの共通の土俵があ 
~るわけである。そうした共通領域の中で互いに 
i 相手の否定が自分であるような、二者択一的な 
j 関係が「矛盾関係」である。 

政治や宗教などの世界で対立した相手を攻撃 
j する時にしばしば「反対関係」を故意に「矛盾 
™ 関係」と混同するようなことが行われる。例え 
?ば' 先の大戦中には、戦争に賛成しないものは 


^みな「反戦主義者」さらには r アカ j 「非国民」 
I と呼ばれたわけである。「異教徒」はすべて「悪 
一魔の民」である' とするのもヒステリックな宗 
_教にはよ<見られる決めつけである。 

I 「良い/悪い」「大きい/小さい」等の形容詞 
一的対立のほとんどすベてが「反対関係」である 
ことからわかるように、数量化や法律等学周的 
.実務的な線引きをした概念以外には「矛盾関 
係」をなす対立関係はきわめて少ない。「反対関 
係」と「矛盾関係」の差をあいまいにするキャ 
ンぺ—ンにのせられないためには、泠静に中間 
的立場の存在に目を向ける姿勢が大切だろ、つ。 
世間知を簡潔に伝える1||、俚言にも「反対関 
~係」をなすものが多い。「世の中いろ0ろ」であ 
一り' I つの諺' 格言をモットーにする頑なさを 
一ほぐす ために、 反対の主張をしている諺、俚言 
I をい<つがあげてみよう。 

「渡る世間に鬼はない/人を見たら泥棒と思 

I え」 

「君子危/つきに近寄らず/虎穴に入らずんば、 
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I 虎児を得ず」 

「善は急げ/急がぱまわれ」 

「カエルの子はカエル/トンビがタカを/つむ」 
「好きこそものの上手なれ/.下手の横好き」 
「先んずれば人を制す/残りものには福があ 
る」 

I 「武士は食わねど高楊枝/腹が減っては戦は 
„ できぬ」 

「亀の甲より年の功/老いては子に従え」 
「今日のことは明日にのばすな/玥日は明日 
の風がふく」 

「量より質/枯れ木も山の賑わい」 
「大器晩成/栴檀は双漢より芳し」 

「旅の恥はかきすて/発つ鳥後をにごさず」 

「 I 日とった杵柄/年よりの泠水」 

「鶏□となるとも牛後になるなかれ/寄6ぱ 
大樹の陰」 

「三人寄れば文殊の知恵/船頭多くして船山 
を登る」 

「弘法筆を選ばず/弘法も筆の誤り」 


一 「苦あれば楽あり/楽あれば苦あり」 

_ 「もちはもち屋\猿も木がら落ちる」 

こうした諺、俚言もすベての場合について妥 
j 当すると考えるから、反対の諺' 俚言に足をす 
一くわれるわけで、「反対関係」であることを冷静 
! にわきまえておく必要がある。つまり、ある場 
|合は「渡る世間に鬼はな<」、ある場合は「人を 
~見たら泥棒と思わ」なくてはな/ b ない' とい/つ 
I わけ だ。 もつとも' そんなふ/つに使い分けてい 
i ては' 諺としての重みはなくなつてしまうだろ 
一う。 必ずしも常に妥当ではないことを' 常に心 
一がけるというところに「信念」といつたものの 
j 良さがあるのかもしれない。 (門) 


はっキ /y | 

「はっき り」 とは、あいまいさのない状態を言う。 
あ' 5 意味では、この辞典に もっとも ふさわしくない 
語彙と言える。しかし、次のような会話を聞いた時、 
「はっきり」は本当にあいまいさがないと言い切れる 
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はっきり 


だろうか。 

「取引先の社長との話、どうでした」 

「いや、それが はっきりしなくて」 

「何がですか。ああ、社長もう年ですからね。言っ 
てる内容がはっきりしないんでしよう」(内容) 
「あっ、もうお年ですから歯が抜けてはっきり話し 
てくれないんですよね」(発音) 

「えっ、社長の頭がはっきりしない。もうポヶがき 
たのでしようか1_ ( 思考能力) 

「相手が何と言ったか記憶がはっきりしない？ 
それは君の責任だ」(記憶) 

「はっきりした数字を示してくれないんですか。そ 
れがいつもの社長の手ですよ」(数字) 

「そういう時は、はっきりと記録を残しておかない 
とね」(記録) 

「態度がはっきりしない？ィエスかノーか分か 
らないということですね」(態度) 

「ラィバル社の存在がはっきり分かった。なるほ 
ど、気をつけない と」 (分かる) 

「はつきりしない」から実にさまざまな内容が浮か 


び上がり、どの点を言っているのか「はっきりしな 
ぃ」。 

場面を変えてみよう。木村夫人はブティックでド 
レス選びの最中だ。 

「もっとはっきりしたのの方がかえって似合うと 
思うけど」「あっ、もっとはっきりした柄です ね」 
「違うわ、色よ」 

買う段になり rs 二 八〇〇円？ いっそのこと三万 
円の方がはっきりするからおまけしてよ」 
領収書を書かせ「もうちょっとはっきり書いてね、 
H だか八だか分からないわ。それに、そのポール 
ペン、字が薄いわね。もっとはっきり書けるペン 
にして下さ6ない」 

やっと買い物が終わり「あのお客さん、ずいぶんは 
っきり(遠慮がない)ものを言いますね J 
「はっきり」はドレスの柄な6派手で目立つもの、 
色なら濃い色、値段や数字なら端数のない数、文字 
なら草書より楷書、文字の色なら薄くより濃く、と 
実に範囲が広く、「はっきり」だけでは余りにもあい 
まいなのだ。 
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日本政府の外交の方法は、西欧諸国に「はっきり 
しない態度」とうつるらしい。それは「自信のなさ」 
の現れと見え、世界をリ^ —ドする国に値しないと評 
価され る。 しかし、日本国内では「はっきりした態 
度」は傲慢にうつり、自己主張が強いと見なされる。 
「あいまいさ」が好まれる所以だ。 (佐) 

ひと(人 )I 

「ひと」という言葉は実に多種多様な相貌をもって 
いる。 

① まず、生物学上の分類として人間を表す。この 
場合は、ヒトとかたかなで書くことが多い。 

② 次に、「ひとの道に反する」という時の「ひと」 
は単に生物学的な人間ではな<、社会関係を生きる 
人間のことである。 

③ 「ひと様に顔向けできない」「ひと聞きが悪い」 
という場合は、社会一般というより「世間」といつ 
た意味あいだろう。 

④ 「ひとに迷惑をかけるな」「ひとに言えない苦し 


み」の「ひと」は他人一般である。 

⑤ 「ひとによりけりだね」「ひとそれぞれというこ 
とか」という時は、個性による違いに目をむけて個 
個人を表している。 

⑥ 「あの人.いい人.うちの人」となると、思慕 
や親愛をこめて特定の個人を指す。この言い方は女 
性に多い。 

⑦ さらに「ひとのことはほつていてくれ」「ひとを 
バカにするな よ」 となると、自分自身を指している 
のである。 

このように「ひと」は社会であると同時に個人、 
他者であると同時に自分でもある。この「ひと」の 
意味の広がりの中に、和辻哲郎は人間を関係的存在 
と見る人間観を読みとつた(『人間の学としての倫理 
学』)。個人は社会を構成する原子(アトム)のような 
存在であるとみなす西欧近代の考え方に対して、つ 
ねに他者や世間との閨係の中で自分を位置づけてい 
く和辻的な「間柄存在」は、西欧との対比で日本人 
.日本社会の特徴を論ずることを得意とする「日本 
人論1_の好むところとなつた(木村敏『人と人の間』、 
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ひと • ひどい 


浜口恵俊『日本らしさの再発見』等)。 

しかし、「ひと」に該当する語の意味の広さは日本 
語に固有の特徴なのか、また、たとえそうだとして 
も、「ひと」という一つの言葉の意味の広がりから直 
ちに日本人の人間観の核心を読み取ってしまってい 
いのか、といった疑問は残る。 

さて、「間柄主義」的日本人論の適否はともかくと 
して、「ひと」の意味を追おう。 

⑧ 「ひとがいい.悪い」「ひとを見る」「文は人な 
り」 「ひととなり」あるいは「ひとでなし！」の「ひ 
と」 は、「人柄.気性.品格」といった意味である。 

⑨ さらに「政界にひとなし」や「ひとを得る」で 
は、有能な人材をさしている。 

「ひと」が登場する格言が多いのも、上記の「ひと」 
の多様な意味あいからすれば当然のところだろう。 
「情けは人のためならず」 

「人の口に戸は立てられない」 

「我が身をつねって人の痛さを知れ」 

「人のふり見てわがふり直せ」 

「人は見かけによらぬもの」 


「ひと」の多義性を駆使した多くの格言は「ひと」 
の世を生きる世間知にみちている。決して「ひとご 
と」 ではない。 (門) 


ひどい 一 

「ひどい」は「非道」を形容詞化した語で、本来は 
人の情けがなく残酷な様子を述べる時に使う。しか 
し、現代語では、たとえば待ち合わせに遅れた時、 
「ひどい人ね。三十分も待ったのょ」と軽く相手を非 
難する時にも使うし、「地下鉄で無差別殺戮を行った 
ばかりか、毒ガスにょる攻撃まで計画していたそう 
だ。なんてひどい奴だ」と、万感の思いをこめて非 
難する時にも使う。その程度は、表情やィントネー 
シヨンからはかるしかなく、あいまいである。 

また「ひどさ」の内容も、「ひどい格好をしている 
ね」(そう言われても、これがいつもの格好で、どこが 
ひどいのだろう)、「ひどい言葉づかいだ。気をつけた 
まえ」(気をつけて部長には敬語で接したつもりなの 
に、どこがひどかったのだろう)など、年齢や階級•地 
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域によっても差があり、その人の所属する社会では 
当然なことが、他の社会ではひどいということもあ 
る。 

「ひどい目に会いましたよ」と言われ「どうなさつ 
たんですか」と聞くと、その答えは実に広範囲に及 
ぶ。「大切な書類を盗まれて」「登山中に雨に降られ 
て」「休暇返上で出張に行かされて」「目の前でバス 
に行かれて、その後一時間待たされ…」のように受 
け身形や使役受け身形の文型で表現されたり、「コン 
ピユータが壊れて」「崖が崩れて」「電車がストップ 
して」と無生物が主語になって、自分ではいかんと 
もしがたかったことを表現しようとしたり、いずれ 
にしても話し手の意識の中には「あってはならない 
ことが自分の身にふりかかった」のが「ひどい目に 
会う」なのだ。 

「ひどい」は、「今年の夏はひどい暑さだった」「自 
動車事故でひどい怪我をした」「そんなひどい叱り方 
をしなくてもいいで しよう」のように、 度合いが甚 
だしい時にも使う。その度合いの目盛りはプラスで 
はなくマイナスの方に向かうので「ひどい物分かり 


の悪さ」とは言えても「ひどい物分かりの良さ」と 
は言えない。 

「ひどい部屋」は、たとえば日当たりが悪い.狭い 
.汚い.暗い.古いといったマィナスの形容詞を並 
ベる ことで 表現で きる が、「すごい部屋」 となると 広 
い.きれい•装飾が豪華.明るい.新しいなどのプ 
ラスの ィメ ージの形容詞でも表現できる。どちらも 
口語で使われ、強調する時には「すっごい」「ひっ ど 
い」 などと 促音化する こと もある。 

特に若者言葉にこの傾向が強いのは、コミックや 
漫画の影響からだろうか。「あの人すっごいひどい 
の」などと言った使い方は、「すごい.ひどい」を重 
ねて使い、さらに促音化することで、感情を表現し 
ようとしている。何とか少ない語彙で感情を表現す 
るという劇画文化の落とし子がこの表現なのかもし 
れない。 (佐) 


ひとつ (一つ) 


「ものの始まりが一な6ば国の始まりが大和の国 
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ひとつ 


…」と、フーテンの寅さんの口上も始まるぐらいだ 
から、数字の「一」は物事の基本というィメージが 
ある。 

和語の数詞の始まり「ひとつ」も、言うまでもな 
<事物が単数であることを示すのが第一義。 

「一つください、おともしましょう」「ここに一人 
の青年がいて…」「あと一つの勝星がなかなかあげ 
られない」「流れ寄る椰子の実一つ」 

これを次のょうに転用すれば、物事を限定したり 
強調したりする役目をする。 

「茶わんへ 11つない貧しい生活から身をおこした」 
「人っ子一人通らねぇ、さびし一い道だったと思い 
ねぇ」 

次に、「同じ」という語と同義に使われる「ひとつ」 
がある。 

「ひとつ心の浅野の家臣…」 r ひとつ釜の飯を食っ 
た仲じやねえか」「一つ屋根の下にこうして暮らし 
てみると、話も通じやすくなるわね」「ひとつ所に 
住んでいながら顔を合わすこともなくて…」 
以上のような「ひとつ」は意味が画然と限定され 


ているから理解にズレが出てくる余地はない。 

ところが、「少量」「わずかな数量」 という 意味合 
いで使われる「一つ」がある。例えば 

「朝のひととき、元気に体操いた しましよう」 「で 
はちよ っと 一休みに するか」 

これは二倍の分量な6「ふたと き」 「二休み」とな 
るものではない。さらに進んで、 

「一つやってみようか」「それがよろしゅうござい 
ます。 ともあれ .：，I つ、お試しになって は…」 
となると、数詞の「ひとつ」か6は完全に離れてし 
まい、数や量とは無関係の概念になる。 

「ちよつと」「軽く」「ともかく」「試しに」…とい 
う 気持ちで 「ひとつ」と言うこともある。 

「ひとつお手合わせ願いたいもので…」「ひとつ、 
もんでやってもいいぞ。ただし、おれの胸を借り 
るからには覚悟して来い よ」 「まあ、おひとつ'い 
かがです。寒い時はお酒でな<ては、やっぱり…」 
など。 

このあたりの「ひとつ」のニュアンスがわかって 
使いこなせるようになれば、日本語熟達度も相当だ 
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と言えそうだが、男が言えば似合う「ひとつ, 1 -を女 
が言うと違和感がある場合もあるから用心が要りそ 
うだ。いつか、ある団体の機関誌の編集委員を引き 
受けたところ、事務局の職員から手紙が来た。 

「これから何かとご指導いただくことになります 
が、ひとつよろしくお願いいたします」 

手紙の主は大学を出て間もない女性だったから、 
「 i 6 AJts よろしく」 は何だか妙だ。中高年男性が、取 
り引き相手とか将棋の仲間、飲み友達などになって 
くれと 頼む時のあいさつ文句を聞く機会を重ねてい 
るう ちに、彼女に伝染したのだろう、とおかしかつ 
た。 (芳) 


雰囲気•感触 I 

「雰囲気的には、合格できそうですけど」 
「雰囲気としては、こつちの方向だと思うんです 
よ、駅は」 

「雰囲気」という単語が、若い人の間などでこうい 
う使い方をされるのは面白い。客観的な根拠がある 


わけではないが主観的な印象としては、という意味 
だろう。「何とな<」カンで判断する日本人の事物認 
識の方式を物語る用法の一つで、「感触」という語の 
使われ方とも似ている。 

「まだこの段階では強行採決はないつていう感触 
だつたんですが」 

「感触を得た、というだけですが、いい方向にはか 
6つてもらえると思つてます」 

など。これ6の場合、「雰囲気」「感触」は肌で知つ 
た感覚的な情報であつて、機器の力やデ—夕に依拠 
した情報よりはアバウトなものという了解のもとに 
用いられている。 

ところで、「雰囲気」は次のようにも使われる。 
「駅に降りただけで雰囲気が感じられるんですよ 
ね。いい街ですねえ」 

「山陰や北陸の小都市には雰囲気のある街が多い 
ですね。旅すると心が安まります」 

「す一つとね、雰囲気で人をひきつけちやうんだ、 
あの人は。洗練されて、しかもあたたかいと言う 
のか…」 
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ふんいき • べつに 


このように' 土地柄や人柄について「雰囲気」と 
いうことも多い。「おもむき」「情趣」の意に近い。 

「あの街はもうこりごりだ。あんな雰囲気のとげと 
げしい土地には二度と行きたくない」という場合も 
あるが、どちらかと言えば、「雰囲気」の、この種の 
用法は、よい意味の場合が多い。「感触」の意味合い 
はもっと中立的で、この種の「雰囲気」と同列には 
使えない。 

雰囲気にあたる英語のアトモスフエア8ョ0^5-3) 
は、元来、地表を包む空気ということだから、もと 
もとは客観的.物理的な存在であった。日本語では、 
「空気」は物理的存在(大気)にも心理的状況にも使 
われる(「空気」の項参照)が、日本語の「雰囲気」は 
もっぱら人や場所が生み出すムード、すなわち心理 
的状況を指して使われている。 

ムードとなればいかにも漠然としたもの、あいま 
いなものである。いい.悪いの客観的認定の出来に 
くいものだ。だが、人間生活にはこの種の「いわく 
言いがたい-要素が重要である。人について言えば、 
人の風貌.学措.物腰、それ6を通してその人が全 


体として帯びる雰囲気が出来あがる。その雰囲気の、 
よい.悪い、上品.下品は、主観的認定によって左 
右される余地はあるが、しかしおのずから多数の人 
が抱く共通の認識はある。 

人の持つ意識内容、その現れとしてのマナー、身 
体技法を総合して「たしなみ」のよし悪しを評する 
ことができるが、よい雰囲気は「たしなみ」のよさ 
と表裏一体のものである(それを拡大して、地域やグル 
—プにも「たしな み」 のよし悪しが あると考えることが 
できる)。輪郭が画定されずあいまいさを含む概念 
ではあるが、「雰囲気 J の大事さを、だからこそ、 
現代日本人は理解し再認識すべきだと思う。(芳) 



「別に」は必ず否定の表現をともなつて、「これと 
いつて特別に〜ではない」という意味になる。 

「別にそんなこと気にする必要ないんじやないか」 
「今日は別に何も言うことはありません」 

「彼女のこと、別に好きというわけでもないのだけ 
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ど…」 

「特に」とほとんど同じ意味だが、「スポーツの中 
でも特に好きなのはスキーです」のように、「特に」 
の後には肯定表現も可能という違いがある。 

では、例えば、「別に困つていない」と「特に困つ 
ていない」とでは、どちらの方が「より困つていな 
い」と言えるだろうか。「別に」の方は、「自分にと 
つては普通なのであつて、とりたてて言われるほど 
のことではない」という、相手の心配や配慮ないし 
お節介を拒絶するような構えがあるのに対して、「持 
に」の方にはそうした屈折はなく、ただ「特別に困 
つている J という状態を否定しているわけである。 
つまり、「別に困つていない」は単なる強がりで「ほ 
んとうは困つている」のかもしれないが、「特に困つ 
ていない」という時は少な<とも本人の意識として 
は「ほんとうに困つていない」と言えるだろう。 

「別に」は次に必ず否定をともなうので、それだけ 
で否定の返答として用いられることも多い。 

「どうかしたの？/別に」 

「なにか怒つてるの？/別に」 


「学校で何かあったの？/別に」 

といった具合に、若い人たちが母親などの過剰な干 
渉を払いのける呪文となつている向きもある。 

「別に」という一語の応答には、あ6ゆる事柄への 
無関心を助長し、感受性を鈍磨させてしまうような 
感じもある。 (門) 


動詞•形容詞.名詞について、その傾向.状態な 
どを強調する表現。語の由来や、「〜っぼい」という 
ょうに、なぜ必ず「促音便」が人るのかについて定 
説はない。「飽きっぼい' 湿っぽい、忘れっぽい、安 
っぽい、俗っぽい…」と「〜ぼい」のつ くこと ばを 
並べてみると、マィナスィメージの表現が多いのに 
きづく。「安い」「子ども」「理屈」「水」などの中立 
的な語も「ぽい」がつくと、否定的なニュアンスに 
なる。 r 赤っぼい」といった色彩表現を除けば、わず 
かに「色っぽい、あだっぼい」といった類の言葉だ 
けが、浮島のょうにマィナス評価を免れている。 
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ぽい • ほう 


こうしたマイナス イメ ージの強さは、「〜くさい」 
ということばと共通している。実際、「素人っぼい/ 
くさい、男っぼい/くさい、田舎っぽい/くさい」 
と言い換えられる例も若干ある。「〜くさい」が嗅覚 
からの全体的ィメージ化なのに対して、「〜ぽい」は 
「白っぽい.黒っぽい」等の色あいを表す表現が基調 
になっているように思える。つまり' 視覚 イメ ージ 
からの全体化という印象がある。 

「安っぽい」のも「子どもっぼい」のも、外観や仕 
草が「そう見える」のが出発点である。「ゥソっぽい」 
「色っぼい」「あわれっぽい」「不良っぽい」なども視 
覚的シグナルか6発しているように思える。 

ただし、「怒りっぽい、惚れっぽい、飽きっぽい」 
のように、動詞につく形は、「容易にそうなりやすい 
傾向」を表しており、視覚性はそれほど顕著ではな 
い。頻発される視覚シグナルが傾向性として当の主 
体に内在化されたため、と見ておこう。 

味覚表現の「しょっぱい」「すっぱい」も「〜つぼ 
い」の音便と思われが、これらについては、視覚性 
を強調するのは無理があろう。視覚イメージの表現 


が感覚越境を行ったものだろう。 

最近の若者言葉では、「わざとっぼい」「だめっぽ 
い」 r デー トっぽい」のように、どんな言葉にも「ぼ 
い」をつけて、「〜らしい、のように見える」にかわ 
る軽い表現として多用されるようになつている。そ 
こにはマイナス イメー ジはほとんどなく、「ぽい」の 
軽い語感と非断定のあいまいさを楽しむ雰囲気があ 
るようだ。 (門) 

ほう(方) | 

「天気は西のほうか6 くずれる」「東方海上にある 
前線が…」「北方領土」…など、「方」は方角.方位 
を示すのに用いる。 

「もう少し右のほうへ寄って守ってたら、いまの球 

はねえ…」 

「南のほうへ雁が鳴き渡って行くなあ…」 

のように方向を言う用法もあるが、その用法の一つ 
に、「どちらへお出かけ？」「ちょつと駅のほうまで」 
のように、場所がわかっていても明示せず/ J 向を言 
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うこともある。 

それらと別に、物理的.地理的な方角.方向では 
なく、複数の事物を比較して価値判断をくだす場合、 
比較される事物に「ほう」を付ける用法がある。 
「そりゃ強いことは堀田さんのほうが強そうじゃ 
けれど、しかし赤シャツさんは学士さんじゃけれ 
.:」「つまり、月給の多いほうが豪いのじやろうが 
なもし」(夏目漱石 r 坊ちゃん』の下宿の老婆) 

「ぜひ、かれに会って直接話してください。そのほ 
うがベターです」 

「そんな金切り声出しておこるんじやないよ。叱る 
よりほめたほうが、うまい育て方なん だよ」 
「いまのはねえ、ピッチャーを責めたら酷です よ。 
ィチローの打撃のほうをほめるべきです ね」 

これら各種の用法のうち、「駅のほう」のように方 
向を言うことによって対象そのものをぼかし、漠然 
とさせる表現法は、古くからの日本語の伝統につら 
なつている。すなわち、人を指して「あなた」「こち 
ら」「そのほう」…などと言うのはその類の表現で、 
このような対象のぼかし方は敬語表現の本質であ 


る。 

婉曲.あいまいな表現は、明快.露骨な表現より 
も上品だ、という意識がある。敬語の本質は 「婉曲 
.あいまい」にあるが、敬語は元来上述の意識を根 
底に持つていたことによる。 

現代は人と人の間に心理的クッションを置きたが 
る時代だ。よく言えば上品さ、ものやわらかさを心 
がけ、悪く言えば取りすました、水くさい世の中で 
ある。そこで r ほう」 を用いて物事の輪郭を こと さ 
らにぼかし、辺縁のプレた事物像を作る日本的手法 
が、次のように多用され、汜濫している。 

「時間のほうは、そろそろ二時になります」 

「お食事のほうは、どんなものがお好みに合うでし 
ようか？」 

(留守番電話で)「メッセージのほうを、ピーッ と 鳴 
つた後に、どうぞ…」 

「エー、話し合いのほうもだいぶ盛りあがって おり 
ますが、会場のほうの都合もありますので…」 
心理的クッションを置くために「…のほう」は便 
利な語ではあるが、こうやたらに使われる と 耳にう 
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ぼつぼつ 


るさく、また歯がゆさを誘発される。婉曲、ぼかし、 
上品化も限度を考えたいところである。 (芳) 
ぼちぼち 4まつまつ 


ぼつぼつ•ぼちぼち•そろそろ 


雪の研究の権威、物理学者樋□敬二教授の青年学 
究時代の話である。八甲田山の積雪量の調査をして 
下山し、青森市内でコーヒーを飲もうとしたところ、 
品のいい老人が、自分もコーヒーを飲むところだか 
ら店へ案内しましよう、と声をかけてくれた。同じ 
テーブルに向き合い、老紳士はひとしきり俳句の話 
題などを語った。樋口青年が紳士の職業を問うた時、 
老人は答えた。「このへんで、ポツポツやってい ます」 
老人が席を立った後に判明したことには、かれは 
当時の青森県知事津島文治氏、つまり太宰治の実兄 
であった。現職の知事が自身の仕事を説明するのに 
「このへんで、ポツポツやつてい ます」 とは…… 。 

ただし、津島知事は津軽の音韻システムに基づい 
て発話したので樋口青年の耳には「ポチポチ」と聞 


こえたらしく、，こ.の: Is を伝えた司馬遼太郎氏の文章 
(産経新聞「風塵沙「ポチポチやっています」 
と記してある。こ：^よンっに引用した司馬氏は、知事 
の言に感服して言う。これは 

「言葉というよ〇、人間の風韻が鳴る音なのであ 

る」 

司馬氏の賛辞に共感できるには、一つには、津島 
翁の奥行きのある人間像、その風格を思い描く想像 
力が必要である。そしてもう|つ「ボツボツやって 
いる」という日本語のニュアンスが体感できなけれ 
ばならない。 

ニュアンスの深さは語義の不明確さとつながって 
いる。 

まず、「ぼつぼつ」の辞書的意味は、こうなる。「物 
事が少しずつ進行する様子」や「物事をゆるやかに 
始める様子」である(このほかに「ぽつぽつ」と同じ 
く「小さな点や穴が各所にある さま」 の意味もあるが、 
これはこの項目とは関係がない)。 

少しずつ進行する意味では「店を開いて特別に宣 
伝もしないけど、まあ、ぼつぼつ買いに来る人がふ 
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えて。おかげさまで」「ぼつぼつ認められるようにな 
つてますから、絵も売れるようになるんじやないか 
しら」……のように言う。それほどパッとしない様 
子の表現に用いられ、謙遜の辞にも使われやすい。 

それにしても、顔も名も知られ、多忙でたま6な 
いはずの県知事が「ぼつぼつやつている」とは謙遜 
の至り。そこに奥ゆかしさが感じられ「風韻」が生 
じたのだが、それには「ぼつぼつ」の持つ煙幕作用 
が効いている。 

もう一つの「ゆるやかに始める」場合は、「ぼつぼ 
つ衣替えの用意もしておきたい し」 「ぼつぼつ取りか 
かつていただくと、七月の公演に無理なく間に合う 
かと思いますが…」などと使われる。大急ぎではな 
<、徐々に、というわけだ。 

「ぼつぼつ出かけよう」は、日本語に不慣れの人た 
ちにはとらえどころがな<、どんな出かけ方をすれ 
ばいいのかと困惑させるようだが、金田一春彦博士 
によると、日本語に習熟してきた外国人学生などは 
この語の面白味がわかるらしく、「ぼつぼつ出かけよ 
う」 と言つてはたがいに笑うようになるという。 


その調子でこの語の微妙な味わいがわかるように 
なれば、太宰治の実兄の発言にこもる「風韻」が体 
感できる境地に近づいたと言えるかもしれない。 

なお、 「そろそろ」 の語義にもほとんどこの「ぼつ 
ぼつ」と共通するものがあり、筆者の知り合いの外 
国人も、やおら腰を上げて辞去しようという時など 
に「じや、 そろそろ…」 と常用している。ベールの 
かかり方がちようど「ぼつぼつ」と同程度である。 

また、必ずしも地域的な訛音と限らず標準語辞書 
に「ぼちぼち」の形も出ている。 

さらに付記すると、大阪人が頻用する「ぼちぼち」 
という語がある。「もうかりまっか」「ぼちぼちでん 
なあ」。これは「悪くはない。どちらとも言えない」 
というほどの意味。「まあまあですね」に近いだろう。 
この場合は「ぼつぼつ」のつもりで音が変形したも 
のではなく、元来の形がはっきり「ぼちぼち」であ 
る。 (芳) 
^ 11^<=$> V- ■ら、 ， . N- -' ^ 

ほどほど 4適当 
ほぼ 4だいたい 
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(比喩と身体ことば) 


比喩と身体ことば 

一 

「白雪姫」といラ名前は「白雪(のような)姫」 
I という暗喻を含んでいると考えてみる。「白雪」 
j は「白さ' 清新さ、純粋さ' 美しさ、冷たさ、 

«やわらがさ、雪特有の感触…」と' いろいろな 
I イメ I ジをともなつている。 

£ A ™- 「白雪」でどんなイメージを思いろかべるが 
一「は' 社会的にバターン化した連想のほかにも各 
人によってさまざまであろう。比喻はそうした 
»- r 2 あいまいさをともなつている。そうした多様な 
I イメ—ジの中で「白雪」の「白」によって「白 
さ」が際立たされているわけだが、「清新さ」以 
下のイメージも意味の後景として生きている。 

このように、比喻はあいまいさを意味の土壌 
にしている表現であり、比喻による異種のもの 
の結合が人間の認識の根幹をなしている' と見 
る人もいる。比喻がはらんでいるあいまいさは' 
直観的な認識を生成させる原始的なカオスのよ 


_うなものなのである。 

比喻の 一 つの大きな方向として' 抽象的な事 
~柄を具体的な事柄で置き換える' とい-5ことが 
I ある。そして、われわれにとってもっとも「具 
I 体的」なものとは、「具体=身体を具える」とい 
|う表現(これ自身も比喻なのだが)からも見てと 
|れるよ-5に' われわれ自身の「身体」にほかな 
i 6なぃ。 

ー プラトンの比 Di . 比例の思想を継承したネオ 
i .プラトニズムは'身体の中に宇宙を見ていた。 
i マク □. n スモスとミクロ■コスモスは' いわ 
j ば入れ子型の構造をなしており、微小なものが 
I 極大なものの構造を自ら体現しているのであ 
j る。こうした考え方は、現代の A I (人工知能) 

|研究や DNA 研究にもどこか通じているように 
I も思える。 

身体で宇宙を類比するというほどではない 
|が' 日本語の表現には身体に関する言葉をふん 
i だんに比喻的に用いているのが目につく。部位 
|ごとに列挙してみよう。 
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【頭】 頭数' 釘の頭、頭領、かしら、頭から、 
頭ごなし' 頭だし、頭が痛い' 頭が下がる' 頭 
にくる、頭をひねる 

【目】 ひいき目、台風の目、目が粗い、落ち 
目' 目が肥える、目がすわる、目が高い、目が 
ない、目から鼻へ抜ける、目にあう'目に余る、 
目にする、目の色をかえる、目の黒いうち' 目 
をかける' 目を配る、目をつぶる 

【耳】 地獄耳、パンの耳' 耳が痛い、耳が早 
い、耳に入れる' 耳に障る' 耳につ <、耳には 
さむ' 耳をすます 

【鼻】 鼻が利く'鼻が高い' 鼻が曲がる'鼻 
であしらう、鼻にかける' 鼻につく'鼻をあか 
す' 鼻を折る 

【口】 とば□、働き □' I □'甘□、□約束' 
□がうまい、□うるさい' □が重い、□がかか 
る、□が堅い、□が滑る、□がへらない、□と 
腹は違う、□にあう' □にする、□に乗る、口 
を利く、□を揃える、□を割る 

【顔】顔役' 顔が売れる、顔が利く、顔が立 


つ、顔が広い、顔から火が出る'顔に泥をぬる、 
顔を合わせる、顔を貸す、顔を揃える、顔を繫 
ぐ' 顔をつぶす、顔を汚す 

【首】 手首、首長、 I 首' 首になる：首が回 
らない、首に縄をつける' 首切り'首を傾げる. 
首を長くする 

【胸】 胸があつくなる、胸がさける'胸がい 
一たむ' 胸がいっぱいになる' 胸がおどる' 胸が 
騒ぐ、胸がすく、胸がつかえる'胸がつぶれる、 
胸に刻む' 胸に迫る 

【腹】 腹が大きい、腹が黒い' 腹がすわる' 
腹が立つ' 腹ができる、腹に I 物'腹に落ちる、 
i 腹を痛める' 腹を抱える' 腹を固める、腹を探 
る、腹を読む' 腹を割る 

【足】 机の脚' 客足' 足が地につかない、足 
„がつ<、足が出る、足が棒になる' 足が向く、 

I 足を洗う、足をす<う、足を抜く、足を伸ばす、 
一足を運ぶ、足を引っ張る 

【体】 国体' 文体、体面' 体制、体があく、 
I 体が続く、体に障る' 体を惜しむ'体をこわす' 
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まあ 


I 体を張る 

欲 

「身体ことば」は'いわば自分の身体全体をモ 
~デルにして世界を理解しようとする試みの産物 
~と言えるだろう。都市に暮らす人々のまわりに 
I はコンクリートずくめの人工的空間やメディア 
一が提供する擬似現実のイメージ世界が取り囲ん 
i でいる。人間と共に生きる生き物たちの姿は見 
I えに<<なつているばかりでなく、自らの身体 
I 性への感覚すら' ともすれば稀薄になつてしま 
I ぃがちだ。 

™ 「身体ことば」に体現されている比喻の力を再 
一認識して、意味を生起させる「あいまいさ」の豊 
~かさを追考する必要があるのではないか。(門) 


ま あ 


「まあ」は、さして意味のない感動詞のようにみえ 
るが、結構微妙な使い分けがある。もちろんイント 
ネーシヨンは違うのだが、同じ「まあ」が女性が使 


う場合と、男性が使う場合とでは意味が違って<る 
例をみてみよう。 

「まあ、お久しぶり」 

「まあ、すてきなスカーフですこと」 

「それはまあ、よかつたですこと」 

「まあ、この子は、なんてことをするの」 

こうした「まあ」は驚き.賛嘆.非難の強い感情を 
表す感動詞だが、ほとんど女性にしか使われない。 
それに対して、 

「まあ、お掛けください」 

「まあ、お}ついかがですか」 

「まあ、ちょつと待てよ」 

「まあ、ここは私にまかせて<ださい」 

といった「まあ」は男性の方が多く使うようだ。「ま 
ず、なにはともあれ」という感じの「まあ」で、相 
手の言動を軽く制止するような形ではたらきかけ、 
自分がイニシアチブをとるといつたニュアンスがあ 
る。 

時に、「まあ、そのう…」とか「まあ、なんだ…」 
という具合に間をかせぐ「まあ」を連発する人もい 
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るが、この「まあ」もイニシアチブを自分に引き寄 
せる「まあ」の転用と言えよう。 

「まあ」のその他の用法の鍵概念は「限度 •限界点」 
の意識にあるようだ。 

① 「まあ、いいか」の「まあ」には、限度を見極 
めて十分とは言えないが「まずまずの ところ」と 
いう評価が含まれている。 

「まあ、 やる だけの ことはやつた」 

「まあ、今日はここまで にしよう」 

「まあ、なんとかう まくいつたね」 

「まあ、こんなもんかな」 

② 「まあ、もう一息がんばつてみる か」という時 
の「まあ」は、限界点を越えて努力してみる姿勢を 
表している。 

「そんなにおつしやるなら、まあ考えてみましょ 

、っ」 

「まあ、やつてやれない こと もない が…」 

「まあ、何とか努力してはみますが…」 

③ これが、 

「まあ、この先 どうなること やら…」 


「まあ、なんとかなる でしよう」 

「まあ、 これ 以上 悪くなるということもないでしよ 
、っ」 

となると、先行きがおぼつかない 「まあ」 となる。 
つまり、現状が限界点であり、将来は あまり芳しく 
ない、というニュアンスを含んでいる。 (門) 


まあまあ I 

* じよ-つご 

一まあ」 の畳語で ある「まあまあ」 は、感動詞 「ま 
あ」の強めとなる。 「まあまあ、 ご立派におなりにな 
つて」「まあまあ、 よくいら つし やい ました」という 
場合は、驚き•感動を表す女性的感動詞 「まあ」 の 
強めだし、 「まあまあ、そう 興奮しないで」 「まあま 
あ、 そう 言わずに」の場合は、男性的感動詞 「まあ」 
の強めとして、相手を制止し、仲裁に入るような場 
合に用いられる。しかし、 こうした 用法は そう頻繁 
ではない。 

よく使われるのは、「調子は どう？/まあまあです 
ね」「今日の試験 どうだつた？/まあまあ」といつた 
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まあまあ • まいる 


類の「まあまあ」である。「まあ」は、「まあ良かつ 
た」というょうに、次に出来ぐあいを示す言葉が必 
要だが、「まあまあ」はそれだけで程度を表すことが 
できる。この点で、「まあまあ」は「まずまず」や「ほ 
どほど」に似ている。 

それにしても「まあまあの調子」や「まあまあの 
成績」とは、どれくらいの「調子.成績」なのか、 
きわめてあいまいである。程度を表す「まあまあ」 
は、「限度」の意識を表す「まあ」と関連している。 
「まあまあ」とは、十分とは言えないが、自らの限度 
を見極めれば、ある程度満足するべきところまでは 
来ている、といつた感じである。 

最近「まつ、いいか」というタィトルのラップが 
流行つているが、「まあまあ」には、「まつ、いいか」 
や「まあ、こんなもんか」と通じる、ほどほどの「達 
成感.自足感」と、「まだまだ」という「不満足感」 
が同居している。つまり、「まあまあ」は、ある程度 
の「満足感」とある程度の「不満足感」を同時に含 
む両義性をもつており、あいまいなのも無理はない。 

「まあまあ」という返答は、この両義性を隠れ蓑に 


して正確な情報を相手に与えないで、質問をやり過 
ごすのに便利な表現として多用されているところも 
あるようだ。この点では、「もうかりまつか？」に対 
する大阪人の「ぼちぼちでんな」という返答と同種 
の「いい加減さ」がある。 (門) 


まいる (参る) 

「まいる」は下位の者が上位の者のところに移動す 
ることをへりくだつて言う表現である。 

「今すぐそちらへ参ります」 

「明日、また参ります」 

というょうに、「行く」「来る」が両方とも「移動行 
為」 として一括されて 「参る」 になるところがおも 
しろい。この点では、上位の者の下位の者のところ 
への移動を表す尊敬語「いらつしやる」と対応して 
いる。 

「社長は今すぐそちらへいらつしやいます」 
「社長は、明日またいらつしやいます」 

「〜ていく」「〜てくる」の形も同様に「〜てまい 
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る」とすることができ、「〜ていらつしやる」がやは 
りそれに対応する。 

「行ってまいります/行って(い)らっしやい」 
「書類はいまそちらへ持ってまいります/社長が 
じきじきにそちらへ持ってい6っしやいます」 
このょうに「行く」「来る」という区別が謙譲語「参 
る」と尊敬語「いらっしやる」で無化してしまうの 
はなぜだろうか。「行く」「来る」の区別は話者の現 
在位置か6遠ざかるか、近づくかという、話者の位 
置を尺度としている。社会的な上下関係を強く意識 
する場面では、そうした自己中心的な視点が保持で 
きない、ということを表しているのかもしれない。 

さて、「お宮参り」「善光寺参り」「墓参り」のょう 
に尊い場所への移動に「參る」を使うのは、神社. 
仏閣.先祖が絶対的に上位の者であることから当然 
だろう。では、困った時の「いや一、まいった、ま 
いつた」はどう考えたらいいだろうか。 

「どうだ参つたか/參つた J 

「彼の理路整然とした鋭い反論にはほとほと参つ 
た」 


「あんなところで上司と会うとはまいつたね」 

勝負事で負ける時に「まいつた」と言うのは、い 
わば神仏のような絶対的上位者の前でかしこまるの 
と似た状態におちいるためだろう。そこから発して、 
非常に困惑することも「まいる」と表現するように 
なつた、と思われる。 

「この夏の異常な暑さですつかりまいつてしまつ 

た」 

「都会の騒音と孤独にはまいらされたよ」 

というように、肉体的.精神的に弱らされることも 
「まいる」と表現する。このように「まいる」が移動 
以外の意味で使われる時は、マィナスィメージが強 
いが、「彼女にはぞつこんまいつた」というように、 
魅せられる場合に使う時もある。もつとも、この表 
現にも彼女に魅了されて困惑しているというニユア 
ンスも若干感じる。 

尊い者の前に立つことを意味する言葉が困惑や衰 
弱をも意味するという「まいる」の両義性は、日本 
語のどのような精神分析的生態を表しているのだろ 
、つか。 (門) 
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まえむき 


前向キ/ 


「ご提案につきましては、前向きに検討させていた 
だきます」と官僚が答弁すれば、それは、「特に何も 
対処しないが、參考意見としては聞いておく」とい 
う意味にすぎない、ということはよく知られている。 
それでも聞き手の方は、「前向き」の「前」が示唆す 
るプラス.ィメージに幻惑されて、ある程度の成果 
を期待したりしてしまうのである。 

一時期、『巨人の星』というスポーツ根性マンガの 
主人公が「たとえ落ちぶれてドブにはまつてしまう 
ような生き方になつても、あくまで前のめりで生き 
ていたい」というようなことを言つて、「前向き」の 
価値を暄伝していた記憶がある。「前向き」は、前進 
が通常の歩行の姿であることからすれば、当たり前 
の姿勢なのだが、「後ろ向き」が進歩に背を向ける消 
極性や、時に反動性を表すのに対して、「事態を先取 
りする積極性」を表す、とされているようだ。 

「卨俩.人小.輕重•広狭」等々のほとんどの形容 


詞的対立概念がプラス/マィナスの価値基準を内在 
させているように、人間の身体を基準とする方向性 
にも暗黙の価値了解が付与されている。例えば、「上 
+ \下 I 」「右+ \左 I 」「前+ \後|」という具合 
である。 

しかし、「前向き」といった呪文に対しては、二重 
の批判が必要である。第一には、「前進する」のでは 
なく、「前を向いている」という「態度.構え」だけ 
でいいのか、という点である。鋭い日本文化観察者 
によると、日本では動きを凝縮した「構え」が尊重 
される(李御寧『「縮み」志向の日本人』)とのことだ。 
だからと言って、「積極的な構え.姿勢」を示せば、 
実行が免除されるというわけではないだろう。 

第二は、「後ろ向き」はいけないのか、という点で 
ある。戦争責任•戦後責任等の過去への配慮•対応 
が欠けていることが、日本の国際的信用を損ねてい 
る。それに、「進歩」「成長」をひたすら目指す「前 
向き」一辺倒の視線が破綻していることは明らかで 
はないか。 

「前向き」という官僚の常套的なあいまい語のステ 
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レオタイプなプラスイメ ー ジに振りまわされない複 
眼的志向が必要とされているのである。丨コラム 
「役人言葉」 {門} 


まずい•うまい I 

「ご自慢のカレ—ラィスと聞かされてたけど'案外 
まずかつたじやないの」 

「この大事なところで、まずいプ レー をやつちやい 
けませんねえ」 

など、闩常よく「まずい」という語を口にする。こ 
の語も頻用語であるだけに多義にわたり、あいまい 
さを感じさせる余地もある。 

その多義さを整理すると、おおよそ次のように分 
類できるようだ。 

① 味が悪い、おいしくない。 

「このカレーライスはまずい」「酒もまずいよ、 
こんな気分で飲む時はよ」 

② へただ、つたない。 

「まずいプレーだ」「あの人に作詞を頼んだ？ 


でも、まずいよ、かれの歌詞は」 

③ 具合が悪い。 

「まずいですよ、あんな発言をなさっては。ひい 
きの引き倒しだわ」「この照明だけど、ちょっと 
まずいんだ。よくチェックしてよ」 

④ みにくい。 

「顔はまずいが気だてはいい、頭はいい。おれな 
6もらっちやうね、こっちが独身だったら」「顔 
のまずい役者は主役にしないと昔な6決まって 
たもんだ」 

このように分けられるが、もともと|つの語の意 
味が分化したものだから画然としないところは残 
る。一般にはこんな分類を意識して使っているわけ 
ではないので、分類しようとするとそれぞれの境界 
があいまいと感じられる気味もある。 

「ああ、マズつた(まずいことした)なあ。あいつに 

金貸すんじやなかった」のように、形容詞から動詞 
を生んだ字生スラング風の言い方なども、②と思え 
るが③と重なり合うところもありそうだ。 

「まずい」の反対は「うまい」と相場が決まってい 


250 




まずい.また 


る。そして、右の①②③には、ちようど裏返しにし 
た「うまい」が反対語としてある。 

① 味がよい、おいしい。 

「評判にそむかず、この店の寿司はうまい」「ど 
んなものでも、うまいうまい、と食べてくれる。 
張り合いがある」 

② 巧みだ、じようずだ。 

「うまいのは栃錦、強いのは若乃花。しかし、ど 
っちも強くてうまかったぜ」「芸はうまくなくて 
もいい、監督の言う通り演技しろ、ってんだ」 

③ 都合がよい、好ましい。 

「うまい所へ来てくださったわ。どうしようかと 
思ってたのよ」「今度の自動車協議はうまく行き 
ましたね」「うまい話を持って来てくれた。喜ん 
でますよ」 

このように裏返しになるが、④の反対は「きれい、 
美しい」で「うまい J とは 言わない習慣。 もともと 
『万葉集』に「うまし国ぞあきつ島大和の国は」 
と歌われ、「美し国」と書かれたように、「うまし」 
には「美しい、快い、よい」の意味がこめられてい 


たが、現代語では違ってしまった。 

なお、男.女の用語の差がはっきりしている地域 
では' 味のょさを言う時、女性は 「うまい」 とは 言 
わず、「おいしい」と言うのが普通とされてきた。だ 
が、近頃の若い女性には「うん、 うまい！」 と言う 
人がけっこういる。もっとも、改まった場合の表現 
ではないが。 

ところで、味について「うまい」と書く時は「旨 
い」「美味い」などと漢字を当て、時には「甘い」を 
「うまい」とも読ませるが、技巧やタイミングのょさ 
を言う「うまい」は、なぜか「巧い」と書くことが 
少なく、かな書きが多いようだ。「巧み」「巧者」に 
通ずる場合、「巧い」と書いてもよさそうなものだ。 

(芳) 


ま た 

「また」の用法は広いが、その基本的な意味は同種 
の事柄がもう一つつけ加わること、すなわち「再び」 
という点にあると言えよう。 
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「またお会いし ましよう」 「またとない好機」「また 
お手紙します」 

の「また」は、「再び.もう一度」という意味だ。 

「彼もまた結婚した」「これまたすごい出来ばえ」 
では、「同様に•同じく」の意味である。 

「話の続きはまたにしよう」 

の「また」は「いつか別の時に」だし、 

「彼はまたなかなかの愛妻家でもある」 

という時の「また」は「別の面でいえば」という意 
味である。これらの「また」は、同種のものの付加 
ではな <、異質の要素の付加を表している。しかし、 
「再度」というニュアンスが土台にあることは確か 
だ。 

接続詞としての用法でも同様である。 

「丁寧に説明してくださり、またレポ^~卜の添削ま 
でして < ださつた」 

では、同種の「親切さ」の累加が「また」で示され 
ている。これに対して、 

「彼は夫であり、また同僚でもあつた」 

「また、こうも言えよう…」 


といった例では、別の側面を指摘する際に、「また」 
が用いられている。しかし、いずれも「同一の主題」 
に対して「再言」しているわけである。 

このように、「また」の意味•用法の基盤を「再度」 
ないし「再言」という点に見ると、次の用法はどの. 
ように位置づければいいだろうか。 

① 「なんでまたそんなことをしたんだろう？」 
「これはまたどういう訳だ？」 

というように、疑問文に用いて「いぶかしがる気 
持ち」を強調する、「一体全体」に似た意味あいの「ま 
た」。 

② 「今日はまたなんて暑いんだ！」 

「これはまた何たる不思議！」 

のように、感嘆文の中で「驚き」を強調する「また」。 

これらはいずれも、「再び」という基本的意味から 
の派生とはとらえにくい。『日本語大辞典』の「また」 
の補注によれば、本来副詞だった「また」が接続詞 
の用法をもつようになったのは、漢文の「且•又. 
亦」などの訓読みに用いられた結果、とのことだ。 
とするなら、上記①②の用法は、「学んで時にこれ 
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まだ 


を習ぅ' 亦楽しからずや」等の漢文の「亦」の意味 
あいが日本語化したものではないだろぅか。漢文の 
文体や語彙の浸透は意外なところにまで及んでいる 
ようである。 (門) 


まだ.もう I 

「もういいかい？1—「まあだだよ」という隠れんぼ 
の時の決まり文句が「まだ」と「もう」の対応を語 
つている。ある事柄が話し手の意識の中で基準点を 
越えている場合が「もう」であるのに対して、越え 
ていない場合が「まだ」なのである。 

「夕食の支度がもうできている」「まだできていな 
い」というように、ふつう「まだ」の方に否定的二 
ユアンスを受け取ることが多いようだが、それは「で 
きつつある」ことに対する肯定的判断があるためで 
ある。その証拠に、「あんな猛練習はもうできない」 
「まだできる」というように、「もう」の後に否定が 
きて、「まだ」の後に肯定がくることもある。「チェ 
ツクインまだできますか？/申し訳ありません。も 


う終わりました J 「この間のウィスキーまだある？/ 
残念ね、もうないわ」というような場合もある。 

つまり、「まだ」と「も .dA を分ける基準は、後ろ 
に否定が< るか、肯定が くる かというものではなく、 
ある状態が継続しているか否かなのである。継続し 
ている場合が「まだ」であり、新しい状態に入って 
いる場合が「もう」となる。「この暑さはまだ続く」 
「もうどうにも止ま6ない」といった具合である。 

「もう」と「まだ」の境目は、チエツクィンの場合 
のように客観的に定められている場合もあるが、た 
いていはきわめて主観的なものなので、しばしば次 
のようなやりとりが見られたりする。 

「ポトルにまだ半分あるぞ\もう半分しかないの 

か」 

「いい加減もう投げたらどうだ？/いや、まだまだ 

勝負はついてないぞ J 

「今からじやもう間に合わないよ/まだ十分間に 

合うよ」 

先の「意識内の基準点」は事柄の「完了/非完ァ J 
を中心とするが、場合によっては、完/以前の事態 
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にも「もう」を使うせつかちな言い方もある。 

「もうそろそろできるんじやない か？」 「まだ当分 
できないわよ」。 

この場合は、完了時点を先取りして、そこまでの 
時間間隔を「そろそろ」で表現しているわけである。 
ここにも、「もう」と「まだ」の境目の主観性.恣意 
性が顔を出している。 

「まだ」だけに見られる用法だが、「基準点に達し 
ない二つの中で一方の方がよりましだ」という際に 
「まだ」が使われることがある。 

「ポ I ナスが出るだけまだましだよ」 

「少々の蓄えでも、全然ないよりはまだましだ」 
「あんな大字に行くくらいなら、浪人した方がまだ 
いい」 (門) 


または.〜か 

選択を表す「または」や「か」という語にはなん 
のあいまいさもないように思える。しかし、次のよ 
うな例ではどうだろうか。 


① 「食事の後にはコーヒーか(または)紅茶が出 
る」 

② 「遊びに行くなら、温泉か(または)スキー場が 
いど 

①では、「コーヒーか紅茶」のどちらか一つがサー 
ビスで出てくるのであって、両方を期待するのはム 
シがよすぎる(両方飲む人もいないだろうが)。それに 
対して、②では「温泉のあるスキー場」ならもっと 
いいわけだ。つまり「または」や「か」の用法には、 
それで連結される二者の並立を認めないもの(論理 
学では、そうした 「または」 を「強い 選択」 という意味 
で「強選言」という)と、認めるもの(同じく、「弱選 
言」)とがある。 

もっとも、こうした区別はたいてい文脈から容易 
に判別できる。また「強選言」であることをはっき 
りと示すためには、 「 A か B かのどちらか(一つ)」と 
いう言い方もある。しかし'「弱選言」であることを 
明示する表現(英語では： and / or " という苦肉の策を 
用いているが)はない。 

では A 、 B 、 C という三..つの事態の選択が rA 」 
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または•まで 


あるいは 「 B か C 」 という場合と、 「 A か B 」 あるい 
は 「 CJ という場合をどのような表現で区別できる 
だろうか。 「 A か(または) B か(または) C 」 と言うだ 
けでは、はっきりしない。純粋に論理的に考えれば 
同じことなのだが、表現上は、大きな段階の接続と 
小さな段階の接続の区別をはっきりと示せる方がい 
いことがある。 

法律では、「又は」と「若しくは」を使い分けてい 
る。例えば、憲法第八条に「皇室に財産を譲り渡し、 
又は皇室が財産を譲り受け、若しくは贈与すること 
は……」とある。皇室に財産を「譲り渡し」と、皇 
室が財産を「讓り受け、贈与する」が大きな区切り 
として「乂は」で示され、「譲り受け」と「贈与する」 
が「若しくは」で小さな区切りとされているのであ 
る。 

法律用語では、同様に 「 A と B と CJ という並列 
のあり方もは つきり と区別で きるようにして いる。 
つまり「並びに」を大きな連結に、「及び」を小さな 
連結に用いるのである。これは時に重大な相違を表 
すことになる。例えば、相続権は「甲及び乙並びに 


その配偶者」にある、とすると、「その配偶者」には 
「甲の配偶者」も「乙の配偶者」も含まれ、両者とも 
相続権があることになる。それに対して、「甲並びに 
乙及びその配偶者」という場合は、「乙の配偶者」は 
相続権を有するが、「甲の配偶者」には相続権がない 
わけである。 

「又は」「若しくは」「並びに」「及び」は、このよ 
うにあいまいさが許されない法律用語の面目躍如た 
る表現ではあるが、よく批判されるように、日常語 
に根づいた言葉ではない。法律の言葉を分かりやす 
く、かつあいまいさを避ける表現が工夫される必要 
があろう。 (門) 


まで•までに 

「まで」は「皿洗いまで手伝ってくれた」「手紙は 
終わりまで読んでください」のよぅに、動作.作用 
の及ぶ範囲を示したり'「練習の甲斐あって、やっと 
試合に出られるまでになりました」のよぅに程度を 
表す。時には「プルータスよ、お前まで」と意外. 
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驚きをあらわす表現になった〇、「骨までしやぶる」 
のように極端な例をあげて、その甚だしい様子を述 
べるのにも使われる。 

ここでは時間.期間.数量を表す語につ <「まで」 
を取り上げ、「までに」との使い方の比較を試みたい。 
その違いは漠然とは分かっていても、極めてあいま 
いだからだ。 

たとえば一九九九年という語を考えた時、「 I 九九 
九年まで、私は生きていられるだろうか」「この家の 
契約は一九九九年までとしましょう」のように「ま 
で」は動作や作用が継続する際の限界の時を示し、 
「まで」の後には「生きる J r 契約する」のように「動 
作が継続することを示す動詞」が来ることが多い。 

これに対して「一九九九年までに」となると「こ 
の小説をがんばって仕上げたい」「博士号がとれるだ 
ろうか」のように、動作そのものがある時点までに 
成立することを示し、「までに」の後には、「仕上.ナ 
る」「博士号をとる」のように「動作がある瞬間に完 
r することを示す動詞」(届く、結婚する、咲<、電気 
を消す、つける、車が止まる' といった動詞)が来るこ 


とが多い。 

「荷物は明日の朝までには( X まで)届くと思いま 
すよ」 

「令はまだ両親の許しがでませんが、今度先生とお 
目にかかるまでには( X まで)、私たち結婚して、 
ます」 

「この花' クリスマスまでに (X まで)咲 <といい 
ですね」 

「夜十時までには( X まで)必ず電気を消して < だ 
さい」のよ、つにだ。 

'しかし同じ動詞でも 

「この花、クリスマスまで( X までに)咲いている 
といいですね」 

「確かその車なら、昨日まで( X までに)ここに止 
まつていましたよ」 

と「動詞+ている」の形で使われると動作の継続を 
表すことになり、「まで」が使われる。この辺が外国 
人学習者に説明するのに大変なところだ。 

「いつまで食べているの。五時までに食べてね」 
「原稿をあしたまでにお願いしますよ」 
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みえる 


「昨夜も夜中の三時まで書いていましたよ」 

我々は無意識のうちに「まで.までに」を使い分 
けているのだ。 (佐) 

までに—まで 


見える•見 e れる 

「見える.見られる」は、「私の家の窓から浅間山 
が見えます(見られます)」と、両方とも可能動詞の 
ように「見える①」。ところが、たとえば留学生が「先 
生、パンダはどこで見えますか②」と質問した時、 
この文章に「見える」はそぐわないことに気づく。 
「上野動物園に行けば見>5れますよ③」と「見られる」 
を使うべきだと思うが、私にもまだ「見えない④」 
ところがある。それでは、我々はどのように「見え 
る」 「見られる」を区別しているのだろうか。 

①の「見える」は 「〜 のように見える」 という 使 
い方で、目に見えるのではなく、心に見える状態に 
対して使つている。 

「彼は彼女がいなくても、平気なように見える」 


「日本の首相は先進国首脳の中でも、落ちついてい 
るように見える」 

「母は娘の帰りが遅いのを心配しているように見 
える」 

と、どれも視覚を通してではなく、心の状態を言っ 
ているものだ。 

②の「見える」は、見ようと意識しなくても、自 
然に目に映る状態を言う。パンダは、上野動物園と 
いう特定の場所に行かな<ては見ることはできな 
い。「見上げてごらん、夜の星を」という歌詞がある。 
「夜空に無数の星がまたたいているのが見える」 
「空の中央に天の川が帯のようにかかっているの 
が見える」 

「あそこに見えるのは、流れ星かな、それとも飛行 
機の灯かな」 

「山々がシルエットになって浮かび上がっている 
のが見える」 

これらの「見える」はふと夜空を見上げたら jm に 
自然にこれらのものが入ったという状況だ。これ6 
は「見られる1_とも置き換え可能だ。 
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③は「上野動物園に行けば」とある条件を設定し 
て、「そうすれば見られる」という時に使う。条件文 
の「と.ば.たら.なら」などの文章を考えてみよ 
ラ。 

「アラスカに行くと白熊が氷原を歩き回つている 
のが見られる」 

「新宿の名画座では、八〇〇円で映画が見られる」 
「今晩七時にテレビを見たら' きつと 木村さんが出 
演しているのがみられますよ」 

「彼の作品なら、銀座の画廊で見6れますよ」 

どれも「見える j には置き換え不可能だ。「見よう」 
という意志があり、その場所に行くなり、テレビの 
スイツチをつけるなりしなければ「見られない」。 

最近は「6抜き言葉」の影響を受けて「見れない」 
という人も多いが、これは「見えない」とは明確に 
区別がついていないようだ。映画館などで「すいま 
せん。見れないので座って下さい」というのを聞い 
たことがある。これは明らかに「見えないので」だ 
と思うが、「見られない」も「見えない」も「見れな 
い」になつてしまうのだろうか。 


④の「私にも、まだ見えない J は、 

「まだ慣れないもので、社内の事情が見えないんで 
すよ」 

「 A 社から契約がとれたつて！これで先が見え 
てきた」 

のように、「理解する」「把握する」「見通す」などの 
意味で使われる ことがある。①と 同様、目で見るの 
でな <、「心の目で見る」 ということだ。 (佐) 


みごと(見事) 


「人々の期待大きけれども、さしたる見事いつさい 
なし」というように、かつては「見るべき こと」 「見 
もの」という意味もあったが、今日ではこの意味で 
使うことはごくまれだ。今日の用法は、 

① 「技あり！お見事」(立派なこと) 

「お客を次々に案内する手際は' それは見事です」 
(巧みなこと、手際がよいこと) 

「見事にだまされた」(完全に) 

② 「二歳だというのに親の考えていることを見事 
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に理解しているのですね」(ちやんと。立派に) しれない。 

以上のとおり、大半は、事物や人の行動を肯定的 なお、「あなたの言い訳は見事だよ」といぅ皮肉表 
に見、感心したときに使ぅ単語。しかし、「完全に」現は、ある程度の言語感覚または自尊心をもった相 
「ちやん と」 と、-う意味に関しては「見事にだまされ手に通じることで、そうでない人に対しては、ほめ 


た」「あの人の借金のうまさときたらお見事というほ 
かはない J 「そこは業者同士、見事につじつま合わせ 
がしてある さ」 のように、あきれたり、シニカルに 
ものを見たり、強い批判をしたい場合にも使う。こ 
の場合、「見事」は立派とは正反対の意味になり、そ 
れゆえに強い反感を示す表現ともなる。 

「ねらつてた所を受験しましたが見事落第しまし 
て」などとよく言うのは、「惜しいところで落第」と 
いうのではなく、問題にならず文句なしの落第、と 
P ) いう気持ちかららしい。それはよいとしても、「◦〇 
1 先生は前回の総選挙に期する所あって出馬、しかし 
^ 見事落選されまして…」などと第三者が紹介するケ 
働—スは落ち着きが悪い。本人が言っても、オヤ？ 

T と引つかかることがあるほどだから' 他者が言えば 
it なおさらだ。だが、「見事落選」をまるで一語のよう 
み にセットで頭に人れている人はけつこう多いのかも 


ことばとは思われないまでも、大して痛みを感じさ 
せないことがある。皮肉(アィロニー)やしやれが 
通じないのは、ことばそれ自体の問題というよりも、 
相手の感受性や社会常識の問題である。 (芳) 

I 自動詞と他動詞 

国語辞典の動詞を調べると、必ず「自.他」 
一と明記してある。たとえば「開 <」を手元にあ 
“る国語辞典で調べると「自五」(自動詞.五段活 
ラ 用)と記してある。それでは「開く」の他動詞は 
コ何が、日本人なら「開ける」とすぐ浮かんで< 
| ることと思う。 

日本語には、このように自動詞と他動詞がぺ 
I アーになつているものが多い。夫が帰宅して妻 
~に「ねえ'お風呂沸いている9.」と聞<ときは 
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「沸く」という自動詞を使っている。それに答え 
て r ええ' 沸いているわよ」と言えば素直な答 
えだが、 r ええ' 沸かしてあるわよ」となると二 
ユアンスは多少異なってくる。 

「沸いている」とい/つと、実際は妻が沸かした 
のであろうが' いかにもお湯が自然に沸いたか 
のような使い方だ。それに対して「沸かしてあ 
る」というと' その背後に「沸かした人がいる 
I この場合はもちろん妻」といった構図が浮か 
ぴ上がる。同じことを言/つのでも' 自動詞を使 
、つか他動詞を使 -5 かで、印象はずいぶん違うも 
のだ。 

この場合' もう I つ大切な点は、自動詞の「沸 
<」には「ている」が使われて「沸いている」 
となるのに対して、他動詞の「沸かす」には「て 
ある」が使われ'「沸かしてある」となる点だろ 
う。 

自動詞と他動詞の概念はもともと西洋文法を 
移入した時に入つてきたもので' 日本語に則し 
たものではなかつた。しかしこのように「沸< 


| .沸かす」の例を見ただけでも、自他には動詞 
\ の性質の違いが出ていて' 日本人は何気な くそ 
一 れらを使い分けていることが分かる。「その違い 
|は？」と問われると' あまりにもあいまい であ 
|り' たとえば「閉まつている」も「閉めて ある」 
~も「閉まる」という状態においては大した違い 
|がないように思えるかもしれない。 

ニユ — m — クのケネディー空港に行った時の 
I こと' 重いスーツケースをコイン□ツカ—に預 
j けようとしたところ、シヤツタ—が閉まつてい 
|た。理由は爆弾テロがあったので、閉めたとの 
|ことだ。 

この場合「閉める」を使/つか「閉まる」を使 
|うかで' だいぶ文意が変わって<る。「コインロ 
_ ツカールームは、ドアが閉めてあった」と言え 
j ぱ意識的に閉められた様子が伝わり'「テ□事件 
I があったので' 閉めてあるのだろう」といった 
j 類推が働<が'「コイン□ツカールームのドアは 
一閉まつていた」と言うと、「時間外だがらかな」 

I ぐらいに思うのではないだろうか。 
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( n 動詞と他動詞) 


英語では「ドアが閉めてあった」と「閉まっ 
一ていた」には違いが出ず ': The door Is 
| closed ." となる。こラ言われると自動詞にも他 
一動詞にも受け取れる。翻訳の際は' 翻訳者の裁 
i 量に任せられている部分だろう。 

「自動詞」は物が主語で、そのちのが自発的に 
I 働くことであり、「他動詞」は人が主語で、その 
I ものに働きかけることだ。才—トマティックな 
ードアーな6いざ知らず、「ドアが閉まっていた」 
I という表現は本来ならおかしいということにな 
一る。 

「沸く」「沸かす」も同様に考えることができ 
I る。ガスに火をつけ' やかんを載せて、しばら 
一く待つという手順があれば「お湯を沸かす」に 
I なるが、最近は魔法瓶にお水を入れただけで沸 
一くものがあり、「お湯が沸く」と自動詞の表現も 
I 十分にありうる。 

ところで日本語を見てみると「紙を破く」「紙 
I が破ける」のように、外国人にも自動詞と他動 
一詞の意味的な対立が分かりやすいものも多い。 


I ところが'「お金がもうかる」「お金をもうける」 
I のように誰ががお金をもうけたという点では変 
I わりがなく、なぜ自他の対立があるのか分がリ 
にくい表現もある。自然にお金がもうかつたの 
か' 意図的にお金を集めたのか' 我々は心理的 
に使い分けているが、これなどはもつとも分か 
りにくいものであるらしい。 

たとえばこんな場合' どんな表現が適切だろ 
一 I ぅか。 

友人から旅行の間、植木に水をやつて欲しい 
I と頼まれたとする。しかし、ベランダに置いた 
j 植木のことなどすつかり忘れ' 友人が帰つてき 
~たときには木はすつかり枯れてしまつていた。 
i 「あつ、すいません。お預かりした木が枯れてし 
~まいました」か、それとも「あつ、すいません。 
I お預かりした木を枯らしてしまいました」か。 

「枯らしてしまいました」は「枯らす一他動詞」 
一で' その背後には当然、自分が枯らしたのだか 
I ら自分の責任であるというニュアンスがある。 
i それに対して'「枯れてしまいました」は、「枯 
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れる—自動詞」で、自分には、責任はないです 
よといつたニュアンスが隠されている。 

日本人なら' 普通は r 枯5してしまつてすい 
ません」と他動詞を使つて' たとえ自分に責任 
がないにしても、「枯れてしまつて」とは言わな 
いのではないだろ、つか。もつとも' 酷暑で枯れ 
ても当然というような背景があれば別である 
が。ところが' 外国人にはこのニュアンスの区 
別は非常に分かりにくいよ/つだ。文化的背景の 
異なる外国人にとつて' この場合のよ/つに'「木 
が枯れること」があたかも自分の責任であるか 
のように表現する日本語の形態は' 納得のいか 
ない面もある6しい。まさに異文化理解なしに 
は' 言語を使いこなせないという|つの事例で 
ある。 

この辺が外国人に自動詞と他動詞を指導する 
際のポイントになるところだろ/つ。自動詞で言 
、つが、他動詞で言うか' 我々はその場に応じて 
使い分けている。 

「ああ' 洗つたばかりのシャツが汚れちやつ 


j た」 r 汚しちやった」 

気づいてみたら汚れていたという場合には 
I 「汚れちやった」だろうが、 n —ヒ—をこぼした 
|場合には「汚しちやった」という 具合にだ。 

一 自動詞.他動詞の煩雑さは' この対をなす形 
|になじめないことや' 意味上の使い分けの難し 
j さだけではない。自動詞.他動詞の形の変化の 
I 規則性を整理してみると十数通りにもなる。外 
i 国人学習者が戸惑うのも無理はない。 

ここにその例をいくつかあげておこ/つ。 
自動詞 他動詞 

①広がる ( hirogam ) 広げる ( hirogeru ) 

□ —マ字で書いた最後の部分を見ると、 aru - 
eru の違いが出ていることが分かる。このパター 
ンには、染まる I 染める、集まる I 集めるなど 
一がある。 

I ②痛む ( itamu ) 痛める ( itameru ) 

ローマ字の部分、自動詞は u , 他動詞は eru とな 
|ることに注目したい。このパタ—ンには開く一 
|開ける' 育つ—育てるなどがある。 
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みず 


| ③残る ( nokoru ) 残す ( nokosu ) 

日本語の古語には「ある」と「する」の対立 
があつたと言われる。この場合の「のこる」の 
「ル」が「ある」に当たり、「のこす」の「ス」 
が「する」に当たると言える。仕事の残業を自 
らの意志でするなら「残る」だが、部長が部下 
に残業を頼めば「残す」となる。夜十二時を過 
ぎ ' g 分の意志で残業を切り上げれば「帰る」 

一だが、「もう遅いから帰つた方がいいよ」と部下 
j を気づかつて言えば「帰す」になる。 

| ④乱れる ( midareru ) 乱す ( midasu ) 

「兵隊たちは疲れたのか'だんだん列が乱れて 
I きた。誰かが乱したというわけではなかつたが 
| …」'これは③のバリエ—シヨンとも言える reru 
一(自動詞)と su (他動詞)の対立だ。 

⑤揺れる ( yureru ) 揺らす ( yurasu ) 
「地震で木が大きく揺れたかと思、つと、ズシン 
\ と大きな音をたてて倒れ' 川を流れて行きま 
I した」 

「木の上に隠れていたが、誰かがユサユサと木 


I を揺らして、木は倒されてしまつた」 

一この自動詞と他動詞を入れ換えて見よう。 

「地震で木が大き <摇6されたかと思うと、ズ 
シンと大きな音をたてて倒され川に流されて 
行きました」 

一地震が擬人法として生きた意志を持った存在の 
I ように聞こえる。この場合は er 〒 asu の対立とな 

一る。 

ここでは代表的な自動詞.他動詞の対になる 
I 例をあげておいた。このほかにも「仕事済んだ 
j ?早く？ lsll i+; Ti しまつたら」「九時までには渕 
j 記す—から」のように、済む(自動詞)' 済ませる 
j (使役形)、済ます(他動詞)と込み入つた形もあ 
一る。 

日本語の自動詞.他動詞の対立は 一 筋縄では 
I 行きそうにない。 (佐) 


^ _ | 

水」は辞書では「われわれの牛活になくてはなら 
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ない、すき通ったつめたい液体」などと定義される。 

つまり、日本人にとつて水は「つめたい」ものに限 
るのだ。「熱い水」では日本語にならず、それなら「湯」 
という別の単語を使わなくてはならない 。 hot water 
という概念や表現を有する英語などとは、そこが違 
う。 

地球上に、水は「つめたい」という限定をしない 
言語社会はあちこちにある。暑いマレーシアあたり 
には「氷」に相当する単語もなく、水.湯.氷を一 
語ですませているという。水をつめたいものに限る 
日本語の習慣には外国人が戸惑ったりいらだったり 
する事態も生まれる。 

例えば、「盛りあがった雰囲気に水をさす」と、な 
ぜここに「水」が出てくるのかも飲み込みにくかろ 
う。「親子水入らず」「家族水人らず」や、「そんな水 
くさい真似はやめてください」なども、水はつめた 
い上に無色無味無臭で「味気ない」というイメージ 
を前提にしなければ理解しにくいはずだ。 

味のないものが入るとせつかくの濃密な味が薄ま 
つてしまう。親子、家族や親友などの人間関係を薄 


め、邪魔だてするものは「水」だととらえる発想は 
日本人には自然のものだ。 

こういう、日本語社会のメンバーに共通の社会的 
連想を習得することも文化に深入りして話し手の心 
理を読み、味わう上には必要である。「みんなが連帯 
感を持って活動してるのに、あんな発言をして水を 
かけるなんて、変なやつだよ」も、水が「さます」 
「うすめる」作用をするという共通理解から出てきた 
発想と言える。 

「ダメだなあ、若い放送記者は。まるきり水の向け 
方を知 b ない。なぜあんなのにインタビューさせ 
るんだ」 

と視聴者はいらいらするが、なぜ、「水を向ける」と 
いうのか、この場合は語源自体があいまいである。 
「呼び水」からの連想だろうか？ 

水が「液体」か6「環境」の意味に転用されると、 
「はじめての土地へ行くと水がかわるから、体に気を 
つけて…」という用い方が行われる。この場合は、 
実際に、飲み慣れない水に体が適応できないという 
'現象があり、そこか6比喩的に「環境」の意にも用 


264 



むし 


いられているものだ。 

ところで、古来、日本人は清潔好み、きれい好き 
である。万葉の歌の心や上代の日本人の民族性は「明 
く、清く、直き」と評されたが、「清く」が三本柱の 
一つなのは潔癖感がきわ立ったからだろう。「水」は、 
その清浄好み、潔癖感の象徴でもあった。神社には 
「ちょうず」という清めの水があり、土俵に上がった 
力士は「水をつける」。その水は「力水」と呼ばれる。 

水を用いて「すすぐ」のは肉体をけがすものばか 
りではない。心理面のダメージを挽回することも「す 
すぐ」と表現されることがある。「恥は必ずすすぐぞ」 
「今度の試合は雪辱戦ね」と力を入れる発言が多い 
が、その意味にしても、外国人の中にはとらえどこ 
ろがないと感じる向きもあろう。 

「すすぐ」ことが好きな日本人は、過去のトラブル、 
わだかまりを「水に流す」のを美徳とする。きれい 
さっぱり、でよいと感じるのだ。ところが、日本人 
と違つてしつこいことを悪徳と思わない諸外国から 
は、一方的にさつさと「水に流す」とはけしからん、 
と非難されることが少なくない。「水」に親近感を持 


ち、さまざまの連想や ィメ ージをこめている言語社 
会のメンバーと、他の社会のメンバーの間に生じや 
すい文化摩擦を計算しておく必要がある。 (芳) 

見ら^る I見える 


虫 I 

「課長、今日はどうも虫の居所が悪いみたいだよ」 
「虫が知らせたとい、っんだろうね」 

「おごつてもらつた上に、車で送らせるとは虫のい 
ぃャッだ」 

「なんとなく虫の好かない男だ」 

われわれの身体の中には、不思讓な感知能力をも 
ち、人を嫌ったり、人から嫌われたりする「虫」が 
いるようである。「それでは腹の虫がおさまらない」 
というような言い方からすると、この「虫」の居場 
所はどうやら「腹の中」のようで、何やら寄生虫の 
ようなィメージである。この「虫」は、「宿主」であ 
る当人の気分や機嫌を左右する力をもつ。「ふさぎの 
虫がおこってしまって、何も手につかない J 「そんな 
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ことをしたら、あの人の浮気の虫をあおるようなも 
のだよ」 

子供がわけもなく泣き止まないことを「癇瘤をお 
こす」というが、これも「癇の虫が騒いでいる」と 
とらえて、「瘤の虫をおさめる、しずめる」薬があつ 
たりする。 

この「虫」につき動かされて何かに熱中するあま 
り、カフカの『変身』のように、宿主自身が「虫」 
になつてし まうこと もある。「仕事の 虫」 「練習の 虫」 
「本の虫」「勉強の虫」。そうした「虫」ぷりを«5|,つて 
はやしたてる表現もある。 r 泣き虫、 毛虫！」 「弱虫 
や一い」「点取り虫」 

ところで、この「虫」の正体はいつたい何だろう 
か。「虫が知らせる」とは'どうしてだか自分でも分 
からないが不吉な予感がする こと だし、「虫が好かな 
い」も、なぜか分からないが、好きになれないとい 
う自らコントロールできない嫌悪感をさしている。 
「虫」とは、自分でコントロールできない気分や感情 
を説明するために、そうした気分.感情をひきおこ 
すものとして仮構されたものに他ならない。 


「虫の居所が悪い」という表現には、「いつもはそ 
んなに不機嫌な人ではないのに、今日は特別不機嫌 
だ」という、相手の理不尽な不機嫌への寛容さがう 
かがえる。「浮気の虫1_や「癇の虫」という表現も、 
「虫 j がひきおこすということにして、当人を多少と 
も免責しているところがある。 

それにしても、小さな「虫」が大の人間の気分や 
感情をあやつつているという発想は、一寸法師が鬼 
の腹の中で大暴れしているょうなィメージで、何や 
らおもしろい。 r 虫」にとつてはいい迷惑かもしれな 
いが、人間関係を円満に保つためには、時に「虫」 

に悪者になつても6 うこと も必要な よう だ。 (門) 


むしろ 

「むしろ鶏口となるもも牛後となるなかれ」 といぅ 
中国成語がある。名言だとは思ぅが、「むしろ」の使 
い方としては、現在の日本の社会には即さない。な 
ぜなら「むしろ」は二つを比べて「どちらかと言え 
ばそれよりこれを選ぶ」のであり' 比較の対象は同 
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むしろ 


等の程度にあるもので、「しいて言えばこちら」とい 
う発想だ。 

鶏と牛を比べること自体が、思いがけない比較で、 
現在なら「あのレス ト ランなら、 ビー フカレー より 
むしろチキンカレ I をお勧めしたい」と使うところ 
だろうか。もっとも、この成語が生まれた中国の社 
会では、鶏や牛が家畜として身近にいて、例えとし 
てふさわしいものだったのだろう。 

「むしろ j が使われている文章を分析してみると、 
面白いことに気がつく。 

「母よりむしろ父の方が子供の教育に熱心だった」 
「私は近所の子供と遊ぶより、(むしろ)窓から子 
供たちの遊ぷ姿を眺めている方が好きだった」 
「彼は天才というより(むしろ)気違いだ」 

「地図で調べるより、(むしろ)聞いた方が早い」 
これらの文章から「むしろ」をとっても文意が変 
わらないばかりか、意味がはつきりする。 rr むしろ』 
がない方が(むしろ)意味が明確になると言えないだ 
ろうか」。前者より後者という明確な選択が「むしろ」 
を使うことで、「どちらかと言えば」と比較をあいま 


いにする役割を果たす。 

会社の会讓などで 

「◦〇さんの提案も結構かと存じますが、むしろ X 
X さんの提案の方が、社の方針と .1 致するのでは 
ないかと思います」 

「社員旅行はスキーよりは、むしろ温泉の方が參加 
者が多いと思うよ」 

人間の体で言えば肓腸のような存在で、その果た 
す役割は非常に微妙だ。 

女性よりも男性が、子供よりも大人がこの表現を 
好んで使う。それは「むしろ」の中に前者より後者 
が適切であるという価値判断を伴っているからだろ 
う。テレビドラマで、子供が「僕は CD の音よりむ 
しろレコードの音の方が好きだよ」と言って「何を 
生意気な」と母親に言われている場面があった。こ 
れは、その子供の言った内容が問題なのではなく「む 
しろ」を使った話し方に母親がカチンと来たのだろ 

、っ。 

「僕は CD の音より、かえって…」と言い換えるこ 
とも BJ 能だが、そうすると作者の意図する「こまっ 
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しやくれた子供像」は弱まる。前者を否定する場合 
には、「化学療法に切り換えたら、病状は良くなるど 
ころかむしろ(かえって)悪化している」と言い換え 
が可能だ。「海に行くよりはむしろ (X かえって)山に 
行きたい」と前者を否定しない場合には言い換え不 
可能だ。 (佐) 



戦争責任問題を問われて、例えば、「侵略行為と見 
ることもできる」と答える答弁のあいまいさは「も」 
に起因している。 

「も」は本来、同種の物事や事態を文脈的に前提と 
して、それに事例を付け加える働きをする。 

「今日も(昨日と同様)暑くなりそうだ」 

「(君が行くなら)僕も行くよ」 

「(彼と同様)私もそれには賛成です」 

「(これだけでなく)それも取つてください」 

つまり「 A も B も」という事態のうちの 「 A 」 を 
省略して 「 B も」と言つている形である。ここで厄 


介なのは、 「 A 」 と 「 B 」 の「同種性」を判断してい 
るのは話し手であり、文脈によっては、そこで明示 
されないままに並列の前提とされている「同種の事 
柄 = A 」 が必ずしも上の例のように明白とは限らな 
い、という点である。例えば、冒頭の表現で省略さ 
れている 「 A 」 は「進出行為と見る こと」 かもしれ 
ないし、さらには「アジア解放と見る こと」 かもし 
れないのである。 

また、 「 A も B も」という表現は同種の事態の並列 
から転じて、「右も左も分からない」「進むことも退 
くこともできなくなってしまった」「行くのも行かな 
いのも参加者の自由」というように正反対あるいは 
両極端の選択肢を並列する場合もある。とすると、 
冒頭の表現は、「侵略行為と見ないこともできる」と 
いう解釈も許容しているのである。 

「〜と見ることもできる」「〜とも言える」式の表 
現のあいまいさを避けるためには、暗黙の前提とさ 
れている並列事項 「A (必ずしも一つとは限らない)」 
をはつきりさせることである。 

さて、並列以外の「も」の意味を大まかに整理し 
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ち 


ておこう。「行くのも行かないのも」という文例が示 
唆しているように、「も」には両極への志向があるよ 
うだ。 

「誰(何、 どつ ち、いつ、 どこ、どう) でもで きる」 
「誰もできない」 

というように、不定代名詞に「も」をつけると全面 
的な肯定.否定になる。その意眛的背景には、 「 A さ 
んもできる(できない)、 B さんもできる(できない)、 
C さんも…」というような類例の枚挙という「も」 
の基本的な意味が働いている、と見ることができる。 

では、「あの人とはそれ以降、あいさつもしなくな 
つてしまつた」という否定文では「も」はどう機能 
しているだろうか。「話をする」とか「行動をともに 
する」というような他の社交行為がないことを前提 
とした上で、最低限の「あいさつすらしていない」 
という意味である。「何もしない」が全否定であるの 
に対して、「あいさつもしない」は「あいさつ」とい 
う下限における否定を表している。 

「びつくりして声も出ない」 

「漢字どころかひらがなも書けません」 


「バス代の二〇〇円も財布になかった」 

「ボトルはもう半分も残っていなかった」 

下限が「一」であれば、その否定は不定代名詞の 
時と同じように全否定となる。「一銭もない」「一人 
も来なかった」「一度も行ったことがない」「いっと 
きも待てない」「一枚も残っていない」 

「誰でもできる」という全面肯定のベクトルに対応 
する「上限」という含意もある。 

「物価が一年で二〇%も上がった」 

「 I 週間もあれば、できるだろう」 

「難しい漢字も書けるようになった」 

「十万円も貰ったんだから、何かおごってよ」 
「ボトルにまだ半分も残ってるよ」 

「も」の意味の広がりは、同種の事態の並列という 
基本義を踏まえて、並びたてるベクトルが上限/下 
限、さらに全面肯定/全面否定に向かう、と言える 
だろう。 (門) 
も，つ4 まだ 
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もつたいない 


「もつたいない」の「もつたい」とは何のことだろ 
うか。柳田国男は「モッタィ及びメンドウは、現在 
何人もほとんどその由来を説明し得ない二つの俗語 
である」(『毎日の言葉』)としているが、多くの辞書で 
は「もったい」の元の意味は「有り様、態度がいか 
にもものものしいこと」である、としている。 

たしかに、「もつたいぶる」は「わざとものものし 
く、さも権威があるょうな態度をとる」ことであり、 
「もつたいをつける」は「偉そうにいばつている」様 
子を表している。「おおげさでいかにももつともらし 
い」ことを、「もつたいらしい」という表現もある。 

「もつたいぶらずに' 早く正解を教えろょ」「偉そ 
うに知>た，いつけて話すャツだなあ」といった具合 
に、 k ずれももつばら「おおげさ」といつた否定的 
な意味あいをもって使われる。しかし、あくまで「も 
つたいぶる(6しい)」こと、「もつたいをつける」こ 
とが否定的な行為なのであって、「もったい」そのも 


のにマイナスのイメージがあるわけではないとも考 
えられる。 

では、その「もったい」に「ない」がついた「も 
ったいない」の意味はそうした元の意味から説明が 
つくだろうか。柳田は先の本で「もったいない」の 
「ない」は、「せつな」が「せつない」となったょう 
に、「もったいな」が形容詞化して「もったいない」 
になったと見ているが、ここでは「もったい」を「な 
い」と否定したものととることにする。 

「もったいない」には、大きく分けて①「惜しい」 
という意味と、②「分不相応」という意味がある。 
①「時間がもったいないから'タクシーで行こう」 
「そんなことにお金を使うのはもったいない」 
「限りある資源を使い捨てとは' もったいない話 
だ」 

「ご飯を残してはもったいない」 

これらの場合の「もったいない」は、当の対象の 
価値や有用性が十分に活用されないことを残念に思 
う気持ちを表している。つまり、その物の「もった 
い=有り様.あり方」がいかされていない、という 
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もったいない•もっとも 


ところから来ているのではないか。 

②「分不相応」の意味の「もったいない」は、目 
上の人の行為が恐れおおい場合と' 不釣り合いによ 
い目にあっている場合に使う。 

「社長からもったいないお言葉をたまわった」 
「尊いお方がもったいなくも、わざわざお出でくだ 
さつた」 

が前者だが、現在では' こうした「もったいない」 
で形容するほど「恐れおおい」ヶースは稀になつて 
いる。 

「彼にはもったいないほどの、よくできた奥さん」 
「私にはもったいないような、ありがたいお話で 
す」 

「この部署におくにはもつたいないような人材」 

は後者の例。 

考えてみると、②の両者の例とも、「もつたいない」 
とされる当の人物や対象が、それ本来の「もったい 
=人としての有り様.品格」をはずれて、 より 下位 
の者に接近していると見ることもできる。「もつた 
い」の原義を肯定的に捉えすぎた、こじつけだろう 


か。 (門) 


もつとも (尤も) 

「もつとも」 には比較の上から使われ、 「もつとも 
(最も)ひどい被害を受けたのは神戸で… t _ のように 
程度の激しい様子や、「このクラスで もつ とも成績の 
良いのは…」のように「その中でも一番」という意 
味がある。 

しかし、ここでは①「彼女が彼を嫌うのももつと 
も(尤も)だ」のような形容動詞の用法と、②「君は 
運転がうまいね。もつともスピードの出しすぎとい 
うきらいはあるが」など、接続詞の用法を取り上げ 
たい。 

①は、「当然そうだ。当たり前。道理に叶つている」 
という時に使われる。「陰険な告げ口をされたので 
は、彼女が怒るのももつともだ」「不渡り手形をつか 
まされたのでは、あの会社との取引停止はもつとも 
だ」のように、その事項について同感できる時だ。 
しかし、この「もつとも」と感じるのは主観的なも 
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ので、いつの場合も「そう思うのも道理だ」となる 
かどうかは疑問の余地がある。 

日本の社会で、上下関係がはっきりしている場合、 
なかなか相手の言うことに反論できないことが多 
い。 r ごもつともです」などと相槌を打ちつつ「そん 
な理屈が通るわけがない」と思う人もいる。そんな 
寺こ 

A 「ごもつとも。ごもつとも」と相手の言うこと 
に同意して見せるか、 

B 「おつしやることは、ごもつともとは思います 
が…」と遠慮がちに意見を述べるか、 

C 「いや、私はそうは思いません」とはつきり反 
対意見を述べるかだ。 

人間関係にょってももちろん違うが、日本の社会 
では ABC の順で上の人の意見に従う場合が多く、 
C ともなると「生意気だ」の誹りを免れない。自分 
では必ずしもそうは思わないが「もつともです」と 
同意して見せる。ここが「もつとも」の使い方のあ 
いまいである所以だろう。相手の言うことに何事に 
も「ごもつとも」と納得してみせること、たとえば 


アメリカ 政府の主張に日本が そういう 態度を とって 
きたことで、どれだけの誤解を生んだことか。 

「もっ とも ごかし」 という 表現そのものの存在が、 
日本社会での人間関係のあり方を示唆している。「彼 
は自分の潔白を証明するために、いかにももつ とも 
らしげ(道理にかなっているように)に弁明したが信 
じる人はいなかった」などの表現も多用される。 

②は、前言を否定するような何かか必ず「もっと 
も」 の後に続く場合だ。何か条件を言っておいて、 
それに付け加える形で「もつとも」と言う。たいて 
いの場合は「ただし」「一方」などと言い換えること 
が出来る。 

「いつでも研究室に来ていいよ。もっとも仕事中の 
時はお相手できないがね」 

「あそこは鰻がおいしいんだ。もつとも高いから、 
僕たちの財布の中身では無理かな」 

「報告書、なかなか良く書けていた。もっとも、漢 
字の間違いが多いけれど」 

「彼の態度はなかなか立派だと思いますよ。もっと 
も、生意気だという人もいますが」 
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もの 


「日本は世界の中でもっと指導力を発揮すべきで 
はないでしょうか。もっとも今でも十分に世界に 
貢献しているとは思いますが」 

自分で意見を言っておきながら、これに対立する 
ような事柄を補足する。「もっとも」は明確に述べる 
と不安が残るという日本人には便利な表現ではあ 
る。 (佐) 

もの.こと __J 

この世の「ありとあらゆるもの」という言い方が 
表しているように、この世に存在するすべてが「も 
の-であると言える。とするなら、これ以上あいま 
いな語はないわけだ。しかし、「物事」という言葉は、 
r もの」と「こと」をあわせた表現であり、この世に 
は 「も © I とは違う「こと」があるようだ。つまり、 
「物事」という表現は、「もの」がこの世に存在する 
すべてなのではな<、「こと」と呼ばれる、「もの」 
と同じ <らいに広大な、意味領域がある-!とを示唆 
している。 


で i 、 r もの」と「こと」はどう違うのだろうか。 
多くの辞書は、「もの」は形をもち、感覚でとらえる 
ことができる対象をさすのに対して、「こと」は思考 
の対象等の抽象的な事柄を表す、としている。たし 
かに'「もの」というと、まず第一には「物体.物質」 
を思いうかべるし、「こと(事)」は「こと(言)」か 
ら来ているという語源説からも、「具体/抽象」の対 
立と思いやすい。しかし、人魚や怪獣のような虚構 
的存在も「こと」というよりは「もの」だろうし、 
「人生 もそう棄てたモノではない」という言い方は、 
「人生」のような油象的存在も「もの」と言いうるこ 
とを表している。「もの」と「こと」の区別は、形や 
具体性の有無にもとづ<ものではないようだ。 

r もの」と 「こと」 をキ^ —ワードと して、近代的世 
界観の根本的転換を説いた広松钱は「◦◦というモ 
ノは〜だ」 と 「XX という コトは〜 だ」の「〇〇」 
や 「XX」 の部分に入る表現を分類することによつ 
て、「もの」と 「こと」 に関する暗黙の了解を洗いだ 
している(『もの. こと.ことば J1) 。 それによると、 
名詞類が「〇〇」すなわち「もの」であるのに対し 
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て、文章態は「 XX 」すなわち「こと」である。例 
えば、「降る雪」や「雪の白さ」は「もの」だが、「雪 
が降る」や「雪が白い」は「こと」と言わざるを得 
ない。上の例で言えば、「人生」は「もの」として受 
けることができるが、「生きている」は「こと」でし 
か受けられない。動詞は、文章態の省略表現だから 
である。 

広松は、名詞類での事態の把握、すなわち世界を 
「もの」つまり「他のものから独立して一つのまとま 
りをなしているもの」として把握する世界観を「物 
的世界観」と呼び、それに対して、世界を「できご 
と」すなわち文章態、「主—述」の関係態としてとら 
える「事的世界観」を対置した。彼は、「もの」と「こ 
と」のなにげない使い分けの内に、二十世紀の字知 
の構造的転換に見合ぅ事態を見ていたのである。 

さて、「もの」も「こと」もこぅした世界観的事態 
に対応する用法以外にも実に多様な相貌を示してい 
る。興味深い点だけでも、ざつと見ておこう。 

①「もの」も、言語表現や思考対象を表すことが 
ある。「物言い」「物書き」「物思い」「あきれて物も 


言えない」。「物を言う」が、「金にものをいわせる」 
「これまでの努力がものを言つた」のように、「力を 
奮う」「効果がある」という意味をもつのもおもしろ 

ro 

L 

② 「もの」も「こと」も、威力のある「もの」、き 
わめて重大な「こと」を表す場合がある。 

「あいつは将来かならずものになる」 

「ドイツ語もフランス語も結局ものにならなかつ 
た」 

「そいつはことだぞ J 
「彼はことを好むタイプだ」 

「ものものしい」や「ことごとしい」という形容詞 
にも、この種の響きがある。 

③ 「もの」も r こと」も、形式名詞化して多種多 
様な慣用表現を作りだす。 

「〜ものだ」(希望、回想、感嘆、断定、当然等) 
「早く合格したいものだ」「ここら辺をよく散歩 
したものだ」「よ <あそこまでのし上がつたもの 
だ」「人生とはそういうものだ」「子どもは外で 
遊ぶものだ」 
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や 


r 〜もので」(原因、理由) 

「ゆうべつい飲みすぎちやったもので、ひどい宿 
酔なんです」 

「〜というものは」(強調) 

「そもそも医者というものは…」 

「〜ことだ」(断定、感嘆、嫌悪等) 

r 若いうちにせいせい頑張っておくことだ」 
「ほんとにすばらしいことですね」 

「やれやれ、お節介なことだ」 

「〜したことがある」(過一去一の経験) 

「メキシコには数回行-っ：たこどがある」 
r 〜する ことがある」(頻度处少ない行為) 

「JfJ まこ 斤】 くで テニスをすることがあります」 
「〜することができる」(可能) 

「次の駅で乗り換えることができますよ」 

「〜ことになる/ことにする」 

「この度、結婚することになりました/ことにし 
ました」 

④「もの」も「こと」も終助詞的な用法がある。 
「まあ、お久しぶりですこと」 


「ご立派になられましたこと」 

のように、 「こと」は中年以上の女性が使うことが多 
いのに対して、 

「久しぶりだもの。ゆつ<りしていけよ」 

「だつて、つまらないんだもん(のご 
という具合に、「もの」は男性の方が多く使うようだ。 
いずれも、「感嘆」や「理由」を表す「ことだ/もの 
だ」から転じたものだろう。 (門) 

もらラ i あげる 

Mnu 

最近気になる終助詞は「や」だ。特に若者たちが 
捨て鉢な調子で使う「どうでもいいや」「ちえ、つま 
らない别」は投げやりな態度が、そのまま「や」と 
いう終助詞に込められている気がする。 

会話表現で「や」が使われる例を拾い上げてみる 
と、「自分の小遣いじゃ買えなぃ^|」「こんな汚い海、 
^^3^」「さめたハンバーガーなんて食べ(ら) 
のように可能表現の否定の形が多いこと。 
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-この雑誌、面白いや」よりは「面白くないや」のよ 
うに、マイナス志向の表現が多いことなどに気付く。 
どれも会話表現というよりは、独り言めいて軽く言 
い放つものが多い。 

「どれも高くて手が出ないや」「せっかく 遊ぼうと 
思ったのに誰もいないや」、がっりした時に使われる 
これらの「や」は、誰に聞かせるともなく使われる 
もので、老若男女を問わず使われる。 

「や」は「こっちに来い や」 「一緒に食べよう や」 
のように、男性が命令や勧誘の形で使う ことも 多い。 
「こつちに来い」という命令形に 「や」 が加わる こと 
で、命令というよりは自分の希望という 色合いが 濃 
くなる。ただし、この使い方は中年以上の男性に多 
<、白けた若者が使う r 行きたくないや」「食べたく 
ないや」とは趣を異にする。 

タイエツトをしようと思つている女#が、山海の 
珍味を目の前にし、思わず「明日からダイエツトす 
れほいいや」と口走る。この 「や」 は、 ± A - 又げやりな 
気持ちというよりは、強いて自分を納得させようと 
している様子がにじみ出る使い方だ。同様の使い方 


に「今日のテストは出来なかったけど、今度がんば 
ればいいや」「報告書の資料が間に合わなかったけ 
ど、まあまあの出来だからい いや」 などがある。 

ドラマなどで方言が良く使われる。方言を もっと 
も方言らしく言うには、終助詞を多用することだ。 
「どこサ置いたらいかんべ一」「うち、そんなこと知 
らヘン」、標準語だけでも多彩な色を帯びる終助詞に 
方言まで加わると「まことに日本語はむずかし ゆう 
ゴワス J ということになる。 

「ああ、終助詞は難しいや」という外国人の悲鳴が 
聞こえてきそうだ。 I 


〜ゃすい 

「このカバン、使いやすいですよ。ポケットはたく 
さんついているし、肩にも掛けられる。荷物が多 
い時にはフアスナ I を開けるとねつ、倍の大きさ 
になる」 

スーパーマーケットの入口で、人だかりがしてい 
る。何かと思つたら旅行カバンの宣伝だ。「でも 布製 
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やすい 


で破けやすいんじやありません？」というお客さん 
の質問に「ヨットの帆布ですからね。革製よりずつ 
と丈夫ですよ。洗いやすいしね」と答えている。 

「〜やすい」は、動詞の連用形について「使いやす 
い」「破けやすい」「洗いやすい」のように、その動 
作が容易に行われるという意味になる。「使いやす 
い」は「使うのが容易」、「破けやすい」は容易に破 
ける、「洗いやすい」は洗うのが容易、しかし「洗い 
やすい」と「破けやすい」には微妙なニュアンスの 
違いがある。 

「使いやすい」「洗いやすい」が、お客や店の人の 
カバンに対する主観的な評価であるのに対して、「破 
けやすい」はカバンそのものに対する客観的な評価 
と言えないだろうか。 

「このペン、書きやすいですね」 

「先生の文章はとても読みやすい」 

「食べやすいように、小さく切りましよう」 

「この椅子の方が座りやすいですよ」 

これらはどれもそのものに対する話者の評価で、 
人によって「いや、この文寧は t : 仮名が多すぎて読 


みにくい」「私はこちらの木の椅子の方が座りやす 
い」と解釈が異なる。これ6は、話し言葉では「書 
きいいペンね」「この椅子とても座りいいわ。どこで 
買ったの」などと「やすい」が「いい」に変わるこ 
ともある。 

「破けやすい」のょぅに、物に対する客観的な評価 
としては「ハィヒールはかかとが折れやすい」「雪道 
はすべりやすい」「この崖は崩れやすい」などがある。 
ある人物に対して客観的な評価を行ぅ時にも「〜や 
すい」は使われる。 

「この子は風邪をひきやすいんですょ」 

「あの人、惚れやすいけどすぐ覚めるの」 

これらの客観的な評価は、そのもの、あるいはそ 
の人自体が持っている傾向を表しているのであり、 
誰が見ても評価が変わることはない。「〜やすい」を 
単に「容易に」だけで解決できない使い分けがなさ 
れているのだ。しかし、どんな風に使い分けられて 
いるかは、かなりあいまいだ。 

「書く •読む•座る.食べる.切る」と言った主体 
の意志的な行為に「〜やすい」がついた場合は「た 


277 






やすい」の意味になり、「破ける•すべる.折れる. 
風邪をひく.惚れる」といった自分の意志とは無関 
係に起こる「〜やすい」はそのものの傾向を表すと 
言えるのではないだろぅか。なお、この場合には「や 
ぶけいい」「すべりいい」とは言い換えられない。 

自動詞と他動詞が対をなすものに、この「〜やす 
い」をつけてみると、それがはっきりする。「このド 
アは開けやすい」「この花は育てやすい」(他動詞、話 
者のそのものに対する主観的な評価)、「このドアは開き 
やすい」「夏はほっておくと雑草が育ちやすい」(自 
動詞、そのものが持っている性質.傾向で客観的な評価) 
となる。 (佐) 

やつぱリ =*> やはり 


やは9 •やつば：> 

「やはり」の語源に定説はないが、「やわら(和)」 
などと同じ語源ともいわれている。つまり「静かに 
やわらかであること、動かさないでそのままにして 
おくこと」に通じており、そこから「もとの まま」 


とか「案の定」といった意味になる。そうしてみる 
と、「やはり」という言葉を発する時には、この「動 
かない基準」といった意識が共通しているようだ。 

① 以前と同じ、もとのまま。 

「昨日も暑かったが、今日もやはり暑い」 

「今でもやはり横浜にお勤めですか」 

「大人になってもやはり昔の面影はある」 

「今日もやはり彼のところを尋ねてみるつもり だ」 

② 他の物•人•所と同じ。 

「兄も医者だが、弟もやはり医者をしている」 

「私もやはり皆と同意見だ」 

「日本語と同様、韓国語にもやはり敬語がある」 
「アメリカにもやはり日本と同様、自国民中心主義 
はある」 

③ 思っていた通り。 

「やはり君には無理だったようだね」 

「後ろ姿が君かなと思ったら、やっぱり君だった」 
「やっぱしね。こうなると思つていたよ」 

「やっば、あいつが優勝したよ」 

これ、 b の文例のように、「やはり」はくだけた言い 
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やはり • ようだ 


方では、「やっぱり.やっぱし.やっぱ」などとなっ 
たりする。 

④ 本来のあり方や社会通念.規則に合っている。 
「いい筋はしてるけど、やはり素人だな」 

「やはり血は争えませんね」 

「やはり日本車は故障が少ないですね」 

「横綱はやっぱり強いですねえ」 

「どんなに頼まれても、やはり規則は規則ですか 
ら」 

⑤ いろいろ考えたり、試したりしたが' 結局のとこ 
ろ。 

「いろいろあったけど、やっぱり君が一番だな」 
「いろいろ迷いましたが、やはりそれに決めます」 
「たくさんの国の料理を食べてみましたが、やはり 
日本料理が一番です」 

「紆余曲折がありましたが、やはり持つべきものは 
友ですね」。 

⑤には、一見「動かぬ基準」ともいうべき「不動 
点」がないようにみえる。しかし、いろいろしたり、 
あったりしたが、「やはり」その選択肢が結局は一番 


よかつたのだ、というわけであり、結論的に最善と 
された選択肢が試行錯誤のプロセスの中で潜在的に 
「不動点」をなしていたことの再確認を表明している 
ので ある。 ⑤の用法にも、やはり「動かない基準」 
という「やはり」の原意は生きているのである。 

(門) 

よね 


〜ようた 


「ようだ」は、不確かな断定や数量を表す。「らし 
い」に言い換えることができる。 

「隣に誰か引つ越してきたようだ」 

「彼女はどこかに出掛けるようだ」 

「このレストランは若者に人気があるようだ」 
「社長は今年いつぱいで後任に席をゆずるようだ」 
はつきりとは分からないが、見たり聞いたりした 
情報からある結論へと持つていく時に使われる。た 
とえその情報が間違つていたとしても「あつ、じや 
私の勘違いでした」といつてのけることができる。 
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週刊誌などでは、よく未確認情報を r 〜ようだ」 

(6しい)も付けずに書いてしまうため問題になる。 
しかし、「〇〇と XX が結婚するようだ (6 しい)」で 
は週刊誌は売れないので、「〇〇と XX 結婚」と書い 
てしまうのだろう。 

「ようだ」は自分自身の感覚に対しても使われる。 
この場合「らしい」には言い換えることはできない。 
「今日はとても気分がいいんだ。風邪がなおったよ 
うだよ」 

これは本人が感覚的に感じていることで、実際は 
風邪はなおってないかもしれない。 

「熱が下がったようだ」 

「足の痛みがとれたようだ」 

「今朝から続いた頭痛がす一と直ったようだ」 
一時的にせよ、薬の効力にせよ、病人にとっては 
とても大切なことだ。頭痛を訴える病人に「快方に 
向かつています」といくら医者がいつたところで、 
本人が感覚としてと6えることができなければ仕方 
ないからだ。 

「ようだ J は「あつ、バスが来たようです」のよう 


に、確かな事実でありながら、婉曲な表現として使 
われることがある。これは目上の人やあまり親しく 
ない人と話す場合によく使われる方法で、あいまい 
に表現することで敬意を表すことになる。 

会讓などに出席すると、 

「先生のお席はこちらのようですよ」(ちやんと名 
前* • 書いてあるのだから「こちらですよ」でもかまわ 
なぃ) 

「_長、質問の方がい6っしやるようですが…」 
(さっきから手をあげている人がいる。 r 質問の方がい 
6っしやいます」となぜ言わないのか) 

「あそこに立っていらっしやるのが有名な◦◦先 
生のようですよ」(さんざん写真やテレビで見てそ 
の顔は知っている。しかし知人でもないのに〇〇先生 
ですよ」と言ったのでは知ったかぶりしているようで、 
あまり好ましくない) 

この「ようだ」は断定するのを避け、あいまいに 
ぼかすことで、自分の考えを速回しに伝える役割を 
果たすようだ。 (佐) 
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(役人言葉） 


役入言蕖 

I 

芸能界では時間にかかわりな<、最初に会つ 
た時の挨拶は「おはようございます」だそうだ 
が' それぞれの業界にこの種の特有の表現があ 
つたりする。例えば水商売では二見さん(は 
じめての客)」などと言つたりするし、野球界の 
「かまぼこ」はいつもペンチという板の上に座つ 
ムている万年控え選手' 落語界で「それる」と言 
ラえば'「話がうけなかつた」ことを言うらしい。 
コそ〇した特殊用語を駆使することによつて、そ 
一の業界の人間であることを相互に確認しあうと 
_いう意味もあるのだろう。 

一 それ6の業界の人々が仲間内でそうした特殊 
一表現を使いあつているのは勝手だが、役人たち 
|が、一般の人々に理解してもらわな<てはなら 
一ないところで' 役人たちの「業界用語」にあた 
„る「役人言葉」を頻発する傾向があるのは' 彼 
_らの勝手と言つてはい6れない。 


I 昔から、三大専門職と呼ばれてきた職種(牧 
j 師.法曹.医師)の共通の特徴の I つは、特殊な 
i 服装と特殊な用語によつて威厳を保つことにあ 
j つた。現代の役人たちは服装はサラリ—マン共 
„通のドブネズミ色のスーツに身をやつしている 
一ので、せめて特殊用語で民衆をケムにまくこと 
~ で威厳をふるおうとしているのだろうが。 

江戸時代の武士が現代の役人の前身であつた 
!せいか' 役人たちは一般にはあまり使わない漢 
一語を使いたがる。そこには' ある時は T 民は由 
一らしむべし。知らしむべからず」といつた驕り 
I がうかがえるし、また、ある時は、事態をあい 
I まい化することによつて自らの責任を糊塗する 
j という姑息さが見え隠れする。この種の「役人 
I 言葉」のいくつかを見ていくことにしよう。 

「日銀融資分を可及的速やがに返済させる」 

「かきゅうてきすみやかに」といつた言葉を役 
I 人以外に使う人がいるだろうか T 可及的」とは、 
一「及ぶべく (可及)」つまり「できるだけ」の意味 
_の漢文表現を「的」で和風に副詞化した言葉で 
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_ ある。「速く」ではな < 、「速やかに」という古 
一い表現を用いるのも気取っている。「できるだけ 
一速<」と言っては' 分かりやすすぎて言質をと 
I 6れるとでも心配しているのだろうか。 

「担当者と相談の上善処します」も役人の決ま 
„り文句。「善処」とは読んで字のごとしで「もっ 
I とも善い方法で処置すること」である。もっと 
~も、漢字を見れば意味がつかめるが、聞いてい 
„ るだけだはどういうことか分からないというと 
I ころが曲者で、民草をケムに卷<表現であるこ 
I とにかわりはない。「善処」の「善」は役人や役 
j 所にとっての「善」であったリすることが多い。 

「善処」と似た表現だが'「その件につきまし 
! ては' しかるべく対処します」と言うこともあ 
|る。「しかるべ<」は r 然(しが)あるべ<」つま 
I り「そうあるべく」という意味だが' この r ベ 
~き」が示唆する「本来の状態」なるものがどう 
| いうものなのかは、あいまいなままにされてい 
j る。「しがるべき」とは、役所感覚によれば'結 
|局のところ、「前例にならつて」とが「上の管轄 


一部署の指示に従って」という意味にほかならな 
i いのである。 

一 「まことに遺憾に存じます」といった「遺憾」 
一が謝罪の表現であるかのよ-5に使われることも 
|ある。しかし'「遺憾」とは本来'「自分の期待 
一通りにいかず、残念に思うこと」であり'「実力 
j を遺憾な<発揮した」といった用法の方が本来 
„ の意味に合っている。 r 役人用語」の「遺憾」は 
„「残念」という感慨を述べることによって'「謝 
一罪」の責任を回避する表現なのである。 

I 時期、「サンシャイン計画」なる高齢化社会 
| への行政の対策が、実質的な意味があいまいな 
!英語を多用している、として批判されたが、ど 
i この「白書」を見ても、その種のカタカナ英語 
i が乱用されている。民間企業でのカタカナ英語 
I 氾濫に輪をがけるようにして、行政も一般の人 
~人には分か6ないカタカナ英語をちりばめるよ 
|うになった。「役人言葉」のあいまいさの煙幕の 
一素材は、漢語か6だんだんカタカナ英語に移っ 
| てきているようだ。 (門) 
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よく 


よ く I 

「よく」は、形容詞「よい」の連用形だが、それが 
独立して副詞になったものも多用される。日常会話 
ではよ<使われる語である。 

意味は多様で、次の六つぐらいに分け6れる。 

① 十分に。くわしく。もれがないように。「よく調 
ベておいてほしい」 

② じょうずに。うまく。巧みに。「かれを傷つけず 
によく説得してくれたね」 

③ 非常に。はなはだ。「ここまでよく焼けてしまつ 
たものだ」 

④ 予想外なこと、しにくいことをしたときに。「よ 
くもだましてくれたね」 

⑤ よくないことを逆説的にいう。「よくもまあ、そ 
こまでばかなことをしたものだ」 

⑥ たびたび。ひんぱんに。ともすれば。「よく能楽 
堂で会いますね」「よく学校を休む」 

「よ<1は、-見、肯定的な表現のようだが、否定 


的ニュアンスを込めて使うことも多い。右の④⑤な 
どはそれである。 

そしてまた、程度をあ6わす作用を含むか6、程 
度の認識の仕方に個人差が生じ、それがあいまい度 
を高くする。この.二つの要素が重なって、 トラ プル 
を起こすことがよくある。 

たとえば、上役が部下の遅刻を注意したり、親が 
子供の遅刻を注意したりするときに「よく遅刻する 
な」などという。上役の心得といつた本には、こう 
いう注意の仕方には決めつけがあって、反感を起こ 
させやすい、などと書いてある。これが親子だと、 
「"よく"といつても、たつた三回じやないか」とい 
う反論も可能だが、上役と部下では、そこまで隔意 
のない問答はしにくいというわけである。 

「三回」が多いか少ないかは議論のあるところだ 
が、感情的対立が起こる原因は' その遅刻の回数だ 
けにあるのではない。 「よく」 という言い方にはすで 
に「多い」という断定があり、これが相手の感情を 
刺激するわけ だ。 これなど、 「よく」 を頻発する癖に 
は用、じすべきことを示唆す るケー スである。 (芳) 
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よろし \Z 

「よろしい」の連用形から来ている。古語で「よし」 
が好ましい状態として積極的に評価することばであ 
るのに対して、「よろし」は「よし」よりも評価の劣 
る事態を消極的に是認することばだった。今のこと 
ばで言えば「まあまあ」といつたところだろう。同 
時にそこには、「分相応」という自足感もうかがえる。 

現代人の「よろしく」にも、そうした意味の古層 
は生きているようだ。 

「よろしくお願いします」という表現には、自分が 
最大限に有利になるような措置をお願いするという 
ような意識はない。相手の立場でできる範囲で、自 
分にほどほどの好意を期待するという感じである。 

「よろしくお伝えください」という場合も、「自分 
の好意や相手を案ずる気持ちを」「よろしく」伝えて 
くれ、と言つているわけで、やはりそこにも「ほど 
ほどに」のニュアンスがある。 

「ちようどよい」ように' あるいは「適度に」とい 


うのが、「よろしく」の原義であることは、 

「私のいない間に何かあつたら、よろしく頼む」 

「この後は、各自でよろしくやつてください」 
といつた言い方にも表れている。ただし、どれ くら 
いが「適度」かは相手の判断に委ねられている。ど 
うも「よろしく」には、「適当に」という時の「適当 
さ」と対応するあいまいさがうかがえるようだ。 

また 

「借りてきた猫よろしくおとなしくなつてしまつ 

た」 

「オペラ歌手よろしく声をはりあげる」 

のように、「いかにもそれらし く」 という意味あいに 
なるのも、「それに相応しい1_というところか6来て 
いるのだろう。 

「よろしく」という表現は'「よろしさ」の判断基 
準を他人にあずけて願望や依頼をするというあいま 
いさをもつている。しかし、そ、つしたあいまいさは、 
人間関係の潤滑油として必須のものとも言えるので 
ある。 (門) 
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よろしく•らしい 


〜らしい 


「先生、木村さんは今日は欠席らしいですよ」 
「そうだね、欠席のようだね」 

「今、ちようど映画が終わつたらしいですよ(終わ 
つたようですよ)」 

助動詞の「らしい」は「ようだ」と使い方が非常 
に似ていて、使い分けはあいまいだ。 

「らしい」は推定の意味を表し「欠席だ」とまでは 
言えないが、「風邪をひいている」「今日はコンサー 
卜に行くと言つていた」などの判断材料があり、欠 
席するのはかなり確かだと思える場合に使う。それ 
に対して「ようだ」は、自身の感覚で判断する面が 
あり、先生の「欠席のようだね」は、授業が始まつ 
ても自分の席にいないのを見て、多分欠席なのだろ 
うと思つている面がある。 

「先生の話では、息子の成績はかなりひどいらし 
い」 

この場合の「らしい」は、ある確かな情報に基づ 


いたものであり、確信の度が高い。それに対して「最 
近の息子の様子から判断すると、学校の成績がかな 
り悪いようだ」と、自分自身の感が判断の根拠にな 
つているため、「ようだ」は「らしい」よりは確信の 
度が低いと言える。 

「男らしい」「先生らしい」「子供らしい」と名詞の 
後に「らしい」がついた場合には、話者が「男とは 
こういう性格」「先生とはこんな風体」「子供とは…」 
といった基準を持っていて、その基準に合致した時 
に使う表現だ。しかし、「先生」の特徴とはどんなも 
のだろうか。「男らしい」とは？、「竹を割ったよう 
な性格」は男らしく、「〜らしい」というのは明らか 
に褒め言葉だ。 

それに対してけなす時には「〜くせに」が使われ、 
「男のくせに意気地がない」という表現になる。先の 
男性と同じく「竹を割ったような性格」の女性がい 
たとしよう。その女性は何と言われるかというと「女 
のくせに男まさりで」となり、「女らしくしとやか」 
と評価が全く逆になったりする。 

「〜らしい」という言葉は、その人の属性を見えな 
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い糸で縛りつけるものでもあるのだ。「〜6しくな 
い」 と言われないために、日本人はどれだけ「〜ら 
しく」 見えるように努力していることか。時代や社 
会の変化に応じて、この「6しい」の内容も徐々に 
変わつていくに違いない。 (佐) 

〜られる^〜れる 

例の.かの | 

「例の話」「例の人」「例の物件」…など、この「例 
の」は、「いつもの」「あの j 「件の」「すでに御案内 
の」などの意。この.その.あの.かの.いわゆる 
…などと共に連体詞に属する。 

そもそも「例」とは、「過去からあつたならわし、 
しきたり(先例ご「いつも行われていること(通例ご 
「ありふれて目新しくないこと」「同類のものを代表 
し、類推させる個別的•具体的な事実(実例ごとい 
うことである。これに「の」が付いて「例の」とな 
れば、どうなるのか。 

過去の経験、通例、前例などから、お互いに知り 


合っていて、あらためて具体的に言わなくてもすむ 
時に次のように使われる。 

「例の話だけどね」は、同じ話が反復されることを 
示す。「例の件、よろしく頼むよ」は、わかり合って 
いるはずだという共通の前提を言外にしている。「例 
の人の耳に入ってもまずいから」も同じ。「例の話は、 
また、帰りながらでも、ね」は、第三者に話の中身 
をかくす時に煙幕のはたらきをする。 

さらに、大橋禄郎氏の着眼によれば、自分の物知 
りぶりをそれとなく示すための「例の」もあるとい 
う。「例の、ベーコンの『知は力なり』が何を言おう 
としているかと申しますると…」 

なるほど、ちよっとした頭脳作戦だが、そう言え 
ば、漱石の『坊ちゃん』で、山嵐(堀田教諭)と坊っ 
ちやんを仲たがいさせようと奸計を案ずる赤シャツ 
と野だいこは、ヒソヒソ話の一部だけ坊っちゃんに 
聞える会話で、山嵐に対する疑心暗鬼を誘発する。 
「また例の、堀田が」「……1_「生徒を…」「煽動して 
?」 

以上のように、多くは省略したり隠したりすると 
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れいの • れる 


きに使う語だから、あいまい度は高い。そこにこそ 
存在理由.利用価値があると考えてもょい。 

この語でコミュニケーションを行う前提として 
は、少なくとも当事者には「例の」が何を指すかが 
わかっていないといけない。しかし実際には、わか 
つていると思つていても別のもの(こと、人など)を 
指していることはしばしばある。 

社長が秘書に「ちょっと、例のもの用意して」と 
言うのを聞いた客、「いえいえ、私のことならおかま 
いなく…」と食事の用意を辞退。ところが、秘書が 
持って来たのは、もてなしには関係のない、きれい 
に整理された重要データのフアィルだった。 

『産経新聞』のコラム「産経抄」で菊池寛賞を受け 
た記者、石井英夫氏は、ある日、こんな文章を書い 
ている(このコラムの文章は傑作選として数冊の本にま 
とめられている)。 

「有名な『人民の、人民による、人民のための政治』 
は リンカーンの ゲティスバ ー グの演説の表現だ 
が、 もともとはリンカーン 自身の言葉ではない と 
いう。『亇きているわれわれは、ここに固く決意す 


べきである。(中略)そして、かの、人民の、人民 
にょる、人民のための政治を地上から絶滅させな 
いであろう ことを』 

リンカーンが『かの』というからには他人の言 
葉の引用で、ものの本にょると英国の宗教家の表 
現の借用だそうだ」 

ここでいう「かの」は、「例の」と同じ意味を持つ。 
文章では、引用文はカギカツコでくくったり、それ 
の出典を示したりするが、演説や会話では、しばし 
ば省かれる。また、はっきり示しても、いつの間に 
か出典は除外される。時間がたったり、人から人へ 
と伝達されたりす るう ちに、"その,部分は風化す 
るのである。 (芳) 


〜れる•〜られる 

助動詞の「れる•られる」には可能.尊敬.自発 
.受け身とさまざまな用法があり、時には、それが 
どの意味で使われているのか判断に迷うことがあ 
る。武者行列を見ようと人垣の隙間からのぞいてい 
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て発する「見られた」と、物陰でこっそり着替えを 
していて「見られた」は同じ表現だが、「何が見られ 
たの」(可能)とも、「誰に見られたの」(受け身) とも 
受け止めることができる。 

「あっ、机の上にあった書類は？」「持っていかれ 
ました」 

これだけだと受け身とも尊敬ともとれる。税務署 
の調査が行われている場合には、受け身だろうし、 
単に会社での会話なら「部長が持っていかれ ました」 
のように尊敬表現で、主語が省略されたものとも受 
け取れるからだ。もちろん会話には、その会話にあ 
った場面があり、前後関係から判断して、受け身か 
尊敬かは自明である場合が多い。しかし、最近問題 
になっている「着れる、見れる、来れる、寝れ る」 
といった「6抜き言葉」の存在は、何とか意味をは 
っきりさせて使い分けたいという、意識の現れでは 
ないだろうか。 

「きのう買ったジャケット、今朝会社に着ていこう 
と思つたら、息子に着られて しまいましてね」 (受 
け身) 


「先月からダイエットした甲斐があって、またこの 
ジャケットが着られる(着れる)ようになりまし 
たよ」(可能) 

一段活用の動詞は「着られる(受け身)、着れる(可 
能ごと本来なら両方とも「着られる」のところを 
可能の意味をとる場合には「着れる」を使う人が多 
くなってきている。意味上の混乱を避けるために生 
まれた庶民の知恵と言えないだろうか。 

「言葉の乱れ」と受けとるか、文法を整理し ようと 
する現象と受けとるかだが、私は後者を支持したい。 
どの時代でも話し言葉は書き言葉よ〇十年早く変化 
を始め、書き言葉がその後を追いかける。 r ら抜き言 
葉」も十年もしないうちに市民権を獲得するのでは 
ないかと思われる。 

受け身表現の〔れる.5れる〕 

「妻に殴6れまして」と目の下に青痣を作って出社 
した社員の弁、「褒め6れる、 at られる、押される」 
など他動詞が使われ、人を対象にしている場合は直 
接受け身、これに対して「ゴルフコンペを楽しみに 
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れる 


していたのに、雨に降られてしまつた」などのよう 
に、「雨が降る」という自動詞を受け身にした時に、 
もとの文に現れない第三者が被害や不利益を被る場 
合は間接受け身だ。 

外国人に分かりに<いのは、自動詞の「寝る.来 
る.泣く」が受け身文になつたときで「なぜ『来る』 
や『寝る』の受け身形があるのか理解できない」と 
い、つ。 

「きのうの日曜日は友達に来られて…」、日本人な 
ら、ここまで会話を聞いただけで、その友達が歓迎 
されない客であるのが分かる。「きのうトムが来て 
ね」と「きのうトムに来られてね」、単に翻訳するだ 
けではこのニュアンスの違いを説明することはでき 
ない 。 "Torn came to my liouse yesterday 、 受け身 
なら： andlwasunhappy i と付け加えることで、初め 
て文意が伝わるのだ。 

「きのうの忘年会の後、木村君に電車の中で寝られ 
ちやつて さ」、 ここまでで、話者がどれだけ困つたか、 
H 本人ならすぐその埸面が浮かびあがるだろう。こ 
n を間いた II 木人なら「それは人変でしたね」など 


と多少同情をこめた返事をするところだが、外国人 
にとつては、「寝られる」ことで話者が困つたのだと 
いう意識を察することは難しく、「電車の中で寝た」 
という現象だけをとらえて「ああ、日本人はすぐ電 
車の中で寝ますね」とそっけない返事をかえすこと 
になる。コミュニケ ーシ ヨン.ギャップというのは、 
こういつたところからも生じるのだ。 

新聞やテレビの報道文でも「今日行われた閣議で 
は」「新たな対策が検討されることになりました」な 
ど、受け身表現が多用される。これは人が主語に立 
たず、元来日本的な発想ではないとされてきた。し 
かし最近では、こういった受け身文は日本語の中で 
頻繁に使われるようになつている。「十二日に ESS 
主催のスピーチコンテストが開かれます J 「これでや 
つとご苦労が報いられましたね」などだ。 

日本語では受け手の立場に立って話す方が好まし 
い印象を与える。受け身表現が多用されるのも ( X 
受け身表現を多用するのも)そんなところに原因があ 
るのかもしれない。 
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自発表現の〔れる.5 れる〕 

「秋の気配が感じられる頃と なりました」 

手紙をこんな文章で書きはじめ ると、 そこに ま、 
話者の主体性よりも、秋という季節の 到来に話者が 
受け身になって、 ごく 自然にその状況を受けと めて 
いるという感じがにじみ出て くる。「自然に そうな 
る」という自発の表現で、どこかに奥ゆかし さが 漂 
t そこに「日本人らしさ」が出て くる。 単に「吹 
になりました」と、「秋」を客観的に とらえるのとは 
ニュアンスは大分違う。 

日本語の文章ではもっとも論理的であるは ずの 論 
文などにも、この自発の形はよく使われる。 文末が 
「思われる」で終わる例だ。その英訳を見る と： ►—< 
think . •と主語が明確に出ているにもかかわらず、日 
本語になると、話者の主張をあいまいに する 「思わ 
れる」になるのだ。断定することを嫌う日本語の発 
想では、時には欧米の人たちと裁判で 争っても負け 
てしまうのは当然と® < tl ' n ' か。日本語で考える時と 
英語で考える時には、この r れる .6 れ る」 の S 見 
毛大分違つたものになるはずである。 (左) 


ろくでなし 

「ろくでなし」というと、越路吹雪の シヤン ソンの 
タイトルを想い起すが、「ろくでなし」が否定されて 
C る I ろく」とはいつたい何だろうか。漢字は「康 
'石の意)」とのことだが、単なる当て字のようだ。 
漢字の語感としてはむしろ「禄」が念頭にくる。つ 
まり封建社会において r 禄を免めない者」、今で 言え 
ぱサ ラリーマン 失格者という イメ —ジである。しか 
し、どうもこれはあまりに「会社社会」に毒された 
発想のようだ。 

「ろく」とは「陸」で「土地の平らなこと」から転 
じて「物*力ゆ* • まないで、まつすぐなこと」(この 
点で「直」とも書く)を表す。したがつて，「ろくで 
(も)ない」とは、「まともでないこと」になる。 

「朝まで友達と話しこんじ やつて、ろくに寝て、レよ 

いんだ」 

「会社の仕事が忙しくて、ろくに休む こともでき2 

い」 
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ろくでなし • わけ 


という時の「ろくに」は「まともに.十分に」とい 
う意味だから、「ろく」の元の意味をうけついでいる。 
しかし、この場合も「寝ていない」「休むこともでき 
ない」と次に否定表現がかならず呼応しているとこ 
ろがおもしろい。「ろくに寝る」「ろくに休む」とは 
言えないのである。 

一部の方言では、「ろく」で「平坦」「まっすぐ」 
「正直」という肯定的な意味を表すょうだが、共通語 
では、「ろく」という否定される当のものの意味はお 
ぼろげになりつつも、「ろくでもない」という否定的 
言い回しだけが残つているおもしろい例と言えょ 
、つ。 (門) 
分かる 4知る 


〜わけ•〜はす I 

「訳—わけ」は物事の筋道や道理を示す。「わけに 
はいかない」 「〜 わけだ(はず だ)」 「わけが+わかる 
(わからない)」。 

II 木人は I I 木社会の規範に従って中きている。 


「いくら式場が安いからといって、仏滅の日に結婚 
式をあげるわけにもいかないでしよう」 
「一家の主が食べはじめないのに、嫁の私がさっさ 
と食べるわけにはいかないんです よ」 

こういった社会の道徳がいつまで続くのか、ある 
いは既に壊れているのか、いずれにしても「どうし 
て仏滅なんか気になさるんですか。別にいいではあ 
りませんか」と言われれば、「〜わけ(道義)にはい 
かない」という表現も意味をなさなくなる。「わけ」 
の使い方があいまいである所以だ。 

「先輩に荷物を持たせるわけにはいきませんよ」 
「いくらなんでも、関税を二〇〇%にするわけには 
いかなかつた。そんなことをしたら自分の国のデ 
ィーラーが倒産に追い込まれるからね」 

「わざわざ私を訪ねてきたのに、会わないわけには 
いかないでしよう」 

これらの「〜わけにはいかない」という表現も、 
社会的に見ても、道義的にみてもそうするのが自然 
だという時に使われる。 

「わけ」は、末来のことを仮定する場合にも使われ 
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る。 

「天気予報では、今日は一日晴れのわけ(はず)だが 
…」 

「飛行機が定刻に着いたとすれば、夕方には家につ 
いてもいいわけ(はず)なのに」 

「あの人に恨まれたからには、このままですむわけ 
(はず)がない」 

「来年の今頃には、新しい建物に移れるわけ(は 
ず)ですね」 

仮定の結果を表す「わけ」は「はず」に言い換え 
られる。 

「わけ」は「わかる」という動詞と一緒に使われる 
ことも多く、その場合には「道理がわかる(わから 
ない)」という意味になる。 

「どうして、そんなにわけのわからないことを言つ 
て私を困らせるの」 

「あなたはもっとわけのわかった人だと思つてい 
たのに」 

「わけのわからないこと」は社会的な常識に反する 
こと、また「わけのわかった人」は常識家と解釈で 


きる。ところが次のような「わけ」の使い方になる 
と「わけ」は、原因.理由を表す。 

「彼女がどうして怒っているのか、さっぱりわけが 
わからない」 

「あんなに仲のよかった二人がどうして離婚した 
のか、これでわけがわかったでしょう」 

文末に「わけです」を持ってくると、話し手が自 
分が述べようとすることに、自信を持って言い切る 
表現となる。 

「みんなで決めたことだから、君にも守ってもらわ 
なくては困るとい、っわけだ」(わけなんだ) 

「日本にこれだけの経済力がついた以上、国連の常 
任理事国に名乗りをあげるのは当然というわけで 
す」(わけなのです) 

「学長も応援して下さることですし、この計画を積 
極的に進めたいというわけです」(わけなんです) 
ここでは、まず理由をはっき りと 述べ、この結果 
になるのは当然であり、常識的にも納得できるであ 
ろうという判断から「〜わ け」 を文末に持つてくる。 
これが 
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わけ 


「君に守ってもらわなくては困るんだが…」 

「君にも守ってもらわないと困ることになってね」 
「君にも守つてもらえないだろうか、そうしないと 
困ることになつてね」 

という 表現になる と、 相手の顔色を見ながら話すこ 
レ-こ 2り、ト ー ンはずっと弱くなり、相手に反論の 
機会を提供することになる。立場によって、こうい 
った表現も使い分けなければならず、日本語の会話 
では文末の持って行き方‘つで、断定表現にもなれ 
ま、依頼表現にもなるという一つの事例だろう。 

外国人に教える際、単に「『わけです』は『それは 
当然』という意味になります」だけでは、とてもこ 
の「わけ」を教えたというひげにはいかない。(佐) 
割合 i 案外 
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「『あいまい語辞典』という辞典の企画があるのですが、共同執筆者に…」というお話を、東京堂の 
福島氏を通して頂いたのが、確か一九九三年の春だったと思う。一読者として、そんな辞典があれば 
読んでみたいとは思ったが、執筆者になるには一大決心が必要だった。 

無謀にも、このお申し出に従うことにしたのは、芳賀先生の「日本人論」の視点からの「曖昧さ」 
の追求に興味を覚えたことと、私自身が外国人に日本語を教えるという経験を通して得た体験を、こ 
の辞典に盛り込めるのでないかと考えたことによる。幸い、共同執筆者に同僚の門倉教授にも加わっ 
ていただけることになり、哲学.論理学からのアプローチが加味されることになった。 

問題は、この辞典でとりあげるべき語彙の選択だった。「結構ですね。ぜひ行きましよう」のように 
快諾の返事にも使われるが、「もう結構です」のように断りの返事にも使われる表現、「女のくせに」 
のように、日本という文化的.社会的規範を含蓄しているが、その基準が曖昧な語、「部長のおかげで」 
と言えばプラス概念だが、「部長のせいで」と-.言えばマィナス概念になるというように、話者の心理に 
よって選択が可能な語彙、「ええ、行きたいんですけど…」のように、肝心の否定表現「行けません」 
を省略する言い差し表現など、「曖昧」というキーコンセプトのもとに、あらゆる角度から語彙を選ぶ 



作業が始まった。語彙の収集.選択に約一年を要して、最終的に絞りこまれたものがこの辞典である。 

しかし、こうした語彙の選択には、主観的.恣意的な要素つまり「曖昧」さがつきまとう。「なぜそ 
の語があいまい語とみなされるのか」については、各執筆者の判断にょる部分が多い。今後、書き足 
す部分、書き直す部分などが生じることと思う。読者の方々にも「何が曖昧か。どうして曖昧か」を 
ともにお考えいただき、ご教示いただければと思う。 

あいまい語の語彙と、それに関する資料の収集については、元成蹊学園教諭の加藤達馬先生、横浜 
日本語研究会のメンバーにご協力いただいた。これらの膨大な資料が手元になかった6、この辞典は 
未だに完成をみなかったと思う。ご協力に対し、心からお礼申し上げたい。 

また東京堂の編集者、福島光行氏には企画の発案者として、また最初の読者として、常に暖かい励 
ましと時には厳しい感想を頂いた。福島氏の出版への熱意が、この一書になったという思いが強い。 
足掛け三年にもわたって、辛抱強<、叱咤激励して下さった福島氏に心ょり感謝したい。 

この『あいまい語辞典』は、既成の辞典の概念にはおさまりに <い類のものだと思う。読者の皆さ 
んにじゅうぶんに楽しみながらお読みいただければと願つている。 

一九九六年五月 
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